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はじめに 


当 検証 委員会は、 株式会社 デイ ズ ジャパン (以下 「デイ ズ ジャパン 社」） の 前 代表取締役で あり、 同 
社が 発行して レ 、た 月 刊誌 「 DAYS  JAPAN」 （以下 「 DAYS  JAPAN」 ） の 前 発行 人 (元 編集長) である 広 
河隆 一氏 （以下 「広 河 氏」） による、 複数の 女性への セク シャル ハラ スメントが 週刊誌で 報道され たこ 
とを きっかけに、 同社の 依頼に より 発足した。 広 河 氏の セク シャル ハラ スメントに ついての 第一 報は 
2018 年 12 月 26 日 発売の 週刊 文 春 (2019 年 1 月 3 日 • 1 月 10 日 号) であり、 その後 新聞 や WEB 
媒体な ど 複数の メディアで、 セク シャル ハラ スメントの みならず パワー ハラ スメント や 不当な 労務管理 
が あった ことな ども 報じられた。 

広 河 氏は パレスチナ 問題 や チェルノブイリ 事故 取材、 原発に 反対す る 活動な どで 知られた フォト ジ 
ャー ナ リストで ある。 広 河 氏には、 チヱ ル ノブ イリと スリーマイル島の 原発 事故 報道に よる 講談社 出版 
文化 賞 受賞 （1989 年)、 レバノン 戦争と パレスチナ 人 キャンプの 虐殺 事件 報道に よるよ みうり 写真 大 
賞 受賞 （1992 年） 「写真 記録 パレスチナ」 で 土 門 拳 賞を 受賞 (2003 年) など 著名な 賞の 受賞 歴が複 
数 あり、 「パレスチナ 瓦礫の 中の 子ども 達」 （徳間 書店）、 「新版 パレスチナ」 （岩波 書店） など 著書 
も 多数 ある。 

DAYS  JAPAN は、 1988 年から 1990 年に かけて 講談社が 発行して いた 同じ 名称の 月 刊 誌に 関わ 
っ ていた 広 河 氏ら が 中心と なって、 2004 年 4 月 号を 創刊号と して 発行され、 海外の 戦場 や 難民 問 
題の 取材 記事、 国内 外の 様々 な 環境問題 や 原発 問題な どを 取り上げ てきた。 広 河 氏は、 2003 年に 
設立され た デイ ズ ジャパン 社の 代表取締役を 長年 務め （2 018年12月26日 、 自身の ハラ スメント 報 
道を きっかけに 退任）、 DAYS  JAPAN の 創刊 時から 2014 年 9 月 号まで 編集長を 務めた (その後は 
発行 人)。 このような 経緯から、 広 河 氏は 「DAYS  JAPAN の 顔」 といえる ような 存在だった。 

このように 人権問題に 真摯に 取り組ん できた はずの 広 河 氏が セク シャル ハラ スメントを 繰り返し てい 
たという 報道は、 社会で も 大きな 衝撃と 関心を 持って 受け止められた。 

当 検証 委員会は、 ① 被害者ら 関係者への ヒアリング 等に より 広 河 氏の ハラ スメント (セク シャル ハラ 
スメント 及び パワー ハラ スメント) や 不当な 労務管理の 有無 及び 実態を 明らかにする こと、 ②広河 氏が 
ハラ スメントを 繰り返し てきた 原因を 究明す る こと、 ③ 周囲が なぜ、 こうした ハラ スメントを 止められ なか 
ったの か 等 ハラ スメントが 長期 間に わたり 温存され てきた 背景 事情を 解明す る こと、 ④ この 事件から 
社会が 教訓と して 学ぶべき ことは 何 かを 検討す る ことを 目標に 作業を 進めて きた。 

本 報告書に お V ヽて これらの 作業 結果を 報告す る。 

なお、 本文 中では、 広 河 氏を 含む デイ ズ ジャパン 社の 役員 及び 一般 財団法人 日本 フォト ジャー ナ 
リズム 協会の 役員に ついての み 本名を 用い、 それ 以外の 関係者に ついては 全て 実名は 伏せ、 性別 
と 肩書は 必要に応じて 記載す る。 また、 本文 中で 斜線 体で 記載す る ものは、 なんらかの 資料からの 
引用 部分で ある。 
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第 1 調査 経過 


1 調査の 概要 

(1) 検証 委員会 設置に 至る 経緯 

デイ ズ ジャパン 社は、 2018 年 9 月 29 日の 臨時 株主総会 決蠢 において 会社 解散と DAYS 
JAPAN の 「休刊」 を 決定して おり、 2019 年 2 月に 発行す る 3 月 号を 最終 号と する 予定と なって 
いた。 会社 解散に 伴い、 当時の 社員ら は 急に 職を 失う ことと なった ため、 強い 不安と 反発が 生じ、 
一部 社員が 労働組合を 結成して 会社と 交渉す るな どの 係争 状態と なって いた。 （会社 解散に 至 
る 経緯に ついては 第 6 章、 その 前後の 社員との 係争に ついては 第 7 章に おいて 後述す る。） 

同年 12 月 26 日 の 週刊 文 春 報道は、 会社の 解散 発表 後の、 デイ ズ ジャパン 社と 社員との 係 
争 状態の 渦中に 発表され たという ことになる。 

同年 12 月 25 日、 第一 報と なった 週刊 文 春 記事の 早 刷りを 見た 当時の デイ ズ ジャパン 社の 経 
営陣 (広 河 氏 及び 他の 取締役ら) は、 対応を 依頼す るた め、 A 弁護士と 面談し、 A 弁護士が 同 
社の 代理人に 就任した。 A 弁護士は、 「会社の 代理人と して、 ハラ スメントの 実態を 調査し、 そ 
の 結果を 最終 号と なる 3 月 号に 掲載す る」 という 方針を たて、 12 月まで DAYS  JAPAN の 編集長 
を 務めて いた B に 協力を 求め、 A 弁護士と B の 2 名で 関係者への ヒアリング 作業を 開始し 始め 
た。 これにつ いては、 12 月 31 日付で デイ ズ ジャパン 社 ホームページ 上に 同社の コメント として 
「弊社 代理人 を 責任者と し て 調査を 行う」 「真摯な 検証を 最終 号に おい て 公表す る チ 足 7 と 掲載 
された。 

この 期間の 調査 作業に おいては、 B が、 過去に デイ ズ ジャパン 社 や 広 河 事務所に 関り が あっ 
た 元 従業員 や ボランティアに 連絡を とり、 ヒアリングを 打診す るな どして いた。 しかし、 連絡を とる 
対象は B が 連絡先が わかる 者に 限られて いたた め、 同人の 入社 以前の 関係者には 連絡が で 
きなかったり、 同人との 関係が 良くない 者が ヒアリングに 応じる とは 考えられなかった ことな ど、 そ 
も そ も ヒアリング 打診の 対象を B の 選択に よってい たため 人選に 偏りが 生じ 得た という 限界が あ 
っ た。 また、 当時は 「2019 年 1 月 末が 校了と なる 最終 号に 検証 結果を 載せなくて はならない」 と 
いう 前提で 作業して おり、 わずか 1 か 月 しか 時間が 無い という 大きな 時間 的 制約が あった ので 
やむ を 得ない 判断であった ともい える が、 そもそも 会社 代理人と いう 立場で 行う 検証 作業には、 
その 立場の 性質 上、 第三者と しての 独立性は 乏しく、 検証の 公正 こも 自 ずと 限界が あった と 
思われる。 

デイ ズ ジャパン 社は、 A 弁護士が ハラ スメント 調査 作業に 熱心に 傾注し ようとす る 様子を みて、 
「調査に のみ 熱心で、 同社 代理人と しての 業務に ついて 十分 頼る ことができない」 と 不満を 覚え 
たこと などから、 2019 年 1 月 13 日付で A 弁護士を 解任した。 このため、 結果 的には A 弁護士 
が 就任して いた 期間は わずか 2 週間 程度で あり、 この 期間の 関係者への ヒアリング 作業は 実際 
には ごくわず かし かなされ て！/ ヽ ない。 

その後 デイ ズ ジャパン 社は、 現在 同社の 代理人を 務める 弁護士ら と 新たに 委任 契約を 締結し、 
この 弁護士ら との 協蠢の 上、 会社 代理人とは 別の 第三者に 検証 作業を 依頼す る ことと した。 

しかし、 本来、 最終 号と なる 3 月 号は 2 月 20 日 に 発売 予定で あり、 1 月 末が 校了 予定で あっ 
たが、 以上の 経過から、 なんらかの 検証 結果を 掲載した 3 月 号を 2 月 20 日 に 予定通りに 発刊 
する ことは 到底 無理であった。 そのため デイ ズ ジャパン 社は 3 月 号の 発刊を 1 か 月 遅らせる こと 
とし、 3 月 号に その 時点での 検証 作業 報告を 掲載し、 その後 も 更に 検証 作業を 行って 最終 報 
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告を 作成 するとい うこと を 前提に 1 月 下旬 頃から 急ぎ 検証 委員会の 人選を 進め、 2 月 上旬に 発 
足した のが 当 検証 委員会で ある。 

(2)  検証 委員会の 構成 

当 検証 委員会は、 デイ ズ ジャパン 社から 独立した 立場で ある。 

当 検証 委員会の 構成は、 次の 通りで ある。 いずれの 委員 も、 デイ ズ ジャパン 社 及び 広 河 氏と 利 
害 関係は ない D 

委員長 金子 雅臣 (一般 社団法人 職場の ハラ スメント 研究所 代表） 

委員 上 柳 敏郎 (弁護士 東京 駿河台 法律事務所） 

委員 太 田 啓 子 (弁護士 湘南 合同 法律事務所） 

また、 調査 補助 者と して 調査員を 1 名 配置した。 当該 者 も、 デイ ズ ジャパン 社 及び 広 河 氏と 利 
害 関係は ない D 

調査員 金子 春 菜 (弁護士 東京 駿河台 法律事務所） 

(3)  検証 委員会への 委嘱 事項 及び 調査 事項の 拡張 

当 検証 委員会は、 デイ ズ ジャパン 社より、 代表取締役であった 広 河 氏の 従業員 等に 対する 
ハラ スメント 行為 及び その 原因 等に ついて、 デイ ズ ジャパン 社から 独立して 調査 及び 検証を 行 
うこと を 依頼され た。 

調査 検証の 過程で、 広 河 氏が 代表者を 務める 個人 事務所で ある (有) 広 河 事務所 (以下 「広 
河 事務所」） の 関係者 も 広 河 氏に よる ハラ スメント 被害を受けて レ ヽ たこと が 判明した。 

広 河 氏は デイ ズ ジャパン 社を 設立す る 前から 広 河 事務所を 構えて いた。 広 河 事務所は デイ 
ズ ジャパン 社は 同じ ビル 内に オフィスを 構えて いた 時期 も 長く、 ここに 雇用され ていた 従業員が 
デイ ズ ジャパン 社の 仕事に 関わる という こと も 珍しくなかった ようで ある。 また、 例えば DAYS 
JAPAN の フェイス ブックに 広 河 事務所 スタッフの 求人 情報が 掲載され、 その 問い合わせ先が デ 
イズ ジャパン 社 社員に なって いるな ど、 デイ ズ ジャパン 社と 広 河 事務所には 日 常 的に 密接な 関 
係が あった。 

このように 広 河 事務所は デイ ズ ジャパン 社と 密接な 関り が あった ことが 判明した ため、 必要な 
範囲で 広 河 事務所の 関係者 も 対象に する よう 調査 対象を 拡張した。 

さらに、 2018 年 9 月 29 日の 会社 解散 決議 前の 労働争議 や、 解散 決議 後後に 結成され た 労 
働 組合、 解散の 渦中で 新たに 広 河 氏が 一般 財団法人 日本 フォト ジャーナリズム 協会 (以下 「日 
本 フォト ジャーナリズム 協会」） を 設立した 経緯に 関しても、 広 河 氏に よる ハラ スメントと 密接な 関 
係を 有する ことが 発覚した ため、 これらの 事情に ついても 調査 対象と する ことと した。 


(4) 調査 期間 

当 検証 委員会は、 2019 年 2 月 上旬に 発足し、 2019 年 12 月 20 日 までの 間、 調査を 行った。 
検証 委員会に おいて 把握した 関係者に 対し、 2 月 上旬から 郵送 等で 連絡を した ほか、 3 月 18 
日から 4 月 17 日までの 間、 検証 委員会の メール アドレスと 電話番号を 公開して 一般からの 情 
報 提供を 呼びかけた。 

調査を 実施す る 中で、 ヒアリングに 応じた 複数の 者から、 検証 委員会が 把握して いなかった、 
ある レ 、は 連絡で きて V 、なかった 元 社員、 アルバイト 及び ボランティア などの 関係者の 情報 提供 
が 得られた。 また、 複数の 関係者から、 同期 間を 過ぎた 後 も、 当 検証 委員会 宛に 直接 情報 提供 
の 連絡が あった。 
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そのため、 情報 提供に 応じる 期間を 区切らず、 引き続き 調査を 実施す る ことと した。 

検証 状況に ついて 関係者に 報告す るた め、 7 月 21 日、 当 検証 委員会の ウェブ サイトを 立ち 
上げ、 当 検証 委員会の 検証 作業に ついての 進涉 報告と 今後の 見通しに ついての 報告を 掲載 
した。 

12 月 1 日、 ウェブ サイトに、 その 時点での 報告書 作成の 進涉 状況に ついての 報告を 掲載した。 


2 調査の 方法 

当 検証 委員会は、 次の 方法 及び 公開 情報に 基づき 調査を 実施した。 

(1) 資料 調査 

当 検証 委員会は、 以下の 資料に 基づき 資料 調査を 行った。 

① 当 検証 委員会の 依頼に 基づき 会社から 提供を 受けた 資料 

② 当 検証 委員会の 依頼に 基づき 広 河 氏から 任意に 提供を 受けた 資料 

③ 広河 氏から 任意に 提供を 受けた 資料 

④  関係者から 任意に 提供を 受けた 資料 

⑤  週刊誌 や 新聞な どの 報道 

⑥  一般に 公開され ている 情報 

⑵ ヒアリング 調査 

了 郵送 等に よる ヒアリング 打診の 状況 

当 検証 委員会では、 過去に デイ ズ ジャパン 社で 就労して いた ことの ある 者 及び ボラン ティ 
ア等 として 関わりの あった 者、 そして 役員 及び 株主から ヒアリングを 実施す る ことと した。 

当 検証 委員会から、 会社に 対し、 過去に デイ ズ ジャパン 社で 就労して いた 者 及び 役員の 
情報の 提供を 依頼し、 会社から 提供され た 資料に 基づき、 調査 対象 者を 確定し、 2 月 中旬、 
調査 協力 の 依頼 文を 郵送の 方法で 発送した。 

依頼 文中に おいて、 週刊 文 春 2019 年 1 月 3 日 • 10 日 号 等に 掲載され た 広 河 氏の 記事を 
受け、 広 河 氏に よる 従業員 等に 対する ハラ スメント 行為 及び その 原因に ついて、 第三者 的 
な 立場から 調査し 検証す るた め、 外部 委員に よる 検証 委員会が 設置され たこと、 及び ハラス 
メント 行為の 事実 関係 (セク シャル ハラ スメント、 パワー ハラ スメント その他の 不適切 行為の 目 
撃 情報 等) や 背景 事情 •要因と して 考えられる ことにつ いて 聴取したい ことを 説明した。 また、 
調査 依頼に 対し 回答した 情報に ついては、 本 検証 委員会の 調査 及び 検証を する 目 的の み 
に 使用され、 それ 以外に 正当な 理由な く 開示され、 第三者に 知られる ことは ない ことを 説明 
した。 

デイ ズ ジャパン 社から 提出され た 情報から 存在を 把握す る ことができた デイ ズ ジャパン 社 
の 元 従業員は 82 名、 広 河 事務所の 元 従業員は 11 名、 ボランティアは 13 名、 役員は 5 名、 
協力 会社 (監査役で ある 守 屋祐生 子 氏が 代表取締役を 務める 健康食品 販売 会社) である 
株式会社 アウ レオ (以下 「アウ レオ 社」） からの 出向 社員は 6 名 合計 117 名であった。 

このうち 2019 年 3 月 2 日までに 連絡先が わかった のは 39 名で ある。 検証 委員会は、 2 月 
中旬より、 順次、 デイ ズ ジャパン 社から 提供され た 元 社員ら の 個人情報に 基づいて 文書を 郵 
送す る 等の 方法に より、 ヒアリング による 情報 提供を 依頼した。 この 全員に 情報 提供 依頼 文 
書を 郵送した。 このうち 10 名に 対する 郵送に よる 連絡は 「宛先 不明」 または 「保管 期間 経 
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過」 により 返送され た。 このうち 電子メール アドレスが 判明した 6 名に ついては、 別途 メール 
を 送信して ヒアリングへの 協力を 依頼した。 

DAYS  JAPAN 最終 号の 掲載 記事 作成 前の 3 月 2 日 までに 書面 または メールに よる 回答 
が あった のは 7 名で あるが、 このうち 2 名は 「協力を 拒否す る」 旨の 回答であった。 残り 22 名 
のうち 何 名 かからは、 その後に、 情報 提供への 協力を 得る ことができた。 

イ ホットラインの 設置 

デイ ズ ジャパン 社からの 情報 提供の みでは 十分な ヒアリングを 実施で きな レ 、と 判断し、 広く 
一般から 情報を 募る ために、 2019 年 3 月 18 日から 4 月 17 日までの 間、 情報 募集の ための 
メール アドレスを 作成し、 電話番号 と共に デイ ズ ジャパン 社 ホームページに 掲載し、 報道 機 
関に 案内す る 等して 広報した。 ホットラインを 通じた 情報 提供は 合計 3 件であった。 

ウ ヒアリング 実施の 状況 

最終的な ヒアリングの 実施 人数は 合計 45 名で ある。 

このうち デイ ズ ジャパン 社 元 社員 （アルバイト 含む） は 11 名、 広 河 事務所 元 社員 （アル バイ 
卜 含む） は 4 名、 元 ボランティアは 4 名、 元 インターン 生は 1 名、 アウ レオ 社からの 出向 社員 2 
名、 役員 及び 元 役員は 5 名 (広 河 氏を 含む)、 DAYS  JAPAN に 関わった フリーランスの 編集 ス 
タッフ 4 名、 デイ ズ ジャパン 社 顧問 税理士 1 名、 デイ ズ ジャパン 社 顧問 社労士 1 名、 その他 
(ジャーナリスト 等 広 河 氏との 何ら かの 交際が あった 者) が 12 名 である。 

このほか、 ヒアリングには 応じない としながら、 かわりに 書面に よる 情報 提供を 行う という 協力 
が 3 名より あった。 

関係者からの ヒアリング の きっかけは、 当 検証 委員会からの なんらかの アプローチの ほか、 
情報 提供者が 他の 情報 提供者を ご 紹介 下さったり、 情報 提供者が 自 ら 検証 委員に 「 お話し 
した V ヽ ことがある」 と 連絡して こられる と レ ヽ うこと も あった。 

広 河 氏には 当 検証 委員会 全員での ベ 11 回の ヒアリングを 行った。 

⑶ デイ ズ ジャパン 社 前 代理人 弁護士に よる 先行 調査の 扱い 

デイ ズ ジャパン 社 前 代理人の A 弁護士が、 2018 年 12 月 末から 2019 年 1 月 13 日 にかけ て、 

B と共に 行って レ 、た 先行 調査の 扱 レ 、につ レ 、て 述べる。 

B が 連絡した 元 社員ら の メールに よる やりとりに ついては デイ ズ ジャパン 社を 通じて 検証 委員 
会に 提供され た。 この 中には、 デイ ズ ジャパン 社から 個人情報の 提供を 受けた 者 も おり、 その 
方々 には ほかの 関係者ら と 同様に 書面に て 情報 提供を 依頼した。 

デイ ズ ジャパン 社からの 情報 提供には 名前が 無かった ものの、 元 編集長が 情報 提供を 依頼し、 
これに 対し 積極的な 回答を していたり、 ヒアリングに 応じていた 者に ついては、 改めて メール 等 
で 検証 委員会から 連絡し、 当 検証 委員会と しての ヒアリングを 実施した。 


3 検証 作業の 制約 

⑴ デイ ズ ジャパン 社からの 情報 提供の 不足 

当 検証 委員会は、 広 河 氏の ハラ スメント に関して 何ら かの 情報を 知り 得た 方々 に できるだけ 網 
羅 的に 情報 提供を 求めようと 考え、 デイ ズ ジャパン 社 及び 広 河 事務所に 過去に 在籍して いた 
社員に 関する 情報を 会社から 提出を 受け、 住所が わかる 方に 一斉に 郵便を 送り、 ヒアリングへ 
の 協力を 求めた。 
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ただし、 元 社員ら の 情報は 会社に お!/ 、て 氏名、 連絡先が 名 簿 などに 整理され たもので はな か 
った。 氏名の みの 名簿 (これに も、 複数の 漏れが あった ことが 後に 判明した) と、 履歴書 や 社会 
保険 関連 資料な どの 資料が 箱に 雑然と 入った ままの 状態で デイ ズ ジャパン 社から 受け取り、 そ 
こから 氏名、 住所な どを ピックアップして 名簿に まとめる という 作業 自体から、 検証 委員会が 行 
わなければ ならなかった。 

この 方法に よる 情報 収集には、 以下のような 限界と ハードルが ある ことが 作業を 進める 中で 明 
らか となった。 

ア 社員 以外の 関係者が 多数いた こと 

検証 委員会の 調査には、 まず、 広 河 氏の ハラ スメントに ついての ヒアリング 対象と すべき 
方々 の 全貌を つかむ ことが 容易では ない という 大きな ハードルが あった。 そのような ハードル 
が あると いう こと 自体の 把握 も 作業を しながら 可能と なった もので、 当初は 全く わからな いま 
ま 作業に 着手し、 作業を 進める 過程で 少しずつ 判明した と レ ヽう 状況だった。 

デイ ズ ジャパン 社の 特筆すべき 特徴と して、 「正社員の 数が 少なぐ 数多くの ボランティア 
が 出入りし、 通常なら 有償で 社員 や アルバイトが 行うよう な 業務を 担って いた」 という ものが あ 
り、 会社 設立 時からの 15 年間の 間に 関わって いた ボランティアの のべ 人数は 相当な もので 
あった ためで ある。 ボランティア として 関わった 期間 も 個々 人に よって 異なり、 イベント のみの 
単発の 参加と いう こ ともあれ ば、 何年 も 継続的に 関わって いた 方 もいた。 そして、 関わった ボ 
ラン ティアの 個人情報が 管理され た 名簿を 会社が 作成、 保管して いなかった。 一定期間に 
限った ものは あった 可能性は あるが、 後述す ると おり、 社員は 短期間で 入れ替わり、 都度の 
引 き 継ぎ も 十分な されな V 、など、 全体 的 に 個人情報の 管理が 杜撰だった ようで ある。 デイ ズ 
ジャパン 社から 検証 委員会に 提供され た 個人情報には ボランティアの もの も 少数ながら あっ 
たが、 の ベ 数; 0 、ら みれば ごくわず かなものであった。 

また、 2009 年から 2012 年まで 合計 3 期に わたり、 「DAYS  JAPAN フォト ジャーナリズム 学 
校」 という 講座が 一般 公開で 企画され た。 この 生徒 募集広告の ウェブ サイトには、 目的と して 
厂ジャ ー ナ リズム を 学ぶ の ではなぐ ジャー ナ リストを 養成す る」 「 フォト ジャー ナ リスト だけで な 
く、 NGO など 世界の 現場で 関わる 仕事に つこうと する 人々 など、 世界を 伝える 人間を 育て 
57 と 記載され ており、 写真家 や ジャーナリスト、 メディアで 働く 記者、 研究者な どの 外部 講師 
が 講義を 担当して いた。 この 受講 生 も、 募集 要項の 定員 数の 合計から すれば、 110 人 程度 
はいたと 思われる。 受講 生には 学生 も 社会人 もいた が、 この 受講 生の 名簿は 存在し ない。 少 
なくと も、 仮に 存在して いた 時期が あった としても、 会社 または 広 河 氏からの 提出は なく、 お 
そらく は 恒常的に 情報 管理が 杜撰であった ため、 処分され たか 散逸した ものと 思われる。 

また、 数は それほど 多くはなかった よう だが、 インターン 生が いた 時期 も あった。 しかし これ 
は、 広 河 氏い わく 「ボランティアとの 境界が あいまい」 な こと も あった ようで あり、 そもそも 明確 
に 「インターン 生」 として 位置づけられた 立場の 方が どれく らいいた のかの 正確な 実態は 不 
詳 である。 

更に、 社員の 存在 自体の 把握 さえ もして いないよう な、 広 河 氏が 「アシスタント」 と 呼ぶ 女性 
を 取材に 同行して いたと いう こと も あった。 「アシスタント」 について は 何らの 契約書 等の 書面 
も かわされて V 、なかった ようで 報酬 も 発生して V 、な V 、ので 金銭 面から 把握す る こと もで きない 
等、 極めて 曖昧な 立場だった。 要は 広 河 氏が 女性に 「アシスタント として 次の 取材に 一緒に 
V ヽ かない か」 と 打診して 承諾 されれば 「 アシスタント」 になった と レ ヽう 程度の あやふやな 実態 だ 
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っ たようで あり、 過去 何人く らいの 女性が 広 河 氏に より 一時的な もの も 含め 「アシスタント」 とし 
て 扱われて レ 、たかは 把握し よう もない。 

いずれにしても、 会社に おいて 個人情報の 管理、 保管が なされて いない、 社会保険に 加 
入して いた 社員 以外の 属性を もつ 関係者 (ボランティア、 フォト ジャーナリズム 講座 受講 生、 
「アシスタント」 等） が デイ ズ ジャパン 社 及び 広 河 氏 周辺には 多数いた ことは 事実で ある。 そし 
て、 少なくとも 当 検証 委員会 調査で 把握した 限りでは、 性交 強要 や 意に 反する 身体 的 接触 
などの 特に 深刻な 性的 被害は、 このような、 社員 以外の 層で こそ 多く 発生して いたと みられ 
る。 

このような 「社員 以外の 関係者」 層への 検証 委員会への アプローチが 必要で ある こと、 かつ、 
それは デイ ズ ジャパン 社から 提供を 受けた 情報の みに 基づいて V ヽて はで きないと レ 、うことは、 
検証 作業を 行う 過程で 判明 した ことであった。 

そのため 検証 委員会は、 報道機関の 取材に 応じた 被害者が いる ことを 把握 すれば、 その 
取材 者に 繫 いで 頂く よう 打診したり、 情報 提供を して 下さった 方に 更 なる 紹介を 依頼す るな 
どの 個別の 地道な 作業を 続けた。 これに よってよ うやく 第 3 章に 記載した 実態を 把握す る こと 
が 可能と なった。 関係者 全体の 人数を 把握で きな V ヽ ので 正確に 何 割とは 指摘で きないが、 

全 関係者の 一部に しか 接触で きなかった という 限界が ある ことは 否定で きない。 

イ 情報が 古い もの も あった こと 

デイ ズ ジャパン 社から 提供され た 元 社員ら の 情報は、 退社から 10 年 近く 経過して いるよう 
な もの も あり、 転居に より 連絡先が 変わり、 郵便が 戻って きて しまい 連絡で きなかった という も 
の も 複数 あった。 


ウ 元 社員で さえ 全員 網羅され ていなかった こと 

おそらくは 個人情報 管理の 杜撰 さに 起因す る ものと 思われる が、 ボランティア や インターン 
生の みならず、 元 社員で さえ デイ ズ ジャパン 社から 提供され た 情報には 全員 網羅され てはい 
なかった。 ヒアリングを するな かで 存在を 把握した 元 社員が 会社 提出の 名簿に 掲載され てい 
ない という ことが 複数 あった。 広 河 氏 も、 元 社員ら の 個人情報 管理の 杜撰 さを 認めて おり、 こ 
れ による 制約は 大きかった。 

⑵ デイ ズ ジャパン 社 役員ら の 言動 等への 不信 感の 影響 

ア 第 1 章 1 (1) に 述べた、 当 検証 委員会 発足 以前の 経緯に おける 混乱、 特に、 デイ ズ ジャパ 
ン 社が 同社 前 代理人の A 弁護士を 解任した ことは、 とりわけ ある 程度 デイ ズ ジャパン 社に 近く、 
内情を 知り 得る 立場に いた 関係者に 強い 不信 感を 生じさせた。 この 解任は、 「広 河 氏の ハラス 
メント の 調査を 熱心に 行おうと した 弁護士を 解任す るなん て、 デイ ズ ジャパン 社は 調査を 真剣 
にす る 気が なく、 広 河 氏を 擁護し ようとして いるので はない か」 と 同社への 疑念を 強める 要因と 
なる ものだった。 

イ 更に 最終 号からの 社員ら の 排除と 退職の 問題が これに 輪を かけて 不信 感を 増幅した。 会社 
解散 決定が 告知され た 後に 結成され た 労働組合に 加入して レ ヽた 社員ら は、 週刊 文 春 報道 以 
前は、 DAYS  JAPAN 最終 号が 専ら 広 河 氏と 編集長に より 企画され ていた ことへの 不満 も あり、 
最終 号 発刊を 待たず 2018 年 12 月 末で 退職し ようと 考えて いた。 
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ところが 12 月 26 日 に 週刊 文 春が 発売され、 広 河 氏の セク シャル ハラ スメントが 世間で 大き 
な 話題と なった ことで 事態は 激変し、 しばらくの 間 社員ら の 退職 時期に ついての 会社との 折衝 
は 棚上げの ような 状態と なって しまった。 

週刊 文 春 報道 後、 A 弁護士と 役員ら との 間の 折衝に おいて、 DAYS  JAPAN 最終 号を 広 河 
氏の 性 暴力 検証 号に するとい う 案が 出されて おり、 労働組合に 加入した 社員ら も、 そのような 
企画に なるなら やはり 最終 号に 関わりた いと 考えた。 実際、 労働組合に 加入した 社員ら は、 A 
弁護士と も 最終 号の 企画 内容に ついても やりとり していた こと も あって、 自分たち が 最終 号の 
誌面 作成に 関われる だろうと も 考えて いた。 

ところが 2019 年 1 月 13 日、 デイ ズ ジャパン 社は A 弁護士を 会社 代理人から 解任した。 その 
ため、 最終 号が どのようになる のか 社員ら も わからな いという 混迷 状況に なった。 

また、 1 月 28 日 には、 広 河 氏 退任 後に 代表取締役に 就任した 川 島 進 氏 (元 取締役) は 社員 
らに 対し 今後の 流れを 説明す る 際、 「3 人 (労働組合 員） の 退職 時期は 2 月 レ ヽっ ぱい だと 聞い 
ている」 「それ 以降いて もらって もやる 仕事は ない」 「DAYS  JAPAN 最終 号は、 まだ メンバーは 
決まって いないが 検証 委員会が やる ことに なって いる」 等と 述べた。 社員ら は、 短期間で 事態 
が 激しく 動く 中で 翻弄され、 一時は 最終 号の 企画に ついて 会社 代理人 弁護士と やりとり するな 
ど 関与す る 前提の 状況 も あった にも 関わらず、 結局、 最終 号の 作成に 関わる ことから も 事実上 
排除され た 形と なった。 社員ら はこの 状況に 強 レ ヽ 不満を 抱 レ ヽ たが、 「V 、て も 仕事が な レ ヽ」 と 川 島 
氏から 言われる 状況 下で、 不本意ながら 2 月 末で 退職せ ざるを 得なかった。 

なお、 最終的には、 DAYS  JAPAN 最終 号に ついては、 新しい 会社 代理人 弁護士ら と デイ ズ 
ジャパン 社 役員との 協議の 上、 第一 部と 第二 部に 分けて 編集す る ことに なった。 第一 部は 
DAYS  JAPAN が 検証 委員会に 誌面を 提供して 内容には 検証 委員会 以外は 一切 関わらない 
ことと し、 第二 部に ついては、 2 名の 外部の フリーランスの スタッフが 担当して 性 暴力に ついて 
の 企画 記事を 作成す る ことと いう 構成に なった。 第二 部を 担当した 外部 スタッフは、 デイ ズジャ 
パン 社の 新しい 代理人 弁護士ら から、 「デイ ズ ジャパン 社の 社員は 最終 号 発刊 前に 全員 やめ 
る ことに なった。 最終 号の 記事 作成に 協力して ほしい」 という 打診を 受け、 広 河 氏の ハラス メン 
卜の 舞台と なった DAYS  JAPAN において その テーマの 記事を 掲載す る ことに 社会的 意義が あ 
ると 考えて 承諾した。 

ウ 更に、 この 1 月 28 日 の 説明の 際、 川 島 氏が、 第三者に よって 構成され る 検証 委員会を 新 
たに 発足させる ことと なった ことを 説明す る 中で、 社員からの 「検証に 応じてな された 証言を 役 
員が 検閲す るか」 という 質問に 対し、 「会社に 不利益になる ものを 載せない のは 当然で ある」 と 
回答 するとい う 事態が 発生した。 川 島 氏の この 発言を 聞いた 者は、 検証 委員会の 公正 性に 疑 
念を 抱く ことと なった。 

検証 委員会は、 川 島 氏が このような 発言を して！/ 、たこと につ レ 、ては 当 時は 全く 承知して いな 
かった。 検証 委員会が この ことを 初めて 把握した のは、 元 社員 有志に より 結成され た 「DAYS 
元 スタッフの 会」 の ホ1 ー ムぺ1 ー ジ上 にで これにつ いて 指摘した 声明 (https://days-former- 
staffs.jimdofree.com/)_ が 3 月 22 日付で 発表され た 時で ある。 検証 委員会は 当日のう ちに デ 
イズ ジャパン 社に 事実の 有無を 質した が、 当時 デイ ズ ジャパン 社 (川 島 氏） はこの 発言を 否定 
していた。 しかし、 その後の 調査 過程に おいて、 この 発言が あった ことを 当 検証 委員会と しても 
把握し、 再 確認す る ことで j 1 1 島氏自 身 も 認める に 至った。 

上記 「 DAYS 元 スタッフの 会」 声明 には 「2 月 中旬より、 検証 委員会 からこの 会の 発起人と な 
る 元 スタッフ 数名に 対し、 調査への 協力の 意思を 問う 依頼 文書が 届きました。 しかし、 上記の 
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ような 事情が あった ため、 自分たち の 証言が 意図的に 改変、 もしくは 隠蔽され る ことを 懸念し 
調査への 協力を 拒否、 または 依頼 文書の 受け取り 自体を 拒否し ました。」 と ある。 川 島 氏の 
上記 発言に より、 当時の 社員 や これを 知り 得た 関係者が 検証 委員会に 警戒心を 抱いた のは 
当然と いえ、 実際 少なからぬ 者が、 情報 提供 依頼 文書を 受領しても 返信 自体を して こな かっ 
た。 

デイ ズ ジャパン 社は、 検証 作業を 依頼して おきながら、 他方に おいて 検証 委員会の 公正 性 
に 疑念を 持たせる ような 発言を 会社 役員 自 らが 行った ことにより、 検証 委員会への 情報が 集ま 
りづ らくなる 要因を 会社 自らが 作 出した といえ、 極めて 遺憾で ある。 このような こと も、 ハラス メン 
卜 への 軽視が 甚だしく、 無策の ままであった という デイ ズ ジャパン 社の 体質 (第 10 参照） の 一つ 
の 表れであった と V 、えよう。 

エ このような ことから 検証 委員会の 公正 性に 疑念を 抱いた 関係者の 一部には、 その後 警戒し 
ながら も 検証 委員会に 直接接触して 自ら 事情を 確かめよ うとし、 検証 委員会からの 説明に よっ 
て 事情を 理解し、 情報 提供に 協力す る 連絡を した 者 もい る。 そのため、 「会社に よる 上記の よう 
な 不誠実な 言動に より 全く 検証を 行う ことができ なくなって しまった」 とまでは いえない ものの、 
上記の 川 島 発言に 起因して、 当 検証 委員会と して、 一部の 関係者に 対し 事情を 説明し 理解を 
求める ための 時間と 労力には 相当な ものを 要する ことと なって しまったのは 事実で ある。 


(3) 広 河 氏の 非 協力 

検証 委員会と して ヒアリングすべき、 広 河 氏に 性的関係を 持たされた 女性 達の 多くは （1) に述 
ベた 通り、 デイ ズ ジャパン 社からの 情報 提供に よっては 接触す る ことは できなかった。 広 河 氏は 
過去に 性的関係を もった 女性 達に ついては 「記憶がない」 とし、 広 河 氏から その 女性 達の 名前 
を 挙げる ことはなかった。 広 河 氏が 自 ら 明らかにする ことはなかった ことため、 被害者が 誰で あ 
るか 把握す る こと 自体に 相当の 時間と 労力を 要した。 

また、 検証 委員会は、 デイ ズ ジャパン 社の 解散 決定に 関連す る 事情と して、 広 河 氏が 500 万 
円を 拠出して 2018 年 1 1 月 に 設立した 一般 財団法人 日 本 フォト ジャーナリスト 協会 (以下 「日本 
フォト ジャーナリズム 協会」） の 件に ついて 調査し ようとし たが、 設立 時の 役員は 2019 年 6 月頃 
に 変更した という 事情し か 把握す る ことができず、 具体的に 誰が 新しく 役員に 就任した のかに つ 
いては 2019 年 11 月 まで 知る ことができなかった。 同 法人の 役員 変更 登記は 2019 年 10 月 23 
日まで なされなかった ためで ある。 検証 委員会は、 新しい 役員は 誰な のか、 何度か 広 河 氏に 尋 
ねたが、 広 河 氏は 明確な 回答を しようと しなかった。 

検証 委員会は、 役員 変更が 登記され たこと を 2019 年 11 月 に 把握し、 現在の 役員 (代表 理 
事） に 何度か ヒアリングを 申し込んだ がその 機会は 得られず、 最終的に ヒアリング 実施の 代わり 
として 照会 事項への 書面への 回答を 求め、 これ も 得られな いという 最終 判断に 至った のは 12 
月 11 日であった (第 9 参照）。 日本 フォト ジャーナリズム 協会の 現役 員に ついての 情報 提供の 
協力を 広 河 氏から もっと 早期に 得る ことができて いれば、 財団法人の 現役 員への 調査は もっと 
早 V 、段階に できた はずで あり、 報告書 完成 も その 分 早まった であろう。 

このような、 広 河 氏に よる 非 協力 的 態度 も、 検証 作業に 時間が かかった 要因の 一つと して ある 
ことを 指摘して おく。 

なお、 役員ら 及び 広 河 氏に よる 非 協力 的 態度は、 デイ ズ ジャパン 社は 既に 解散を 決定して お 
り 清算 段階に 入った 会社で あると いう、 本件の 特殊性に 由来す ると ころも あると 思われる。 
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すなわち、 一般的には、 会社 等が 組織 内の 不祥事に ついて 第三者に よる 検証を 依頼す るの 
は、 それに よって 組織の 問題を 正して 社会的 信頼を 回復し、 その後の 事業を 健全 かつ 円滑に 
行う ことができる ようにす る ことを 目的と している ところ、 デイ ズ ジャパン 社は 今後の 事業 継続が 
な レ 、ので、 「 今後 仕事を する 上で 信頼を 回復す る 必要が ある」 と V 、う モチベーションが 働かず、 
検証の 意義と 必要性に ついての 理解に 役員 間で も 温度 差が あった ものと 推察され る。 

(4)  DAYS  JAPAN 最終 号 掲載の 検証 委員会 作成 記事に ついて 

検証 委員会は、 DAYS  JAPAN 最終 号 (3 月 号) に、 その 時点での 検証の 中間報告を 掲載す る 
ことと なって いたが、 作業 期間は 実質 2 週間し かなく、 その 期間に わかった 範囲の 元 社員ら に 
郵送で 情報 提供を 求め、 3 月 2 日 時点で 合計 5 人の ヒアリングを 実施す る ことは できた が、 その 
なかには 直接 性的 被害を受けた 者は おらず、 全容を 把握す るには 材料が 乏しす ぎた。 

もとより 時間の 制約は 承知の 上で 着手した 作業では あった ものの、 行って みると やはり あまりに 
時間 的 制約が 大きかった 上、 情報 提供 依頼に 対する 反応が 少なく 期待して いた ほどの 数の ヒ 
ア リングを 行う ことは 2 週間 以内には できなかった ため、 当 検証 委員会と しては 悩みつつ、 苦渋 
の 選択と して、 「本 記事は、 1 項に 述べた 通り、 検証 委員会の 検証 作業の 中間報告を 目指して 
作成され たもので は ある。 しかし、 やはり 検証に 要する 時間の 圧倒的 不足の ために、 一般的に 
いうと ころの 『検証』、 すなわち、 複数の 観点からの 調査を 踏まえた 事実 関係の 把握 •報告と いう 
作業は まだ 緒に 就 V 、たばかりで 全貌 把握には 至ってい な レ 、ため、 諸々 勘案の 上、 本誌 面 上で、 
正式な 意味での 『検証 委員会と し ての 中間報告』 と レ ヽう 形式を とる ことは 控えざる を 得なかった こ 
とを あらかじめ 断っ T 方ぐ V とした 上で、 その 時点での 広 河 氏の 説明 及び これにつ いての 批判的 
考察を 入れて 報告す るに 留める ことし かで きなかった。 

これにつ いては、 調査が ほとんど 進んで いない 段階での 文章であった ため、 発表 後 各方 面 か 
ら 「 被害者の 声が 反映され ていない」、 「 広 河 氏の 言 レ 、分の みを 一方的に 載せる ことで 彼を 免罪 
する もの だ」 などの 厳しい 批判が 寄せられた。 こうした 事態を 招いた のは、 中間報告 段階では 被 
害 者への ヒアリングを 行う ことができず、 公表の 準備が できなかった ことに 尽きる。 当 検証 委員会 
としては、 会社から 提供を 受けた 情報が 不十分な ものである こと や、 社員 以外の 関係者が 多い 
ことな どの 把握 自体が、 作業 開始から 約 2 週間し か 経過して いなかった 当時には 困難であった。 

そのため、 まずは 会社 提供の 情報に 基づいて 情報 提供を 依頼し、 そこから 被害者に つながる 
ことができる 可能性に 期待して レ ヽ たが、 それが 最終 号 掲載 原稿 時点では かなわなかった。 初め 
から 会社 提出の 情報の みに 依拠せ ず、 報道機関への 接触な ど 後に 行った 作業を 当初より 行っ 
ていれば、 最終 号 掲載 原稿 締切までの 約 2 週間の 期間に おいても 被害 当事者から 事情 聴取 
できた 可能性は あるので、 当 検証 委員会と して 反省 点に なって いる。 

最終 号 刊行 以降、 どこに どれく らいの ヒアリング 対象 者が いるの かわからない まま、 少しずつ 
手掛かりを 探し、 接触で きた 方に 検証 委員会の スタンスと 目的を 説明して 情報 提供を 依頼す る 
と レ ヽう 地道な 作業を 続けて きた。 


第 2 デイ ズ ジャパン 社 及び 広河隆 一氏の 概要 等 
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1 デイ ズ ジャパン 社の 概要 

デイ ズ ジャパン 社は、 2003 年 12 月 19 日 に 設立され た。 設立 当時は、 東京都 杉 並 区 永 福 一 
丁目 1 番 1 号に 本店を 置き、 2006 年 12 月 に 東京都 世 田 谷 区 松原 一丁 目 37 番 19 号に 本店を 
移転した。 

広 河 氏は 1987 年、 講談社の 「DAYS  JAPAN」 編集部に、 当時 編集長であった 土屋 右二 氏 か 
らの 誘いを 受け 参画し、 1998 年の 創刊号から 廃刊と なる 1990 年 1 月 号まで 同誌の 発行に 携わ 
っ た。 その後、 広 河 氏と 講談社 「DAYS  JAPAN」 元 編集長の 土屋 右二 氏、 デザイナーであった 
川 島 進 氏と で 「DAYS  JAPAN」 復刊を 目指し、 同人ら が 取締役と なって 2003 年に デイ ズ ジャパ 
ン 社を 立ち上げた というの が 設立の 経緯で ある。 

デイ ズ ジャパン 社は、 雑誌、 書籍の 出版 及び 写真 展、 報告 会 等の 開催、 災害 被災地 等で 行う 
救援活動の 請負 及び 情報 提供 サービス 等を 目 的と して おり、 月 刊誌 「DAYS  JAPAN」 は 2004 
年 3 月 20 日 の 創刊号から 2019 年 3 月 20 日 発行の 最終 号まで、 通算 183 号を 発行した。 デイ 
ズ ジャパン 社は、 月刊誌 「DAYS  JAPAN」 の ほか、 書籍の 出版 も 行い、 また、 写真 展 等の イベント 
や、 写真 コンテストで ある DAYS 国際 フォト ジャーナリズム 大賞を 主催して いた。 

設立 時 役員は、 代表取締役が 広 河 氏、 取締役が 土屋 右二 氏 及び 川 島 進 氏、 監査役が 守屋 
祐生子 氏であった。 2019 年 11 月 20 日 に 小川 美奈子 氏が 取締役 社長に 就任し、 同年 12 月 30 
日 付で 社長を 辞任して いる。 設立 以降、 広 河 氏が 代表取締役を 務めて いたが、 2018 年 12 月 
26 日 発売の 週刊 文 春で ハラ スメントが 報じられ たため、 デイ ズ ジャパン 社は 同日 付で 広 河 氏を 
解任し、 それ 以降は、 もともと 取締役の 一人であった 川 島 進 氏が 代表取締役に 就任して いる。 

2019 年 3 月 31 日 株主総会 決議に より、 デイ ズ ジャパン 社は 解散し、 現在は、 代表取締役で 
あった 川 島 氏が 代表 清算人と なり 清算 手続 中で ある。 

デイ ズ ジャパン 社の 発行 済 株式 数は 200 株で あり、 現在は、 守屋 氏、 広 河 氏、 川 島 氏、 土屋 
氏、 富 岡 氏 及び 小川 氏が 株式を 保有して いる。 


2 広河隆 一氏の 概要 

広 河 氏は、 1943 年に 中国 天津 市で 出生した。 早稲 田 大学 卒業後 1967 年 5 月 に イスラエル 
にて 取材を 開始し 3 年間 滞在した。 以後、 パレスチナ 難民を めぐる 中東 問題 や、 核、 チェル ノブ 
イリ や 福 島の 原発 事故な どの 問題に ついて 各地で 取材を 行い、 フォト ジャーナリスト として 活躍し 
た。 

上記 1 記載の 経過で 1987 年から 1990 年まで 講談社の 「DAYS  JAPAN」 編集部に 参画し、 
1990 年 1 月 号で 廃刊に なった 後は、 フリー ジャーナリスト として 活動した。 「DAYS  JAPAN」 復刊 
のために 2003 年に デイ ズ ジャパン 社を 設立し、 以後 2014 年 9 月 まで 「DAYS  JAPAN」 の 編集長 
を 務めた (以降は 発行 人)。 

広 河 氏には、 チェルノブイリと スリーマイル島の 原発 事故 報道に よる 講談社 出版 文化 賞 受賞 
(1989 年)、 レバノン 戦争と パレスチナ 人 キャンプの 虐殺 事件 報道に よるよ みうり 写真 大賞 受賞 
(1992 年） 「 写真 記録 パレスチナ」 で 土 門 拳 賞を 受賞 (2003 年) など 著名 な 賞の 受賞 歴が 複数 あ 
り、 「パレスチナ 瓦礫の 中の 子ども 達」 （徳間 書店）、 「新版 パレスチナ」 （岩波 書店) などの 著 
書が ある。 

広 河 氏は、 取材 •報道の 傍ら、 救援活動 にも 尽力して いた。 1991 年には 「チュル ノブ イリ子 ど 
も 基金」 を 設立し、 ベラルーシ や ウクライナの 病院な どに 日本から 医療 物資 や 医療費な どの 支援 
を 行った。 1994 年に パレスチナ 難民 キャンプの 子どもたちを 支援す る 「パレスチナの 子どもの 里 
親 運動」 を 設立した。 難民 キャンプに 「子どもの 家」 を 建設した。 2011 年 3 月 11 日の 東 日本 大震 
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災 による 福 島 原発 事故 後は 「DAYS 放射能 測定器 支援 基金」 や 「DAYS 被災 児童 支援 募金」 を 
立ち上げ、 2012 年には、 福 島 原発 事故で 被曝した 子どもたちの 健康 回復の ための 保養 センタ 
一として NPO 法人 「球 美の 里」 を 設立した。 

広 河 氏は チヱ ル ノブ イリ 救援に ついて 2001 年に ベラルーシから 国家 栄誉 勲章を 受け、 2011 
年に ウクライナ 有功 勲章を 受けた。 

広 河 氏は、 2018 年 12 月 26 日 発売の 週刊誌で 自身の セク シャル ハラ スメント について 報じら 
れ たこと を きっかけに、 同日 付で デイ ズ ジャパン 社の 取締役を 解任され た。 

3 デイ ズジャ パン 社の 財政 
⑴ 定期 購読に 支えられて いた 売上 

デイ ズ ジャパン 社は、 一度 も 金融機関からの 融資を 受けた ことは ない。 この 理由に ついて 広 
河 氏は 検証 委員会に 対し 以下の ように 説明す る。 


倒産す る 出版業者 も 多く、 相談した 業界の 人は みな、 私に 無謀な 雑誌 発刊は 止める ようにと 
助言して くれた。 まして ハードな テーマの 雑誌の 成功は あり 得ない、 という 意見だった。 私には 
後ろ盾と なる 資本 もなかった し、 父親が 保証人の 印鑑を ついた ことで 家 もな くした ので、 借金を 
しなければ ならな レ 、ことには 拒否反応が あった。 


広 河 氏は 常日頃 この ことを 「うちは 無 借金 経営 だ」 と 誇って いた。 

広 河 氏は 創刊 前の 2003 年 10 月、 広 河 氏が 発刊して いた 情報 配信 ニュースレター 
「HIROPRESS」 読者ら を 対象に した イベントを 開催し、 創刊を 企画して いる 新 雑誌の 目 的を 伝え、 
株主と 定期 購読者を 募った。 広 河 氏の メモには 以下の 記載が ある。 


そこで 私は 定期 購読者の 募集に 力を入れた。 すべては 定期 購読者が 確保で きれば、 その 前 
受け 金と 呼ぶ 定期 購読料で 回って レ 、くので はな I ヽ かと 思われた。 

私の 計算では、 定期 購読者が 5000 人 集まれば、 雑誌は 刊行で きる と 思って いた。 逆に 言え 
ば、 定期 購読者が 5000 人 いれば 成立す る 経費での 雜誌 つくりを すると I 、: 5 ことで、 ページ 数 •や 
人員 も 決めた。 


つまり、 DAYS  JAPAN 創刊 前から 定期 購読者を 募集して 確保し、 それに よって 雑誌を 維持で 
きる 程度の 売上を 見込んで から 創刊した という ことで ある。 雑誌が まだで きて おらず、 誰も 読ん 
だ こと もない 時点で 相当数の 定期 購読者を 確保で きたと いうのは かなり 異例な ことで あるが、 こ 
れ は、 初期の 定期 購読者には、 DAYS  JAPAN 創刊 前から 広 河 氏が 書いて いた 「HIROPRESS」 
の 購読者が かなりい たこと など、 以前からの 広 河 氏の 著作の 愛読者、 支援者が 多かった ためと 
わかる。 設立の 経緯の みならず、 創刊 前から 多数の 広 河 氏の 支援者が 定期 購読を 約束して お 
りこれ が デイ ズ ジャパン 社の 重要な 財政 基盤と なって いたと いう ことから しても、 DAYS  JAPAN 
における 広 河 氏の 存在 感の 圧倒的な 大きさが よく わかる。 

決算報告 書に よると、 デイ ズ ジャパン 社の 直 近 2 期の 売上高の 内訳は 以下の通り である （単 
位： 円 ）。 （ ） には 売上高 総額に 占める 割合を 記載した。 

第 14 期 （平成 28 年 (2016 年） 10 月 1 日〜 平成 29 年 (2017 年)  9 月 30 日 
定期 購読 売上高  64,  954,  642(67. 1%) 

取次店 売上高  12,  690,  344(13. 1%) 
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その他 商品 売上高  9,  237,  832(  9.  5%) 

広告収入  9,  972,  787(10.  3%) 

合計 96,  855,  605 


第 15 期 （平成 29 年 (2017 年） 10 月 1 日〜 平成 30 年 (2018 年)  9 月 30 日） の 決算報告 書 
定期 購読 売上高  59,  383,  487(61.  2%) 

取次店 売上高  14,  215,  094(14.  7%) 

その他 商品 売上高  13,  488,  386(13.  9%) 

広告収入  9,  852,  789(10.  2%) 

合計 96,  949,  756 

このように、 売上高の 相当 割合が 定期 購読 売上高に 占められて いたので、 定期 購読者を 増 
やすこと、 既存の 定期 購読者が 定期 購読を 継続す る ことが デイ ズ ジャパン 社の 売上 確保の た 
めに 非常に 重要だった。 


⑵ 守屋 監査役 及び 株式会社 アウ レオに よる 支援 

デイ ズ ジャパン 社 設立から 15 年間、 経済的に 同社を 支え 続けて きた 大きな 存在と して、 アウ 
レオ 社 及び 同社 代表取締役 である 守 屋祐生 子 氏が いる。 デイ ズ ジャパン 社の 監査役で ある 守 
屋 氏は、 会社 設立 時からの 株主で も ある。 

守屋 氏が 1997 年に 倉 U 業した アウ レオ 社は 健康 補助 食品 等の 製造 •販売を 業と する 会社で、 
関連会社 として、 健康 補助 食品 等を 「コミュニケーション ビジネス」 ないし 「ネットワーク ビジネス」 
と 呼ばれる 販売 方式で 行って レ 、る 株式会社 シュア ワールドが ある。 株式会社 シュア ワールドの 
代表取締役 も守屋 氏で ある。 

守屋 氏に よれば、 守屋 氏は 自らの 事業に よる 売上を 社会的 意義 ある 活動の ために 貢献した 
いと 考えて おり、 DAYS  JAPAN や 広 河 氏の 活動 以外に も 社会的 意義 ある 活動を 経済的に 支援 
している。 守屋 氏は パレスチナ 難民 支援 活動 も 金銭 的に 支援して いた ことがあり、 広 河 氏との 
最初の 接点は DAYS  JAPAN 倉旰 lj より 10 年 以上 前の パレスチナ 里親 支援 活動であった。 ただ 
しこの 頃は 広 河 氏との 直接の 面識はなかった。 広 河 氏は 2003 年頃から、 DAYS  JAPAN を 創刊 
する ための 支援 (定期 購読 等) を 求める 活動を 始めた。 この 時守屋 氏が 多額の 寄付を した ことを 
きっかけに、 広 河 氏が 守屋 氏に 連絡して 株主になる ことと 監査役への 就任を 打診した。 

広 河 氏は、 検証 委員会に 提出した 自身の メモに おいて、 アウ レオ 社 及び 守屋 氏に よる 経済的 
支援に つ レ 、て 以下の よう に 説明す る。 


「 アウ レオは 15 年 前に DAYS の 発刊を 企画を 発表した 時からの 主カ スポンサー であり、 支援者 
である。 大口 株主に なって I 、ただ'#、 発刊 前に 数百 冊の 定期 購読を 約束し て くれ、 この 14 年 半 
それを 続けて くれた。 約 350 万円になる。 毎月 広告を 掲載して くれ、 それだけ でも 5000 万円 近 
くになる。 DAYS 大賞の スポンサー になり 続けて くれ、 総額 1400 万円になる。 筆頭 株主に なっ 
て もらって いる。 

そのほか 様々 な 形で 支援を いただい ている。 DAYS の 売り上げの 重要な 部分は、 アウ レォに 依 
存 している。 しかし、 アウ レオから DAYS 編集 方針 上の 注文が あった ことは ない。 つまり 一切 口 
を 出さない と レ 、う 方針で 支援して レ ゾ こだ' いた。 現在の 人事 上の 支援 も 同じく、 DAYS で 扱 レ 、され 
な レ ヽ 問題 案件を、 丸 投げして 引き受けて レ 、ただいて いる。」。 
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この 内容に 沿う 事実を 検証 委員会 も 確認した。 

(1) に 述べた 通り、 定期 購読の 売上が 運転資金 確保の 要であった ため、 アウ レオ 社が 創刊 以 
来 数百 冊の 定期 購読を 続けた ことは デイ ズ ジャパン 社の 経営に 欠かせない ものであった。 

また、 DAYS  JAPAN の 購読者 数等に 照らせば、 同誌に 広告を 掲載しても 広告効果は 全く 乏 
しい ものであった が、 アウ レオ 社は 毎号に 広告を 掲載し、 広告費 用と して 月額 30 万円を 支払い 
続けた。 守屋氏 自身、 検証 委員会に 対して、 DAYS  JAPAN に 掲載した 広告に ついては 「広告 
効果と レ 、う 意味では ほぼなかった」 と 述べて いる。 

アウ レオ 社は、 DAYS  JAPAN 主催の 「DAYS 国際 フォト ジャーナリズム 大賞」 （以下 「DAYS 大 
賞」） という、 フォト ジャーナリストの 作品を 国内 外から 募集し、 審査して 表彰す る コンテストの 費 
用に も 1 回 あたり 100 万円を 拠出し、 協賛 企業と して 名を 連ねて いた。 

アウ レオ 社は、 社員の 離職が 激しい デイ ズ ジャパン 社で 人手が 足りない 時 や、 広 河 氏が 自分 
では 対応したくない 人事 上の トラブルが 発生した 時な ど、 広 河 氏が 人手を 必要と する 時は、 同 
社の 社員を デイ ズ ジャパン 社に 出向 させて 働かせる という ことが 何度も あり （これにつ いては 第 1 
0の4(5) において 後述す る）、 その 人件費は 全て アウ レオ 社が 負担して いた。 

以上の ような アウ レオ 社に よる 経済的 支援は、 同社 代表取締役 である 守屋 氏の 判断に よって 
行われた ものだった。 アウ レオ 社の 以上の ような 経済的 支援なくて は デイ ズ ジャパン 社の 経営 
存続は 難しかった ほどで あり、 守屋 氏は デイ ズ ジャパン 社の 存続を 財政 面で 支えた 「大 スポン 
サ ー」 であった と レ ヽ える。 

この 一方、 アウ レオ 社が 広 河 氏の 活動に より 何 か 利益を 得て レ ヽた 形跡は 確認され なかった。 
たとえば アウ レオ 社の 商品 販売に 関連して 広 河 氏が 広告 活動を 行ったり、 アウ レオ 社の 商品 購 
入 者 等が アウ レオ 社を 通じて DAYS  JAPAN を 知った として 定期 購読を 申し込んで きたと いう 事 
例 は 調査した 限り 確認され なかった。 

守屋 氏は 個人と しても、 広 河 氏の 活動を 経済的に 支援して いた。 例えば 2015 年には 自らが 
プロデューサ ーとして 資金を 提供し 「人間の 戦場」 という 映画を 製作した。 この 映画は、 広 河 氏 
の 取材 風景な どを 撮影し、 同人の 業績を 記録す る ドキュメンタリー フイルム という 体裁を とってい 
る。 守屋 氏に よれば、 この 映画 製作の 動機は、 広 河 氏が 高齢に なり 健康不安 も あると 知って、 

広 河 氏の 業績を 残す ことに 社会的 意義が あると 考えた ためとの ことで ある。 守屋 氏に よれば 映 
画 製作費 用 は 上映に よる 収入に よって 賄 レ 、切れて いな V 、ので、 差額は 守屋 氏が 負担した とい 
うこと になる。 

(なお、 週刊 文 春が 広 河 氏に よる セク シャル ハラ スメントを 報じた ことを 受けて、 映画 「人間の 戦 
場」 制作に 関わった 映画監督、 プロデューサー、 配給 会社は それぞれの 苦悩と 今後の 「 人間の 
戦場」 の 取扱に ついて、 同 映画の ホームページ 上で コメントを 発表して いる 
http://  www.nmgen-no-senjyo  .com/) 

また、 広 河 氏は 2011 年の 福 島 第一 原発 事故を 受けて、 2012 年、 沖縄県の 久米 島に、 放射 
能 被曝を 恐れる 母子を 一定期間 保養させる 施設と して 「球 美の 里」 という 施設を 開設した が、 守 
屋 氏は ここに バスを 1 台 寄付した とも 述べる。 

以上から、 アウ レオ 社ない し守屋 氏から デイ ズ ジャパン 社への 経済的 支援は、 広 河 氏 及び 守 
屋 氏が 述べる 通り 専ら アウ レオ 社ない し守屋 氏から デイ ズ ジャパン 社に 向けての 一方通行 であ 
り、 守屋 氏は 特段の 経済的 利益を 受ける ことなく、 ただ デイ ズ ジャパン 社 及び 広 河 氏の 活動を 
支援して きたと レ 、うこと を 検証 委員会と して 確認した。 

守屋 氏は、 「自分は 出版 業界に ついては 門外漢な ので、 経営に 口を出す つもりはなかった」 と 
述べて おり、 広 河 氏 も、 守屋 氏の意見 によって 経営が 左右され るよう な ことはなかった と 述べる。 
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守屋 氏の デイ ズ ジャパン 社 経営への 関与は、 「広 河 氏が したいような 経営を できる ように 支え 
る」 という、 専ら 一方通行の 支援者と V 、う スタンスだった と V 、える。 


第 3 広 河 氏に よる ハラ スメント 行為 


1 広 河 氏に よる セク シャル ハラ スメント 
(1) 概況 

検証 委員会と して 把握した 広 河 氏に よる セク シャル ハラ スメントの 具体的 事例は、 最も 古い も 
のは 2004 年、 最も 新しい ものは 2017 年で あり、 デイ ズ ジャパン 社 設立 以降の ほぼ 全 期間に 及 
ぶ。 被害者の 属性は、 デイ ズ ジャパン 社 社員、 ボランティア、 インターン 生、 フォト ジャーナリズム 
学校 (一時 デイ ズ ジャパン 社が 企画して いた 一般 向け 講座) 受講 生、 広 河 事務所 社員、 アルバ 
イト 等 多岐に わたる。 いずれも 女性で ある。 

検証 委員会に 寄せられた 証言に 基づいて 被害 態 様を まとめる と、 以下の通り である。 


(2004 〜 2017 年） 

性交の 強要  3 人 

性交には 至らない 性的 身体 的 接触  2 人 

裸の 写真の 撮影  5 人 

言葉に よる セ クシ ヤノ レノ ヽフ スメント (性的関係に 誘われる 等）  7 人 

環境 型 セク シャル ハラ スメント (AV を 社員が 見える 場所に 置く）  1 人 


(情報 提供に 基づく 被害 人数。 一人が 複数の 態 様の 被害を受けて レ 、た 場合には、 それぞれの 
被害 ごと に 人数を カウントした） 

検証 委員会に お レ 、て 把握した 事例 や 証言を 概括した 特徴と してまず 指摘すべき 点は、 「被害 
者ら が 広 河 氏への 尊敬の 念を 抱いて おり、 広 河 氏は それに 乗じて セク シャル ハラ スメントに 及 
んだ こと」 「被害者が 広 河 氏の 優越 的 地位に よって 精神的に 圧力を 感じて 性的 要求に 応じざる 
を 得なかったり、 明白な 拒絶は できず やんわりと かわす しかなかった」 という 点で ある。 

また、 検証 委員会が 把握した 事例に 限って 述べる と、 「性交に 及ぶ」、 「身体を 触る」 など 特に 
程度が 深刻な 性 被害は、 社員 以外の 属性、 具体的には ボランティア や アルバイトに 目立つ。 ボ 
ラン ティア や アルバイトには 大学生 も 多く、 性交 強要 等の 特に 深刻な 性 被害は 20 歳 前後から 
20 代 前半 くら V 、の ごく 若 レ 、年齢層 に 集中して いる。 

複数の 元 社員 も 「性的関係に 誘われた」 「交際を 求められた」 等と 述べて おり、 これ も セク シャ 
ル ハラ スメントに 該当する 悪質な 言動では あるが、 しかし 検証 委員会に おいて 把握した 限りで 
は、 社員が 被害者の 事例では 「やん わり かわす」 等して 断った 場合には、 性交 強要 等の それ 以 
上 に 深刻 な 性的 接触に 及 ばれた 事例 はなかった。 

これに 比べる と、 ボランティア や アルバイト などの 非 社員の 場合には、 「断られる という ことを 想 
定 もして いないよ うな 感じで 性交され てし まった」 など、 広 河 氏の 態度が より 強引だった ことが 推 
察され、 程度が 深刻な ものが 目 立つ。 

この ことから、 社員は 辞められたら 困る という 思いから 「ほどほど」 に 留めて おいて 断られた 場 
合には それ 以上 深追いは せず (ただし、 断った ことにより 不機嫌な 態度を とられる など 業務 上の 
影響を 感じた と 述べた 元 社員 もい る （第 3 の 1 (2) エ 参照))、 他方 アルバイト や ボランティアは 
辞められても 構わない という 思いが あった ことから 強引に 迫るな ど、 相手の 属性に よって、 どれく 
らレ ヽ 強く 性的関係を 迫る か自 らの 態度を 使 V 、分けて レ ヽた 可能性が ある。 
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⑵ セク シャル ハラ スメント に関する 証言 

セク シャル ハラ スメント 被害に ついての 具体的な 証言は 以下の通り である。 （ ） 内は 情報 提供 
者の 当時の 属性で ある。 関係者の 特定を 避ける ため 具体的な 時期は 記載し ない。 また、 記載 
順は 時系列に 沿った ものでは ない。 


ア 性交の 強要 

• 広 河 氏が 関係した 講演を 聴 レ 、た 後、 会場に 残って メモを 書いて レ 、たら、 広 河 氏から 声を か 
けられ、 広 河 事務所の アルバイトに 誘われた。 自分の 能力を はかる テストな どを された わけで 
も 全くな く、 「育てたい」 というよ うな 気持な のかな と 思った。 当時 学生で、 ジャーナリズムに 少 
し 関心は あった ものの 全く 未経験だった ので 「すごい 人に 声をかけて もらい、 貴重な 勉強 もで 
きる のだろう」 と 喜んでいた。 海外 取材に 同行す るよう 言われて 承諾した が、 他に も •さんと い 
う 女性が 同行す ると か、 現地で 女性 ジャーナリストと 合流す るな どと 聞かされて いたので、 2 人 
だけで 行く とは 思っても いなかった が、 結果 的には 現地では 二人で 行動す る ことが ほとんど 
で、 しかも 事前に 聞かされて いなかった が ホテルが 同室だった。 ホテルの 手配を したのは 私 
ではなく、 誰が したの かは はっきり わからない。 逃げられない 状況で、 取材 期間、 連日の よう 
に ホテルで 性行為に 応じさせられた。 初めての 海外で、 言葉 も わからず、 どうす る こと もで きな 
かった。 広 河 氏は 「現地 スタッフが 君を 貸して ほしいと 言って いる。 それとも、 僕と 一つになる 
かどちら か」 と 言い、 性行為に 応じざる を 得なかった。 本当に 現地 スタッフが そんな ことを 言っ 
たの か、 広 河 氏の 作り話だった のかは わからな いし、 当時 も それが 本当 かどう か 疑わしい とい 
う 思いは あった が、 疑わしい からといって 逃げられる 状況ではなかった。 この 言葉は 私に とっ 
て とても 衝撃 的で、 途方もない 絶望を 感じた ものだった。 

その 海外 取材 前には 性的関係を 持たされた ことはなかった。 帰国 後 も 社内で 二人き りのと 
きに 性行為に 応じさせられ たが、 私と しては 口止めされ たと 感じる ような 威圧的な 言葉を 広 河 
氏から 言われて おり、 苦痛に 感じながら も、 立場の 圧倒的 違いから 断る ことができなかった。 
いわゆる 大人の 玩具 (アダルト グッズ) も 使われ、 自分の 体を おもち ゃの ように 扱われて いるよ 
うで 強い 精神的苦痛を 受けた。 帰国 後の 性行為の 際には 写真 も 撮られた。 プロが 使うよう な 
カメラで はなく 携帯の カメラで ものすごく 接写す るよう に 撮られ、 とても 苦痛だった。 その デ ー 
夕 がどう なって いるかは わからず 不安で ある。 性的関係を 迫られる 苦痛に 耐えられ なくなり、 
「体調が 悪い」 という ことを 口実に 退職した。 退職す る 際に 広 河 氏からは 「支度金」 という 名目 
で お金を 渡された が、 口 封 じと いう 意図な のか もしれ ない と 感じ、 受け取る と 口 封 じを 受け 入 
れて しまう ことに なって しまう 気がして 受け取らなかった。 今まで ずっと 誰に も 話せなかった。 
(広 河 事務所） 

• 学生時代に デイ ズ ジャパン 社で ボランティアを していた。 広 河 氏から 突然 電話が きて 「これ 
は 僕の 番号 だから」 と言われた。 「それまで 二人で 話を した ことな どなかった のに、 いち ボラン 
ティアに も そのよう に 挨拶す るの か、 丁寧 だな」 と 当時は 思った。 その後 広 河 氏から 「写真を 
教えて あげる から 来なさい」 と 電話が あって、 シティ ホテルに 呼ばれた。 原稿 執筆の ため ホ テ 
ルに 缶詰め になる ことがあ ると 聞 レ 、て レ 、たので、 ホテルを 執務 スペース として 使って V 、るの だ 
ろうと 思って いたが、 入室 後、 まるで 当たり前の ような 流れで 性行為に 及ばれて しまった。 雰 
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囲 気を 変えよう となに か 話そうと したが ほとんど なにも 口に できない まま 「まあまあ まあ」 という 
感じで 押し切られ あっとい う 間に 性行為を されて しまった。 その 前から、 広 河 氏が 社員の 前で 
いらいらして 歯止めが きか なくなって 怒鳴る ような 様子を 見て いた こと も あり、 事を 荒立てて は 
V ヽ けない と レ ヽう 気持に なって 抵抗で きなかった。 拒否で きなかった 自 分に も 落ち度が あった 
のでは ないかと 自責して しまった。 その後 違う 機会に、 自分自身が 仕事に 関して 広 河 氏から 
怒鳴られた ことがあり、 ショックで 泣きながら 外を 歩いて いたと ころ 広 河 氏から 電話が かかって 
きて 「反省して るんだ ろうな」 と言われ、 タクシーで ラブホテルに 連れていかれ、 性的関係を も 
たされた。 このと きだった と 思う が、 着衣がない 状態で 写真を 撮られた。 撮った あと 「ほら、 綺 
麗 でしょう」 と 見せられ、 悪びれない 態度だった。 その後 その 写真 データが どう なった はわから 
ない。 広 河 氏は 写真 データの 管理は ずさんで、 よく 「あの 写真は どこに いった」 と 探して いた 
ので 不安で ある。 その後 広 河 氏と 社内で 二人 だけに なった とき、 編集部の 奥の トイレに 連れ 
込まれそう になり、 すぐに 他の 人が きても おかしくない ような 場所で、 職場で そのような ことが 
あった ので、 広 河 氏が エスカレートして いると 感じた。 限界に きて しまい、 次の 日く らいに 社員 
に 「色々 な ことがあって、 もう 行けません」 と 伝えた。 長い 期間、 誰に も 相談で きなかった (ボラ 
ン ティア） 


• 大学生の 時、 フォト ジャーナリストに なりたい と 考えて おり、 デイ ズ ジャパン 社で ボランティア 
をして いた。 ボランティアを 始めて かなり 経った 頃 だが、 広 河 氏と 二人で 話して いた 時、 「本気 
で ジャーナリストに なりた いんだね。 僕の アシスタントになる なら 一心同体に ならなくて はなら 
ない」 などと 言われ、 性的関係を 求められて いると 気づいた。 それまでは 全く 広 河の 女性 問題 
は 聞 レ ヽ たことは なかった。 きつく 怒られたり 怒鳴られたり は あった が、 而才 えなくて は レ ヽ けない と 
思って いた。 フォト ジャーナリストを 目指して いたので 広 河 氏に 見放される ことが 怖くて、 性的 
関係の 誘 レ 、を 断る と V 、う 選択肢はなかった。 「 カメラを あげる」 とか 「 写真を みて あげる」 とかい 
われて ホテルに 連れていかれ、 性的関係を 持たされる ことが 3,  4 回 あった。 このうち 何度か 
は ヌードの 状態で 写真を 撮られた。 広 河 氏は 自分が 断る という ことを 考えても いないよ うな、 
性的関係を もつ のが 当たり前の ような 感じで ホテルに 連れていかれた。 当時は 誰に も はっきり 
とは 相談で きなかった が、 そのころ に 自分が 日記の ように 書いて いた 文章を 見返す と、 やはり 
とても ひどい ことを されて いると 当時から 感じて いた ことが わかる。 しばらくして、 休学せ ざるを 
得ない ほど 体調が 悪くな り、 心療 内科で うつと 診断され た。 広 河 氏からの 性的 被害が 原因 だ 
ったと 思う が、 当 時は それに 気づけなかった。 デイ ズ ジャパン 社での ボランティア も レ ヽっ たん 
やめた。 

しかしし ばらく して、 広 河 氏から 連絡が あり、 海外 取材での アシスタントを 打診され た。 当時 
は、 フォト ジャーナリストを 目指した いのに それに 向けて 何もで きていな いという 不安と 焦りが 
あった 時期だった ので、 迷った が、 「フォト ジャーナリストを 目指す 最後の 機会 かもしれ ない」 と 
思い、 承諾した。 現地には 男性の 日本人 ガイドが いると いう ことで も あった ので、 再び 性的 関 
係を 求められる ことは ない のでは ないかと も 期待して いた。 ところが 現地では、 自分が 高熱を 
出して しまい 薬を 飲んで 朦朧と している 状況だった にも 関わらず、 広 河 氏は 当然の ように 性 
的 関係に 及んで きた。 その後 ボランティアからは 遠ざかって いたが、 知人 女性が 広 河 氏への 
敬意に つけこまれて、 意に 反して 裸の 写真を 撮られる などの 被害に 遭って いた ことを 知り、 自 
分が 広 河 氏から されて きた こと も、 敬意を 利用され た 性 暴力だった と はっきり 認識した。 長く ボ 
ラン ティアを やって いた 女性に 相談した ところ 「伏せて おきましょう」 と言われ ショックだった。 
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自分 以外に も、 相談した ボランティア 女性から そのよう に 言われた 人が いる。 他に も 被害者が 
いない か、 ずっと 気になって いた。 （ボランティア） 


イ 性交に 至らない 性的 身体 的 接触 

• 広 河 氏が 海外の イベントに 同行した 女性 ボランティアに キスし ようとて、 被害者 本人が デイ ズ 
ジャパン 社の 女性 社員を 通じて 広 河 氏に 抗議した ことがあった。 広 河 氏は、 被害者が 負担し 
ていた 渡航 費に 相当す る 程度の 金員を ポケットマネーから 支払った (ボランティア） 

• 「学生時代に デイ ズ ジャパン 社の ボランティアを していた ところ、 広 河 氏に 声をかけられて 広 
河 事務所の アルバイトを する ことに なった。 イベントの 下見の 際に 2 人で 遠出した 際、 広 河 氏 
に 「君には 魅力が ある」 「つきあって ほしい」 と言われ、 抱きしめたり 指を なめるな どされ た。 告 
発すべき 被害 内容 だとい う 認識は あり、 自問自答を 繰り返し たが、 広 河 氏の 仕事への 尊敬が 
あり、 功績を つぶす ような ことを しては いけない と 思い、 「何もすべき ではない」 という 結論を 自 
分の なかで 出した。 その後 広 河 氏の 女性 関係の 変な 噂を 聞き、 やっぱりそう なのかと 思い 尊 
敬の 念が 消えて 目 が 覚めた (広 河 事務所） 


ウ 裸の 写真の 撮影 

• 広 河 氏に 指示され て 写真 データを 整理して いたら、 編集部に 出入りし ていた 顔見知りの 女 
性 (学生) の 裸の 写真を 複数 見つけて しまった。 撮影され た 女性に とって 不本意な ものだった 
らと 思う と、 大変な ものを 見つけて しまったと 非常に 苦しんだ。 当時、 広 河 事務所の 社員は 私 
1 人だった ため 上司は 広 河 氏の みで、 デイ ズ ジャパン 社の 社内に も ハラ スメント 相談 窓口な ど 
なく、 誰に 相談 すれば い レ 、かわからない ままし ばらく 一人で 悩んだ あげく、 親しかった デイ ズ 
ジャパン 社の 女性 社員に のみ 打ち明けて 写真を 見せ、 2 人で 悩んだ。 事実の 重大 さから、 見 
なかった ことには できず、 当時の 取締役会に 出席して いた 中で、 一番 広 河 氏に べったりして 
いな V 、印象だった 外部の 女性に 「 こんな 写真を 見つけて しまった、 広 河さん が 女性の ヌード 
写真を 撮って いるよう だ」 と 伝えた。 なに か 対応され るの だろうかと 思って いたら、 数日後 「経 
営 上の 理由で 広 河 事務所を 縮小す る ことに なった から」 という 理由で 1 力 月 後に 退職す るよう 
言われ、 退職に 追い込まれて しまった。 まもなく また 求人広告を 出して いたので、 「経営 上の 
理由で 事務所を 縮小す る」 というのは、 辞めさせる ための 口 実を 作った だけだった 可能性が 
あると 思う。 退職に あたって は、 取締役会に 出席して いた 別の 女性から 「広 河さん の 功績を だ 
いなしに する ことになる。 デイ ズジャ パン もなくなる かもしれ ない」 からと いう ことで、 今回 見た こ 
とを 外部に 言わない ように 強く 念を 押された。 女性から 言われて とても ショックだった ので 覚え 
ている。 （広 河 事務所） 

•  20 代の 頃、 フォト ジャーナリズム 講座を 受講した 際 広 河 氏に 「アシスタントに 興味は ないか」 

と 声をかけられ、 最前線の 仕事を 見られる 貴重な 機会 だと 思って 承諾した。 アシスタント とい 
っても なんの 書類 上の 手続が あった わけで もな く、 取材 後に わかった ことだった が、 デイ ズジ 
ャ パン 社 社員の 誰も、 自分が 「アシスタント」 として 扱われて いた ことを 知らなかった。 取材に 
同行す る 前に 2 人で 話を した 際、 「アシスタント 代 だ」 といって レンズを もらった。 これ 以外には 
金銭 も 物品 も 何も もらって おらず、 取材 先 現地への 交通費 も自 己 負担だった。 
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取材 前、 レンズを もらった 際、 外を 歩きながら 写真を 撮り、 「ホテルを とって あるから きて ほし 
い」 と言われた。 とてもい い ホテルの 広い 部屋が 予約して あり、 原稿 執筆の ために このような 
部屋を とって あるの だろうと 思った。 その 場で 「僕の 新しい プロフィール 写真が 必要 だから 練 
習が てら 撮って ごらん」 と言われて 広 河の 写真を 撮らされた。 その後、 自分が 以前に モデルを 
やって いたと いう ことに 言及され、 「そういえば 君は 昔 モデルを やって たって いったよ ね。 僕 も 
写真家 だし 君の 実力を 見せて よ。」 「ヌードを 撮りたい。 女性は やっぱり ありのままの 姿が 綺麗 
だから」 と言われ、 「僕 も 君に 撮り 方を 教えて あげたん だから」 と、 ヌード 写真を 撮影され るのと 
を 断れな V ヽ流れ をつ くられて しまい、 逆らえな V ヽ 気持ち になって しま レ ヽ ヌード 写真 撮影に 応じ 
させられた。 自分は 確かに 以前 モデルを やって いたが、 ファッションモデルの ような もので、 エ 
ロティ ックな ヌード 写真を 撮られて いたわけ ではなかった。 広 河 氏は ヌード 写真を 撮りながら 
「君の 許可な くど こに も 出さない」 とは 言って いたが、 撮って いるう ちに 「髪を ぬらして ほしい」 
などと 要求が エスカレートして、 馬乗りに なられたり、 鼻息が あらく なって きたと 感じて 気持ち 
悪くな り、 「 家族が 心配して V ヽ るから そろそろ 帰らない と V ヽけ ない」 と V ヽっ た。 広 河 氏は 「 今夜は 
部屋を とって ある」 などと 色々 レ ヽっ て、 おそらく その 晚 そのまま 自 分が そこに 宿泊す る ことを 期 
待して いたのだろう と 思う が、 なんとか 振り切って でて いった。 明らかに 機嫌を 損ねて いた 様 
子だった ので 気になり、 事後に メールで 「どうしても 帰らなくて はいけ なかった のです みませ 
ん」 と 連絡した ところ、 機嫌を 直した ような 返信が あって ほっとした。 今 思えば 謝らなくて よかっ 
たと 思う。 その後 ヌード 写真の データを 渡された 際、 自分の 名前を もじって つけた 女性の 名前 
の フォルダに 写真 データを 保存した、 と言われた。 （フォト ジャーナリズム 学校 受講 生） 

エ 言葉に よる セク シャル ハラ スメント 

•  「大きな 写真 展 企画の ため 大勢の ボランティアが 出入りし ていた 時期、 複数の 女性 ボラン テ 
ィアが 広 河 氏から 性的関係に 誘われて いた （「一緒に シャワーを 浴びない か」 と言われた 等)。 
自分は 被害を受けた 人たち からこれ を 聞いて、 広 河 氏に 直接 怒って 抗議した。 その 際 広 河 
氏は 事実を 否定す るで も 肯定す るで もな く、 自分を 罵倒して 「週刊誌に でも 売る つもり か」 など 
と 怒鳴り、 全く かみあわず 話に ならなかった。 （ボランティア） 

•  広 河 氏が ボランティアの 複数の 女性を ホテルに 誘ったり、 個人的に 電話を かけるな どして い 
て、 これを 知った 社員が 広 河 氏を 追及した ところ、 退職に 追い やられた。 （デイ ズ ジャパン 社） 

•  大学生 時代に インターン 生と して 週 1 回 勤務し、 日 常 業務の アシスタントを していた。 出勤 
して 挨拶を したら、 決して 露出が 多い 派手な 服装ではなかった のに、 突然 「君、 色っぽい ね」 
と言われた。 作業 中に 「 売春に つ レ ヽて どう 思う」 と 聞かれ、 戸惑 V ヽ ながら 「 あまりよ くな V ヽと 思う」 
と 反対意見を 言う と 「どうしてそう 思う のか」 としつ こく 聞かれ、 その 流れで 「割り切った 関係に 
つ V ヽて どう 思う か」 などと 言われた。 「 興味がない」 と V ヽ うような ことを 答えたら 広 河 氏は 「 ふん、 
色気がない ね」 「もう、 あんた を 誘惑す るの やめた」 と 言って 少し 離れた ところに 行き、 しばらく 
口 をき V 、て もらえなかった。 作業の 指示を 仰 レ ヽだり 質問したり すると 「 君の 声は 本当にい い 
ね」 「耳元で しゃべられ ると 男は みんな 眠くなる」 などと 言われた。 パソコンの 電源を 落とす の 
に 手間取って V 、たら 「 早くし な レ 、と 襲 レ 、かかる よ」 と 背後から 言われ、 本当 に 近づ V 、てきた の 
でかわして 逃げた。 その後、 自分が 担当す るは ずだった 仕事を 他の スタッフに ふられ、 性的 
誘 V 、を かわした 腹 レ 、せに こう V 、うこと をされ たの だと 感じた (インターン 生） 
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• 入社して 間 もな レ 、時期に 「「研修の ために、 二人で 安 レ ヽ 温泉宿に 合宿に 行く と レ ヽう 案を 君は ど 
う 思う か」 と 広 河 氏に 聞かれ、 非常に ショックを 受け、 その 場で 「行きません」 と 断った。 性的 関 
係を 持つ ための 誘いだ と 認識し、 自分の 広 河 氏への 尊敬の 念 や、 新人と しての 態度が 誤解 
を 招いた のかと 苦しい 気持ちに なった。 断って すぐは、 広 河 氏は 不機嫌な 態度だった が、 そ 
の 後は 含みの ある 誘いの ような 発言を してく る ことは なく、 「アウ レオの D さんに 頼んで 研修 
合宿を しても らう」 などと 言って 誘った ことを 誤魔化そうと していた。 しかし その後 も、 「君に 迫っ 
て 断られる 夢を見た」 と言われたり、 「カメラマンは 現地で そういう （性的関係を もつ） 女性を 探 
すのは 当たり前 だ」、 「何人も 女性が いても いい」 など、 二人き りの 場で 急に 性愛 観の 話を され 
る ことがあったり、 その 度に とても 居心地が 悪く 不快に 感じた。 （デイ ズ ジャパン 社） 

• 入社して 間もなく、 何度も 広 河 氏から 飲みに 誘われ、 あまりに 何度も 誘われる ので 仕方なくつ 
き あったら 性的な 話題を 色々 され、 ある 程度 お 酒が まわった 頃に 「つきあわない か」 「スタッフ 
として 個人的に 色々 知って おいた ほうがいい」 「ホテルに 行こう」 と言われた。 やん わり 断る と 
不機嫌に なった が、 それ以来 誘って はこなかった (デイ ズ ジャパン 社） 

• 広 河 氏は、 広 河 事務所 スタッフの 女性を 性的に 誘い、 それを 断られたら、 退職に 追い込む よ 
うな 態度を とっていた。 退職 後の 給与 計算で、 不当な ことを しようと していた。 （デイ ズ ジャパン 
社） 

• 広 河 氏から 「ヌード 撮影を したいと 冗談 交じりに 言われた」 と 退職した 元 スタッフから 聞いた 
(デイ ズジャ パン 社） 


才 環境 型 セク シャル ハラ スメント 

•  広 河 氏の デスク 近くの 段ボール のなかに 大量の アダルト ビデオが あって ぎょっとした ことが 
あった。 当時は、 女性の 権利 問題 か 何 かの 資料 かもしれ ない とも 思った が、 週刊誌 報道が あ 
つて 以降、 やはりそう ではなかった のでは ないかと 思って しまう （広 河 事務所） 


週刊誌 報道の 被害者 も 含めて、 性 暴力 被害 当事者の 証言を 得る ことは 極めて 困難だった。 匿 
名 での 申 告や 報告書に 掲載し な V 、ことを 条件に 「 話を 聞いて ほしかった」 と 被害を 申告して きた 者、 
被害 事実は 認めながら も 証言が 難しい とする 者、 それぞれの 事情を 抱えながら 上記の ような 深刻 
な 訴えが 数多く 寄せられた。 

以上に 記載した ものの ほかに も、 十分な 認定が できなかった ので 具体的には 記載は しないが、 

「 セク シャル ハラ スメントだった のでは な!/ 、かと 周囲が 感じて いた」 、「こう V 、う 噂が あった」 と!/ 、う レべ 
ノレの もの も 複数 あった。 

なお、 検証 委員会の ヒアリング によって 得られた 証言では ない が、 セク シャル ハラ スメント 被害と 
して 当事者が 述べた ものの 報道と して 以下の ものが あった ので、 一部 抜粋して 引用す る。 

. I 広 河 氏から 「いっでも クビ にで きる」 などと 言われ、 精神的に 追い込まれた 上、 F パソコンを 作業 
中、 マウスを 動かす 手に 広 河 氏が 自分の 手を 重ねてき た。 恐 t 布で 体が 動かな く なった」 {ザ イズジ 
ャ パン 社） (2019 年 2 月 18 日 付 東京 新聞)） 

. 「就職して 約 1 力 月 後、 広 河 氏から 「(入社の) お 祝 レ 、をし よう」 と 誘われ、 仕事を 早めに 切り上げ 
て 午後 8 時 ごろから、 事務所 近くの バーで ワインを 2 人で 飲み 始めた。 広 河 氏は 0 參 さんに 交際 
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相手の ことな どを 聞き、 さらり と 言った。 「じゃあ、 僕たち 付き合 おうか J。 籲參 さんは 「断る とクビ にな 
るの か」 との 懸念が よぎりながら も、 明るい 雰囲気を 装い 「聞かなかった ことにします」 と 断った。 そ 
の 後 も 広 河 氏は 「 セックス のな V 、人生は 考えられな レ ヽ」 などと 語り 続けた が 0 ❿ さんは 聞く に 徹し、 

1 B 寺 間 ほどで バーを 後に した。」 

(広 河 事務所  2019年4月9日 付 神奈川 新聞 參 •は 記事では 実名）） 

(3) セク シャル ハラ スメントの 認定 

了  以上の 証言は いずれも、 検証 委員会に おいて 直接 情報 提供を 受けた もので あり、 証言 者 
に 検証の 趣旨を 説明した 上で 聴取した ものである。 検証 委員会から 複数の 観点からの 質問 
をす る 等しても 一貫性が 保たれたり、 客観的な 事実に も 整合す るな ど、 信用 性が あると 認定し 
たものを 記載した。 

週刊 文 春で 報道され た 性 暴力 被害に ついても、 複数の 当事者から 直接 ヒアリングが でき、 

広 河 氏との メールの やりとり 等の 客観 証拠を 確認で きた もの も あり、 広 河 氏の 説明と 照らし 合 
わせても、 報道され た 内容は 事実で あると 確認した。 

イ 広 河 氏は、 性交を した 女性 達に ついては、 そのこと 自体は 認めた 上で 「でも、 相手の 女性 
の 合意が あった」 と 述べる。 検証 委員会は 広 河 氏に 対し 「女性 達が あなたに 向けて いた 好意 
は、 あくまで ジャーナリスト である あなたに 対する 敬意 や あこがれであって、 異性と しての 好意 
とは 別の ものだった と 述べて いるし、 当時の 関係 性から すれば それが 当然の ことで ある。 それ 
なのに、 なぜ あなたは これを 性愛 的 好意 だと 捉えた のか」 と 問うた が、 「当時は そう 思った。」 

「 楽しくて しかたがな いと V 、う 様子で 自 分の まわりに レ 、る 女性 達を みて 自 然 にそうい う 感情を も 
った」 という 趣旨の 回答が 返って くるの みで、 性的関係への 合意を 裏付ける ような 事情の 説明 
は 無かった。 

検証 委員会は、 更に、 「あなたの 言葉では 『つきあって いた』 という 女性 達は 皆 20 代 前後で、 
当時 60 代〜 70 代の あなたは、 父親 どころ か 祖父に 近い 年齢で ある。 20 代の 女性たち が あ 
なた の 年齢の 男性を 性愛の 対象と して 捉える ことは そもそも ほとんどな いこと だと 思う が、 その、 
ほとんどない ことが 起きて いると 感じた 事情は 何 か あるの か」 とも 尋ねた が、 広 河 氏は 「そういう 
人 もい ますよ」 と 一般論の ように 抽象的に 述べる ばかりで、 具体的な 事情の 説明は 一切な く、 
不機嫌な 表情を 見せた。 このような 広 河 氏の 説明には 全く 合理性は なぐ 検証 委員会と して 
は、 証言され たい ずれの 件に ついても、 「相手の 女性の 合意はなかった」 と 認定す る。 

ウ 検証 委員会は、 性交に 至らない 性的 接触を した 件に ついても、 「このような ことはなかった 
か」 と 尋ねたり、 証言 者の 許可が 得られれば 実名を 挙げて 具体的に 「この 女性に このような こ 
とを しなかった か」 と 問うた が、 広 河 氏は 「覚えて いない」 「その 女性の 存在 自体を 覚えて いな 
い」 などと ごまかす ような 態度を とった。 

被害者ら の 証言の 信用 性に 比べれば、 このような 広 河 氏の 説明の 信用 性は 極めて 低く 不 
誠実で あると しかい V 、ようがない。 

エ 広 河 氏の ハラ スメント 問題の 検証を 始める に当たって、 この 事件は 果たして、 広 河 氏と いう 
フォト ジャーナリスト という 肩書を 持った 者が 肩書きと 関係な く 犯して しまった 性 暴力 事件な の 
か、 それとも フォト ジャーナリスト という 肩書を 使った 確信 犯 的な 性 暴力な のかと いう ことを 判断 
する ことは ひとつの 課題であった。 
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10 か 月 の 検証を 重ねた 結果、 広 河 氏が 行った ことは 著名な フォト ジャーナリストと してとの 
肩書を 濫用し、 女性 達から 自身への 尊敬の 念に 乗じ、 権力 性を 背景に 重ねた、 悪質な 代償 
型 セク シャル ハラ スメントと であると 判断す る。 被害者ら の 多くは、 DAYS  JAPAN の 理念に 賛 
同して いた、 正義感が 強く 真摯な 方々 だった。 広 河 氏は、 被害者ら が 自身に 向ける 敬意に 
つけこみ、 また、 その 敬意を 自分への 性的 関心で あると 勝手に 読み替えて 性 暴力に 及んだ も 
のとい え、 強い 非難に 値する。 

「代償 型 セク シャル ハラ スメント」 とは、 「 労働者の 意に 反する 性的な 言動に 対する 労働者の 
拒否 や 抵抗に より、 その 労働者が 解雇、 降格、 減給、 労働 契約の 更新 拒否、 昇進 •昇格の 対 
象からの 除外、 客観的に 見て 不利益な 配置転換 などの 不利益を 受ける 嫌がらせ」 と 定義され 
る セクハラ である。 代償 型 セク シャル ハラ スメントと 結論 付ける 理由は、 広 河 氏が どのように 弁 
明し ようと も、 証言され た 事件は、 ことごとく、 広 河 氏の 立場の 優越性に 乗じた、 相手の 意に 反 
する 性 暴力に ほかなら ず、 合意とは 程遠い 強要され たもので あると しか 理解され ないた めで 
ある。 

ボランティア など 雇用とは 直接関係ない 人たち も 含まれる が、 そもそも デイ ズ ジャパン 社は、 
そうした 雇用 関係が 不明確で ある にもかかわらず、 雇用 関係の ない 人たち にも それ 以上に 仕 
事を させて いたと いう 実態 も ある。 問題は こうした 人たち を 含めて、 第 5 の 1(2) で 後述す る 章で 
述べる よう に 専門 勢力 や 関係 勢力が 行使され てるな かで 行われた 広 V ヽ 意味での 代償 型と い 
うこと になる。 


2 広 河 氏に よる パワー ハラ スメント 
⑴ パワー ハラ スメントの 定義 

パワー ハラ スメントとは、 従来、 「同じ 職場で 働く 者に 対して、 職務 上の地位 や 人間関係 など 
の 職場 内の 優位性を 背景に、 業務の 適正な 範囲を 超えて、 精神的 •身体 的 苦痛を 与える 又は 
職場環境を 悪化させる 行為」 と レ 、われて きた (厚生 労働省の 「職場の いじめ •嫌がらせ 問題に 関 
する 円 卓 会議」 提言 (平成 24 年 3 月） 等)。 

2019 年 5 月 29 日に 成立した いわゆる パワー ハラ スメント 防止法 （「労働 施策の 総合的な 推進 
並びに 労働者の 雇用の 安定 及び 職業 生活の 充実 等に 関する 法律」 略称 「労働 施策 総合 推進 
法」） 30 条の 2 第 1 項は、 パワー ハラ スメントを 「職場に おいて 行われる 優越 的な 関係を 背景と 
した 言動であって、 業務 上 必要 かつ 相当な 範囲を 超えた ものに より、 その 雇用す る 労働者の 就 
業 環境が 害される ことのない よう、 当該 労働者からの 相談に 応じ、 適切に 対応す るた めに 必要 
な 体制の 整備 その他の 雇用 管理 上 必要な 措置を 講じなければ ならない」 と 規定した。 

そして、 職場に おける パワー ハラ スメント に関して 雇用 管理 上 講ずべき 措置 等に 関する 指針 
の 素 案 (厚 労 省 2019 年 10 月） は、 パワー ハラ スメントに 該当する 行為に ついて 例示を している 
ので、 一部 抜粋して 引用す る。 

く 脅迫 •名誉 棄損 •侮辱 • ひど レ ヽ 暴言 (精神的な 攻撃） > 

(該当 すると 考え られる 例) 

• 人格を 否定す るよう な 発言を する こと。 (例えば、 相手の 性的 指向 • 性 自認に 関する 侮辱 
的な 発言を する ことを 含む。） 

. 業務の 遂行に 関する 必要 以上に 長時間に わたる 厳し レ ヽ 叱責を 繰り 返し 行う こと。 

. 他の 労働者の 面前に おける 大声での 威圧的な 叱責を 繰り返し 行う こと。 

. 相手の 能力を 否定し、 罵倒す るよう な 内容の 電子メール 等を 当該 相 手を 含む 複数の 労働 
者 宛てに 送信す 5 こと 
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< 業務 上 明らかに 不要な こと や 遂行 不可能な ことの 強制、 仕事の 妨害 (過大 な 要求） > 
(該当 すると 考え られる 例) 

. 新卒 採用 者に 対し、 必要な 教育を 行わな I ヽ まま 到底 対応で きない レ ベルの 業績 目標を 
課し、 達成で きなかった ことに 対し 厳しく 叱責す る こと。 

. 労働者に 業務とは 関係の な レ ヽ 私的な 雑用の 処理を 強制的に 行わせ る こと。 


パワー ハラ スメントと 総称され る このような 行為に より、 身体、 名誉 感情、 人格権な どが 侵害が 
された 場合は、 不法行為 （民法 709,  715 条) や 安全 配慮 義務 違反 (雇用契約 上の 債務不履行、 
民法 415 条) として 雇用者は 損害賠償 責任を 負う ことになる。 労災保険の 支給 対象になる 場合 
も ありうる。 さらに、 内容に よっては 行為者が 刑事責任を 問われる こと も ありうる。 

(2) 概況 

広 河 氏に よる パワー ハラ スメントに ついては、 相当数の 関係者が 「パワー ハラ スメント について 
は、 ほぼ 全員が 日常 的に 被害者だった」 と 述べる ほどで、 日常 的 かつ 程度は 深刻だった。 また、 
第 4 の 2 において 詳述す る 通り、 労働 環境と しては、 元 社員ら は 長時間 労働を せざる を 得ず、 時 
間 外 手当 や 休日 出勤 手当の 不払 など 労働基準法 違反が 恒常的と いう 実態が あった。 日 常 的 
な パワー ハラ スメントが 労働条件 などの 法令 違反を 助長 するとい う 構造が あった。 気に入らない 
社員を 不当に 解雇したり 退職に 追い込む という ことにつ いても、 それが 問題で あると いう 認識 自 
体が 広 河 氏は じめ 経営陣 全体に 乏しかった ことを 背景に、 無頓着に しばしば 行われて いた。 例 
え ば 残業 代を 支払わない ことにつ いて 問題 視 される と、 広 河 氏は、 適法な 手続 も 経て いないの 
に 「うちは 裁量 労働 制 だから、 残業 代は 給与に 含まれて いる」 と 言い張る など、 労働者の 権利を 
保護す るた めの 法令を 遵守し ようとい う 意識が 極めて 低かった。 

このように 労働条件が 劣悪だった ことに も 大きく 起因し、 社員の 在籍 期間は 全体に 非常に 短く、 
1、 2 か 月 程度で 離職した という ケース も 複数 確認され るな ど、 とにかく 社員の 入れ替わりが 激し 
V 、会社だった。 在籍して V 、た 社員 もこの ような 法令が 順守され な レ 、労働 環境を 是 として レ 、た 者 
ばかりでは 決してなかった が、 DAYS  JAPAN の 理念に 共感し、 大切に 思う からこ そ、 葛藤を 感じ 
ながら も 仕事を 続けて、 ついに 限界に きて 離職に 至る という 者 も 多かった ようで ある。 

パワー ハラ スメントの 態 様と しては、 「怒鳴る」 「いらいらして スイッチが はいって しまう と 激高す 
る」 という ことを 多くの 関係者が 述べた。 特に、 上記 厚 労 省 指針 素 案で いえば 「業務の 遂行に 関 
する 必要 以上に 長時間に わたる 厳しい 叱責を 繰り 返し 行う こと」 「他の 労働者の 面前に おける 
大声での 威圧的な 叱責を 繰り返し 行う こと」 という 精神的 攻撃の 類型に 該当する パワー ハラ スメ 
ントが 多かった と言える。 具体的には 以下の通り である。 

⑶ パワー ハラ スメント に関する 証言 
ア 精神的な 攻撃の 類型 

• パワ ハラに ついては、 ほとんど 全員が 常に うけていた。 広 河 氏は 感情の 起伏が 激しく、 いき 
なり 嵐の ように 怒鳴り 散らす ことは 日 常 的だった。 （デイ ズ ジャパン 社） 

• 広 河 氏が スタッフら に 対し 理不尽な 罵声を 浴びせる ことが しばしば あった。 スタッフは それを 
一切 無視 するとい う 状況に 慣れ きってい るよう にみ えた。 （デイ ズ ジャパン 社） 
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• 怒鳴ったり、 急に キ レたり する ことが たびたび あった。 暴力はなかった が、 皆 委縮して いる 印 
象だった。 広 河 氏は (怒鳴ったり キ レたり の) 効果を 知っている 人 だと 思う。 全体として 異常 空 
間だった。 （デイ ズ ジャパン 社） 


• 小金を 出す の も 嫌がる 人だった。 社内、 パヮ ハラの 嵐だった。 （デイ ズジャ パン 社） 

• 言って いる ことが 理解で きない。 慕 言を 吐いて いるう ちに 血圧が あがって、 あわ あわして 言え 
なくなる。 （デイ ズ ジャパン 社） 

• 会社は、 大きな 家族み たいな、 カルト 的な 感じ。 「指示を 受けなくても わかる でしょう」 のよう な 
感じだった。 広 河 氏は、 怒鳴って いる 内容 もチグ ハグで、 社員を 感情のは け 口にして いた。 
(デイ ズジャ パン 社） 


• 広 河 氏が いつかん しやくを 起こす か 分からな いので 他の スタッフと 「クラスター」 という 隠語で 
呼んで いた。 （広 河 事務所） 

• 自身が 全てを 管理 しないと 気が済まな いが、 面倒く さい 人事 や 事務は したくない (スタッフ か 
らの 訴えな ど)。 自身での 継続 困難を 感じて いて、 会社を 閉じたい と 考え出した ころから、 

様々 な ことへの 投げ やり 感 や、 人格 崩壊が 加速した。 （デイ ズ ジャパン 社） 

• 人事 (補助） は 最も 苦痛な 仕事であった。 採用しても、 すぐに 社長に 人格 否定を されたり して、 
言葉が 悪 レ 、がまと もな 人 ほどす ぐに 辞めて しまう。 あからさまに 嫌がらせを されて 辞めさせら 
れる スタッフ もいた。 また、 社長は 採用に あたり 他人 (株主 や スタッフ） を 同席させる にも 関わら 
ず、 意見を 聞かず、 適任を 選ぶ 能力 もなかった。 採用の 指針が ずれて おり、 最終的には 愛想 
のよ V 、従順そう な 人間し か 採用 しない (着任 後そう でなかった 場合は 辞めさせる)。 人事は た 
だた だ 犠牲者を 増やす だけと いう 気持ち も あり、 落ち込む 原因と なった。 （デイ ズ ジャパン 社） 

•自 分 もき つい 言い方を される ことは あった。 ほとんどなかった が、 例えば、 広 河 氏の 後任の 
代表者を 探そうと いう 話題の 際、 「これく らいの 条件は 提示し なければ ならないだろう し、 そう 
すると 後任が 入ったら 広 河さん の 給与水準を 下げない と レ ヽ けな レ ヽで すね」 と 言ったら、 広 河 さ 
んが 「そんな ことは わかって ますよ！ 」 と 激しい 口調で、 拳で テーブルを ばんと 叩いた という こ 
とが あった。 自分は そういう ことには 動じない が、 社員 だったら 怖いだ ろうと 思う。 （顧問 税理 
士） 

. 社長が いきなり 大声で 怒鳴った りする ことは パワー ハラ スメントになる から、 と 広 河 氏に 伝え 
たことは あるが、 わかって いなかった と 思う。 従業員の いる 前で、 「俺は 社長を やりたくない ん 
だ」 などと も 言って おり、 それは まずい な あと 思って いた。 指摘しても 響かない 感じだった。 （顧 
問 社会保険 労務 士） 

• 会社に 行ったら、 何 か 広 河 氏に 強く 叱責され た 後だった 様子で、 複数の 女性 社員が 涙ぐん 
でいて、 異様な 雰囲気だった ことがあった。 （土屋 取締役） 
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イ 業務 上 明らかに 不要な こと や 遂行 不可能な ことの 強制、 過大な 要求の 類型 

• 入って 一週間で、 関係ない のに、 編集 会議が あり 参加 させられた。 強烈な ハラ スメントが 目 
の 前で 繰り広げられる 事態。 編集 職と して 採用され たわけではなかった のに、 編集の 中身 や 
企画を 求められた。 （デイ ズジャ パン 社） 


• 広 河 氏は 「残業は 許可制」 とよく 言って いたが、 許可を 出す ことは ほぼない のが 分かって い 
るので、 申請 すらで きない 状況が あった。 許可が 出ない のは、 「そんなの 残業す る 必要ない、 

5 分で 終わる！」 と レ ヽ うよう に 言われる ため。 広 河 氏は 「昔は 4 人で DAYS  JAPAN を まわして 
いた。」 「こんな 仕事 〇〇 分で できる！ 」 と 度々 発言し、 残業 しないと できない のは 個人が 無能 
だから、 と V 、う 態度だった (デイ ズ ジャパン 社） 

• 「残業を するな」 という 一方で 過重な 量の 業務を 与え、 やむ を 得ず 残業す ると 「残業を する 
な」 と 怒る と レ 、う 矛盾が あった。 （デイ ズ ジャパン 社） 

• 福 島 第一 原発の 事故 後に、 「被災者の 生活を 取材したい。 アシスタント として 同行し ないか」 
と言われて 承諾した。 事後に わかった こと だが、 「アシスタント」 と 扱われて いる ことは デイ ズジ 
ャ パン 社 社員の 誰も 把握して いなかった。 何の 契約 手続 もして おらず、 費用を もらった こと も 
ない。 一泊 二日 で 福 島に 行く ことに なった が、 現地までの 交通費 も自 己 負担だった。 広 河 氏 
は 「君の ことは 放射能から 絶対 守る。 僕は チェルノブイリに 何度も いっていて、 女性に 与える 
放射能の 影響は 熟知して いる」 「ガイガーカウンターの 数値が これ 以上に なったら それ 以上 
は 進まない」 と 言って いたので、 同行す る ことと した。 もともとは 原発の 近くに 行く という 予定は 
なかった が、 現地で 案内して くれていた 方が、 「立ち入り禁止 区域に 入れる」 と 言い出し、 広 
河 氏が 「それは ちょっと 入って みたいで すね」 と 応じた ので、 急に 行く ことに なって しまった。 
「アシスタント」 として 同行して いるのに、 自分が 行かない のでは ガイドの 方の 手前、 広 河 氏の 
面子が たた なくなって しまう だろうと いうよう に 気を 使った のと、 広 河 氏が 事前の 「君の ことは 放 
射 能から 絶対 守る」 という 約束を 守って くれる だろうと 思った からだった。 しかし、 原発の ごく 近 
くに 連れていかれ、 放射線 量が 高くな り、 ガイガーカウンターは 警戒 音が ピー ピー 鳴 りっぱな 
しだった が、 広 河 氏は 全く 意に 介さなかった。 （フォト ジャーナリズム 学校 受講 生） 

• 広 河さん のために 病院に 薬を 取りに 行くな どの 私的な 雑用 もさせられ ていた。 （広 河 事務 
所） 


• 朱肉 や トイレ 掃除 用品な ど 足りない ものは 自腹で 買って いた。 請求したら 怒られ そうで 請求 
できなかった。 （広 河 事務所） 

⑷ パワー ハラ スメントの 認定 

以上の ように、 広 河 氏の パワー ハラ スメントに ついては、 デイ ズ ジャパン 社 設立 後の ほぼ 全 期 
間に わたって 在籍して いた 元 社員ら から、 詳細な 証言が 寄せられた。 その 具体性、 迫真 性、 証 
言の 数の 多 さ、 他の 社員ら の 証言との 整合性な どから すれば、 広 河 氏が 日 常 的に 社員ら に 対 
して パワー ハラ スメントに 及んで いた ことは 明白で ある。 

違法な 労務管理と しては、 第 4 の 2 で 述べる 通り 残業 代 不払や 休日 出勤の 強要に ついての 証 
言が 頻出で あり、 社員が これを 断る という 正当な 権利行使を すると、 これに 対し 怒鳴ったり 罵声 
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を 浴びせる などして いた。 広 河 氏が 雇用者で あると いう 地位を 禾 II 用した パワー ハラ スメント により 
社員ら に対して 違法な 労務 環境への 不当な 忍耐を 強いようと していた こと、 パワー ハラ スメント 
により 労働 関係 法令 違反が 助長され 慢性化して いたと いう ことができる。 


第 4 デイ ズ ジャパン 社の 労働 環境 


1 労務管理 

デイ ズ ジャパン 社の 社員の 職種は、 大きく、 編集 •取材に 従事す る 者、 営業 担当者、 総務 経理 
担当者に 分かれて いた。 就業規則 上、 始業 時刻は 午前 10 時、 終業 時刻は 午後 6 時、 休憩 時 
間は 1 時間と 定めて いた。 時間外労働 •休日 労働に 関する 協定書 (いわゆる 36 協定) は 2017 
年 6 月 23 日付で 締結され、 同年 7 月 3 日に 渋 谷 労働 基準 監督 暑に 届け出が なされた ことは 確 
認 された が、 これ 以前の 36 協定は 存在し なかった ようで ある。 また、 編集 •取材 業務に 従事す る 
従業員に ついては 専門 業務 型 裁量 労働 制が 適用され ていた (。 裁量 労働 制の 協定の 日付は 
2015年6月29日 だが、 詳細は 不明ながら、 賃金 台帳に よって 「裁量 手当」 の 支払が 確認され る 
のは 2016 年 4 月 以降で ある。 更に、 営業 •取材 等の 業務に 従事す る 者を 対象に した、 フレック 
スタ イム 制に ついての 協定書が、 2017 年 6 月 27 日に 締結され ている。 

裁量 労働 制 導入 以降は ほとんどの 社員に ついて 各人 ごとに 算出され た 一定 時間 相当 分 (毎 
月 40 時間 程度) の 残業 代 相当 額を 裁量 手当と して 支給して いた。 一定 時期 以降は、 採用 時に 
労働条件 通知 書を 明示し、 労働 契約書を 締結して いたが、 2007 年 以前の ものに ついては 確認 
できなかった。 

実際の 労働時間に ついては、 タイムカードに より、 出 退 勤 時刻を 管理して いた。 

採用 時の 雇用保険 や 社会保険 に関する 手続を はじめ、 賃金 計算 や 退職 時の 手続な どの 労務 
管理に ついては、 デイ ズ ジャパン 社の 顧問 社労士 ではなく、 顧問 税理士が 行って いた。 これは、 
デイ ズ ジャパン 社が 社 労士に 支払う 顧問 料が 通常の 半額 程度と 安す ぎて そこまでは できない と 
いう ことで、 社 労 土を 紹介した 顧問 税理士が、 自分のと ころで 引き受ける という ことに なった という 
経緯だった。 

2 労働 実態 

デイ ズ ジャパン 社 及び 広 河 事務所の 元 社員ら の 下記の ような 証言から、 労働 関係 法令 違反が 
恒常的だった という 実態が あった ことを 把握した。 

具体的には、 特に、 長時間 労働が 恒常的であった にもかかわらず 残業 代の 不払いは 恒常的 
であった ことと 違法な 解雇 や 退職 勧奨が 横行して レ 、たこと に、 法令 順守に 無頓着な 経営の あり 
方が 顕著に 表れて いた。 

⑴ 残業 代 や 休日 出勤 手当の 不払 についての 証言 

• 残業は 恒常的だった が、 全く 残業 代は 支払われなかった (タイムカード 資料 あり)。 （広 河 事務 

所） 


• 「残業 代なん か 出したら 会社が まわらない」 と 言って いる 社員が いた。 （デイ ズ ジャパン 社) 
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• 「人件費を 削って いるから デイ ズは無 借金 経営で きている」 と 広 河さん が 言って いた。 （デイ ズ 
ジャパン 社） 


• 残業 代 未払い、 未完成な 社内 規定が 当たり前 になって 定着して おり、 改善に 苦労した (社長 
で 止まる ので 進まない)。 改善した いと 思う ことがあっても 広 河 氏に 話を 取り あって もらえな かっ 
た。 （デイ ズジャ パン 社） 

• 広 河 氏は 「残業は 許可制」 とよく 言って いたが、 許可を 出す ことは ほぼない のが 分かって いる 
ので、 申請 すらで きない 状況が あった。 許可が 出ない のは、 「そんなの 残業す る 必要ない、 5 
分で 終わる！ 」 というよ うに 言われる ため。 広 河 氏は 「昔は 4 人で DAYS  JAPAN を まわして い 
た。」 「こんな 仕事 〇〇 分で できる！ 」 と 度々 発言し、 残業 しないと できない のは 個人が 無能 だ 
から、 という 態度だった。 （デイ ズジャ パン 社） 

• 「残業を するな」 という 一方で 過重な 量の 業務を 与え、 やむ を 得ず 残業す ると 「残業を するな」 
と 怒る と レ ヽう 矛盾が あった。 （デイ ズ ジャパン 社） 

• 勤務 日 以外で、 イベント のために ボランティアが 集まる 日 が あり、 「休日 出勤な ので、 給与は 
出る のか」 と 聞いたら 「みんな 手弁当で 来て いるんだ から、 この 日 は 無給で 来て くれ」 と 要求 さ 
れ た。 更に、 採用 時には 説明され なかった のに、 「裁量 労働 制 だから」 と 後から 言われた。 （広 
河 事務所） 

• 時間外労働 となる 休日 出勤を、 その 休 日当 日 に 電話で 求められて 断り、 「それは 時間外 だか 
ら 行く 必要は ない はず だ」 と 伝えた ところ、 次の 出勤 時に 広 河 氏から 「君は 労働組合 でも 作る つ 
もり か？」 と 強い 口調で まくしたてられた。 その 呼び出しの 理由は、 散らかって いる ダン ボール 
の 整理を して 欲しい、 という 緊急 性が 低い 内容だった。 （広 河 事務所） 

. インターン 生だった が、 約束され ていた 交通費の 支給がなかった。 （インターン 生） 

• 入社 直後から、 1 週間く らい 終電で、 休み もなかった。 11 時く らい、 早くても 9 時と かだった。 
怒鳴られて いたし、 昼休み もなかった。 外食に 行ける 空気 もなかった。 （デイ ズ ジャパン 社） 

• 残業 代が 支払われ ていない ことが スタッフ 間で 大きな 問題に なった。 昔は、 終電まで いるの が 
当たり前、 サービス 残業。 編集は 自分たち の 都合で 昼く らいに 来て 夜まで いるよう な 感じ、 ほと 
んど 残業 代は 支払われて いなくて、 数年 前、 中で 何度か 話し合われて、 2 〜 3 年 前、 話し合い 
が もたれ、 みんな やる ような 話に なった。 「残業を なくせ、 仕事の 手際が 悪い」 といわれた。 （デイ 
ズジャ パン 社） 


• 広 河 氏が デイ ズ ジャパン 社と 自 分が 関わる 他の 仕事 及び 個人的な ことを 混同して V ヽる ため 残 
業が 多い。 威圧的な 言動 も 残業を 助長して いる。 広 河 氏に 認められる ことを 仕事の モチ ベー シ 
ヨンと する 社員の 影響で 残業が 助長され た。 定時 以降に、 残業して いると ころに 突発的な 社長 
案件が 起こる ので 残業が 助長され た。 （デイ ズ ジャパン 社） 
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• 社労士 として 関わって から、 「残業 代は 払うべき だ」 と 言った ところ 「払えない」 と 広 河 氏に 言わ 
れ、 「全然 わかって いないんだ」 と 思った。 法的に 問題な ところは 指摘して 説明した のに 従って 
いなかったり もした。 広 河 氏は 残業 代を 払って いるの か 総務 担当者に 確認 もせず、 雇用者と し 
ての 責任から 逃げたがって おり、 労務管理が とにかく 嫌な 感じだった。 （顧問 社 労 土） 

検証 委員会が 直接 証言を 得た ものでは ない が、 報道に も 労働基準法 違反の 実態を 述べた 元 
社員の 言葉が あった ので 以下に 引用す る。 


. 入社 初 月に、 140 時間 以上と いう、 過労死 ラインを 越える 長時間の 残業を させられた。 残業 代 
不払 で 休日 出勤しても 代休 も 付与され なかった。 終電を 逃して 漫画 喫茶で 休養を とる しかない 
こと も あった。 裁量 労働 制 だと 言われた が、 そんな 契約 も 届出 もなかった。 入社して 1 力 月 もた 
っ ていな レ 、時期に 「いつでも クビ にで きる」 「もし 君の 実力を 知って I 、たら 雇う ことはなかった」 
「試用期間で 2 ヶ月 与えられて レ ヽる から ラッキー だと 思 V ヽ なさ レ ヽ」 などと 言われ、 解雇され ると 生 
活 できない という 恐怖を 覚えた。 深夜 手当の 支給 もな く、 生活は 極めて 苦しかった。 (デイ ズジ 
ャ パン 社) (2019 年 1 月 31 日付 毎日 新聞) 


⑵ 退職 強要、 不当 解雇に ついての 証言 

• ボランティアへの セクハラを 追及したら 「来月から 来なくて いい」 と言われて 解雇され た。 理由 
は 特に 言われず、 入って いなかった 失業保険に 急きょ 加入した。 （デイ ズ ジャパン 社） 

• 広 河 氏が ほかの 社員に 罵声を 浴びせて いるのを 見て ショックで 泣いて しまった 女性 社員が い 
た。 その 社員が、 広 河 氏の 態度に ついて 広 河 氏に 抗議した ところ、 広 河 氏は その 女性 社員を 
疎ましく 思うよう になり、 アウ レオの D 氏に 話を させて 退職に 誘導した。 もともと、 履歴書に も、 子 
どもが いるので 残業は できない という ことは 記載され ており、 それを 前提に 採用され たはず だっ 
たのに、 広 河 氏は そのような ことは 関係な く 退職 させた がり、 守 屋氏も 「子育てを している ならこ 
こで 働く のは 無理」 と 述べて いた。 （デイ ズ ジャパン 社） 

. 「管理職を やっても らう」 と言われて デイ ズ ジャパン 社への 入社を 決意し、 前 職の 会社から 引き 
留められ てまで あえて 退職して 地方から わざわざ 転居して デイ ズ ジャパンで 働き 始めた 社員が、 
入社から わずか 2 ヶ月 で 「定期 購読者の 数を 増やせなかった」 と言われて 退職を 強要され た。 
(デイ ズジャ パン 社） 

• 広 河 事務所 スタッフが 解雇され た 時、 「時給 800円 で 計算す るよう に」 と 指示され たが、 最低 
賃金 法の 基準を 下回って いたので 「最低賃金 法が ある」 と 拒否した。 広 河 氏は 最低賃金で 計 
算 して 支払った よう だ。 広 河 氏は 最低賃金 法 も 知らず、 人が 働く ための 社会の ルールを 知らな 
かった。 ( デイ ズジャ ノ ペン 社） 

(3) 広 河 氏の 認識 

社員の 離職が あまりに 頻繁だった 状況に っいては、 外部から も 「いっも 行く たびに 担当者が 

変わって おり、 顔なじみに なれない」 「その都度、 人が 違う ので 言う ことが 違ったり する ことがあっ 

たりして やりに くい」 などの 苦情が あった。 それ にもかかわらず、 退職者が 多い ことにつ いて 広 河 

氏は 「 学生 ボランティア などは 卒業だった り、 結婚 や 就職な ど それぞれの 事情で 勝手に 辞めて 
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いた。 退職は 自由な ので、 引継ぎが できない こと も あり、 個人は いいが、 会社 組織を 継続させる 
ため には、 こちらの 方が 大変な 思 V ヽ をして いた」 と 言って いる。 

しかし、 数々 の 証言が 示して いるよう に 自ら 退職した 人の 退職 理由の 多くは、 表向きは 家族の 
事情と いう 体裁を とっていても、 実際には 劣悪な 労働条件 や 広 河 氏の 人となりに 触れて 失望し 
たり、 あるいは ハラ スメントを 受けた からと いう ものだった。 また、 辞めさせられる 人の 多くは 何 か 
の きっかけで 広 河 氏の 気に入られ なくなった という ことであった。 

しかし、 以下の 広 河 氏の メモに ある 通り、 自身には そうした 自覚は まったく なく、 むしろ 辞めて 
いく 側に 能力が 足りなかった と 捉え、 反省す るのは 「できない 人を 採用して しまう 自分の 見る目 
のな さ」 ばかりだった。 


時間と 気持ちに 余裕が な I ヽ 時は、 応募者に これは と I  ゆぐ て 名、 本人の 「 できる」 とい 

ぅ 言葉を 信じて、 将来の 可能性に かけて 選んで しまう。 しかし 選んだ 人の 力が、 実際には 必要と 
される 力には 程遠 レ ヽ 場合は 悲劇だった。 編集部 員の 面接には、 最低 その 人が した 仕事を 見え 
る 形で 持っ ら 彡 ベ#； どった と、 反省す るの だった。 

営業の 募集では、 書店 営業し か 経験の ない 人が 受けて きた。 そして そうした 人 ほど かたくなに 
自分の 学んだ 方法で やって V ヽけ ると 信じて いた。 元の 会社は 通用し なくなった ために 解雇され 
たとは なかなか 自分 では 認めた くなかった の だ。 

人事が しっかりして レ ヽ たら、 ほとんどの 問題は 解決して レ ヽ たと 思える ことば かりだった。 無駄な 
投資の 代わりに、 長く 働いて くれる 人に、 条件を よくす る ことが 必要だった だろう。 

しかし DAYS の 人事には、 もう 一つの 問題が あった。 経費削減の ため、 あまりに もぎり ぎりの 従 
業 員し か 取らなかった ため、 I ざが ヽ うとき に 簡単に 危機が 訪れる と レ 、ぅこと た: 

その 一つが 玉突き 退社だった。 ある 経理の 人が 急に 会社を 辞める ことに なった。 既定で 1 か 
月 後に 退社す る ことに なった。 急遽 募集して 応募者の 面接が 終わった 時、 残りの 時間は 2 週間 
しかなかった。 大急ぎで 引き継ぎを 行った。 しかし 引継ぎと いう ものは えてして、 引き継いだ っも 
りに なって レ 、る 方は 十分と 思って I  引き継がれた 方に とっ ては、 不満足な ことが 多い。 恐 

ろし レ 、ことが 起こった のは、 退職者が 会社を 離れた 瞬間だった。 引き継がれた 人が 自分 一人で 
はわから な レ 、ことば かりだと 察して、 その 翌日に 退職した の だ。 

問題は 次の 応募者を 見つける までの 間、 社内の 誰かが 臨時に 掛け 持たなくて はならない。 そ 
れは 現在の 仕事を 圧迫す る。 結局 2 週間の 間に、 次には 自分の 背に 仕事が 負い かぶ さるので 
はな レ 、かと レ ヽう 危機感から 残り 3 人が 全員 辞めた。 残ったのは 私 だけだった。 

この 時、 まったく 仕事の 引継ぎな しに、 アウ レオの D 氏と 株主の 0 氏 (注 •顧問 税理士) が、 無 
償で 派遣 社員が 仕事に とりかか るまで 持ち こたえさせて くれた。 この 2 人に 助けられた ことは、 何 
度 も ある。 


⑷ 資料から 見える、 残業 代不 払の 実態 

上記 証言に ある 通り、 多くの 社員が、 特に 長時間 労働と 残業 代不 払を 証言す るので、 この 実 
態 につ レ ヽて 資料 調査に よつ て 判 明した 内容に つ レ ヽても あわせて 以 下で 述べる。 

ア 広 河 氏には 「法律上 残業 させたら 残業 代を 支払わなくて はならない」 という 意識が 無かつ 
た。 例えば 2007 年 3 月 の 社員 (編集 職) の 雇用契約 書には 「就業時間 朝 10 時より 18 時 
遅くなる ことがあります。 時間外 手当はありません。 フと 明記され ていた。 実際に、 保管され 
ていた 2007 年 11 月 〜 2008 年 1 月、 200 8 年 9 月 〜 2011 年 12 月、 2015 年 1 月 〜 12 月の 
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社員への 給与 明細 一覧表を 見る と、 そもそも 支給 項目に 「時間外 手当」 という 項目 自体が 
存在して いない。 

デイ ズ ジャパン 社では、 36 協定を 締結す る こ ともなく ただ 時間外労働を させ、 それに 対 
する 残業 代を 支払う ことは ない と レ ヽう 違法 状態が 恒常 化して レ 、たこと が、 例えば このような 
事情から も わかる。 

社員には、 残業 代不 払を 不満に 思いながら 仕事への やりがい から 我慢して いた 者 もいた 
よう だが、 耐えられ なくなって 退職す るな ど 離職 率の 高さの 大きな 要因の 一つと なって いた。 
ただし、 検証 委員会に おいて 確認した 記録 (イ において 後述の、 長時間 労働に 抗蠢 して 退 
職した 社員 C に対する 一部 社員の 言動) を 見る と、 一部には、 「自分が 好きで 残って いる、 
自分の 自由 で 残って いる」 と 残業を V ヽ とわな V ヽ 発言を する 者 も V ヽ たこと も わかる。 

イ デイ ズ ジャパン 社は、 2016 の 4 月から、 社員に、 一定 時間の 残業 代と いう 趣旨の 「裁量 
手当」 を 支給す るよう になった。 これは、 その 前に 在籍して いた C という 社員が、 退職に 際 
し 長時間の 残業に ついて 「大変な 労働法 違反が あった」 と 抗議した ことが きっかけだった。 

C の 実 労働時間 やその 抗蠢 内容を 見る と、 社員ら の 長時間 労働が 一例と して わかりやす 
いので 以下で 紹介す る。 

C の ある 月 の タイムカードに 基づいて 実 労働時間を 計算す ると、 総 労働時間は 140 時間 
を 超え、 1 日 平均 12 時間 程度の 労働を して おり、 退 勤が 22 時を 過ぎる 日が 14 日 あった。 
しかし 時間外 手当 も 深夜 割増賃金 も 1 円 も 支払われなかった。 

C は 退職に 際し、 当時 在籍して いた 社員に 対し 以下のような メールを 送って いた。 


「私は 人々 の 尊厳と 権利を 守りたい と レ ヽう 気持と 希望を もっ て 入社し ました。 しかしながら、 
労働の 現状は 過労死 ラインを 越える 残業、 残業 代 •深夜 労働 手当 未払い、 代休 も 未 付与 
等 ■で、 社員は 疲労困憊でした。 時間 もな ぐ 冼濯や 料理を する 時間 もない という、 生活 も 人 
間ら しく 生 さる 権禾 l! ち 保証され ておりません でした。 

さらには、 社長の 気分に より 社員は 萎縮し、 発言す らまと もに できな レ 、ことが 多々 あるよう 
に 感じました。 ワンマン 経営は、 デイ ズが 目指す 民主主義 的な 営みとは 相反す る もの だと 
感じ てな りません でした。 権利と 尊厳を 守る はずの 私たち の 権利と 尊厳が 置き去りに されて 
レ 、るのは 誠に 遺憾であります。」 

「私は 昨年の 末日に、 社長に 勇気を もって 労働 環境の ことおよ び 権利を 擁護す るた めの 労 
働 基準法が 守られて いないと I ヽ うこと を お話させ て 頂きました が、 『そんな 事実は な レ 、』最 
後は 『うるさい』 の 一言で 終わり、 納得を 得る 答えが いただけませんでした。 権力に 対抗す 
るのは 難し I 、な あと 改めて 感じた 次第です」 


これに 対し 当時 編集長だった B は 以下の ように 返信して いた。 長時間 労働 や 広 河 氏の 
ハラ スメントに ついての 当時の B の 考えが 表れた 一例と して 引用す る。 


「『私たち』 と レ ヽう 言葉を お 使 レ 、になる 際、 ほかの 社員と どれ だけの 共有を されて I ヽた のか 
私は 存じ 上げません が、 少なくとも 私を その 中に 入れて 頂く ことは お控えく ださい。 

私は 確かに 遅くまで 残って います。 しかし それは 私の 意思で あり 選択です。 私には 早く 
帰る 自由 も 休む 自由 もあります が、 私が 必要と 思う ときに、 自分の 判断で やりた ^ 、ことを さ 
せて レ ヴこだ レ 、て レ ヽ るまでで す。 J 
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「また、 広 河さん につき ましては、 確かに 大きな 声を あげる ことがあ ると 思います。 私は 理不 
尽な ことで とは 別段 思って はおりません が、 しかし、 それで 『社員は 萎縮し、 発言す らまと も 
にで きな I ヽ』 と レ 、うこと で; b れ は'、 その 『社員』 にも 私を 入れる ことを 控え てくだ さい」 

「デイ ズ は、 人の 生きる 尊厳を 守る ことを 目的に して レ 、ます。 それは おっし やって レ ゾ こだい 
たように 間違いありません。 ただ 私は (私は です）、 このような 大変な 時代、 そして 写真の 中 
でも 大勢の 人々 が v ヽま まさに 命 すら 守られて いな レ ヽ 状況を 前に、 人並みの ことを していて 
デイ ズの 出版 活動を、 そして それが 支える 救援活動を 両立して レ ヽけ るとは 思って レ ヽ ません。 
例えば 福 島で 声を あげて レ ビスたち、 個人 で 活動を しながら 子どもを 守って おられる 方た 
ちの ことを 本当に 伝えようと 思えば、 私は 当事者で はない のです から、 理角军 する こと、 何を 
伝える のかを 考える こと、 言葉を 選ぶ こと、 これらを する ためには 彼等 以上に 私は 私ので き 
る ことを して 誌面を 作りた レ ヽと 思って レ ヽ ます。 そ 分 ヽ うこと をす る ことが 好きなん だと 思い ま 


「それを c さんに も 他の 方に も 強要す るつ もりは まったく ござ I ヽ ません が、 広 河さん はじめ、 
これまで デイ ズに おられた 多くの 方が 少なからずそう I 、う 覚彳 吾を 持って いて、 それが なけれ 
ば 今 私が 入った デイ ズは なかった だろうと も 思って I 、ます。」 


このほか、 他の 社員 も 

「私に ついて 時間外に 仕事を して レ 、るのは 自分の 意思 飞 
すから、 『私たち』、、、 困惑して しまいました」 

マ 'す。 自分の 力量 不足が 原因で 

等と 返信して いた。 

この やりとりからは、 DAYS  JAPAN の 理念の ためには、 残業 代が 支払われない まま 長 時 
間 労働を 行う ことがあっても、 それは 「自らしたくて している こと」 であり、 また、 「力量 不足」 
の自 己 責任で あるから、 「 労働者の 権利が 守られて いない」 と レ 、う 問題 提起 自 体に 違和感 
が ある、 というよ うな、 B 編集長 ほか 一部の 社員の 状況を 見て とる ことができる。 

ウ  C の 抗議の 際、 C は 法律の 知識の ある 親族を 同行し、 広 河 氏が 「裁量 労働 制 だから 残 

業 代は 払わない ことに なって いる」 と 述べた のに 対し、 「それには 届出が 必要 だが、 きちん 
となされ ている のか」 等と 指摘した。 ある 社員に よると、 当時 広 河 氏は この C からの 正面 か 
らの 指摘に かなり 動揺した ようで、 携帯電話に 届いたい たずら (ス パム) メールに さえ も、 「C 
からの、 裁判を 起こす という 告知だろう か」 と言う ほど 慌てていた ほどだった。 

なお、 このように、 法令に 全く 無頓着な まま 法令 違反を 犯して おきながら 「ブラック 企業」 と 
指摘され ると 極端に 動揺す るな ど、 自らの 加害 性の 指摘に 過敏であった というのは、 広 河 
氏の 言動の 特徴の 一つで ある (第 5 章 1 (1) で 後述)。 

エ  C の 「法令 違反で ある」 という 指摘に 広 河 氏は よほど 衝撃を 受けた ようで、 C の 退職から 

2 週間 ほど 経った 時期、 広 河 氏は 社員との 「意見交換」 の 場を もった。 この 際の 議事録を 見 
ると、 広 河 氏には、 裁量 労働 制を 導入す るには 職種に 制限が ある こと や、 労使 協定を 締結 
し、 労働 基準 監督 暑に 届け出る ことが 必要で あると いった 基本的 知識が 全く 無かった こと 
がわ かる。 この 議事録には、 広 河 氏の 労働 関係の 法令を 軽視す る 態度が よく 表れて いる 
ので、 一部 抜粋して 引用す る。 
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【裁量 労働 制 につ V ヽ ての やりとり】 

顧問 税理士 「労働に 関しては 専門 外 だが、 調べた 結果、 裁量 労働 制に 関しては 労働 基準 
監督 署に 届を 出さなければ ならない。 聞 I ゾこ記 億が な レ 、ので1、 出して いな レ ヽ のでは ? 出した 
記憶は あります か？」 

広 河 氏 「(C に 同行した) 男の人に 『届は 出して I ヽ るんで すね ?』 と I ヽわれ たので 『あたりまえ 
じ ゃな レ 、か』 と 伝えた。 それは 確認して いない」 

顧問 税理士 「事前の 届を 出し 許可を 得る ように 契約を する 必要が あるよう だ。 過去 どうな っ 
XI 、たの か」 

広 河 氏 「今更 聞い て もどう にもなら ない」 

顧問 税理士 「(裁量 労働 制の) 届が 出て いないと レ 、うこと になる と、 通常の 勤務 体系になる。 
残業手当 だと かの 問題 も でる』 

広 河 氏 「今 はじめて 知った」 

「裁量 労働 制で 届けて I ヽる力 ゝ確香 忍、 する こと I までき る)^  ? ほ ぼやって いな ^ ヽと 思う。 

( 昔の デイ ズの 社労士 に） 聞!/ ヽて ほしい※」 

※デイ ズ ジャパン 社は この 以前に 一時期 社 労士を 依頼して いた ことがあり、 それは 顧問 税 
理士の 紹介だった ため、 税理士を 通じて 確認す るよう 依頼して いる。 

以上の ように、 デイ ズ ジャパン 社に おいて 裁量 労働 制の 届な どして いなかった のに、 広 河 
氏は 法令を 確認す る こ ともなく、 また 実際に 届出を 出して いるかを 確認す る こと もない まま 「裁 
量 労働 制を とっている」 と 述べて いたので あるから、 C からこれ を 批判され るのは 当然で あっ 
た。 しかし 広 河 氏は、 c と 同行した 親族から 批判され たこと について/ ■言葉む' ク をと らえるス だ' 
っ； め、 『弁護士を たてます ので 帰って くださ I 、』 と 伝えた ところ、 ぞの浚 6 ごら や ごら やい っ 
て# たので、 『うるさ I ゾと 言っ; £：7 と 社員の 前で 述べて おり、 法令 軽視の 態度を 恥じ入る 様子 
もなかった ことが うかがえる。 

才 この 件が きっかけで デイ ズ ジャパン 社は 改めて 顧問 社 労士を 依頼し、 しばらく してから 裁量 
労働 制が 導入され る ことと なった。 導入され た 年の 1 月〜 12 月 の 賃金 台帳を 見る と、 4 月 か 
ら 給与 内訳に 「裁量 手当」 という 項目が 加わって おり、 この 時に 裁量 労働 制が 導入され たこと 
を 確認した。 

しかし これは、 それまでの 基本給を 約 2 〜 7 万円 程度 減額し、 その代わりに 「裁量 手当」 を 
約 5 〜 9 万円 程度 支払う ことで、 裁量 労働 制 導入 前と 比べて 支給 総額を 3 万円 程度 増やす、 
という やり方であった。 つまり、 従来 残業 代を 一切 支払って いなかった 問題への 対応と して、 
一定 時間の 残業 代を 裁量 手当と して 支払う とした ものの、 基本給を 従来の ままと して 裁量 手 
当を 追加す ると 支給 総額が 高くな りすぎ てし まう という 発想から、 支給 総額のう ちの 基本給 部 
分を 切り下げた やり方だった。 裁量 労働に 関する 協定 締結は、 基本給 切り下げに ついての 
労働者の 合意 も 含む ものでは あった はずで あるが、 後に 社員の 一部から 「基本給を 切り下げ 
られ た」 と 不満が 出て いる こと も 確認され たので、 社員 側に 十分に 理解され るよう な 説明は な 
かった のでは ないかと 思われる。 
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⑸ 大手 出版社に よる 買収が 実現し なかった こと 

広 河 氏の メモに よると、 「私は 2 度 DAYS の 経営を あきらめて、 他社に 引受 先を 探した ことがあ 
57 という。 

ある 時は 大手 出版社の 社長が 買収に 前向きだった が、 「DAYS では 編集に あたる 人員が 2 人 
でよ くても、 その 出版社では その 数倍 必要に なり、 経費 も 数倍 かかり、 確実に 赤字になる だろ 
勿と いう 理由で 実現し なかった。 

要は、 通常の 出版社で かかる 人件費より 大幅に 少ない 人件費し かかけ ていなかった という こと 
であり、 デイ ズジャ パン 社の 「無 借金 経営」 は 人件費の 不当な までの 抑制に よって 成り立って い 
たこと を 示す 事情と いえる。 


第 5 ハラ スメント 発生の 原因 

1 セク シャル ハラ スメント 発生の 原因 

今回の 一連の 出来事は、 広 河 氏が デイ ズ ジャパン 社と レ 、う 自身の 「 王国」 を 作り あげた ことを 背 
景 にして いる。 そこに 自らが 絶対的な 権限を 持つ 「王様」 のように 君臨し、 何らの 抑止 力が 働かな 
い 組織の 中で、 人事 権を 濫用し、 日常 的に ハラ スメントを 働くな ど 身勝手な 行動を 繰り返し てきた 
という ことのが 本質で ある。 

この 項では、 そうした 彼の 逸脱を 可能に してきた 組織の 在り方 や、 職場環境 などとは 別に 広 河 
氏 個人に 焦点を 当てて、 逸脱の 背景 ともいうべき 特異な キャラクター について みていく ことにする。 
広 河 氏の ハラ スメントを 放置し、 助長した 組織の 問題点に ついては 第 10 で 後述す る。 

広 河 氏は、 特定の 組織に 所属して 働く ことは ほとんど なく、 長年 フリーランス として 仕事を 続け、 
61 歳の 時に 初めて 自らの 組織と して デイ ズ ジャパンを 立ち上げた。 そこに 至る 過程で 広 河 氏は、 
衆目の 一致す るよう に、 独自の 先見 性 や 行動 力が 発揮し、 その 手腕 も 大いに 評価され る ことにな 

つた。 


厂 1 枚の 写真が 国家を 動かす こと も ある」 

「人々 の 意志が 戦争を 止める 日が 必ず 来る」 

この デイ ズ ジャパン 社の 掲げた 二つの スローガンは 多くの 人たち に 感銘を 与え 共感を 得た。 広 
河 氏は 2002 年に 設立され た フリーランスの フォト ジャーナリストと ビデオジャーナリストで 構成され 
る 日本 ビジュアル. ジャーナリスト 協会 (JVJA) の 共同 発起人の 一人であった (2008 年に 退会)。 

当 時の 広 河 氏に つ レ ヽ ては 次の ような 証言が ある。 

•  チェルノブイリ、 パレスチナ、 福 島 第一 原発 事故 等を 見ても、 広 河 氏の 長期 継続的な 取材と 

現地への 支援 活動を 並行させる 行動 力 に対しては、 他の ジャーナリスト や 写真家た ちから も 
一目置かれ、 尊敬の 念を 抱いて いる 人 も 多かった。 その 一方で、 彼に 対して 距離を 置く 人 もま 
た 多く、 極端に 嫌うよう な 同業者が いた こと も 事実だった。 また、 彼 自身の 方から 距離を 置いて 
いた ジャーナリストたち も 多い と 思う。 それは、 彼の 人柄の 問題 や 性格 的な 相性の 問題と 考え 
ていた。 
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広 河 氏は 他の JVJA 会員に 対しては、 怒鳴った りする ような ことは 無かった と 思う が、 実際の 
ところ ほとんど 話を しない 会員 もいた。 彼は その 関係 性に よって、 対応 や 接し 方を 変えて いた 
のでは ないかと 思う。 


DAYS  JAPAN 創刊の 2004 年 以降は、 JVJA と 広 河 氏の 関係 性は 徐々 に 薄れて いき、 彼 
が JVJA に 企画 や 相談を 持ち かける こと も 減って いった。 DAYS  JAPAN が 軌道に 乗る に 連れ 
て、 彼に とって JVJA は 一緒に 活動す る 団体では なくなって いったの だろう。 JVJA は少 人数 
の 会員 団体で、 組織 運営 も 民主的に やろうと していた ので、 彼のみ の 判断 や 決断では 動け 
ない 関係 性だった。 DAYS  JAPAN がで きて、 一つの メディアの 編集 も 経営 も 担うよう になって、 
そこでは 全て 自分の 判断と 決断で、 やりたい ことができる ような 立場に なった と 思う。 DAYS 
JAPAN サポーター や 定期 購読者からの 支援 や 支持 も 厚ぐ 彼の 取材 や 企画の 実行力 や 実 
現 力が 増す 一方で、 独善的 独裁的な 思考に なって いったの かもしれ ない。 （ジャーナリスト） 


デイ ズ ジャパン 社を 設立して から、 広 河 氏は 足枷の 無い、 自分の 思い通りの 組織 づ くりを 進め 
た。 そのこと から、 彼 独自の 歪んだ 理念 や、 彼の 特異な 性格が 組織の ありよう にも 反映され る こ 
とに なり、 徐々 に 表向きの 看板と 内側で 起きて いる 現実の 乖離が はじまった。 

こうした 中で も、 特に 大きな 問題は セク シャル ハラ スメントと パワー ハラ スメントと いう 許しが たい 
行為が、 事実上の 広 河 氏の ワンマン 体制の 中で 歯止めな く 暴走し 始めた ことで ある。 これに 関 
して、 以下のような 関係者の 証言が ある。 

•  社長の 気分に より 社員は 委縮し、 発言す らまと もに できない ことが 多々 あるよう に 感じました。 
ワンマン 経営は、 デイ ズが目 指す 民主主義 的な 営みとは 相反す る もの だと 感じて なりません 
でした。 （デイ ズ ジャパン 社） 

• (広 河 氏に 対する) 違和感と いうのは、 若い 女性を そばに 置きたがる という 点と、 褒められる 
ことが 好きで 批判に 対しては 激しい 反応を 見せる ことが 感じられ、 いわゆる 人間愛とは 違う モ 
チべ ーシ ヨンが 原動力 になって V 、るよう に 思われた。 （市民 活動 関係者） 


第 10 で 後述す る 通り 他の 役員ら が コンプライアンス 遵守 意識に 欠けて おり、 広 河 氏に 対する 
監視 役割を 放棄して レ ヽ たこと を 背景に、 組織 内 における 絶対的な 支配権を 手に入れた 広 河 氏 
は、 周囲に 彼の 掲げる 理想に 共感す る ボランティア、 インターン 学生な どの 若い 女性を 配置す 
るいび つな 集団を 形成しながら、 そうした 人たち への セク シャル ハラ スメントを 繰り返し ていた。 

セク シャル ハラ スメント 被害に 遭った 女性たち は、 広 河 氏の 掲げる 正義に 共感し、 弱者の 立場 
に 立って 権力と に 徹底 抗戦を 試みる 姿勢に 尊敬の 念を 抱いて、 集まって きた 人たち である。 広 
河 氏は そうした 「正義の 旗」 を スローガン とする ことで、 そこに 引き寄せられ てきた 女性たち を夕 
ー ゲットに 次々 と 性 暴力を 仕掛けて いった。 

性 慕 力 被害は、 性質 上、 被害者が 告発す るのに 大きな 心理的 ハ' — ドルが ある ことは 一般的に 
珍しくな いこと である。 広 河 氏に よって 被害に 遭った 女性 達は、 これに 加え、 「自分が 告発す る こ 
とに よって デイ ズ ジャパン 社の 理念の 実現を 邪魔して しまう かもしれ ない」 と 悩んだり、 また ある 
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時は、 「 フォト ジャーナリズムの 世界で 生きて レ ヽく なら 広 河 氏に 嫌われる わけには レ ヽか ない」 と 思 
いこまされて いたよう である。 被害者ら は、 広 河 氏の カリスマ 性 や 言葉 巧みな アプローチ によっ 
て 逃げ道を 失い、 ほとんど 誰に も 相談で きない まま 長期 間 辛い 記憶を 抱えて きていた。 

⑴ 周囲の 評価 一 「妄想 癖」 「認知 症」 「強い 被害者 意識」 

ア  広 河 氏の 性格に ついての 証言で 一番 多かった 指撤 i、 「妄想 癖が あるので はない か」 と 

も 言われる 唯我独尊 的な キャラクター について である。 元 社員ら からは 以下のような 証言が 
寄せられた。 

•  とにかく 妄想に 生きて いるので、 突然 その 思いが 出る と 周囲は ついていけない。 無視し 
ていれば 癇癯を 起す し、 口 ごた えを すれば 頓珍漢な ことを 言い出す し、 手が つけられな 
い。 少し 離れて いて 興奮が 収まる のを 待つ しかない 状況が 多い。 （デイ ズ ジャパン 社） 

•  ” 言った 言わない” で 常に もめて いた。 明らかに 真実と 異なる ことを 自身の 記憶に している 
ことが 多々 あった。 明らかに 真実とは 異なる ことを 自 身の 記憶に して レ 、る ことが 多々 あった。 
(デイ ズジャ パン 社） 


• 常に 被害者 意識が あった。 被害妄想が ひどく、 記憶 も 自身の 都合の 良い ように 書き換え、 
自 身の 嘘を 信じ込みながら 他人を 批判す る ことが 常だった。 加害者で ある ことが 明らかな 
場合に も、 自身が 被害者 だと 信じ込んで いるよう に 見えた。 この 状況を 確信 犯 だとい う 人 
と、 無意識 だとい う 人が いた。 個人的には すべて 自己 防衛に 集約す るので はない かと 考 
える。 （ディ ズジャ パン 社） 

そして、 こうした 性格に ついては、 以下の 証言に ある 通り、 常軌を 逸して おり、 正常な もの 
ではなかった のでは な V 、かと V 、う 趣旨の 指摘 も 複数 寄せられた。 

• (広 河 氏は） 自分で も 「認知 症 かもしれ ない が…」 とはいう が、 自分の 都合に いいことは 
忘れて はいない し、 とぼけて いると しか 言いよう のない ことを 平気で いう こと も あり、 困惑 さ 
せられる。 結局、 自分の 都合の 悪い ことは 忘れて しまう という、 そういう 傾向が 極端な 人と 
でも 思う しかない。 しかし、 自分の 主張は 例え 辻 棲 や 前後 関係が 合わな くと も 強引に 言っ 
てく るので、 やはり どこか おかしい とも 思う。 （デイ ズ ジャパン 社） 

•  突然 キ レたり 怒ったり という 人では あるが、 普通の ことに 関しては 忘れっぽい などと いう こ 
とはない。 広 河は 「スイッチが 入る」 と 言って いたが 本当に 病的な もの かもしれ ない。 不思 
議 である。 二重人格 なのかと 思う くらい。 （デイ ズ ジャパン 社） 

• 戦場を 見た 経験に よる PTSD みたい な ものが あるの かもと 思った。 精神的に 病んで いる 
のでは と 思った。 普通では ない 感じと 思った。 怒鳴るな どもす ごかった が、 出版 業界での 
勤務が はじめてで、 そんな もの かと 思った。 （デイ ズ ジャパン 社） 

元 社員ら からこの ように 思われて いると いう 自 覚は広 河 氏に も あるら しく、 社員から 
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「失礼ながら、 私 や 社員は (社長の) 認知 症を 発 症され ている と 思って いました。 特に、 広 
河さん が 記憶を 思 I 、出せず イラつ き、 『なぜ、 (名前が） 出て こな レ ヽん だ！ ぼくは おかしくな 
った ! 』 と、 自分の 頭を 殴りながら 大声を だし、 イラ イラを ぶつけられず 鉛筆を 折る、 机を 叩 
くような 行動は 頻繁に あり、 それを 社員は 見て います」 というよ うな ものが ある。 他に も、 「スタ 
ッフや ボランティアに 『仕事が 遅 レ ヽ』 『作業が 雄 だ』 と 怒鳴り 散ら す 広 河 氏を 繰り返し 目に す 
る」 という 指摘を 受けた という 記述が 彼の メモに も ある。 広 河 氏 自身、 「自分は 認知 症 かも 
しれない」 「 病気 かもしれ ない」 と V ヽう 趣旨を 検証 委員会に 対しても 何度も 繰り返した。 

イ  あまりに も 常軌を逸した 態度が 見られた ことから、 上記 証言に も ある 通り、 関係者には、 広 

河 氏には なんらかの、 自分では 抑制 困難な 要因が あるので はない かと 疑う 声 も ある。 

ただし、 広 河 氏は 認知 症と いう 診断を 受けた ことは ない という ことで あり、 その他 言動に 影 
響が 生じる ような 何ら かの 疾患と 診断され た ことがある という 説明 も 広 河 氏からは 無い。 また、 
広 河 氏と 接点が あり、 仕事ぶ りを 知っていた 複数の ジャーナリスト 関係者からは、 「そんな 
PTSD になる ほどの 現場では 彼は 仕事は していなかった はず だ」 と 懐疑 的な 証言が ある。 
更に、 広 河 氏は 以前から 体調の 関係で 通院して おり （広 河 氏に よれば、 脳 血管の 狭窄が 
見られ、 血管が CT や MRI 画像に 映らない レベルだった という）、 2018 年 夏には 入院 もし 
ていたので、 もし、 言動に 影響が 生じる ような 何ら かの 疾患が あれば、 どこかの タイミングで 
医療機関で その 指摘を 受けて いるは ずで あるが、 そのような ことがあった わけで もない。 そ 
も そ も、 相手に よって 態度を 変えて いたのでは ないかと 思われる など (第 3 の 1 (1) 参照) 広 
河 氏の 態度は あまり にも 計算 づく であり、 そこに 自 制が 全く 効 レ 、ていな V 、状況だった という 
ことは できない。 

以上から、 検証 委員会と しては、 広 河 氏が ハラ スメントを 繰り返し ていた 背景に、 何ら かの、 
自らの 抑制が 効かない ような 要因が あった 可能性は 極めて 低い と 考えて いる。 

ウ  要因が なんで あれ、 広 河 氏が 独善的で 身勝手な 主張を 繰り返し ていた ことは 多数の 証 

言から 明白で あり、 この 広 河 氏の 言動に、 社員たち は 振り回された。 そんな 言動が 徐 々に 
職場を 支配して V 、くこと について 「 マインドコントロールの ようだった」 と 述べる 元 社員 も 複数 
いる。 

• 個人を ひどく 傷つけた 直後に、 ニコニコ べたべたした りする ことが 多々 あった。 無意識な の 
であれば 躁鬱 や 人格 障害な のでは な レ 、かと 思われた し、 確信 犯な ので あれば 洗脳に 近い 
行為だった のでは な V ヽ かとさえ 思えた。 （デイ ズ ジャパン 社） 

•  怒鳴ったり、 急に キ レたり する ことが たびたび あった。 暴力はなかった が、 皆 委縮して い 
る 印象だった。 広 河 氏は (怒鳴ったり キ レたり の) 効果を 知っている 人 だと 思う。 全体として 
異常 空間だった。 （デイ ズ ジャパン 社） 

•  大きな 家族みたい、 カルト 的な 感じ。 指示を 受けなくても わかる でしょう、 のよう な…。 （デ 
イズ ジャパン 社） 


.  B さん 以外の 女性 社員は 一様に、 広 河さん におび え、 マインドコントロールされ ている 感 

じで 気の毒に 感じて レ 、ました。 （デイ ズ ジャパン 社） 
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社員ら が 過酷な 長時間 労働に 耐えて 仕事して いた ことは、 その 社員 自 身が デイ ズ ジャパ 
ン 社での 仕事に やりがい を 見出して いた こと ももち ろん あるが、 広 河 氏が こうした 怒り や不 
機嫌 さを 表に 出す ことによって 社員を コントロール していた ことによ る 効果に よる もの も、 マ 
インド コントロール とまでは 言わない にしても、 確かに あった ように 見える。 広 河 氏が 計算 づ 
くであった かどう かは ともかく、 こうした 不機嫌を ばらまく ことで 職場の 緊張 感を 高める 効果 
は 表れて いた。 

一般に、 何ら かの 組織、 特に 職場で 権力を 持つ 人の こうした 対応は 「何で わからな いん 
だ」 「オ レの 言いたい ことを 察して くれよ」 という サインで あり、 その 不機嫌を 向けられた 人の 
多くは 対処に 困惑し 過剰な 忖度を 働かせる ことに なって しまう。 少し 不機嫌に なって イ ライ 
ラして みせる だけで、 自 分の 意思が 相手に 伝わり 意に かなった 結果を 得られる というのは、 
ハ ラッサ ーに とって 便利な 手段で ある。 何よりも 相手が 権力 性を 認めて いるので 自尊心の 
満足を 得る ことができる 上、 相手の 忖度に よって、 言葉を 荒げ る こと ももな く、 「自分が 何 か 
を 強制した わけでは ない。 自 分は ハラ スメント 加害者な どでは ない」 と レ 、う 体面を 作る ことを 
可能に なり、 自らの プライドが 保てる という 利点が ある。 広 河 氏は、 このような 態度に よって 
思い通りに できる という 「成功 体験」 を 持った ことから、 こうした 手法を 自覚 的に 駆使し、 「成 
功 体験」 の 積み重ね によって 麻痺を 深めて レ ヽっ たよう に 見える。 

エ 逆に、 広 河 氏が 「ハラ スメント 加害者」 として 指摘を 受ける と、 極端に 動揺して 恐怖 感 さえ 
覚えて いたと いうのは、 この 手法が うまくいかなかった 場合の 広 河 氏の 言動の 特徴で あっ 
た。 第 4 の 2(4) で 紹介した、 退職した 社員に より 「法令 違反が ある」 と 指摘を 受けた 際に 広 
河 氏が 強く 動揺して、 全く 関係ない ス パム メールにまで 「訴訟の 連絡 か」 と 怯える ほどで あ 
ったと いうの も その 一例で ある。 また、 第 10 の 4 ⑷で 後述す る、 広 河 氏が 他の 社員を 怒鳴 
りつけ ている 様子を 見て 衝撃を 受けて 泣いた 女性 社員に ついて 「翁 女/ 、てきた 。 最悪 
です。 (注 •広 河 氏が) 怒った とき 他の 社員が レ ヽ たからよ かった けれど、 2 人 だけ だったら、 
m 、て ハラ スメントと 言われる 恐怖が あります。」} 1、 「恐怖」 とまで 述べて いたの も、 広 河 氏 
の 特徴が よく 表れた ものである。 広 河 氏は 実際に 「法令 違反者」 「ハラ スメント 加害者」 であ 
ったが、 そう 指弾され る ことに 非常に 過敏な ところが あり、 指弾を 受ける やそれ について 逆 
に 強 V 、被害者 意識を 抱 V 、たよう にさえ 見える。 

ある 社員は このような 広 河 氏の 態度に ついて 「常に 被害者 意識が あった。 被害妄想が ひ 
どく、 記憶 も 自身の 都合の 良い ように 書き換え、 自身の 嘘を 信じ込みながら 他人を 批判す 
る ことが 常だった。 加害者で ある ことが 明らかな 場合 も、 自身が 被害者 だと 信じ込んで いる 
ように 見えた。 」 と 証言した。 

これは ハラ スメント 加害者に しばしば みられる 典型的な 言動で あるが、 広 河 氏に もこの よ 
うな 言動を する 気質が 非常に 強かった と レ ヽ える。 

現に 広 河 氏は、 以下のような 言葉に 表れて いる 通り、 現在 もな お、 自分が 「価値観が 変 
動す る 時代の 流れに ついていけなかった 被害者」 であるかの ような 口ぶりで 語る ことがあり、 
以前から 許されて など レ ヽな かった ことを してし まった にす ぎな V ヽの だ、 と レ ヽ うこと を 正面から 
受け入れて レ 、るとは 思われない。 


•男女が たとえ、 地位 や 力の 世界であって も、 すべてが セクハラが 絡む 関係と ならない はず 
だ、。 セクハラ という 言葉で 関係が 語られた その 瞬間に、 それまでの 男女の 心の中に 育った 
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はずの 温かな ものは、 一切なかった ように 女たち は 語り 始める。 あの 時期は それほど ひど 
いものだった のか、 あの 時 語り合った ことは、 そんなに 色 あせた ものだった のか、 男たち は 
愕然とす る。 そして 残ったのは 加害と 被害 だけなん てひどす ぎる、 と 考える。 

•男の 論理で 縛られて I ヽた 時代の 地殻に ひびが 入り、 その ひびに 私は はまり 込んで しまい、 
押しつ ぶされ ようとし ている。 ここまでは 私 も 認める。 理解で きる。 新し レ ヽ 倫理を 生み出そう 
と レ 、う 巨大な 地殻変動の 時代を 迎えて レ 、る ことに、 少しは 気づける ようになって レ 、る 自分を 
感じて いる。 その 中で 男で ある 私は、 もがいて いる。 


(2)  「立場」 という 権力の 無自覚 

ア 広 河 氏が 作成した メモには 以下のような 言葉が ある。 


これ も 私に とっては 不思議な こと だ。 私は この 世界で それほどの 権力を 持って I ヽ るとは 感じ 
たこと がない し、 それは あり 得ない。 私の 機嫌を 損じたら 「ジャーナリストの 道が 開けない かも 
しれな I へ」 など ありえない。 ジャーナリズムの 分野で 働く 人 1000 人に 聞いても、 全員が そんな 
ことは あり 得な I 、と言うだろう。 単に 写真の 腕を 上げる と レ づ こと で6、 私の 力は た I ヽ した ことが 
ない。 最初に 都庁の 庭で 撮影を 終えて、 彼女の 撮った 写真を 見た ときに、 私が 彼女に 苦笑し 
て 「教える ことは あまりな いね。 君は 上手 だから」 と 言った 記憶が 残って I ヽる ほど だ。 

セクハラと レ 、う 言葉は、 立場と 権力を 用いて、 女 i ■生を 断りに く I ヽ 状態に おいて 性的な 行為を 
おこなう こと だとされ てし ヽ るから、 この 記事では 私が ジャーナリズム 界で 権威を 持って レ ヽ ると 証 
明し、 強調す る ことが 必要だった。 タイトルには 「世界的 人権 派 ジャーナリスト」 と 書かれて いる 
が、 この 記事が 出る まで、 私は そうした 呼び 方で 呼ばれた ことは ない。 権威を もって、 就職に 
も 受賞に も 影響力を 持ち、 世界的に も 認知され ている ジャーナリストが、 その 力を 利用して 女 
t 生を 誘惑した の だと 強調したかった のだろう。 


確かに、 広 河 氏が 言うよう に、 彼 自身は 限られた 狭い 世界での スペシャリストで しかない。 世 
間 的には 金 も 権力 もない、 少数派の 運動に しかす ぎない かもしれ ない。 

しかし、 その 狭い 世界で あっても、 そこに 崇拝者 や 共鳴者を 集めて 「広 河 王国」 をつ くりあげ、 
我儘な 王様と して 君臨して 好き放題を やれば そこには 権力が 生じる。 セク シャル ハラ スメント 
においては、 あからさまに 地位を 嵩に きた 権限を ふるったり、 強引に 相手を ねじ伏せる ような 
ことは 必ずしも 必要と されない。 地位に 伴う 力関係が 暗黙のう ちに 働いて いるた めで ある。 

だから 上位 者からは、 下位 者が 自ら 迎合して くる ことが 「自発的な 合意」 「積極的な 合意」 に 
見えて しまう ことがあ るが、 上位 者は、 そうした 力関係、 自分が 立場に 伴って 暗黙のう ちに 相 
手に 対して 持って しまって いる 権力 性に 敏感でなくて はならない。 一見す ると voluntary (自 
発 的) だが、 実は 「余儀なく された 合意で あり」、 下位に ある 被害者に とっては、 それは 無言の 
強要に よる unwelcome  (望まない） な ものと なる。 

それ にもかかわらず、 広 河 氏は この 権力 性に あまりに 鈍感で、 「相手 も 自分との 性的関係を 
望んで いたは ず」 と」 と 身勝手に 思い こみ、 「性的 合意」 の ハードルを 下げて しまって いた。 こ 
のこと が、 広 河 氏の 以下のような 言葉に 表れて いる。 


•私は 自分に 関わる 男女 問題が、 支配と 被 支配の、 占領と 被 占領の 構図で とらえなければ な 
らなレ ヽ とは、 おち I ヽも よらなかった。 確かに その 構図を 当てはめ ると、 Me  Too の 言 I ヽ 分と 私へ 
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の 攻撃の 正当性が 理解で きる。 しかし 私の 持つ 立場、 私の 持つ 権力は、 女性に 対して 占領 
者の それで あり、 支配者の それな のだろう か。 本当に そのような 関係な のだろう か。 

前に 述べた ように 男女の 問題は、 支配と 被 支配の 問題で、 その 矛盾が 噴き出し たのが、 こ 
の セクハラ なのか。 そして 私は その ひど I 、例の 象彳毁 となって しまった のか？ 


こうして 広 河 氏は、 一方で 「今回の 事件を 通して 学んだ」 と 言いながら、 自らの 権力 性を 否 
定 する だけで なぐ 「自分は 時代の 被害者では ないか」 という 驚くべき 自己中心 的な 方向 転 
換 をして しまって いる。 

イ ここで、 広 河 氏が 納得で きない 「権力」 に関して、 ジョン •フレンチ (John  .P. French) と バー 
ト ラム. レー ベン (Bertram  H.Raven) と V 、う アメリカの 社会心理学 者が 提唱した 概念を 引用し 
て おく。 フレンチと レー ベンに よれば、 「他者を 一定の 方向に 変える ことので きる 潜在能力」、 
命令 や 要求に 従わせ 合意させる 対人 影響力」 （社会的 勢力） には ① 報酬 勢力、 ② 強制 勢力、 
③ 正当 勢力、 ④ 専門 勢力、 ⑤ 関係 勢力が あると いう。 それぞれの 勢力に ついて 簡単に 説明 
すれば 次のようになる。 

①  報酬 勢力: 何ら かの 報酬を 与える ことので きる 能力で ある。 金銭は 勿論 評価 権 や 昇進 昇格 
の 推薦す る 権限を 持って V 、る ことで ある。 

②  強制 勢力: 報酬 勢力とは 逆の 懲罰 権限を 持って いる ことで ある。 「従わない と 罰を 与えられ 
る」 と 相手に 思われる 力で ある。 

③  正当 勢力： 「相手が 私に 命令す る 権限が ある」 という 命令の 根拠を 認めさせる ことで ある。 
上司、 教師、 親、 年長者、 指導者な どの もつ 権限の ことを いう。 

④  専門 勢力： 専門 勢力とは、 文字通り 専門的な 知識 や 技術 •技能を 持って いる ことで ある。 い 
わ ゆる 専門家と しての 権限で、 教師、 指導者、 コーチ、 監督な どで ある。 

⑤  関係 勢力： 相手との 関係 性の 中での 勢力で、 いわゆる 尊敬 や 信頼に もとづく ものである。 
相手への 信頼 や 尊敬の 念で 逆らえない 感情を 生み出す ことで ある。 

行為者が 意識せ ず、 意図し なかった としても、 相手が 行為者には 社会的 勢力が あると 感じ 
れ ば、 その 社会的 勢力の 働きに より、 相手は 行為者の 影響を 受け、 命令 や 要求に 従わざる 
を 得なくなる という。 

5 つの 社会的 勢力の 中で、 ① 報酬 勢力、 ② 強制 勢力、 ③ 正当 勢力の 3 つは 雇用 関係が あ 
る 通常の 会社 組織な どで みられる 地位な どに 伴う ものである。 それに 対して ④ 関係 勢力、 ⑤ 
専門 勢力の 2 つは、 それとは 別の 個人的な 勢力で ある。 つまり 個人的な 信頼、 専門 能力な ど 
によって 培われる ものである。 

セク シュア ル ハラ スメント において 「合意の 有無」 が 争点と なる 場合、 こう した 勢力 が 働く 関係 
性では、 例え 被害者の 意に 反した ものであった としても 被害者が その 意思を 表明す る ことは 
困難で ある ことを 前提に すべきで ある。 この 圧倒的な 力関係では、 実際には、 対等な 意味で 
の 「 合意」 はありえ な レ 、と 考えた 方が いい。 

ウ こうした 社会的 勢力が 相手をして 「合意せ ざるを 得ない」 状況を 生み出す という ことに 当て 
はめて、 今回の 広 河 氏の 「合意」 の 問題を 考えて みると、 通常の 雇用 関係では 必ずしも 存在 
しな V 、大きな 社会的 勢力が 働いて V 、たこと がわ かる。 
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広 河 氏に よる セク シャル ハラ スメント 被害の 特徴には、 特に 深刻な 被害は ボランティア など 
非 社員 層に 多く 見られる という ことを 第 3 の 1 (1) で 指摘した が、 非 社員 層は 雇用 関係に 無い 
にも 関わらず、 広 河 氏から 強い 社会的 勢力を 受け、 杭う ことができなかった。 

フォト ジャー ナズ ム界で 仕事を したいと 考えて いた 者に とっては 広 河 氏は 専門的 技能と 経 
験が あり 指導力が ある 立場と 見えて いたで あろうし、 社会的 正義を 実現し ようとし ていた ことか 
ら 敬意と 信頼 も 受けて いた。 この ことから すれば、 ②③ とは 別に ④⑤が 大きな 力を 発揮して い 
たといえ る。 そうした 信頼が 強かった だけに、 被害に 遭った 場合には 更に 大きく 傷つ けられた 
であろう ことが 想像で きる。 セク シャル ハラ スメント 被害者ら は 若ぐ 真摯な 正義感と 情熱を 持ち、 
広 河 氏への 敬意を 抱いて いた。 広 河 氏は これにつ けこみ、 まさに ⑤の 関係 勢力に 乗じて セク 
シャル ハラ スメントを 繰り返して V ヽ たので ある。 

広 河 氏は このような 社会的 勢力を もつ 立場に あった 以上、 仮に 広 河 氏には 明確な 自覚の 
なかった としても、 権力を もって 相手に 同意を 強制した ことを 認識すべき である。 広 河 氏には 
あまり にこの 認識が 欠如して レ 、たと しか 言えない。 

エ そもそも 広 河 氏は 「自分には 権力な どなかった」 としきり に 述べる 一方で、 自分の 業績を 誇 
っ たり 評価に こだわる 自 意識 過剰な 態度が あった ことは 以下の ように 複数 証言され ている。 

• 自分の 仕事が マスコミに 取り上げられ たもの や、 彼を 称える 報道な どの 切り抜きを 大事に 
保存して いて、 講座な どの 自己紹介に 使う。 私は その 整理な どを させられ たが、 彼のそう し 
た 場面で 使う 神経は かなり 細かぐ いろいろと 指示され た。 （インターン 生） 

•  広 河さん は ウクライナから 表彰され ている ことを わざわざ メールで 知らせて きた ことがあっ 
て、 そんな こと 普通 恥ずかしくて しないん じ やない かと 思った。 （ジャーナリスト） 

• (広 河さん は) 褒められる ことが 好きで、 批判に 対しては 激しい 反応を 見せる ことが 感じら 
れ、 いわゆる 人間愛とは 異質の モチベーションが 原動力に なって いるよう に 思われた。 （広 
河 氏との 人間関係の） 終焉を 迎える に 至った のは、 自分が 関わって いた NPO が 隔月で 発 
行す る 機関紙に 理事長と して 連載して いた 記事の 中で、 DAYS の 表紙と その 年の フォト ジャ 
ーナ リズム 大賞 作品を 批判した ことで、 それが 広 河 氏の 逆鱗に ふれて しまったた めです。 
(市民 活動 関係者） 


このように、 広 河 氏の ④、 ⑤の 社会的 勢力を 発生させる 事実に ついては 広 河 氏は 強い 自 
負を 持って V ヽ たこと がう かがえ る。 

それ にもかかわらず ④、 ⑤の 勢力が セク シャル ハラ スメント にお V 、ては 大きな 力を 発揮した 
ことに 無自 覚 だった と V 、うのは あまり に 独善的で レ 、びつな 認識と しかい レ 、ようがない。 この 無 
自覚 さが (3) に 記載す る、 相手への 優越性を 都合よ く 無視す る 態度 や、 （5) に 記載す る。 「合 
意」 への 認知の 歪みに もつな がった と考えられる。 

(3) ご 都合 主義 的な 権力 利用 

ア ⑵ で 述べた 通り、 広 河 氏が、 立場に 伴う 権力 性に 鈍感で、 矮小 的に しか 理解して いなか 
っ たことは、 相手への 優越性を 都合よ く 否定す る 態度に つながった。 


44 


広 河 氏は、 自分が セク シュア ル ハラ スメント 加害者と して 非難され る ことにつ いて 次のように 
述べて いる。 


大人の 女性が そもそもそう I ヽう 力関係の 中で 関係を 踏み切った ことに 対して、 対等の 責任 
に 近い ものが あるので はない か。 だいたい セックスが、 セクハラの 環境に 絡んだ とたんに、 どう 
していつ も 男に とって 利益 だけ 得る ものであって、 女に とって 不利益、 被害に 転じる 権利を 持 
つの か ? これは 私が どうしても 納得で きなかった。 

「はっきり とした YES ではなし ヽ 曖昧な 沈黙は、 OK サインで はなぐ NO の サイン だと 受け止め 
る だけの 想像力と 度量を 期待した I 、ものです」 （牟 田※） これ も 認めなければ ならな レ ヽと 思え 
るが、 同時に そんなに 何もかもこう I 、う 判断の 仕方で い レ 、のだろう かと も 考え てし まう。 たとぇ 
権力と 地位の 問題が あっ て も、.. •私は 頭を 抱え込む、 セクハラに おい ては 男女は 対等で な 
レ 、かも しれない。 しかし、 セックスに おい ては どうして 対等 ではな I ヽ のか ? どうし て 男女 問題を 
セクハラ 問題 だけで 判断し なければ ならな レ 、の だ、 と 。 J 

※広 河 氏が、 「自らの 行動を 考える ため」 として 読んだ、 とする 文献の 一つで、 牟田和 恵 著 
『部長！ その 恋愛は セクハラです』 (集英社 新書) からの 引用 

こうした 文脈から、 広 河 氏は 「セックスに おいては どんな 場面で も 男女は 対等で あり、 その 合 
意を した 以上は、 たとえ 曖昧であろう と 渋々 であろうと、 合意には 責任を もて」 とで も 言って い 
るよう である。 そして、 その 前提には、 セク シャル ハラ スメント 被害者の 女性 達との 性的関係は、 
まったく 立場に よる 上下関係 のない 対等で フラットな 人間関係の 中で 行われた という 虚構の 
上に ある 独自の 「フリーセックス 論」 （「フリーセックス 論」 について は 第 5 の 1(4) で 後述） が あ 
る。 

広 河 氏は 当時 デイ ズ ジャパン 社の 代表取締役 として 社員ら に 対し 強い 人事 権を 持って い 
た。 また、 フォト ジャーナリストになる ための キャリア パスが 確立され ている とはいえない 状況 下 
では、 フォト ジャーナリストを 志す 者に とっては、 第 2 の 2 に 述べた ような 多々 の 業績と 社会的 
評価が あり、 「フォト ジャーナリズム 界の 大物」 たる 地位を 確立して いた 広 河 氏は、 「嫌われて 
はなら な レ 、存在」 であった ことは 間違いな V 、事実で ある。 年齢 も 社会的 地位 も、 若 レ ヽ関係 者 
から 見れば はるかに 「上」 であった 以上、 雇用 関係に 無い 者に 対しても、 広 河 氏が 圧倒的に 
強い 優越 的 地位に あった ことは 明 白で ある。 

広 河 氏は、 現に、 相手に 対して 優越 的な 地位に あった からこ そ、 これに 乗じて 相手方の 意 
に 反する 性的関係を 強要す る ことができた にも 関わらず、 他方に おいて 「優越 的な 地位な ど 
なかった、 対等な 関係 性に よる 自由 恋愛だった」 と 繰り返し 主張す る。 広 河 氏は、 現実には そ 
んな ことは できる はずがない のに、 あたかも、 自分の 相手に 対する 優越性を 自分に 都合よ く 
ひっこめる ことができる もので あるかの ように 述べ、 ある 時は 相手への 優越 的な 地位を 都合よ 
く 利用し、 ある 時は 「相手とは 対等な 関係 性だった、 自 分は 何も 無理 強 レ ヽ などで きる 立場で 
はなかった の だから、 相手は 自由 意思で 行動した はず だ」 と 述べる ので ある。 

イ  広 河 氏の この、 「相手への 優越性」 を 否定し、 実際には 存在し ない 「相手との 対等な 関係 

性」 を 自分の 都合の いいように 場面 ごとに 主張す る ご 都合 主義は 彼の 特性で も ある。 こうした 
対応は、 セク シャル ハラ スメント 被害者との 関係 性に おいての みならず、 パワー ハラ スメント 
や 不当な 労務管理に おいても 度々 顔を 出す。 例えば 第 5 の 2(1) でも 引用す る、 \DAYSH, 
労使 関係 や、 搾取な どと いう 資本主義の 常識が 合わない 企業を 目指して 誕生した。 それは 
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むしろ 運動 体と レ ヽう 言葉が 合って いた。 V という 広 河 氏の 言葉は、 まさに セク シャル ハラス メン 
卜 被害者に 対する、 優越性を 都合よ く 無視す る 態度が そのまま 雇用 関係に おいて 表現され 
たものと いえ、 同根で ある。 

広 河 氏の 立場は いや 応 なしに 相手の 女性 達への 優越性を 伴う ものである こと、 場面に よっ 
て 都合よ く 否定す る 態度は 身勝手な 誤った ものである こと 検証 委員会は 何度も 広 河 氏に 指 
摘して きた。 

これに 対して、 広 河 氏は、 「今に なって みれば」 という 前置きを つけながら、 例えば 次の よう 
な 内省の 趣旨の 言葉を 述べる ことは ある。 


今回の 問題では、 これまでの 私には 存在し なかった 語彙 や 考え方に 出合 レ ヽ 続けて いる。 男 
女に 合意が あった としても、 立場が 絡む 場合は まず 不本意な 合意と なる 可能性を 考えるべき 
というの も その ひとつ だ。 立場が ある 人間は、 意識し ようとし まいと、 それを 利用して いると 考え 
るべき という。 これは 私の 頭には なかった 考えだった。 歴史上 支配者で あり 続けた 男と I う存 
在は、 一歩 立ち止まって、 女の YES の 中に 封じ込められた NO を 読み取らなければ ならない 
と レ 、うこと を 書いて レ ヽる人 もい る。 まし て 立場 や 権力が ある 男なら より I 、っ そうだと レ 5 こと だ: 

か。 

「広 河さん の 考えて レ ヽる 合意は、 全て 後日 ひっくり返される 合意だった の だと 思 ^ 、ます。 

どう 考ぇても、 早く 病院で カウンセリングを 受けるべき です。 おかしい のです よ。 」 と 話して くれ 
た 近し い 人の 言葉が、 心に 突き刺さって いる。 

•実態が どう であれ、 私の 立場を 女性た ちが どのように 受け止めて I ヽ たかがまず 問題だった と 
いう ことを 考え 女 合め るよう になって、 私が 配慮し なければ ならなかった のは、 鏡に 映った 私で 
あり、 私が どのように 他人に 受け とられて いるかと いう ことだった。 自分が 立場を 超えて フラン 
クな 立場で 相手と 接して レ ヽ ると 自分で 信じて レ 、で 6、 それは 自分に 都合よ く 考えて レ 、たに 過 
ぎない かもしれ ない。 そして 自分で 信じて いる 以上に、 私は 権力を 振り回す 人間な のか もし 
れ ない。 

. 「合意」 の 問題では 女性た ちが 「合意した」 ととら えた ことは、 「不本意な 合意」 だった 場合の 
ことを、 自分で 意識して いなかった という 問題です が、 私と 女性の 間の 立場 関係に おいては、 
女性の 「合意」 は ほとんどの 場合、 まず 「不本意な 合意」 であると 捉えた 方が いい、 と 考える よ 
うにな1 0 ました。 たとえ 女性が 「これは 不本意で はなく 本心です」 と 言った としても、 そうい わせ 
る 立場に 自分は 置かれる と 考えた 方が 正しい、 と 考える ようになった わけです。 

「合意」 とし 、う 言葉 も、 私は 自分の 希望す るよう に 用いて I ゝた ことを、 感じて レ 、ます。 かっては 
「合意が あった」 のでは なく 「合意が あった と 感じて レ 、た」 に過ぎないと I づ ことを、 あらためて 
思って レ ヽ ます。 


このように 広 河 氏は、 自身が 優越 的な 立場に 乗じて セク シャル ハラ スメントを 行った ことに 
ついて 理解し 始めて いるよう な 言葉 も 述べる の だが、 しかし 結局、 検証 委員会と しては、 検証 
作業の 最終 時点に おいて、 広 河 氏の 理解と 内省が 十分で あるとは 考えて いない。 その 理由 
の 一つに、 次 項で 述べる ように、 広 河 氏の、 週刊 文 春 2019 年 2 月 10 日 発売 号の 女性の 証 
言に つ レ ヽて 示す 強 V ヽ 反発が ある。 

ウ  広 河 氏は、 週刊 文 春 (2019 年 2 月 10 日 発売 号) に 掲載され た、 広 河 氏に 何度も 性交を 

強要され たと 述べて レ ヽる 女性の 「広 河 氏から 口 止めされ た」 と レ ヽう 趣旨の 言葉には 一貫して 


46 


強い 反発を 示して いる。 そして、 「 口止めな どして いない。 そんな ことは していな いのに、 事実 
ではない ことを 書かれて いる。 反論したい」 と 繰り返し、 更には、 「 口止めな どして いないのに、 
この 女性は 口 止めを された と 事実では な！/ 、ことを 述べて いる」 と V 、う 一事を もって、 この 女性 
の 意に 反する 性的関係を 強要した という こと 自 体を 否定した がるので ある。 

広 河 氏には、 「相手に 合意が あると 思い こんでいた、 恋愛関係 だと 勘違いし ていた」 という 
ことだった ので あれば、 慕 行を 用いたり 脅迫して 口 止めして 性的関係を 迫る ような 態 様の 性 
暴力より、 悪質 性は 低い と 思い こんでいる 節が ある。 そのような 前提を 置いた うえで、 自分の 
認識は 「 古かった」 「 時代遅れだった」 「 時代の 変化に つ レ ヽ ていけなかった」 と レ ヽ うような 範囲 
で 「 内省」 的な 言葉を 述べる。 

ところが 「口止めを した」 という こと だと、 相手の 意に 反する 性交の 強要を している という こと 
を 当時から 認識しながら 行った という ことになるので、 広 河 氏は、 これを 否定す る ことに 強く こ 
だ わって いる。 

しかし、 実際には、 広 河 氏が 一方的に 恋愛 感情を 持ち、 合意が あると 本当に 思い こんでい 
たと しても、 相手との 間で 圧倒的に 優越 的な 人間関係 にあるな かで 性的関係に 誘えば、 相 
手は 性的関係 など 望んで レ 、なくても、 断る 選択肢が 無 レ 、の だから、 そのような 関係 性の なか 
で 性的関係を 求める こと 自 体が 優越 的 地位を 利用した 性的関係の 強要と なり 「 女性の 意思 
に反して 性的関係を 持たせた」 ことには 変わりは ない。 

したがって、 もし、 口止めを するな ど 明白な 地位 利用の 外形 行為がなかった としても、 その 
一事の みを もって、 行為の 悪質 さに 本質的な 差異が あるとは いう ことは できない し、 「 口止め 
がなければ、 女性の 意に 反して いなかった」 という ことでは あり 得ない。 しかし 広 河 氏は 何度 
検証 委員会から そのこと を 説かれても、 いまだに 受け入れよう とせず、 「 口止めな どして いな 
いのに、 週刊 文 春は 事実に 反する ことを 書いた、 この 女性 も 事実では ない ことを 話した」 と不 
満を 隠そうと しない。 

そもそも、 こうした 当事者 間の やり取りの 細部を 切り取って、 そこに 対等 性の 証拠が あった 
と 主張す る こと 自体に 無理が ある。 検証 委員会と しては、 この 女性から ヒアリングし、 いくつか 
の 証拠 も 確認す る 中で、 女性の 証言には 信用 性が あると 認定した。 仮に 広 河 氏の 意図と し 
て 「 口止め」 として 述べた ことではなかった としても、 この 女性が 「 口止めを された」 と 感じた こ 
とは 事実で あるし、 それは 当時の 広 河 氏と 女性の 関係 性から すれば 無理から ぬ ことで ある。 
また、 広 河 氏が この 女性の 裸の 写真を 撮った という 事実 も、 女性に 対して 事実上の 口止め 効 
果を 生んだ ことは 間違いない。 

繰り返す が、 検証 委員会と しては、 そもそも「 口止めを した」 という 事実の 有無に よって、 女 
性の 意思に 反する 性的関係の 強要と いう 事実の 認定 やその 悪質 さの 評価が 大きく 左右され 
るとは 考えて いない。 重要な のは、 社会的 立場、 年齢、 雇用 関係な ど 色々 な 意味で それ ぞ 
れの 女性に 対し 社会的 勢力を 持ち、 圧倒的に 優位に たって いた 広 河 氏が、 その 関係 性 ゆえ 
に自 分に 対し 断る という 選択肢を 持ち 得なかった 女性 達に 対し 性的 行為を 求めれば、 その 
女性 達は 関係 性 ゆえに 意に 反して 性的関係に 応じざる を 得なかったり、 不快な 性的 接触に 
明確に 抗議で きず、 かわす しかなかった と レ ヽ うこと である。 

広 河 氏が 「 口止めは していない」 という ことに 一貫して 強く こだわり、 「これにつ いて 反論し 
たい」 と 述べて V 、る ことは、 広 河 氏が このような 本質を 理解して いな V 、ためで あると しか 考えら 
れ ない。 
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エ 広 河 氏は、 何人 かの セク シャル ハラ スメント 被害者に 対しては、 被害者が デイ ズ ジャパン 社 
を 離れた 後に、 全く 悪びれない 態度で 何事 もなかった かの ように 連絡して いた こと も 確認 さ 
れ ている。 この ことから すれば、 実際に 少なくとも 複数の 件に 関しては、 広 河 氏の 主観では 
本当に 権力 勾配に 無頓着で、 主観的には 何も 後ろめ たいことは していない という 感覚で、 
「以前に つきあって いた 者 どうし」 という 程度の 認識で いたのでは ないかと 思われる。 広 河 氏 
の 主観と しては、 嘘を 強弁して いるとは 限らない、 という ことで ある。 

繰り返す が、 もし 広 河 氏が そのよう に 認識して いたと しても、 そのこと が 広 河 氏の セク シャル 
ハラ スメントの 悪質 さを 軽減す る 要素に なるとは 検証 委員会は 全く 考えて いない。 

ただし、 そもそも 広 河 氏の 言葉に よれば 「自らの 権力を 意識し ない ままに 行った」 という 
数々 の セクハラに ついても、 被害者 証言を 聴けば、 実は 意識的に 優越 的な 地位を 利用して 
V 、たと V 、うこと が 否定で きな V 、ケース も 幾つか ある。 

例えば 広 河 氏は ある 時は 「講演では 話せない ような 特別の 話を 聞かせて あげる」 と、 専門 
知識を 使って 利益 誘導を したり、 「スタッフになる 以上は 個人的に も 君の ことを もっと 知って お 
きたい」 「今後 仕事を していく うえで、 お 互いに もっと 個人的な こと も 知って おいた 方が いい」 と 
言ったり している。 更に、 性的 誘いを 断った 者に 対しては、 あからさまに 与えて いた 仕事を とり 
あげたり 退職に 追い込む など、 明らかに 雇用 関係 等 相手に 対する 優越 的な 地位を 利用して 
いたと いう ことがある。 

このような ことから、 広 河 氏は、 客観的には 明らかに 優越 的な 地位を 利用して 性的関係を 
迫って いた にもかかわらず、 その 自覚がなかった、 あるいは ある 程度 自覚は あっても、 それを 
認める ことは 自らを 不利な 立場に 置く と 考えて 否定して いるので はない かと 思われる。 

つまり、 一方では 自分の 権力を 自覚 的に ふりかざし、 他方では これに 頓着せ ず、 自分より 
明らかに 劣 位に ある 女性 達に 対し 対等な 関係で あるかの ように ふるまう という、 自分に 都合の 
い V 、独善的な 態度を とって V 、ると しかい レ 、ようがない。 


⑷ 性 暴力に ついての 理解と 女性 蔑視 
ア 性 暴力に ついての 理解 

「広 河 氏は、 戦場での 女性の 性 被害な どを 取り上げて、 その 悲惨 さを 訴えて 来たのに、 な 
ぜ 自らが 性 暴力 加害者に なって しまった のか？」 という 疑問は 各方 面から 投げ かけられた。 

これに 対して、 いくつか 指摘が あるよう に 「彼は もともと 女性の 人権な ど 本当は わかって いな 
かった の だ」 というのは 一つの 回答で あるか もしれ ない が、 しかし、 そこには もう 少し 普遍 化し 
て 考えられなければ ならない テーマが あると 思われる。 

このように、 女性への 性 被害を 問題 視す るよう な 言動を とりながら、 その 一方で 女性に 対し 
性 暴力を ふるい、 それが 本人の 中では 矛盾な く 同居して しまう という 現象は、 広 河 氏に 限ら 
ず、 人権侵害と 闘う こと や、 社会 正義を テーマに 掲げる 組織の 中で 繰り返し 起こされ てきた 事 
件で も ある。 広 河 氏の 場合に も、 自身が 胸を 張って 語って いるよう に、 DAYS  JAPAN 誌上に 
おいて、 

' 「人身売買 大国 日本 スーダン •難民 女 B の 苦難、 キル ギスの 花嫁 誘拐、 リベリア •右手を 
失った 少女、 暴力に さらされる 女性たち 一 米軍 性 暴力、 DV、 コンゴの レイプ 被害者 シエ ルタ 
一、 沖縄の 女‘ 性の たたかい、 米軍 内部の 性 暴力、 ケニアの 女性器 切除、 フイ リピン 妻への 虐 
待、 結婚 させられる 少女たち、 ダン ボール ハウスの 少女、 アフガニスタン. 母親の 死、 グアテ 
マラ •女性への 暴力と 殺害、 暴カ ポルノ、 コンゴ •横行す る 性 暴力、 DV  •夫 恋人から 暴力を 受 
ける 女性たち、 「慰安婦」 100 人の 証言、 歌舞伎 町 •さまよえる 少女たち、 アダルト ビデオの 中 
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の 犯罪、 酸に 焼かれた 人生、 問 I ヽ 続ける 日本軍 「慰安婦」、 アフガン •少女 囚、 炎に 包まれる 
花嫁たち、 アフリカ •レイプに おびえる 女性たち、 夫を 殺した 女たち、 ギアナ •誘拐され て、 ほ 
か。」 

のように 様々 な 性 暴力を テーマと して 扱って きた ことは まぎれ もない 事実で ある。 

ここで 指摘す べきは、 広 河 氏が 誌面で 取り上げ てきた 女性への 暴力は、 わかりやすい 「あか 
ら さまな 暴力」 であると いう ことで ある。 他方、 広 河 氏が 被害者ら に 行った のは 明白な 性 暴力 
だが、 相手に 対する 優越 的な 地位に 乗じる という 手段に よる ものであって、 外見 上は 身体 的 
な 慕 力 や 虐待、 拉致 監禁な どの あからさまな 慕 力が あった わけでは ない。 広 河 氏は、 「自分 
は 慕 力を ふるったり などして いない」 と、 「あからさまな 慕 力」 が 無かった ことを 理由に、 性 暴力 
だとは 認識し なかった と 述べ、 「私は そうした 暴力 的な ことは やって いない。 あくまで 合意に よ 
る もので あり、 自分の やってき たことは 消して 性 慕 力な どと いう ものでは ない」 という 正当化の 
弁を 何度も 述べて いた。 

広 河 氏は 要するに、 誰が 見ても わかりやすい、 身体 的な 暴力を 伴う 性 暴力 や 戦時に おける 
性 暴力に ついては 「性 暴力」 と 理解す るが、 （2) で 述べた 社会的 勢力の 影響を 受けた 性 暴力 
につ V ヽて はそう 理解 しないと レ ヽ うよう に 性# 力 につ！/ ヽ ての 理解が 偏って V ヽ ると 思われる。 

イ 女性 蔑視 意識 

広 河 氏は 「過酷な 苦境に 置かれて レ 、る 弱!/ 、女性」 に対しては 正義感を 燃やし、 DAYS 
JAPAN 誌上で 報じるな どして いたが、 しかし 広 河 氏への ヒアリング や 周囲の 証言から 浮かび 
上がる 彼の 像には 女性 蔑視 意識が つきまとう。 

セク シャル ハラ スメント 被害 事例の 項 (第 3 の 1) に 記載した 通り、 検証 委員会には、 「性的 関 
係に 誘われた が、 断ったら それ 以上 踏み込まれなかった」 という 証言が 複数 寄せられ、 性 被 
害を 免れた 女性たち の 証言は、 ある 種 毅然と した 拒否が 広 河 氏が それ以上の 行動に エス カ 
レートす る ことを 防 I 、だ こと も あった ようで ある。 

しかし、 広 河 氏は、 性的な 誘いを 断られた 場合、 おとなしく 引き さがらず、 断られた ことによ 
る 不機嫌 さを むきだし にし、 露骨に 仕事では ずしたり、 辞める ように 追い込んだり、 イラ イラを 
ぶっ つけたりと レ 、う 報復行為に 出て レ 、たと V 、う 証言が 複数 寄せられた (第 3 の 1 ⑵ 参照)。 ま 
た 戸惑いを 見せる 女性には 「君は そのうち 僕の 誘いに 応じる ことになると 思うよ」 と 述べるな ど 
と レ 、う 脅しに 近 レ 、態度を もみせ る こと も あった という。 

相手の 女性を 対等な 存在と 認めて いれば、 性的な 誘いを 断られても、 それを 相手の 意思と 
して 尊重し、 内心で 落胆す る 程度の ことは あった としても、 不満 や 不機嫌な 感情を その 女性 
にぶつ けたり、 報復 するとい うことは あり 得ない。 このような 言動が あった こと 自体が、 広 河 氏 
が 女性を 対等な 存在と して 扱って いなかった ことの 表れで ある。 

そもそも、 職場と いう、 仕事を 媒介に 繫 がって いる 人間関係に おいて、 個人的に 親密な 関 
係が 築かれる こと もなかった まま、 いきなり 性的関係に 誘う という こと 自体が、 仕事が 媒介す る 
関係 性で あっても 関係な く、 女性と いう だけで 性的関係の 対象、 性的 存在と して 扱う という 意 
識を 露呈した もので あり、 女性 蔑視 意識の 表れであった といえる。 

こうした 広 河 氏の 女性 蔑視 意識は、 一見 矛盾した 彼の これまでの 数々 の 女性の 人権を テ 
ー マと した 取り組みと、 性 暴力を 矛盾な く 共存させる カギ ともい える。 広 河 氏は 女性への 性 暴 
力への 憤りを 見せる が、 広 河 氏の 性 慕 力 理解は 狭く 偏って いるた め、 性 慕 力 加害者は 全く 
自分とは 遠い 存在と 捉えて いる。 「弱者に 寄り添う」 という 自意識から、 女性への 性 慕 力への 
憤りを 見せる 一方で、 関係 性に よっては 自 分が 「 強者」 となり 得る ことを 無視す る。 
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そして、 若い 女性を 専ら 性的 存在と して 扱う 女性 蔑視 意識と、 自分の 権力 性 及び 相手への 
優越性に 無自覚な 態度から、 女性に 対し 性 暴力に 及び、 それを 自省す る ことは ない。 

ウ 「フリーセックス」 論 

広 河 氏の 抱く 男女 関係 観、 広 河 氏の 表現で いえば 「つきあって いた」 であり、 「大人の 男女 
の 関係」 という ことになるが、 それは 一体 どのような ものだった のだろう か。 広 河 氏の 主観の 中 
では、 「性 暴力では なく、 お 互いの 合意が あった 恋愛関係」 だった という ことには なる が、 その 
前提に 立って みたと しても、 妻が いながら、 親子 以上に 年齢の 離れた 若い 女性に 次から 次へ 
「恋愛関係に 誘った」 と V ヽ うのは、 それ 自 体 非常識で 異様な ことで ある。 

イで 述べた 通り、 広 河 氏は、 週刊 文 春 (2019 年 2 月 10 日 号) の 記事で とりあげられ ている 
女性が 述べる 「 口止め された」 という 事実を 強く 否定す る。 これにつ いて 検証 委員会が 「しか 
し、 仮に あなたの 言い分 通り だとしても、 仕事の 関係で 知り合った 女性との 『不倫 関係』 という 
ことになるの だから、 『不倫 関係が 周囲に ばれない ように』 という 動機から 『誰に も 言わない よう 
に』 と V ヽう 趣旨の ことを 伝えた ぐら V ヽ のことは あった のでは ないか」 と 尋ねる と、 広 河 氏は 「そう 
いう ことは 自分は 考えて いなかった」 「周囲に 隠したい という 意識は 特になかった」 と あっさりと 
述べた。 

広 河 氏は、 性 被害を 訴える 女性 達との 関係に ついて 「 お 互 レ ヽの 合意が あった 恋愛関係 だ 
った」 と 述べる ので、 検証 委員会が 「あなたの 恋愛観は どのような もの か」 を 尋ねた ところ、 広 
河 氏の 恋愛観の 話の 中で 「フリーセックス」 という キーワードが 度々 登場した。 

「フリーセックス」 は、 1960 年代 後半に、 世界的な 規模で 社会現象 としても 話題に なった も 
ので、 「結婚 前は 性交 渉を もっては ならない」 とか 「性交 渉は 特定の パートナーと しかして はな 
ら ず、 乱倫な 性的関係を もっては ならない」 と V ヽった 既存の 性道徳 や 性 規範を 人間を 束縛す 
る 旧弊な 秩序で あると し、 これを 否定す る ことで 人間を より 自由に 解放で きる という 考え方で あ 
る。 「フリーセックス」 はそう した ことから 既存の 秩序への 抵抗を 性格を もつ 行動と して 一時 日 
本で ももて はやされた。 広 河 氏の 主観の 中では、 自分の 行動は、 こうした 「フリーセックス」 を 
実践した ものであって、 「『配偶者が いたら、 他の 人と 性的関係を もっては いけない』 『性的 パ 
ー トナーを 次々 と 変えて はならない） と レ 、う 既存の 性道徳に 縛られない」 と レ 、う 独自の 自己 主 
張が 込められ ていた 節が ある。 

広 河 氏に とっては 肯定的な 意味を もつ 「フリーセックス」 という 言葉は、 若い 女性を 一方的に 
性的 存在と みなす という 女性 蔑視 意識 や、 自 分の 立場が 相手に 対して 持つ 優越性を 都合よ 
く 無視して 性的関係を 強要した ことを 都合よ く 糊塗し 正当化す る ものと して、 広 河 氏の 主観の 
中では 作用 して レ ヽ たと V ヽ えよう。 

(5) 「性的関係への 合意」 と 認知の 歪み 

広 河 氏は しばしば、 「性的関係 について 合意が あった」 と 述べる が、 彼が 言う 「性的関係への 
合意」 は、 一体 どのような ものだった のか。 

週刊誌で 取り上げられ ている ケースを 初め、 検証 委員会の ヒアリングに 寄せられた 数々 の 証 
言からは、 性的関係を ストレートに 求め、 それにつ いて 相手の 合意を 得た という ことが 確認され 
たものは 一つ もなかった。 むしろ、 広 河 氏に よる 「合意」 の 拡大解釈 ともい える 認知の 歪みが 
色々 と 証言され ている。 


50 


広 河 氏は、 例えば 以下の ように、 やんわりとした 「性的な 関係に つ V ヽ ての 話題」 や 「フリー セツ 
クスに ついての 議論」 を 投げ かけたり、 相手の 交際 状況な どの 性的な 経験を 聞き出す ことで、 許 
容 範囲を 探ろうと する 手練手管を 駆使して いた。 


•  大きな 写真 展 企画の ため 大勢の ボランティアが 出入りし ていた 時期、 複数の 女性 ボラン テ 

ィアが 広 河 氏から 「一緒に シャワーを 浴びない か」 性的関係に 誘われて いた。 

(ボランティア） 


•  大学生 時代に インターン 生と して 週 1 回 勤務し、 日 常 業務の アシスタントを していた。 仕事 
中に 突然 「君、 色っぽい ね」 と言われたり、 「売春に ついて どう 思う」 と 聞かれ、 戸惑いながら 
反対意見を 言う と 「 どうしてそう 思う のか」 としつ こく 聞かれ、 その 流れで 「割り切った 関係に つ 
V 、て どう 思う か」 などと 言われた。 （インターン 生） 

•  入社して 間もなく、 何度も 広 河 氏から 飲みに 誘われ、 あまりに 何度も 誘われる ので 仕方なく 
つきあったら 性的な 話題を 色々 され、 ある 程度 お 酒が まわった 頃に 「つきあわない か」 「スタ ッ 
フ として 個人的に 色々 知って おいた ほうがいい」 「ホテルに 行こう」 と言われた。 （デイ ズジ 
ヤ パン 社） 


そして、 広 河 氏は、 以下の 証言に ある 通り、 仕事で ある 写真家と して 技術 や 経験 も 動員して 性 
的な 誘い かけを していた。 「仕事の ための 二人 だけの 合宿」 の 提案を したり、 「仕事の アシス タン 
卜 としての 同伴」 を 計画したり、 仕事に 絡めた 策 も 様々 に 仕掛けて いた。 

•  広 河 氏が 関係した 講演を 聴いた あと 会場に 残って メモを 書いて いたら、 広 河 氏から 声を か 
けられ、 広 河 事務所の アルバイトに 誘われた。 （広 河 事務所） 

•  20 代の 頃、 フォト ジャーナリズム 講座を 受講した 際 広 河 氏に 「アシスタントに 興味は ないか」 
と 声をかけられた。 （フォト ジャーナリズム 学校 受講 生） 

•  学生時代に ボランティアを していた。 広 河 氏から 突然 電話が きて 「これは 僕の 番号 だか 
ら」 と言われた。 その後 広 河 氏から 「写真を 教えて あげる から 来なさい」 と 電話が あって、 シテ 
ィ ホテルに 呼ばれた。 （ボランティア） 

•  学生時代に ボランティアを していた 。ジャーナリズムを 勉強したかった。 「本気で ジャー ナリ 
ストに なりた いんだね。 アシスタントに なるなら 一心同体に」 などと 言われて 性的関係を 求めら 
れた。 （ボランティア） 

•  入社して 間 もない 時期に 「「研修の ために、 二人で 安い 温泉宿に 合宿に 行く という 案を 君は 
どう 思う か」 と 広 河 氏に 聞かれ、 非常に ショックを 受け、 その 場で 「行きません」 と 断った。 （デ 
イズ ジャパン 社） 
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広 河 氏は このように、 仕事への 勧誘 や 仕事の 指導、 写真の 指導と いった 名目で、 内心の 性的 
関係への 誘 レ 、を 隠して （時には 露わに して) 女性を 囲 レ 、込もうと していた。 

上記 証言に あるよう に、 広 河 氏が 女性を 仕事に 誘う 際、 相手の 能力 や 仕事への 適性を 判断 
する テストの ような 機会 もない ままと いう こと も あり、 声をかけられた 女性 側は、 貴重な 機会 だと 喜 
びながら も、 「なぜ 私に 声をかけた のかと 不思蠢 に 思った」 という こと も あった。 能力 や 仕事への 
適性を 判断す る 機会 もない まま 仕事に 誘った 女性に 対し、 その後 広 河 氏が 性的 誘いをかけて 
いる ことから すれば、 はじめから 性的関係に 持ち込む 意図を もって、 仕事への 誘いに かこつけ 
て 声をかけて レ ヽ たこと も あった のでは な レ ヽ かと 思われる。 

仕事 や 指導の 誘いで あれば、 女性 達は 嬉しく 感じる こと も あり、 断り づ らく、 また、 仕事 や 指導 
の 誘いの みの 時点では、 そもそも 性的関係への 誘いが 広 河 氏の 意図の 中に ある ことにす ぐに 
は 気付かなかった であろう。 

ところが 広 河 氏は、 性的関係への 明確な 承諾ではなくて も、 仕事 や 指導に かこつけた 自分の 
誘 V 、に 喜んで 応じた 時点で、 勝手に 「性的関係に 脈が ある」 と 捉えて レ ヽた ようで ある。 

これは あまりに ひとりよがりな 思い込みで、 女性 達が 仕事 や 指導の 誘いに 応じた ことは 「性的 
関係への 合意」 とは 全く 違う ものであると 言わざる を 得ない。 しかし、 それを 合意が あった ことの 
背景と して とらえる 独自の 解釈が 広 河 氏には ある。 広 河 氏は、 女性から 「仕事で 評価され たこ 
と」 や、 自身の 業績に 基づく 「尊敬の まなざし」 を 勝手に 「男と して」 評価され たと 感じたり、 仕事 
で 頼って きた 相手を 「 女と して 頼って きている」 と 解釈したり してし まっていた。 


広 河 氏は 「常に 若く 見られた いという 気持ちが 若い 人たち への 関心に つながった かもしれ な 
い。」 「セックスで 仕事の ストレスを 回復して、 自信を 取り戻して いたか もしれ ない」 とも 述べて おり、 
女性との 性的関係に 頼り、 女性から 評価され ない と自 分が 安定し ないような 感覚 も あった ように 
もうかが える。 自分の 承認 欲求を 求める ための 性的な 関係で あると すれば、 若い 女性との 関係 
は 「広 河 氏が 性的に 承認を 受けて 満足を 得る」 という 一方通行の もので、 女性の 真摯な 合意が 
ある ことを 確認す る 発想が あまり に 乏しかった と V ヽ うしかない。 

広 河 氏は、 「暴力を ふるったり 脅したり しなくても、 権力が ある 側が、 相手に 合意を 強制す る こ 
とが ある ことは 一般論と しては 了解した」 と 述べる が、 「 しかし 自 分の 場合は そうではなかった」 と 
いう 見解を 結局 変えようと しない。 自分勝手な 解釈で、 「性的 合意に 繫 がる サイン」 を 思い返して、 
「あの 時は こうだった ではない か」 という 自 分が 楽しかった 思い出を 繰り返し ている。 どれ も、 聞 
いても 「性的 合意に 繫 がる サイン」 とは 言えない もの ばかりで あり、 現に 被害 女性 達は それを 強 
く 否定して レ ヽ るが、 広 河 氏は これを 受け入れようと しない。 

若 V ヽ 女性を 一方的に 性的 存在と して 扱う 視線と、 女性からの 性的な 承認に よって 自 信を 得た 
いと レ ヽう広 河 氏の 願望が 「性的関係への 合意を 得た と 認識す る ハードル」 を 極端に 下げる 方向 
で 作用した。 これが 広 河 氏の 認知の 歪みで ある。 

2 パワー ハラ スメント 発生の 原因 
(1) 独自の 経営 理念 •組織 観 

ア 広 河 氏は、 検証 委員会に 提出した メモに おいて 自らの 運営す る 組織 や 組織の 理念に つい 
て 次のように 述べて いる。 
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初期の 中心 メンバーは、 ボランティアであった。 DAYS は、 労使 関係 や、 搾取な どと I 、う 資本 
主義の 常識が 合わな I ヽ 企業を 目指して 誕生した。 それは むしろ 運動 体と I 、う 言葉が 合って い 
た。 •••あえて 言えば、 その 利益は 社員の もので もなかった し、 経営者 や 株主の もので もなか 
つた。 DAYS は 一般に まかり 通って レ ヽる 企業の 論理とは 無縁だった。 


広 河 氏の 掲げる こうした 理念は 広 河 氏に とっては 崇高な ものである かもしれ ない。 しかし、 こう 
した 理念に 基づいて 行われる 企業 活動は、 目標の 実現に 向けて 自己犠牲 や 滅私奉公を いとわ 
ない ものと なる。 働く 人たち に とっては、 労働条件を 度外視した 恒常的な 長時間 労働 や 時間外 
手当の 不払いは 当然の ことと して 強要され、 異論を 唱える ことが 困難な 環境と なった。 

問題は、 広 河 氏が 「一般に まかり 通って レ ヽる 企業の 論理とは 無縁」 と 誇らしげ に 述べる その 無 
縁と された 「企業の 論理」 には、 労働者の 権利を 守る ための 基本的な 法令 順守まで も 含まれて い 
たこと であった。 

こうした 理念の 下での 人事 管理は 困難を 伴い 人事 担当者を 悩ませて いた。 こうした 事情に つ 
いて、 人事 業務を 担当した ある 社員は、 

•  人事 (補助） は 最も 苦痛な 仕事であった。 採用しても、 すぐに 社長に 人格 否定を されたり して、 
言葉が 悪 レ 、がまと もな 人 ほどす ぐに 辞めて しまう。 あからさまに 嫌がらせを されて 辞めさせられる 
スタッフ もいた。 また、 社長は 採用に あたり 他人 (株主 や スタッフ） を 同席させる にも 関わらず、 意 
見を 聞かず、 適任を 選ぶ 能力 もなかった。 採用の 指針が ずれて おり、 最終的には 愛想の よい 従 
順そう な 人間し か 採用 しない (着任 後そう でなかった 場合は 辞めさせる)。 人事は ただただ 犠牲 
者を 増やす だけと いう 気持ち も あり、 落ち込む 原因と なった。 （デイ ズ ジャパン 社） 


との 証言を 寄せた。 

しかし、 広 河 氏は、 自分は 崇高な 理念で 仕事を 進めて いるのに、 問題が あるのは 自分の 希望 
通りの 仕事が できない、 能力の ない 社員で あり、 その 社員の ために 会社 や 自分は 苦労を させら 
れ ている という 自己中心 的な 考え方を していた。 この ことは、 以下のような 広 河 氏の 言葉に よく 表 
れ ている。 


私は、 代表 職、 社長 職、 発行 人の 仕事の ほか、 中間 管理職の 仕事 もしなければ ならな かっ 
た。 特に DAYS は 定款の 目的 欄に も 雑誌 •書籍 発刊と ともに、 救援活動の 文字が 入って いる 特 
殊な 会社 だが、 これを 恒常的に 担当す るのは、 私の 仕事に なって いた。 たまに アルバイトが 入る 
こと も あった が、 多くの場合は 私が、 郵便 出し や 封 詰めな ど、 ありと あらゆる 雑務を やる ことにな 
っ た。 

DA  YS は 予算上 ぎりぎりの 経費で 回し ており、 また 借金 も しない で 運営して レ  め、 余裕 ぁ 
る 人事と いう ものがなかった。 そして 社員が 何ら かの 事情で 辞める ときには、 当然 新しい 人を 募 
集し なければ ならない が、 新規 社員を 募集す る 期間 もな レ ヽ ままに 辞める 人 もいた。 当然 引き継 
き: がで# ない。 新しく 入って きた 人が、 引継ぎが 終わった とたんに、 辞めて しまった という こと も あ 
っ た。 その 時に なっ て その 人が 実は 仕事が できない と レ 、うこと がわかった りした。 

そうした 時は 会社 中が パニックに なった。 日々 の 業務を 何とか やりくり していた 他の 社員が、 さ 
らに 新規 社員に 引継ぎ や 仕事を 教える という 時間を 抱え、 それが 無駄に 終わった 時、 その 社員 
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への ダメージ も 大きかった。 それを 担当す る 中間 管理職が いなかった の だ。 そして 私は そういう 
ことが 非常に 不得手だった。 人 事の 問題が 重なる ごとに 私の イラ イラは 大きく なった。 


イ 第 2 の 3 でも 記載した 通り、 デイ ズ ジャパン 社は 創業 以来 一度 も 金融機関からの 借り入れを 
した ことは ない。 これは 通常の 会社 経営では 稀 有な ことで ある。 DAYS  JAPAN は 創刊 前に 定 
期 購読者を 募集し、 一定 以上の 定期 購読が 約束され、 その 資金が 集まった ことで 創刊に こぎ 
つけられ たという 経緯が ある。 初期の 定期 購読者には、 広 河 氏が 個人で 発信して いた 
「HIROPRESS」 の 読者 も 多かった。 この ことから、 デイ ズ ジャパン 社の 経営 基盤に おいては、 
DAYS  JAPAN の 書店での 売上より、 むしろ 定期 購読者を どれ だけ 確保で きる かが 重視され る 
という 特徴が あった。 社内で 売上の 低迷が 危ぶまれ ると しばしば 定期 購読者に 定期 購読の 継 
続を 電話を かけて 依頼す るな どの キャンペーンを 行って いた。 

広 河 氏が/^ 激靡廣 者が# 遂 •であ ク凝 主た'' っ; tV と 述べる のは このような 事情を 背景に した 
ものである。 

今回の 広 河 氏の 事例は まさに、 自ら 起こした 企業は、 自分 個人の もので あり、 自分の 自由 意 
思で どのように でも 運営で きる と 思い込む ワンマン 社長の 事例の 典型 例で ある。 その 一方で、 
困難を 抱える 人を 支援す る 活動の 数々 は 広 河 氏 個人の 一種の カリスマ 性を 高めて きて おり、 
広 河 氏を 尊敬 • 崇拝す る 支持者 達を、 社員 や ボランティアの 形で 個人 事務所 や デイ ズ ジャパ 
ンに 呼び寄せた。 

しかし 少し 関り が 深くなる と、 広 河 氏の 独善 性 や 傲慢 さに 気づいて 嫌気が さして 離れた 者 も 
続出し、 現に、 2007 年頃には、 社員が 全員 退職し、 誰もい なくなって しまった ことがある。 

長期 間に わたり 広 河 氏の 周辺に 残る 者は、 「多少の 問題が 多少 あっても、 それを 上回る 価値 
ある 仕事を 広 河さん はして いる」 と 捉えて いたと 思われ、 社員が 全員い なくなった 期間 も、 ボラ 
ン ティアが 「自 分 達が DAYS を 支えなくて は」 という 熱意で 無償 労働を 提供し、 また、 アウ レオ 
社が 人件費を 負担して 社員を 出向させる などして デイ ズ ジャパン 社を 支えた。 

このような 支援は、 デイ ズ ジャパン 社が 社会的 意義が ある 活動を 行って いるから という 信頼と 
応援の 善意に 基づく ものでは あった。 しかし そのような 善意に 支えられ ていたた め、 杜撰で 違 
法な 労務管理 をして V 、て もなん とか 会社を まわす ことができて しまって V 、たこと から、 デイ ズジ 
ャ パン 社に おいて 組織と しての 自浄作用が 機能す る ことは ますます 乏しくなった という 側面が 
あった といえる。 

広 河 氏に よる 超 ワンマン 体制の 中で パワー ハラ スメント、 セク シャル ハラ スメントが 繰り返され 
ており、 その 背景には 労働者の 生活を 考えない 劣悪な 労働条件が あった。 こうした 無理な 目 
標や 犠牲的 精神の 強要は、 過重 労働 や 残業 問題が 発生し、 自分の 意思 通りに 動いて くれな 
い 社員に 対して 広 河 氏が 「突然 怒りを 爆発 させたり する ことが しばしば あり、 周囲が 困惑 させら 
れた」 と レ 、う 状況を 繰り返す ことに なって いた。 

いずれにせよ、 こうした 言動に 対する 証言は 枚挙に いとまがない。 「思い出しても 震えが 止ま 
ら ない」 「『デイ ズ』 の 言葉で 広 河の 怒鳴り 声が 聞こえて くるよう で 身体が 固まる」 などと いう、 トラ 
ウマ ともい える ような 精神的苦痛を 多くの 人たち に 与えた 現実が あった。 

ウ 無理な 組織 運営には 広 河 氏 も 困難 性を 感じて おり、 本人に もそう した 自覚が あった ことは 下 
記の ような メモから も 分かる。 
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DAYS には 一般 企業の 危機管理の 必要性がなかった。 逆に そのことは、 それらの 危機が 忍 
び 込 むた めの 落とし穴が 多く あった ことを 意味した。 

同時に 節約 財政を 進める に 当たり、 DAYS の 志を 反映 させて くれる 中間 管理職を 迎え るた め 
に 十分な 資金が できず、 それが 代表で ある 広 河の 雑務を 増やし、 ストレスを 高 じさせ、 社内 人事 
の 滑らかな 進行を 妨げ、 今回の 問題※ を 導 レ 、たこと も 事実で ある。 

. 

そして、 広 河 氏は、 そうした 原因 解決に 向けて、 自分の 後任と なる 代表取締役を 解散 決定の 
前から 探して いた。 そうした 経緯に ついて 広 河 氏は 次のように 述べて いる。 


編集長 で 創刊 責任者で 発行 人 で 代表取締役と レ 、う 1 人 4 役を 担 I 、続け、 「 自分が 責任を 取 
る」 と言う 私に 対して、 誰も 助言 や 提言が できない という 状態を 作り だした といえ ます。 すぐれた 
後任を 選ぶ ことに も、 どこまで 自分が 本気だった のか、 わかりません。 権力を 集中 すれば する ほ 
ど、 代わりの 責任者は 見つかりませんでした。 すべての 責任を 負う 覚悟の 人は 見つから なかっ 
たのです。 下手を すると 数 か 月で 赤字は 数千 万円になります。 その 責任が 取れる 人、 火中の 栗 
を 拾う 人は そう 見 つかる わけではありません。 


しかし、 ここで も 問題な のは、 そうした 自覚は ありながら も、 他人に 組織 運営を 任せる ことので き 
な V 、ワンマン 的な 性格であった。 「誰かに 任せたい」 と 言 V 、ながら、 後任 候補者には 自 分が 思う 
ような 組織 運営を する ことを 希望す る 高い ハードルを 課して おり、 そのために 自らの 眼鏡に かな 
う 人材が なかなか 見つからない ままだった。 広 河 氏は 自らに そのような ジレンマを 抱えながら 葛 
藤を 繰り返して レ 、たこと がわ かる。 

⑵ 労働者の 権利 主張を 認めない 経営 

ア 広 河 氏の 労務管理の 大きな 特徴の 一つに、 極端な 労働組合 嫌 レ 、が 挙げられる。 それは、 
二つの 労働組合 争議で も 見られた こと だが、 労働組合 嫌悪は 極端に 強ぐ 偏見と いってい いほ 
どの ものが あった。 

広 河 氏の 言葉には 随所に、 労働組合 に対する 敵意が 表現され ている。 例えば、 マネージャー 
(広 河 氏の かわりに 人事 労務を 統括す る 職種を 想定) 採用の 条件の 冒頭に も 広 河 氏は 次の よう 
な 条件を 掲げて いた。 


人格、 指導力、 好かれる 人物で ある こと。 (社員に 好かれる ことを 優先して 対話を 重視す るのは 
い レ 、の だが、 社員の 不満を まとめて 組合の ような 動きを する 人が かって 会社と 対立した ことがあ 
った〇  DAYS を 倒産させる 可能性を 大きく する ので、 警戒すべき) 


そして、 会社 解散 決定 前の 労働組合 争議の 渦中で 書かれた メモでは、 会社の 経営再建の 方 
向性の 検討に 当たっても 次のように、 労働組合が ある だけで 経営再建の 妨げで あると いう 認識 
が 示されて いる。 


(再建に 向けての 課題の 一つは) 「社員と 経営者、 株主の 間の 疑念が 解けて 信頼関係が 築ける 
こと。 組合が 社内に すでに 存在す る 実情では 困難では ないか。 社員の 問題、 内部の 問題を もら 
す 人間が いると、 問題を 社員と 話し合って 進める ことができない。 社内で 発刊の 主旨、 志の 共 
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有が 希薄に なった こと DAYS を 守る と レ 、う 意識は ほとんどの 社員に ない。」 と I 、う ハードルを 越え 
る こと。 


確かに、 労働条件の 改善を 求める 労働組合が 存在す る ことは、 会社 経営に 好まし くないと 思 
っ たり、 批判的な 態度を 示す ことは、 中小 零細企業の 経営者 ほど その 傾向は 一般的に 強ぐ 広 
河 氏の みに 見られる ものでは ない。 しかし、 広 河 氏の 労働組合の 存在への 反応は 中小 零細 企 
業 経営者の 一般的な 傾向と 比べても 過敏で ある。 

イ 広 河 氏の メモには 以下のような 記 _ も ある。 

DAYS は 出費を 縮小す る ことで 14 年 もってきた。 しかし 労働 環境は 変化した。 外部への 出 
費を 抑える 一方で、 職員の 数が 増え、 人件費が 経営を 圧迫す る。 また DAYS な レ ヽぶ だけ 条件を 
よくす る ことは できな I 、から、 ボランティア 無給 見直し、 写真 使用量の アップ、 インターンの 準備 
など 条件 相談な どに とりかかる。 課題 !まこ うした こと で 起こる 支出 増に 対し て 持ち こたえ られる 職 
場 環境 整理。 

残業 代を 出す ことと、 会社の 負担 増を 考察す る。 もっとも 労働時間の 長い 編集部 員の 給料に 
は 残業 代が つかな レ Vt め、 他の 部署よりも 時給 計算では 低い と レ ヽう 状態が 続く。 


この 広 河 氏の メモに 示されて いるよう に、 デイ ズ ジャパン 社の 経営は、 残業 代を 適切に 払わな 
いこと に 限らず、 本来 有償で 委託す る ことが 通常で あるよう な 業務まで ボランティアに 無給で 担 
わせるな ど、 あらゆる 経費削減を 労働者の 犠牲の もとで 行う ことで 成り立たって きていた。 広 河 
氏には この 自覚が あった からこ そ、 労働者の 権利を 主張す る 労働組合は、 経費削減を 妨げる 
存在と して 邪魔な 存在と 捉え、 嫌悪して レ 、たと V 、える。 

しかし、 それにしても 極端な 労働組合 嫌悪の 理由は 何かとい う 問いに 答える ように、 今回の 事 
件が 終えての 広 河 氏の 「 反省の 弁」 に 次の ような 一文が ある。 


私には 民主的な 環境の 中で 人を 育てたり、 思い やる 気持ちは 徹底的に 欠けて いました。 私は 
人事に 必要な 能力に も 欠けて レ ヽ ました。 

この 時代に、 急速に 労働 環境が 変化して いる ことに 私は 無自覚でした。 広 河 事務所の ような 徒 
弟 制度では なく、 DAYS は 会社 組織で あり、 その 中での 労働の 仕組み や 働く 人の 意識は 変わつ 
てきて レ ヽ ました。 


つまり、 「時代の 変化に 気づかなかった」 と 言って いるの だが、 当然ながら 広 河 氏が 遵守して 
こなかった 残業 代 や 解雇に 関する 法律は デイ ズ ジャパン 社 創業 時に も あった のであって、 単に 
広 河 氏が ずっと 労働 関連 法令の 遵守を して こなかった というに すぎない。 

広 河 氏は 近代的 労使 関係を 受け入れようと せず、 前 近代的で 労働者の 権利を 尊重し ない 徒 
弟 制の ような 感覚で デイ ズ ジャパン 社の 経営に あたって いた。 

このような 広 河 氏から すれば、 労働組合の 存在は、 それ 自体で デイ ズ ジャパン 社の 存亡に か 
かわる という 本能 的な 危機感を 抱く ような ものだった のであろう。 

会社の 利益を 上げる ために 法 違反を いとわず、 過重 労働 や 長時間 労働を 強いる 労働 環境で 
働かされる 職場の 存在が 「ブラック 企業」 として 社会問題 にも なって 久しい。 デイ ズ ジャパン 社 も 
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まさに そのような 企業の 典型 例で も あった。 デイ ズ ジャパン 社に おいては、 何らの まともな ガバ 
ナンス も 働 V 、て!/ 、なかった と V 、うこと である。 

⑶ 雇用者の 責任からの 逃避 欲求 

顧問 税理士は、 デイ ズ ジャパン 社の 組織と しての 特徴に ついて 「 ボランティア による 無償 労働 提 
供と 募金で 支えられ ている 会社。 こんな 株式会社は ほかにな いと 思う。 一般 社団と か NPO 法人と 
かの 方が 形態と しては 本来 あってい たのでは ないか。 なんで 株式会社 にした のか 自分は 設立 時 
には 関わって V 、な!/ 、ので わからな いが、 広 河 氏が よく わかって なかった と V 、うこと ではない か。」 と 
述べた。 

この ことを 念頭に 検証 委員会から 「株式会社と いう 形態に した 理由は 何 か あるの か」 と 問うた とこ 
ろ、 広 河 氏は 「 それは 前から 思って いた」 と 強く うなず レ ヽ たが、 広 河 氏が 「 会社」 と レ ヽう 組織 形態を と 
つたこと について 不満が あるのは 以下のような 理由で ある。 


DAYS は 企業と しては、 成り立たなかった。 無理な ものを 企業の ルールに 乗せようと したために、 こ 
のよう な 結果と なった。 今では NGO も 労働者の 権利を 無視して は 成り立た なくなって いる。 だから 
目的を 一つに する 協同組合の ように、 労使 関係の ない、 資本に よる 収奪が な I 、システムが 可能に 
なった 時に、 再び 可能になる だろうと 思える。 


つまり、 雇用 関係で あれば 当然に 受け入れなければ ならない 大前提 や、 守らなければ ならない 
労働 関係 法に ついて 反発が あり、 「企業、 会社と いう 形態を とらなければ このような ことはなかった 
はずな のに」 と 思って V ヽる 節が ある。 しかし 会社 以外の 組織 形態で あっても、 雇用 関係が あるので 
あれば、 労働基準法 などの 規制は 当然 受ける ので、 検証 委員会が、 「会社 組織で なくても 雇用 契 
約が あれば 雇用主と しての 責任が 無くなる 訳では ない が」 と 指摘しても、 かみあった 回答は 返って 
こなかった。 

顧問 社 労 士は広 河 氏に ついて 「最終的な 責任を とらない 人」 「雇用者と しての 責任から 逃げた が 
っていた」 と 評する。 

要するに 広 河 氏は、 「労使 関係がない」 関係 性に おいて、 自分が したい ことを したい、 という 身 勝 
手な 感覚で デイ ズ ジャパン 社を 経営して おり、 雇用主と しての 責任を 負う ことを 常に 嫌がって いた 
ので、 これを つきつけられる 場面に なると 特に 苛立ちが 強まった という ことであろう。 以下の 社員の 
証言に 広 河 氏の 雇用 責任からの 逃避 欲求が よく 表れて いる。 

•  自身が 全てを 管理 しないと 気が済まない が、 面倒く さい 人事 や 事務は したくない (スタッフ 

からの 訴えな ど)。 自身での 継続 困難を 感じて いて、 会社を 閉じたい と 考え出した ころから、 
様々 な ことへの 投げ やり 感 や、 人格 崩壊が 加速した。 （デイ ズ ジャパン 社） 


第 6 会社 解散 決定に 至る 経緯 

2018 年 5 月 以降、 デイ ズ ジャパン 社に おいては 激動の 出来事が 立て続けに 起こり、 急に 会社 
解散が 決定され た。 具体的には 以下のような 経緯が あった。 
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この 解散 決定の 前後には 二つの 労働組合 による 争蠢が あり、 このな かで デイ ズ ジャパン 社に よ 
る 労働組合 員への 不当な 攻撃が あった が これにつ いては 第 7 で 述べる。 

また、 会社 解散 自体が 偽装 解散では ないかと 疑われる 事情が あり、 これにつ いて 調査した 結果 
について は 第 8 で 述べる。 

1 社員の 不当 解雇 
(1) 採用の 経緯 

2018 年 5 月、 広 河 氏は 営業 職の 男性 (H) を 採用から わずか 2 ヶ月で 解雇す ると 宣言した。 採 
用 後の 試用期間 中の 解雇 (本 採用 拒否) であった。 H は 「管理職で 採用す る」 という 広 河 氏の 言 
葉を 信じて、 定年まで あと 数年を 残して いた 前 職を あえて 退職し、 デイ ズ ジャパン 社への 就職の 
ため、 わざわざ 地方から 都内に 転居して きた 人物だった。 

H 採用 当 時の デイ ズ ジャパン 社の 状況は、 当 時の 広 河 氏の 言に よれば 「他社では 倍の 人数 
が 必要な 仕事を、 DAYS では 半分 近 I  VI 翁で やっ T# たので、 創刊 間もなく つぶれる とう わさ さ 
れた DAYSt, まったく 借金な し で ここまで 来たと いえ ます。 最近に なっ て 社員が 7 人 に 増え ま 
した。 しかし これは 販売と 定期 購読が うまくいって いる 時期は いいので すが、 現在の ように 落ち 
込んで レ 、く 時期に 立て直す ための 人員と しては、 むつ かしい 問題 もあります。 V という ものだった。 

広 河 氏は 続けて、 「そこ で 営業の H さんと V 、う ベテランの 補充に よっ て 活路を 開こうと してい 
丈す 7 と 述べて おり、 H の 採用は、 経営が 直面す る 危機を 打開す るた めの 方策と して 大きな 期待 
を もって 行われた ものだった。 

そして、 H が 仕事を 開始した 1 力 月 10 日 後には、 その 期待に ついて 広 河 氏は、 次のように 
述べて いた。 


H さんは、 着任 以来 1 か 月と 10 日たち、 書店と 定期 購読の 再起を かけて 新し I 、パンフ 制作 
によって 大きな 仕掛けを つくり、 活路を 見出そう として くれてい ますが、 時間が かかる かもしれ ま 
せん。 今は 毎日 数 件の 積み重ねで 数字を だすと いう 短期 戦略と、 中、 長期戦 略に よって 打開し 
なければ ならない 時期です が、 H さんの 戦略は 中長期の ものです。 もっとも 多くの 人が 入れ 替 
わる 今の 時期への 対処と しては 間に合わな I ヽか もしれ ません。 だからと レ 、って； H さんに プロジ 
ェ 外を 中断しても らうつ もりはありません。 4 月 中には どれ だけ 具体的な 流れを つくれた か、 す 
ベて とまでは 言わな レ 、まで も、 どれ だけ 数字が 動かせる か、 全力を 尽くして V 、ゎど款 シ ヽと 思い 
ます。 


ここでは、 広 河 氏は H の 戦略は 中長期の 視野で 行われる ものであって、 短期に 成果を 出せ 
ない ことに 理解を 示しつつ、 激励と 期待の エールを 送って いた。 

(2) 突然の 解雇 通告 

ところが、 そのわず か 1 か 月 弱 後には 今度は 一転して、 広 河 氏は 次のように 述べ、 あっさりと 
H を 解雇す る ことを 決定した。 


「2 018年3月1日 付で 入社して いただき、 試用期間の 2 か 月を 過ぎた H さんの 試用期間 後 
の 処遇を 検討した 結果、 次のように 決定し ましたので、 本人 にお 伝え します。 本人 の 性格 も 周 
囲に 好 印象を 与え、 とても 頑張って レ ヽ ただき ましたが、 H さんの やり方で、 弊社の 営業部 員と し 
て 利益を 上げて いただく ことは 困難で あると 判断し ました。 私たちの ような 小さな 会社は、 いつか 
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大きな 利益を 得る ために 今 大きな 投資を する の ではなく、 こつこつと 利益を 積み上げるべき だと 
思って I 、ます。 しかし、 H さんの やり方が 功を 奏する ことに 期待 も ありました が、 費用 対 効果から 
見て、 この 先 も 赤字が 膨らむ と 予測せ ざるを 得ません でした。 部署を 変えての H さんの 仕事 も 
考えて みました が、 この間の H さんの 働き 方を 見たところ、 事務 や 電話 かけを ともなう 仕事は 無 
通と 判断せ ざるを え ません でした。 そのため、 残念 です が、 5 月 31 日を もっ て 退職して レ Vt； ど 
ヽと思 I ヽ ます。」 

この 解雇 通知に より、 H は 試用期間 とされた 3 か 月 の 満了 さえ も 待たずに、 わずか 2 ヶ月 で 職 
を 失う ことと なった。 

(3) 解雇の 違法 性 

確かに 試用期間とは 本人の 資質を 見極め、 将来と も 社員と して 働いて もらえる かどう かを 判断 
する 期間では あり、 雇い入れ 後の 解雇より 広い 範囲で 認められる ものとは いえ、 そもそも 一般的 
に、 試用期間 中 だからといって 使用者が 自由に 解雇して いい ものでは ない。 解約 権 留保の 趣 
旨 •目 的は、 企業が 従業員の 採用に あたって は、 採用 決定の 当初の 段階では その 者の 資質、 
性格、 能力 等が 当該 企業の 従業員と しての 適格 性を 有する か 否かに ついての 必要な 調査を 十 
分 行えない ために、 後日 における 調査 や 観察に 基づいての 最終的な 決定を 留保す る ことに あ 
り、 かかる 趣旨に 照らせば、 留保 解約 権の 行使に よる 解雇に ついては 通常の 解雇よりも 広い 範 
囲で 認められて しかるべきでは あるが、 法が 解雇に 制限を 加えて いる 趣旨 や 企業が 一般的に 
個々 の 労働者に 対して 社会的に 優越した 地位に ある こと、 試用 者は、 従来 勤務して いた 企業を 
退職した ばかり か、 本 採用を 期待して 他 企業への 就職の 機会と 可能性を も 放棄して レ 、る 等の 事 
情 もまた 存す るので あるから、 これらの 事情に 照らす と、 留保 解約 権の 行使は、 解約 権 留保の 
趣旨、 目的に 照らして、 客観的に 合理的な 理由が 存し 社会通念 上 相当と して 是認され うる 場合 
に 限り 認められる とする のが 相当で ある (最高裁判所 昭和 48 年 12 月 12 日 判決 等 参照)。 

ところが 広 河 氏は 「H の やり方では 売上が 伸びない」 と H の 入社 後わず か 2 か 月 も 経たない 
時点で 一方的に 判断した と 述べ、 解雇 理由は、 営業の ために かけた 経費を 算出して 「費用 対 
効果から みて この 先 も 赤字が 膨らむ」 と レ ヽ うこと が 表向きの理由 とされた。 「表向きの理由」 それ 
自体、 いくら 試用期間 中の 解雇とは いえ、 わずか 2 ヶ月 足らずでは 書店での 売上を あげられな 
いと 判断す るには 短す ぎ、 H が 不当に 会社に 損害を 与えた という 事実 も 全くなかった 以上、 解 
雇が 正当な ものであった とは 到底い えない。 また、 実際には 本当の 解雇 理由は、 H が 「原発は 
必要 だ」 という 考えを 持って いたから だった と 広 河 氏は 一部の 社員に 述べて おり、 これを 気に入 
ら なかった ためにした 解雇だった という 性格 も 強い。 これ も、 H の そのような 考えが 業務に 影響し 
たという 事実は 認められなかった 上、 採用の 際に 原発に ついての 考えを 条件に していた わけで 
もない の だから、 やはり 解雇の 正当 理由には なり 得ない。 

以上より、 H の 解雇は いかなる 意味で も 明らかに 不当な 解雇だった。 デイ ズ ジャパン 社の 顧問 
社労士 も、 事後に H の 離職に ついて 知らされた 際、 「法的に 争われたら まずい ことになるだろう 
と 感じて いた」 と 検証 委員会の ヒアリングの 際 述べた。 

H 氏の 解雇は、 広 河 氏が 主張す る 解雇 理由 も それ 自体 正当とは 言えず、 しかも ごく 短期間に 
おける 広 河 氏の 気まぐれな 態度 変化に よる もので 極めて 問題が 大きい ものだった。 デイ ズジャ 
パン 社に おける 労務管理の 問題は、 まさに この H 解雇に 象徴的に 表れて いるよう な、 甚だしい 
労働者 軽視の 感覚に あった。 
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(4) 他の 社員ら の 反応 

広 河 氏は H を 含む 全社 員が みられる 社内 メールに 「H さんは 〇 日に 退職され るとの ことです。 
この 後の 営業 職務の ことを 相談した レ めで、 H さん 以外の 人は 4 階に 来て くれます か P フと 書い 
て H 氏 以外の 全社 員を 社長室に 呼び出し、 そこで、 H を 退職させる ことと した 自 分の 判断が い 
かに 正しい かを 述べた。 社員ら の 間では、 「H さんが 退職 させられ るのは ひどい」 という 衝撃と 不 
満が 広がり、 重い 雰囲気と なった。 

B 編集長は、 広 河 氏から 能力を 高く 評価され ており、 複数の 者が 検証 委員会に 対し 「広 河 さ 
んは 編集長 さんを 特別扱いし ていた」 と 述べる ほどの 密な 関係 性で、 広 河 氏とは 業務 上の 意見 
で 衝突す る ことは あっても、 多くの 批判は しない スタンスを とってい たと 複数の 者が 指摘す る。 そ 
の B も、 H 解雇の 件に ついては 強く 反発した。 その 指摘した 内容は 次の ような ものである (社内 
メール）。 


「広 河さん は 社長です ので、 広 河さん の 決定で 全てが 決められ るの だと 思います が、 そして 私 
や 社員の 質問に 答えて I ヽた だく 必要 も 全くな レ ヽこ とも 承知を して おります が、 先 ほど、 『質問が あ 
れ ば』 と I 、: 5 ことで1 乙； ので、 私が お 伺 レ ヽ したかった ことは 以下です。 

•なぜ、 H さんの 場合には、 試用期間が 3 か 月では なく、 2 か 月 目で 「弊社の 営業部 員と して 利 
益を 上げて いただく ことは 困難で ある」 と 判断され たのでしょう か。 そうで あれば、 試用期間 「2 か 
月 」 とし て おく べきだった の ではない でしょう か。 

•なぜ、 H さんの 場合には 「費用 対 効果から みて、 この 先 も 赤字が 膨らむ と 予測せ ざるを 得 ませ 
ん でした」 という 判断基準 なのでしょう か。 これまで 辞めて いった 営業さん は、 2 か 月で 費用 対 効 
果を 出された 方 や、 「費用 対 効果」 を 伸ばされた 方は 私は レ ヽな かった と 思、 って レ 、るので すが. ..。 
•という ことは、 パンフレット や 増刷で 会社に もたらした 赤字が 甚大だった という ことで、 「この 先 も 
赤字が 膨らむ と 予測せ ざるを 得ません でした」 という ご 判断な の だと 思います が、 その 場合、 こ 
れ までの 営業さん が、 働いて いる 間に 「新聞広告を 出す」 と 判断して 出した 結果、 電話 もなら な 
かった ことが 繰り返させ てきて、 それ も 赤字と 私は 思う のです が、 「退職して いただき たいと 思い 
ます」 と レ 、う 文書は 出されなかった と 思 I 、ます。 H さんの 赤字は 特別 大きかった からと I 、うこと な 
のでし ょうか。" •今回の ことは 私は とても 残念でした。 探れる 道は、 話し合い、 道を 共有す る 道 
は、 たくさん あった はずと 思って I 、ます。」 


この B の 問い かけの 他に も、 社員ら の 反感に 問い詰められる ことに なった 広 河 氏は、 そのこと 
に関して、 以下の 弁明を していた。 


「入社 時の 第一 次 面接では H さんが 一方的に 話し 続け、 その 言 舌が 面白かった ので、 営業 職に 
力が ある 人と いう 印象を 全員が もちました。 •••私は 4 月初めの 段階で、 H さんに 次のように 伝え 
ました。 H さんの プ ロジェ ク トは、 私の これまでの 経験から 9 割が た 失敗す ると 確信して いるが、 
面接に 参 力 P した 人の H さんに 向ける 期待が 大き レ 、ことと、 私自身 も 私の 気付かない 1 割の 可能 
性が あるか もしれ ない と レ づ ことで、 賭けに 出ようと 思う。 ただし 4 月末に 今回の プロジェクトの 成 
否の 報告を 受けて 判断したい、 と H さんに 話しました。」 

r 定期 購読の 営業中 心で やっても らう こと、 営業 業務は すべて 一人で やって いただく こと、 を条 
件に 試用期間に 入っても らう ことにしました。」 

「面接が 終った 後 考えたら、 本人の 考えが 全く 分からなかった ので、 第二次 面接に 応じても らい、 
彼の 考えを 聞きました ところ、 原発 問題に ついては、 「原発を やめたら 電気の 不足が 起こる」 とい 
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VL/Co これには 驚きました が、 福 島 原発 事故 後長い 間、 原発が 全て 止まっても 電気の 
不足が 起こらなかった と I 、うこと に対する 関心 もなかった 人だった ことが わかりました。 さらに 沖 
經 問題を 尋ねましたら、 「沖縄の 人が 基地に 反対す る ことは わかる が、 日本には アメリカとの 関 
係が あるので、 沖縄の 人の 希望を 入れる のはむ つかし I ヽ」 とのこと でした。 

彼の 考え方は DAYS 発刊の 志と も 遠く離れてい ますし、 読者の 気持ちと も 真逆と いえます。 し 
かし、 ほかに 営業 職で 合格点の 人は いなかった し、 積極的な 姿勢は 感じられ たので、 営業の 技 
術に 期待して、 ものの 考え方は DAYS で 学んでも らうと しました。」 


ここで 広 河 氏が 「第二次 面接」 として 述べて いるのは 採用 後の H との 面談の ことであった。 既 
に 採用 されて 仕事を して レ ヽる 人との 面談であった 以上、 採用 における 「 二次 面接」 と V ヽ える もの 
では あり 得ない のに、 解雇を 正当化す るた めに 事実 関係を 平然と 歪曲して 弁明して いたと いう 
ことで ある。 

解雇の 理由は、 広 河 氏が ここで 述べて いるよう に、 営業の 効果が 短期 的に 目に 見える 形で 出 
なかった ことのみ でな く、 H の 思想 信条 も あった。 しかし、 原発に 反対す る ことな どは 採用 時に 
条件と していなかった もので も あり、 広 河 氏の 上記 メモに も ある 通り、 そのような 思想で あっても 
営業の 技術に 期待して 採用した という ことで あり、 しかも、 H の 思想が 業務に マイナスに 働いた 
という 具体的 事情 も 何もなかった 以上、 解雇の 正当性を 基礎 づける 理由には なり 得なかった。 
それに も 関わらず 広 河 氏は、 あたかも それが 解雇を 正当化す る 事情で あるかの ように 延 々と 社 
員に 説明した。 広 河 氏に とっては、 法令 順守は 念頭に なく、 自身の 思いを 最 優先した 人事を 行 
っていた という ことが 本件で もよ く 表れて る。 

B のみでな く、 複数の 社員が 広 河 氏に 対し、 H の 解雇は 納得が いかない と 伝えた。 広 河 氏が 
「彼は 日々 の 営業の 業務を 全くして いなかった」 と 述べた のに 対し 社員ら は 「彼は ちゃんと 仕事 
をして いた」 と 擁護 もした が、 広 河 氏は 聞く 耳を 持たず 社員ら の 反発に 対して 激高す る ばかり だ 
った 

一部の 社員は H に 「解雇 撤回に 向けて 闘わない か」 と 打診 もした が、 高齢の H には その後の 
生活 不安 も 強く、 争議に 時間を かけられな いという ことで 結果 的に 争う ことはなかった。 

しかし、 H の 解雇が あまりに 恣意的で 不当だった ことは 他の 社員に も 強く 影響し、 後の 会社 
解散の 引き金を ひいた 出来事に なった。 

2 労働組合 争議と 解散 決定 

(1)  社員への 退職 強要 

H に 続き、 社員の F も 意に 反して 広 河 氏から 退職を 強要され る ことと なり、 労働組合に 加入 
して 退職 強要の 撤回を 求める に 至った。 

この 争議の 詳細に つ レ 、て も 検証 委員会は 調査し 把握した。 労働者を 軽視す る デイ ズ ジャパ 
ン 社の 体質が よく 表れた 事件であった が、 関係 当事者の 強い 意向に よりあえて 報告書への 記 
載を 断念す る。 

(2)  団体交渉の 渦中に おける 会社 解散 決定 

社員が 労働組合に 加入し、 労働組合から 団体交渉 申し入れを 受ける という ことは デイ ズジャ 
パン 社に とって 初めての 経験だった。 
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第 5 の 2 (2) でも 述べた 通り、 広 河 氏は 常々 労働組合を 強く 嫌悪して おり、 ある 社員は、 時間 
外 労働と なる 休日 出勤を 求められて 断り、 「それは 時間外 だからい く 必要は ない はず だ」 と 伝え 
ただけ なのに、 広 河 氏から 「君は 労働組合 でも 作る つもり か？」 と言われた、 などと 記憶して いる。 

そのような 広 河 氏に とって、 デイ ズ ジャパン 社の 社員が 労働組合に 加入して 権利を 主張して 
くると いう ことは、 極めて 重大な 局面と 感じられた 

広 河 氏の メモに ある 表現に よれば、 広 河 氏は、 「F 問題を 機に、 株主は 会社が DAYS 設立 
の 志とは 全く 異なる ものに 進んで レ 、る 実情を つきつけられた」 mu。 ここで 広 河 氏が いうと こ 
ろの 「DAYS 設立の 志」 とは、 要するに 社員ら が 労働者の 権利 主張な どせ ず、 長時間の 時間外 
労働 もい とわず ひたすら DAYS  JAPAN の 理念の ために 尽くす ことを 美徳と する ことと 同義 だっ 
た。 

労働組合は デイ ズ ジャパン 社への 抗議と して 「DAYS への チ ラシ 巻き、 街宣 活動 も 辞さない」 
と 予告した こと も あった が、 これは、 態 様が 社会的に 相当な もので あれば、 労働組合の 活動と し 
て 問題が ある ものでは ない、 正当な ものであった。 しかし 広 河 氏の メモには /Y 弟 W 遊 余から ノ方 
と 乙を 受 / 力 tV と あるよう に、 広 河 氏に とっては 労働組合と いうのは 存在 自体を 脅威と 感じられ、 
労働組合から 労働法 令 違反を 指摘、 批判され る だけで、 「 おどされた」 と 感じる ほどだった という 
ことであろう。 広 河 氏は、 労働組合の 支援を 受けた 労働者の 権利 主張は デイ ズ ジャパン 社に お 
V 、てあって はなら な V 、ものと 感じて いた。 

広 河 氏は、 この 状況 下で 会社を 存続させる ためには/" 乾 身と 兹穿 者、 株主の 間の 疑念が 解 
けて 信頼関係が 築ける こと」 が 必要 fit 考え fc が、 広 河 氏の メモには 「組合が 社内に すでに 存 
在す る 実情では (信頼関係を 築く ことは) 困難では ないか」}! あ る。 つまり 広 河 氏は、 労働者の 権 
利が 主張され る 労働組合が ある 以上、 社員と 経営者の 信頼関係 構築は 困難と 考えて おり、 ここ 
で 広 河 氏が 述べる 「信頼関係」 とは、 客観的には、 労働者の 権利 主張を 前提と しない、 経営者 
側に とっての み 一方的に 都合が よく、 労働者に 正当な 権利 主張を させな レ 、関係 性であった。 広 
河 氏の メモには A 争着以 摩 麗礙獻 疑な 不 •私 乾/との 記載 も あり、 要するに、 本来 保障すべき 労 
働 者の 権利を きちんと 保障して こなかった ことが デイ ズ ジャパン 社の 「緊縮財政」 であり、 残業 代 
支払 等の 労働者の 権利を 保障し ない ことによって なんとか 経営が 保たれて きたと いう ことを、 実 
際には 広 河 氏は よく 認識して いた ものと 思われる。 

3 代表取締役 退任 申し出 

このような 経緯で、 8 月 22 日の 取締役会で 広 河 氏は 代表取締役から 退職す る 旨 申し出た。 それ 
まで も 広 河 氏は 「社長を 誰かに 任せたい」 と 口にする ことは あった が、 代表取締役からの 退任 申し 
出は 初めての ことだった。 

このと きの 広 河 氏の 他の 役員ら への 説明は 以下のような 内容だった。 


私は この 数年 前から、 役員会、 株主総会で 毎回、 社長 職の 退陣を 申し出て きました。 

数年 前から 通常の CT でも MRA でも 映らな V 、くら レ 、細く なった 脳 動脈の 狭窄で、 レ ヽっ 緊急 手術 
となる かわから な レ 、状況 だと 知らされ、 医師から 行動 自粛 勧告、 特に ストレス ある 職場から 離れる こ 
とを 指示され ました。 毎年 経過 観察して いますが、 状態は 改善して いません。 

今回の 胃と 胆 のうの 手術で 医師たち が 心配した のが、 まもなく  75 歳になる 私の 体力が 手術に 耐 
Z. 3 ことが で# るかと 支 かと シ ヽ うこと と、 さらに 手術 中に 私の 脳 血 管が 持ち こたえ るかと、 妙 でした。 

手術 後 まだ 職場に 完全には 復帰は できな レ ヽ ままです が、 この 段階で、 私は 代表取締役からの 退 
陣を 希望し ます。 今年 5 月の 役員会までは、 私は 役員会の 希望を 受け入れ、 社長 職には の 適 
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職の 人を 探す ものの、 会長 職と して 代表取締役の 肩書は 維持す る ことを 受け入れて きました。 しか 
しその 後の 年齢、 健康問題を 考える と、 重要な 問題には 対処で きないと 考え、 辞任 届を 提出す る 
次第です。 取締役会には 必要と される 間は とどまる 所存です。 

役員会に お I ヽ ては、 受理して I 、ただ'#、 次期 代表取締役の 選任 手続に 入って レ ヽた だく ことを 求 
めます。 次期 代表が 選任され るまでは 辞任で きな I ヽと聞 レ ヽ ており ますが、 I 、ったん 私の 辞任 届を 
役員会で 受け取って I ヽ ただければ と 思 レ 、ます。 


4 事実上の 解散 決定と F 争議の 終了 

8 月 23 日 の 臨時 株主総会に おいて、 広 河 氏の 後任と なる 代表取締役を 探す こと、 見つから なけ 
れば 会社を 解散し 清算 するとい うこと が 決定され た。 役員ら からは、 「DAYS  JAPAN は 広 河さん が 
創刊し、 広 河 色が 強い 雑誌 だから、 広 河が 離れる というと きには、 DAYS  JAPAN は 発刊 停止に し 
たほうが い レ ヽ のでは ないか」 と レ ヽう 意見が 出て いた。 


そして、 広 河 氏の 後任 代表取締役 となる 適任者を 見つけられない として、 9 月 7 日、 デイ ズジャ 
パン 社は 代理人 弁護士 (当 時) を 通じて、 労働組合に 対し 「当社は これ 以上の 事業 継続を 断念し、 
廃業、 清算の 方向に 向かう 旨を 決定した」 と 伝え、 争議に 対する 解決 案を 提示した。 F 氏と デイ ズ 
ジャパン 社との 間で 締結され た 協定に 守秘 条項が あり、 これにつ いては デイ ズ ジャパン 社 も 広 河 
氏 も守秘 条項 解除に 合意し ないた め 本 報告で も 具体的な 内容に 触れる ことは しないが、 一定の 
和解に よる 解決を みて、 F は 退職す る ことと なった。 

5 正式な 会社 解散 決定 

9 月 29 日 の 臨時 株主総会で、 正式に、 デイ ズ ジャパン 社の 解散 及び DAYS  JAPAN の 休刊が 
決定され た。 

しかし デイ ズ ジャパン 社は、 F の 争蠢が 他の 社員ら に 波及す る ことを 警戒し、 会社 解散の 決定に 
ついて 従業員に 伝える ことは 10 月 15 日まで なかった。 

6 社員への 解散の 告知 

10 月 15 日、 広 河 氏から 社員ら に 対し、 会社を 解散し、 2019 年 2 月 発行の DAYS  JAPAN3 月 
号を 最終 号と する 旨が 告知され た。 

わずか 2 ヶ月 前の 8 月 には、 デイ ズ ジャパン 社が 毎年 恒例で 参 力 D している 海外の 大きな 写真 
展 イベント である VISA に、 退任 予定だった 当時の 編集長の B、 その後 任と して 編集長と なる 予定 
だった 0、 2 人の 編集者 (K、 L) が 参加し、 編集長 交代 後の 誌面 づ くりの 話 もされて いた。 6 月に 
試験 採用した 営業 社員の I は、 デイ ズ ジャパン 社が 事実上 解散を 決定して いた 9 月 7 日に、 解散 
予定を 伏せられた まま 本 採用され ていた。 

このような 状況だった ので、 10 月 15 日に 広 河 氏から 会社 解散を 告げられた 社員ら に とっては、 
会社 解散は 青天の霹靂と 捉えられ、 動揺は 非常に 大きく、 突然 職と 収入を 失う ことになる 不安と 衝 
撃が 広がった。 あまりに 唐突な 経営 方針の 転換と 見えた ため、 社員の 一部には、 会社が 気に入ら 
な レ 、社員を 排除して 都合の い レ 、経営を 行うた めの 偽装 解散では な V 、かと レ 、う 疑念を 抱く 者 もいた。 
偽装 解散と レ ヽ える ものであった かどう かにつ!/ ヽ ては 第 8 で 後述す る。 
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7 労働組合 結成 

10 月 24 日、 解散に 伴う 退職に 関する 説明 会が 行われ、 その後、 社員と 顧問 社 労 土との 個別 面 
談 のなかで、 退職に 際しての 条件 等に ついての 意向 聴取が なされた。 

会社 解散に 伴う 離職が 既定 路線と して 進められる ことに 不安と 疑問を 感じた 3 名の 社員は 労働 
組合を 結成し、 11 月 9 日付で、 デイ ズ ジャパン 社に 対し、 解散に 関する 一連の 経緯の 説明と 今後 
の 労働条件 について 団体交渉の 場で 協議す る ことの 確認 等を 求めて 団体交渉を 申し入れた。 


第 7 労働組合 結成と デイ ズ ジャパン 社の 対応 

1 問題の 所在 一 労働組合 員への 懲戒処分の 不当 性に ついて 

デイ ズ ジャパン 社の 劣悪な 労働 環境を 示す ものと して、 社員の 極端な 定着 率の 悪さと 短期 退 
職の 多 さが ある。 すでに 見て きた セク シャル ハラ スメント や パワー ハラ スメントが 絡んだ 事件が 頻 
発する 中、 極めて 短期間に 辞めて いく 人が 多く、 その 退職 も 自己 退職の 形を とっては いるが、 
実質的には 解雇と 思われる ものが 多い。 デイ ズ ジャパン 社の 労働 環境に ついての 元 社員ら の 
証言は 第 4 の 2 に 記載した 通りで ある。 

第 6 で 述べた、 会社 解散 決定 前後の H 不当 解雇 事件と F への 退職 強要は 広 河 氏の 日 常 的 
な 労働者 軽視の 象徴と いえる ような ものであった。 F への 退職 強要に 端を 発した 一つ目 の 労働 
組合 争議、 突然の 解散 決定を 告知され て 不安を 覚えた 社員ら による 二つ目 の 労働組合 争議は、 
広 河 氏の それまでの 労働者 軽視からは 必然的に 起きるべく して 起きた ものと いえる。 

二つ目 の 労働組合 争議に おいては、 デイ ズ ジャパン 社が 労働組合 員を 懲戒処分 するとい うこ 
とが あった。 

この 懲戒処分が 不当な ものである 場合、 不当労働行為 であると 同時に ハラ スメント でも あるの 
で、 検証 委員会と して 独自に 調査した。 以下 調査した 結果を 報告す る。 

2 懲戒処分に 至る 経過 

(1) 労働組合の 結成 

2018 年 6 月 に 始まった 一つ目 の 労働組合 争蠢 であった F 問題で 嫌気が さした 広 河 氏が 同 
年 9 月に 急きょ デイ ズ ジャパン 社の 解散を 決定した 休止に 動く 過程で、 会社 解散 決定に 不安 
や 疑問を 感じた 社員 3 名 （I、 K、 L) が、 同年 10 月、 労働組合 結成への 動きを はじめた。 

広 河 氏は、 第 5 の 2(2) でも 述べた 通り もともと 労働組合を 強く 嫌悪して いた 上、 終了した ばか 
りの F の 争議の 件が 念頭に あり、 F の 争議に 協力した 社員が いる ことに も 神経質に なって いた。 
社員のう ち 誰が 労働組合 員な のか 知ろうと して、 過敏に なって いた。 


(2) 派遣 社員の 着任と 社員の 関与 

10 月下 旬、 広 河 氏の 秘書と して 派遣 社員の J が 着任した。 

社員に よると、 着任から 間 もない 時期、 広 河 氏は、 J の 目 の 前で ストレスを 爆発 させて 怒鳴り 散 
らし、 これを J が 怖がって 社員に 話した ことがあった。 そのため、 広 河 氏の パワー ハラ スメントを 
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よく 知る 社員は J の 身を 案じた。 そして、 社員の I は J に 「何 か 困る ことがあったら これで 録音し 
て 記録して おくと あなたの 身を 守れる と 思う」 と ペン 型の 録音機を 渡した。 ただ、 社員ら は、 派遣 
社員と いう J の 立場の 弱さに 配慮し、 労働組合への 加入を 勧める ような ことは せず、 できるだけ 
派遣 社員を、 社員と デイ ズ ジャパン 社との 間の 紛争に 直接 関わらせ ないよう にして いた。 

また、 社員に よると、 結局 派遣 社員に よる 録音は されない まま 録音機は 返却され たとの ことで 
ある 。 

(3) 広 河 氏の 労働組合 員に 対する 警戒と 疑念 

広 河 氏は、 この ことに 気付く と、 派遣 社員に 録音機を 渡した 社員 I の 意図を 「労働組合に 加 
入した 社員が、 派遣 社員を 脅して 社長室の 中の 状況を 知り、 また、 広 河の スキャンダルを 探す 
ために 録音 させようと したり、 金庫の 番号を 探ろうと したり、 会社の 通帳を コピー させよう としてい 
る」 と 捉えた。 

当 時の 広 河 氏の メモに も 「3 人の 社員が 私の スキャンダルを 集めて レ 、ると レ 、うのは 派遣 社員 さ 
ん から 聞いた。 社員 二人が 派遣 社員に ボイス レコ' ~ 夕' 一 を 社長室に おくよう 指示し、 次に I 社 
員が 金庫 ナンバーを 知ろうと して I 、た」 「組合が 私の スキャンダルを 集めて レ 、るのは、 退職金を 
高く 得ようと レ 、う ものだろう jbH 

「スキャンダル 探し」 というのは、 この頃、 外部の ジャーナリスト である S が B 編集長に 対し 「広 
河さん が ハラ スメントを している という 噂が ある」 と 伝えた ことを 広 河 氏は B から 聞き、 労働組合 員 
が 「退職に 際しての 条件を つりあげる ために スキャンダルを 探して いるの だろう」 と 思い こんだ、 
という ことを 指す。 この 「スキャンダル」 について は、 後に、 週刊 文 春 報道の 噂で、 労働組合 員に 
は 全く 関係な かっ たこと が 判明 した。 

また、 広 河 氏は、 労働組合に 加入した 社員ら が、 B のこと を、 精神的に 問題を 抱えて いるな ど 
と 中傷して V 、たと も 述べて いた。 

⑷ 労働組合 員への 敵対 行動の 開始と 派遣 社員への 締め付け 

会社 解散 決定が 知らされ、 社員ら の 動揺が 強まって いた 時期で ある 2018 年 11 月 4 日、 突 
然社員 全員 宛に B から 以下の メールが 送られた。 


編集長と して 書きます。 社員の 一部が、 社長室に ペン 型の レコーダーを 置こうと 試みたり、 会 
社 金庫の 中身を 見る ため 暗証番号を 知ろうと して レ ヽる などと レ 、うこと が 複数 耳に 入りました。 上 
記の ような 行為を 業務 上の 必要性を 持っ て おこなう 場合、 理由と 共に 文書で 許諾を 求め てくだ 
さい。 また、 私 個人に 対する 噂 も 耳に し、 それにつ きまして は 心身に 影響が 出て いるた め 通院し 
ます。 


これを 見た 労働組合 員ら は、 自分 達が、 社長室の 録音を しようと したり 会社 金庫の 暗証番号 
を 知ろうと している とか、 B についての 悪意が ある 噂を 流して いると 疑われて いる ことを 察した が、 
「そんな ことは していな いのに、 なぜ そのような ことを 疑われる のか 理解で きなかった」 と 述べる。 

また、 はっきりした 日 時は 不詳 だが、 この頃、 広 河 氏は J と T の 派遣 元で ある 派遣 会社に 対 
して 「 おたくの 派遣 社員は、 労働組合 員に 協力す るの か」 と J と T の 目 の 前で 電話して 抗議して 
いた。 


(5) 広 河 氏と 派遣 社員の 面談 
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11 月 5 日、 広 河 氏は J の 勤務 開始 前に、 社外で 面談した。 このと きの 面談に ついて、 J は I に 
対する 11 月 6  で 「事情 聴取の ようで 本気で 疲れました」} ベて \ヽ る。 


(6) 派遣 社員から 労働組合 員への 手紙 

11 月 6 日、 J は I に 対し、 以下の 内容の 手紙を そっと 渡した。 検証 委員会は この 手紙を 入手し 
たので、 以下に 全文を 引用す る。 


I さん 

この 1 枚には 書き きれま せんが、 金曜日 (注. 11 月 2 日） の 夕方の 時点で (注 は) 沢山の こ 
とを 知って レ ヽる 状況でした。 

その 日は 笑って 流しました が、 全く 笑える 状況で なくなりました。 私 も バカでは な レ 、ので 自らし や 
ベる と I ヽ うこと が どんな 結末になる のかく らい 想像が つきます。 現に、 自分 も 責任 問題を 問われ、 
派遣 会社には 電話され、 契約 違反とまで 言われました。 だれが その 結末を 望んで、 話します 
か？ 

今は 誰も 信用で きないで すし、 怖いです。 自分が どうなる のかは、 広 河さん と 派遣 会社の 話し 
合 レ ヽで 決まります。 自分が 首を つっこみ ?  ! そう 1/ ヽう 話に 加わった と I ヽ うこと が I ヽけな ^ ヽ ようです。 
ただ 謎です が、 知って I ヽる 内容は こと 細かく 「ペン 型」 と I 、うの も T さんとの 会話の 中で しか 話し 
てません し、 はっきり 言って 意味 不明です。 


⑺ 派遣 社員と 労働組合 員の LINE の やりとり 

11 月 6 日に J が I に 手紙を 書いた のを きっかけに、 この 日から 11 月 12 日まで、 J と [との 間で LI 
NE の やりとりが なされた。 検証 委員会は この LINE の やりとりを、 I と、 J から 提出を 受けた という 
デイ ズ ジャパン 社から 受けた。 ところが この 二つを 比較す ると、 デイ ズ ジャパン 社が 所有して い 
たものは、 あらかじめ J によって、 デイ ズ ジャパン 社 や 広 河 氏を 恐れる 趣旨 や、 I を 気遣う 趣旨の J 
の いくつかの 発言が 削除され ると いう 改変が 行われた ものであった。 この 改変に ついては、 I が 
提出した LINE の やりとりとの 比較で 判明した。 以下の 引用のう ち、 （ ） 内は、 J が デイ ズ ジャパ 
ン 社に 提出す る 際には 削除して いた ものである。 下線は 検証 委員会に よる ものである。 


11 月 6 日 

I  J さんです か？ 

J え !  J です。 

(I あれ、 I さんでは ない？) 

I  I です! あっ てます! 

I 大丈夫です か。。。 ? ほんと に 大変な ことに なって しまって、、、 

(J あ 一へ こたれ ては な I ヽ けど 疲れ 気味です。 私 も T さん (注 •他の 派遣 社員) も 目の前で 派遣 
会社に 連絡され、 ど效っ と； 

I 金曜 (注 • 11 月 2 日） に B さんから いろ レ ヽろ 言われて、 笑って 流したら、 月曜 （11 月 5 日） の 朝 
から あんな 感じに なった っ てこと でい レ ヽで すか？ 

I 派遣 会社が どう 判断す るか わかりません が、 J さんが ペナルティ 課されたり、 違約金？ 的な こと 
はな レ ヽ とは おも レ 、ますが、 ぞ^ ヽ うこと を 言われたら すぐ 教え て ください。 

I レコーダーの 件 も、 情報 提供 (といっても 雑談 程度) の 件 もき ちんと 私から 説明し ます。 
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(J 笑って 流した という か、 その 日は そうする 他なかった よ 笑って という か 笑って ないかな 笑 
えない し 結局 私は I さんと T さんし か 話して なくて、 詳し レ 、話は 別に T さんを 疑って いな レ 、けど も、 
どう 思 レ 、だし て も 二人との 会話での 内容 だから。 

(I レコーダーの 件 も、 情報 提供 (といっても 雑談 程度) の 件 もき ちんと 私から 説明し ます。— 
どう レ ヽう 意味？) 

0 あっ 派遣 会社に ね 会社 的には 認めたら 終わり だから、 認めな レ ヽ ほうがい レ 、と 思う) I 派 
遣 会社が J さんを 責めたり、 契約 違反 だ! と言っ て きたら、 ど 分 、う 意図で レコーダーを 持たせた 
か、 ど％ ヽ うこと が 社内で 起きて レ ヽ たかを 派遣 会社に 説明し ます (文章 か 電話で) 

T さんが 話したり はして な I ヽと思 レ 、ます。。 盗聴器 かな あと レ ヽう 噂には なって レ ヽ ますが、、、 

I でも、 金曜の 昼く らいまでは B さん も 普通に 話して ましたから ね。。 出 所は 謎です。 

(I 金曜の 夕方の 時点で、 B さんは J さんに 対して 責める ような 雰圏 気でした か？) 

〇 謎な 咅 IS 分が たくさん あり 言われた 内容が 詳し レ 、から 

正直 B さんと 話した のは 金曜日 (注 • 11 月 2 日) が 初め ての ような も の だから だからと いう 
わけ じ やな I ヽ けど、 自分が こうなる と 思っ てて 話さない よみ ずから 首を しめる じ やな レ 、けど) 

(I そう です ょね。 J さんが B さんと 広 河さん に 正直に 話す メリットは まったくな t 、のは 思っ てまし 
た。) 

0 自分の 立場 や 居場所 や 契約 や、、、 全て 最悪になる から。 それ くら レ ヽは 想像つ くとう か。） 

I 一瞬で も 疑って しまって 申し訳ないです、、、 ほんと に、、、 

明日 の 法律相談の 件 です が J さんが 同行した ことが 誰かに ノ < レる とまた 大変な ので、 やはり 私 
達 だけで 行きます。 これ 以上 まき 込む わけには いかないで すし。 8 日の 夜 少し 飲みに いきませ 
んか ? この 件の ことを 話す 必要 もな I 、です が、 K さんと L さんは J さんと 飲んで みたい! と 言って 
います。 

〇 でも 疑う と おもいました。 なので、 手紙 書い たんです が „ 昨日は 事情 聴取の ようで 本気 
で 疲れました n  T さん もだろう けど。） 

〇 これく らし ヽしか 言えな レ ヽけ ど、 法律相談 も 行く ときと か 色々 気を付けた ほうがい レ 、と 思う。 

今 全てが 怖 I 、から」 

(I 今朝の 手紙 もらえて 良かったです。 ほんと に。。 T さん も 尋問され たなら お 二人 じ やな さそ 
うです ね。 どっかで ボイスレコーダー 回されて たの かな 一と 思って ます。 もしくは 会話を 聞かれて 
たか。 チクっ て メリットが ある 人が I ヽ なさす ぎる。 

はい。 ありがとう ござ I ヽ ます。 かなり 気を付けて 行動し なければ、、 

J さんもう ま I 、こと 次の 派遣 先に 紹介して もらえる とい I 、のです が。。。） 

(J ちょうど 一か月 更新した ばかりで、 それを キラれ るかは まだ 不明です n  T さん も 同じです 
ね。 言われた こと も。 

でも 私は 四 階 作業 も あるし、 きっと T さんよりも 疑われて レ ヽ ると 思 t 、ます。 なんてい うか、 
私が 加担して ると 思って ると 思し ヽ ます n だから 昨日は 仕事と レ ヽ うより 事情 聴取で 終わりました n 

メリット、、、 ないです よ „ 結局 派遣って、 きられれば おわりだし、 今の 今 言って、 い 1 1 こと 

なし。 

でも こんなんに なって、 働きず らくな L 、です か ? 大丈夫？ 

8 日 調整して みます。 J) 
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I とりあえず J さんが これ 以上 ひどい 状況に ならない ように みんなで 知恵 出します。 そして、 近い 
^ ちに 社長と 編集長と 直接 対決す るか も しれません が、 J さんが 加担した わけ じ ゃない っ てことは 
# ちんと 言うよう にし ます。 

デイ ズ が傳] さづら V 、のは 前々 からです し、 私は 逆境に 強 I 、からい レ >で すが、、 職場の 雰囲気 最 
悪です よね、、、 8 日の 件 ぜひ お願いします。 また 当日に ラインし ますね。 

(J 今日 おつかれさま。 本当に 働き ずら I 、ね „ 私は 監視され てるような 気分です „ 

知恵、、、 大丈夫よ。 而才 える 笑 

派遣 だから 自分を 守りた I  0 、 、 、 どづち つか ずで あんまり 協力 できず ごめんね。 ノ 
(I 広 河さん も、 J さんが 派遣 だから 強く 言って います。 Vf-0 なので、 私達の ことは 
気にしないで ください。 協力 もこれ までた くさん していた だきました。 ほんとうにす みません でした。 
困った こと あったら ラインで もなんでも 言っ て ください。 

とりあえず、 昨日と 今日 お疲れ様でした。 また 明日 職場で。） 


以上の やりとりからは、 広 河 氏が 派遣 社員の J が 労働組合 員に 何 か 協力して いるので はない 
かと 疑って、 11 月 5 日 には J が 「事情 聴取の ようで 本気で 疲れました」 「監視され てるような 気分」 
と 述べる ほど、 J に 労働組合 員への 関与を 聞き出そう とした ことが わかる。 また、 J は 「そのような こ 
とを する ことに、 派遣 社員の 自分には なんの メリット もない」 と I に 述べつつ、 「どっちつかず であ 
ん まり 協力で きず ごめんね」 と 謝るな ど、 労働組合 員ら に 同情 的な 心情を 示して いた こともう か 
がえ る。 更に I としては、 派遣 社員の J の 立場の 弱さを 気遣って、 一緒に 行動す る ことは 避けよう 
と レ 、う 配慮を して V 、たと V 、うこと も わかる。 

⑻ 広 河 氏に よる 労働組合 員 批判 

11 月 12 日、 広 河 氏は 労働組合 員を 批判す る 趣旨の 以下の 説諭を 社員 全員に 対して 行った。 


「ス ノくイ ごっこで、 校長室に 盗聴器を 仕掛けよう とする 子供たち がいます。 自分で 仕掛ける のは 
まず I 、から、 友達に 仕掛けさ そうとする 子どもが レ ヽ ます。 一人は 四角 レ 、形の 録音機を 仕掛ける よ 
うに 友達に 頼んで、 断られました。 その 人は 「悪い ことを しちゃい けない と 考えた からです。 

そこでもう 一人は ペン 型の 録音機を を 渡して、 仕掛けて ほしいと 頼みました。 しかし これ も 頼ま 
れた 人は 断りました。 

この 2 人のう ちの 1 人は、 さらに 校長室の 金庫を 開ける 番号を 教えて ほしいと 頼みました 。金 
庫を 開けて 中の ものを 取り出して みる ことは、 大人の 世界では 窃盗罪に あたり、 それを しようと し 
て、 失敗した ことは 未遂罪に 当たります。 頼まれた 子が、 レ 、じめ られ るか もしれ ない と I ヽう 不安を 
持ちながら、 悪 レ 、ことを しては I ヽ けな^/ ヽと 考え て 断った から、 未遂罪に 終わった と レ 、うこと になり 
ます。 

ある 先生は 聞きっ けて A さんに 「ペン 型の 録音機を 仕掛ける ように 頼んだ でしょう」 と 聞き まし 
た。 A さんは 「ペン 型の 録音機を 頼んで はいません」 と 答えた。 しかし、 「録音機を 仕掛ける よう 
に 頼んだ でしょ」 と 尋ねたら、 きっとう っむきながら 「うん」 とこた えたでしょう。 それでも シラン ふり 
をした かもしれ ません。 

この クラスでは とんでもない ことが 起こって いました。 いじめが 蔓延して、 それを 耳に した 他の 
子どもた ち も、 見て 見ぬ ふ りを して、 何人 かの子 どもた ちが 不 登校に なり はじめて I 、ます。 

この 学校では、 子ども も 職員 も 同じ 部屋に いて、 そこには 経理の 人 もいて、 大切な データが 入 
つた パソコン も、 子どもたちの 通信簿 も あり、 テストの 答案 もあります。 それで 窃盗を 考えた 子た 
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ちを、 そのまま 人れ ておいて い I 、のか どうか、 先生は 悩みました。 「自分は やって な レ ヽ」 と 言い張 
る 子を この 部屋に 入れて い I 、のかと I 、うこと です。 

他の 生徒たち も 何も 言わない ものです から、 いじめは どんどん 大きくな りました。 生徒たち を 守 
る 法律で 子供たち は 守られて いますが、 その子た ちが 他の 生徒を いじめたり、 犯罪 的 行為を す 
る ことは を 止める ことができなくなる のは、 おかしな こと です。 

やがて いじめを した 生徒は、 校長 先生が 「強姦 事件を おかして、 それを お金で もみ 消した」 と 
レ ヽう 噂を 流し はじめました。 先生は 人権 や 名誉 棄損と レ ヽう 形で 応える ほかな V 、上う に考 免る よう 
になり ました。 

ここの 生徒は 労働者と 呼ばれて います。 学校の 中で も 社会で も 会社で も、 労働者の 権利は、 
人間の 権利つ まり 人権の 中に 含まれます。 っまり、 人間と してして はならない ことは、 絶対にして 
はならない のです。 そして 他人の 人権を おかして はならない ことは 当然の ことです。 労働 問題は 
労働 問題と し て 解決す るのは 当然 だけれ ども、 それを 盾に し て 他人 の 権利を 侵害す る ことは 許 
されない し、 この 会社 内で そういう ことが 起こる ことは 厳重に 禁止し、 それは 罰します。 本当に だ 
めだと 思う ことを 繰り返す 人の 罪は 重くな ります。」 


広 河 氏の この 訓示は、 校長を 自分に、 いじめを する 生徒を 労働者の 権利を 主張す る 社員に 
喩えて、 労働組合 員ら が 労働組合 活動の 名の 下に 他者の 権利を 侵害して いると 断 じる もの だ 
っ た。 

(9)  派遣 社員の 自殺未遂 

11 月 17 日、 J の 家族から デイ ズ ジャパン 社に 対し 「J が 大量に 服薬して 自殺未遂した」 と 会社 
に 連絡が あった。 

(10)  小川 取締役の 就任と 「コンプライアンス 室」 の 設置 

J の 自殺未遂 後、 広 河 氏は 「社長」 という ポジション にいる ことに ストレスを 感じ、 これを 見 かね 
た 広 河 氏の 妻で ある 小川 美奈子 氏が、 11 月 21 日の 株主総会に おいて、 取締役 社長に 就任し 
た。 小川 氏は 別の 出版社 (N 社） に 勤務して おり、 それまでは デイ ズ ジャパン 社の 経営には 関与 
していなかった。 

11 月 21 日の 株主総会 における やりとりは、 広 河 氏 作成 メモに よると 以下の通り である。 


【小川 美奈 子さん の 取締役 社長 就任に っいて】 

小川 

ジャーナリストの S さんが 広 河の スキャンダル 探しの 取材を 始めた と 聞き、 B さんは、 厂 この スキ 
ャン ダルは 会社に 不満を 持って レ 、る 一部 社員に よる でっち 上げで ある」 と 否定した が、 私は この 
事態は 尋常では な I ヽと 判断した。 当初は 退職金な どの 条件闘争 だけ だと 考えて I ヽ たが、 それ 
では 終わらない のかと 思った。 広 河は 友人の ジャーナリスト たちに 自分で 電話し、 これは 悪意の 
ある 噂を 広めよう とする 動きで あると 説明。 私は このような 噂を 信じた 人は、 これまで 広 河が して 
きた ことを 台無しにし かねないと 考えた。 そのような ことがあって はならない と 考え、 私が 勤め先 
の N 社に 相談し、 N 社の 名誉を 傷っけな t 、限りであるなら 兼業しても 構わな I 、と言われた ので、 
代表 権の な レ ヽ 社長と して、 無給で DAYS の 3 階 (編集部、 営業、 総務な どの ある 階) に 座って、 
この 仕事に つこうと 考えた。 もし 裁判な どで 悪評を 流された 時は、 N 社を やめる つもり だ。 

広 河 
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S さんの 登場は ショックだった。 B さんは 「ジャーナリストなら、 うわさが 本当 かどう か、 まず 本人 
に 聞くべき だ」 と言っ て 怒った。 

広 河 

3 人 の 社員が 私の スキャンダルを 集めて I ゝ ると レ 、うのは、 J さんから 聞いた。 私が ハラ スメント 
だと 言われて いる 件は、 私が 残業 禁止 だと 言って いるのに 残業した 人間が、 「残業 させられた」 
と 抗議す る 人間に 対して、 残業す るな と 怒鳴った りする ことを 指す の だと 思う。 組合を 作った 彼ら 
3 人の 社員が 私の スキャンダルを 集めて いる 理由を 想像す るに、 最初の 目的は、 退職金を 高く 
得ようと レ 、う ものと 思われる。 会社の 都合で 解散す るの だからと 


広 河 氏と 小川 氏は、 当時、 労働組合 員が、 退職金を 高く 得る ために 広 河 氏の スキャンダルを 
集めよう として レ ヽ ると 思！/ ヽ こんでいた。 外部の ジャーナリストが 「 広 河さん の ハラ スメントの 噂を 聞 
いた」 と 言って いたのは、 実際には、 12 月 26 日 発売の 週刊 文 春 報道 関連で あり、 これには、 労 
働 組合員ら は 関与して いなかった ことは 後に 判明した。 当時は 広 河 氏は 週刊 文 春の 件には 全 
く 気付いて いなかった。 

そして、 広 河 氏と 小川 氏は、 J が 大量に 服薬して 自殺未遂を はかった 件を、 労働組合 員の I ら 
が J に 対し、 盗聴 や 会社の 財産に 関する 情報を 盗ませる ように そそのかし たこと などを 負担に 
感じて 追い詰めた 結果で あると 断 じ、 これを 理由と して 労働組合に 所属す る 3 名の 社員を 早期 
に 退職 させた レ ヽ とも 考え、 社 労士に 「 なんとか すぐに やめさせる 方法は ないか」 などと 相談して 
いた。 

また、 この頃の 役員 作成 資料には 「真偽が 明らかになる ためには、 J さんの 強力が 必要。 J さん 
は アウ レオ 社の 正社員に しても いい 話 も ある、 さ 心/ご)^ る 7 という 記載が あり、 守屋 氏の 協力 
の もと、 派遣 社員の J に 正社員 雇用を 紹介す る 提案を していた こと も 判明した。 

小川 氏は 11 月 26 日 に 「コンプライアンス 室を 新設す る」 とし、 社員からの 個別 事情 聴取を 開 
始 した。 これにつ いての 小川 氏から 社員への 説明は 以下のような ものだった。 


先日の 株主総会で 取締役 社長 就任を 承認され ました。 もともとは 株主でした。 広 河 代表の 連れ 
合いです。 単行本の 編集が 本業です。 •••私が 就任した 意味を 明確に する ために、 コン プライ 
アンス 室を 設置し ます。 一人です が、 私が 室長です。 退職へ 向かう 条件な どは、 組合を 通じて 
交渉す る 3 人の 方と、 弁護士に 相談す る 方が いますが、 それ 以外の 社内の 問題、 困って いる こ 
と、 感じて いる ことな どを 相談して いただく 窓口です。 また、 速やかに 現状を 把握す るた めに、 全 
員の 方と 面談を 一対一で やります。 現在の 仕事 内容を 教えて いただき、 そこで 生じて いる 問題 
が あれば、 解決の ための 方法 も 考えます。 •••仕事 内容が メインの 聞き取りで すが、 それ 以外、 
なんでも 訴えたい ことがあれば 聞きます。 近所の カフェな どで、 ひとり 30 分 ほど、 雑談を する 時 
間を 作って もらえれ は'、 と 思 レ 、ます。 


(11) 労働組合 員への 個別 聴取 

11 月 27 日、 労働組合 役員 も 同席の 上で 第一 回 団体交渉が 行われた。 この 場で 小川 氏は 以 
下の ように 述べて いる。 


(従業員 間の トラブルに 関して) 
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私は コンプライアンス 室を 立ち上げました。 社長 兼 社長 兼 コンプライアンス 室 室長と して、 順次 
従業員と 派遣 従業員の 聴き 取りを 行って 1 0 のです 成 この 大切な 時期、 一般的には いろいろ 
な 思いが ある ことは 十分に 承知して いるので すが、 特定の 従業員への 誹謗 中傷が 行われ、 会 
社の 機密を 漏らそう とする 行為が 画策され たと 認識して おります。 この 事実、 また これにより 出社 
する ことができ なくなった ものが 出て 来て おります。 事態は ゆゆしき ことと 考えて おります。 当事 
者から 聴き 取りを 行い、 なんらかの 処分を 検討して ま レ ヽ ります。 


団体交渉 における 小川 氏の この 言葉 や、 以下の 労働組合 員の I、 L との やりとりから 分かる 通 
り、、 「コンプライアンス」 と 述べながら、 実際には、 J が 自殺未遂に 追い込まれた 経緯に ついて、 
労働組合 員に 責任が あるので はない かを 調査す る ことのみ が 眼目と なって おり、 それまでの 広 
河 氏の ハラ スメント や 残業 代不 払な どに ついては 全く 聴取 事項に 入って いなかった。 


小川 団体交渉で 出た 2 番目の 話題です (注 •派遣 社員の 自殺未遂の 件) 

I さんの 名前 も、 私たちは 事実 確認の 中で 把握して いるので、 I さんの お話し もちやん と 
聞かない と、 と 思って いるんで す。 その 聴き 取りは、 改めて 時間を もうけ ますが、 私 ひとりと いうよ 
りは、 弁護士の 立ち合 I ヽが あった ほうがい レ 、のかな と 思 うんです が、 I さんは どう レ ヽう 形を 希望し 
ます か？ 

I  団体交渉で 話し合って I 、る 内容な ので、 この間の 弁護士 さんが I 、ら っし やっても 1/ ヽ I、 の 
です が、 こちらの 代理人と して 労働組合の 方 も 立ち会い できる 状態と、 同じ 労働組合に 入って 
レ ヽる K さんどし さんち できれば 同席したい 

小川 同席の ほうがい いんです か？ ひとりひとりの、 私たちが 把握して いる 事情が 違う ので、 もし 
かしたら ほかの ふたりに 聞かれた くな V ヽ なと I 、う 事情が それぞれに あるか もしれ な レ ヽの だ' けれど、 
かまわない？ 

I  私は かまわないです 

小川 わかりました。 それでは、 どういう 形に する のがい いかは、 弁護士を 通じて 向こうの 労働 組 
合に 連絡し て 相談し ます。 で、 何 か 思 I 、当たる ことは あります か？ 

I  A に ハラ スメント とかし てない です し。 しかも どう I ヽ うこと が 起きて レ ヽ ると レ 、うこと も 正式な あ 

れ がな ^ 、です ので。 

小川 正式な あれって？ 

I  何が 起きて いる のか、 と レ 、うのを 正式に 社長と かの 口から も 聞かされて いないので。 

小川 たとえ 話で お 話を したと か、 B さんが みんなに メールを 流した と 1/ 、うことは 聞いて I 
す。 それに も、 思 I ヽ 当たる ところはありません か？ 

I  そう です ね。 今は'  労働組合との 規約で、 ここ でそう レ 、うお 話を する ことができなくて。 

小 JII 労働組合と そういう 規約が あるんで すね？ 

I  そう です ね。 団体交渉に かかわる ことにな っ TV るので 1 、ここ で お話し する ことは できない 

んで す。 

小川 そうです か。 それでは、 そのよう に 労働組合 とお 話を させて いただきます。 以上です。 
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L  処分す ると かと l ヽう 話に なっ てく るの であると、 こら らに 相当 不利〗 な、 おそら く 事実と まった 

ぐ r とな 5 で洛ろ j ことが、 噂と か、 そう レ 、う ものが 出回って いて、 ぞ^ 、うのに 基づいて 動いて いる 
のでは な レ 、かと レ dir が、 す る のて3、 たぶん ぞ火 、う 事実と 異なる ことに 基づ レ 、て 処分 されても 
我々 はう けいれ がたいので、 立ち合いの もとで 我々 がちゃんと 対等に 話が できる 場で、 事実を 
照らし合わせながら 聴取を しないと。 

小川 私たちは 噂で 動く つもりは まったくなくて、 こういう 事実が ありました、 と 聞いた ので、 本当 
にそうで すか ? と 聞く ぐら レ 、なので、 代理人が 来て、 組合が 来ても もしかしたら 10 分 くら v 、で 終 
わっ て しまう かも しれません。 

L  普通に 団体交渉の _ 題 にして レ 、ただ レ ヽ たらよ いの ではな I ゆと 


このように、 「コンプライアンス 室」 の 面談では、 派遣 社員との トラブルに ついては 小川 氏は 追 
つて 聴取の 機会を もうける と 述べ、 労働組合 員の I も しも、 団体交渉の 場で 話して ほしいと 述べて 
いた。 しかし 実際には そのような 機会は 作られず、 I には 一度 も 調査. 弁明の 機会は 与えられな 
いま まだった。 


(12) 派遣 社員から 小川 氏への 連絡 

12 月 7 日、 J は 小川 氏に メールした。 検証 委員会は この メールを 入手した ので 一部 抜粋して 
以下 引用す る。 前半は、 「 自分が I ら から 苦痛を 受けて いた ことを 派遣 会社は 知ってい たのに 派 
遣 会社は 自 分を 守って くれなかった」 と 派遣 会社への 不満を 述べて レ ヽる 部分で ある。 後半は、 
デイ ズ ジャパン 社から、 経緯に ついて 報告す る 文章を 求められ、 これに 応じて 書く ことにつ いて 
の 心情を 書 レ 、て V 、る 部分で ある。 


父親は まずこう I ヽった 状況に 追 I ヽ 込んだ 派遣 会社に 対して、 怒りを 持って I 、ます。 私の 契約 
は 結局 派遣 会社になる ので、 派遣 会社の 今までの 対応。 この 事実を 知らな レ 、ことに 怒りを 持っ 
て I 、ます。 実際、 派遣 会社には 私は 全てでは な レ 、です#、 伝えて ^ ヽ ました。 浚 等 r 注. I ほか 労 
働 組合員の こと） と 関わる ことが 辛い と。。。 ただ、 派遣 会社の 営業の 方は 契約 更新 や 在籍の 
継続が 仕事で あるから こそ、 何も 変わりませんでした。 

(略) 今まで 正社員と し て 働い てきました が、 初め て 派遣 会社を 通し て 働き、 守られな いという 
ことを 身を もっ て 知りました。 です ので、 派遣 会社に 在籍して I 、る 意味 も 今は わかりません。 

次に、 そ 外 ヽった 状況で 働かせて レ ヴ ここと、 彼等との 関り を 持たせて I 、た デイ ズ ジャパン 社に 
対してです。 私 も 一生懸命 考え、 自分の 意思で 決めた ことです が、 \ さんとの LINE、 弁護士に 
会 シ、、 文章を 書く ことは 仕事とは 言えない と。 これ も 素直に 気持ちを 伝える と、 文章を 書く ことは 
弁護士 さんに 会う 前から 広 河 社長に 早く 書 レ ヽて ほし レ ヽ と言われて レ 、ました。 

ただ 私 も 人間な ので 書く ことでの 不安 や 心配、 恐ろし さを 抱えながら 書いた ので、 それが たと 
え 勇気を 持った 行為で も 私の 心は もう 壊れて I ヽたと 思 I 、ます。 

速く 書かない と I ヽけな I 、ことで、 自分の 気持は 押し込んで しまって レ ヽ たから です。 

そこまでして なぜ 書 ^ ヴ こかと レ づ と、 B さんの 辛 さが 痛 レ ヽ ほど わかり、 助けたかった、 生きて ほ 
しかった から です。 

何度も とめどなく 涙を 流す 姿、 震える 姿、 生きる さ 気力を 失って しまった 言葉を 見 民して、 私 
がそれ を 書く ことで 彼女を 救えるならば とそれ だけです。 ちちろん、 広 河 社長の ためで もあります 
が、… 
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そもそも DA YS に 入社して、 彼等の 上 司 や 社長に 対する 態度 や 言動は 私には 理解で きませ 
ん でした。 挨拶を しない、 返事を しない、 タメ ロ で 話す、 なぜそう レ 、う 事が できる のか、 わかり ま 
せん。 

(中略) 

あと 1 週間 だけ 時間を ください。 自分の 状態が 完璧で なくと も、 彼等が 働いて いたと しても、 そ 
れ 以降は 働きます。 


この J の 小川 氏への メールには、 11 月 6 日〜 12 日までの I との LINE の やりとり において I らに 
示して いた 親しみ や 広 河 氏への 警戒心は なく、 むしろ、 I ら について、 「上司 や 社長に 対する 態 
度 や 言動は 理解で きない」 と 批判す るな ど、 まるで 人が 変わって しまった かの ように 真逆の 言葉 
が 記されて いる。 

しかし 小川 氏は、 J と I の 実際の やりとりを 承知して いなかった ので、 事実 関係を 正確に 理解で 
きて おらず、 労働組合 員が 派遣 社員を 精神的に 追い込ん だと 思い こんでいた。 そしで、 小川 氏 
はこの メールを 受け取って、 12 月 14 日には 復職したい という J の 意向を 前提に すれば、 雇用者 
の 安全 配慮 義務の 履行と して、 J が 働く 環境に I を 置いた ままに しては ならない と 考え、 I の 懲戒 
処分を 急いだ。 

(13) 労働組合 員に 対する 懲戒処分 

12 月 14 日、 デイ ズ ジャパン 社は、 派遣 社員を 追い詰めた として I を 出勤 停止 1 週間の 懲戒 
処分 及び その 期間の 給与 支払 停止と した (12 月 26 日まで)。 

I に 告知され た 懲戒処分の 理由は 「度重なる 行為 (録音機を 社長室に 仕掛けよう とした、 金庫 
の 暗証番号を 聞き出そう とした、 会社の 通帳の コピーを 手に入れよう とした) などに より、 派遣 社 
員を 追い詰め、 出社 不能な 状態に 陥らせた。 派遣 社員は 自殺未遂に 至った」 という もので、 就 
業 規則 46 条 （12) が 根拠と された。 

就業規則 46 条 （12) の 規定は 以下の通り である。 

_  「第 46 条 (懲戒 及び 懲戒 解雇) 

従業員が 次の 各 号の 一つに 該当する ときは、 次条の 規定に より 懲戒 又は 懲戒 解雇を 行う。 

(1)  重要な 経歴を 偽り、 その他 不正 手段に よっ て 入社した とき 

(2)  本 規則に しばしば 違反し、 その 事 案が 重大な とき 

(3)  暴力、 脅迫 その他 不正行為 をして 会社の 風紀、 秩序を 乱した とき 
(中略) 

(11)  会社の 方針 や 業務 上の 指揮 命令に 従わず、 改善が みられな \ ヽと 判断した とき 

(12)  前 各 号に 準ずる 程度の 不都合な 行為を したと き」 

処分 言い渡しは 小川 氏に よって、 他の 社員 もい る 前で 行われた。 具体的な やりとりは 以下の 
通りで、 I が 納得して いないな かで 行われた。 


小 JII  I さんに 懲戒処分の 通知を します。 

I 殿。 貴殿の 度重なる 行為 (録音機を 社長室に 仕掛けよう とした、 金庫の 暗証番号を 聞 
き 出そうと した、 会社の 通帳の コピーを 手に入れよう とした) などに より、 派遣 社員さん が 追い 詰 
めら れ、 出社 不能な 状態に 陥った。 派遣 社員さん は 自殺未遂です。 就業規則 46 条 （12) により、 
次の 通り 懲戒処分を おこなう。 平成 30 年 12 月 17 日より、 12 月 26 日まで (7 営業 日） 出勤 停止 


73 


を 命じる。 その 間の 賃金は 支払わない。 平成 30 年 12 月 14 日、 株式会社 デイ ズジャ パン 取締 
役 社長、 小川 美奈 子。 これを 渡します。 これから その 理由を… 

I  納得 で# ない ので、 労働組合を 通し てくだ さい。 

小川 いえ これは 会社の ことなので。 労働組合 にも 同時に 通知して I 、ますので、 あなたに 渡 
します。 そして、 これから 皆様に 説明 会を 開きます。 I さんは 欠席 されても 良いです し、 聞いて く 
だ' さっ て も 良い です。 みなさん、 これから その 席で 良い の で 聞い て < ださい 。 

広 河 席で 良い の？ 

小川 席で 良い です よ。 I さん これ (紙を 渡そうと する)。 

I  納得は し 

小川 はい、 承知し ました。 今、 I さんに、 1 週間の 出勤 停止を 命じました。 その 理由と、 会社が 
把握して レ ヽ ると 考えて レ 、る 事実に ついて、 皆様に 説明を レ ヽ たします。 これは、 広 河 代表が 書い 
たものを 私が 読みます。 営業部の I 社員は、 社長 秘書と して 入社した ばかりの 派遣 社員に、 社 
長 室へ 盗聴器を 設置す る こと、 金庫の 暗証番号を 教える こと、 社長室の 鍵を 見せる こと、 通帳 
の コピーを 渡す ことを、 次々 と 依頼し 続けた。 この ことと その後の さまざまな I 社員の 働き かけに 
より、 j は 深刻な ストレスを 感じる ようになった。 それは やがて 自傷 行為と、 大量 服薬 行為に 結び 
つ#、 救急車で 病院に 運ばれ、 胃の 洗浄を おこなう ことに なった。 会社は 関係者の 聞き取りを 行 
い、 派遣 社員から も 聞き取りを おこない、 その 発言が 高 レ ヽ 確度で 信頼で きる と 判断し、 I 社員の 
度を 過ぎた 行為が 他の 社員を 傷付ける に 至った とみな し、 就業規則 46 条 （12) の 違反と して、 
2018 年 12 月 17 日から 26 日までの 出勤 停止 (7 営業 日） を 命じる。 


(14) 派遣 社員への 見舞 金の 支払 

12 月 14 日付の 小川 氏と J の 親族との メールの やりとりを 見る と、 この頃、 J は 退職す る 旨 連絡 
していた ことと、 デイ ズ ジャパン 社と 広 河 氏 個人から J に 対し 見舞 金と して 各々 30 万円ず つ、 合 
計 60 万円が 支払われた ことが わかる。 

また、 12 月 14 日 の 小川 氏から J の 親族への メールには、 


DAYS  JAPAN 関係者から、 J 様への 接触、 連絡は 今後 t 、っさ I ヽ しな レ 、ことを 本日 全 負に 伝 
X. ます。 J 様の ご 回復を 心より 祈念 申し上げて おります。 


と あり、 社員ら に、 J への 接触を 禁じた ことが わかる。 

(15) 懲戒処分 後の 状況 

I と 他の 労働組合 員ら は 懲戒処分に 抗議し、 撤回を 求める 動きを 予定して いたが、 I の 出勤 停 
止が 終了して 初めて 出勤した 日は 12 月 26 日で、 ちょうど、 広 河 氏の セク シャル ハラ スメントを 
初めて 報じた 週刊 文 春 発売日と なった。 その後 役員ら は その 対応に 追われる ことと なった。 そ 
の 大きな 混迷の 中で、 懲戒処分への 抗議に 対する 対応は 曖昧な ものと なり、 出勤 停止 期間に 
相当す る 給与 も 支払われ たが、 正式な 懲戒処分 撤回は 現在に 至る までな されて いない。 

3 懲戒処分の 不当 性 
⑴ 懲戒 事由に 相当す る 事実は あった のか 
ア デイ ズ ジャパン 社の 認定の 根拠 
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そもそも、 デイ ズ ジャパン 社が I を 懲戒処分 にした 理由で ある 「度重なる 行為 (録音機を 社 
長 室に 仕掛けよう とした、 金庫の 暗証番号を 聞き出そう とした、 会社の 通帳の コピーを 手に入 
れ ようとした) などに より、 派遣 社員を 追い詰め、 出社 不能な 状態に 陥らせた。 派遣 社員は 自 
殺 未遂に 至った」 と V 、う 事実は 存在した のか。 

労働組合 員ら は、 「派遣 社員の J に対して そのような 依頼を した ことは ない。 J に レコーダー 
を 渡した ことは あるが、 これは のは、 派遣 社員が 広 河 氏から パワ ハラを 受けた 場合の 記録を 
残す よう 勧めた ためであって、 会社の 金庫の 暗証番号を 聞き出そうと したり、 通帳の コピーを 
手に入れよ うとした ことな どない。 それな のに 懲戒処分 をされ たのは 不当で あり、 労働組合 員 
を 少しで も 早く 会社から 排除し ようとす る 不当労働行為の 意図が あった と 思う」 と 述べる。 

デイ ズ ジャパン 社が このような 事実 認定の 根拠と したのは、 J からの 聴き 取りと J が 事後に 
会社に 提出した 2 つの 資料 (❻ I との LINE の やりとり 及び ② J 作成と される 報告書) である。 
そこで、 懲戒処分の 不当 性の 有無を 判断す るた めには、 重要な 関係者と して J への ヒア リン 
ダを 行う ことが 考えられ るが、 J の 親族は、 「デイ ズ ジャパン 社と 関わる こと 自 体が J に とって スト 
レスな ので、 今後 一切 連絡を しないで ほしい」 と デイ ズ ジャパン 社に 強く 要望して いた。 その 
ため 検証 委員 会と しても J への 連絡を 控えざる を 得なかった。 

そこで、 デイ ズ ジャパン 社が 懲戒処分 該当 事実の 認定の 証拠と した、 J が 提出した 2 つの 資 
料 (① I との LINE の やりとり 及び ② J 作成と される 報告書) の 信用 性を 判断す る 必要が ある。 ま 
た、 デイ ズ ジャパン 社は 把握して いなかった 資料と して、 J が I に 渡して いた 手紙が あるので、 
これにつ レ ヽても あわせて 調査した。 

以下で この 検討 結果に つ レ 、て 述べる。 

イ 派遣 社員と 労働組合 員との LINE の やりとりの 信用 性 

検証 委員会に おいて 調査した ところ、 第 7 の 2  (7) に 記載した 通り、 J が デイ ズ ジャパン 社に 
対し、 「I から 圧力を 受けて いた 証拠」 として 提出した、 労働組合 員で ある I との LINE の やりとり 
は、 実際の やりとりの 一部が J 自身に よって あらかじめ 一部を 削除され、 本来の 内容が 全く 伝 
わらない ものに 改変され ていた ものであった ことが 判明した。 

検証 委員会が I から 提出を 受けた J との LINE と、 J が デイ ズ ジャパン 社に 提出した LINE を 比 
較 すると、 J が 会社に 提出した 資料から 削除して いたのは 以下のような もので、 実は J も 広 河 氏 
に 対し 批判的で あったり 広 河 氏が 自分を 監視す るよう な 態度に 精神的苦痛を 感じて いたと い 
うこと がわ かるよう な 内容は、 デイ ズ ジャパン 社が 保有す るの 資料では 消されて おり、 存在し 
なかった。 


(実際の J から I への LINE 投稿には 存在した が、 J が デイ ズ ジャパン 社に 提出す る 際には 削 
除して いた 内容の 一部） 

①  「へこたれて はな レ ヽ けど 疲れ 気味です。 私 も T さん (注 •他の 派遣 社員) も 目の前で 派遣 会 
社に 連絡され、 どうな っ T るんだ' と 」(11 月 6 日) 

②  「正直 編集長 さんと 話した のは 金曜日 (注 . 11 月 2 日) が 初め ての ような も の だから だか 
らとレ 、うわけ じ ゃな レ ヽ けど、 自分が こうなる と 思っ てて 話さな I 、よ」 (11 月 6 日) 

③  「(誰が 労働組合 員で あるかを 広 河 氏に 伝えた のは 自分では な レ ヽ かと 社員が 疑って いた 
ことを 謝罪され たこと に対して) でも 疑う と おもいました。 なので、 手紙 書い たんです が。 昨日 
は 事情 聴取の よう で 本気 で 疲れました」 (11 月 6 日) 

④  「本当に 働きず らいね。 私は 監視され てるような 気分です。 」（11 月 6 日) 
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上記の、 削除され た LINE ラインの やり取りに 当時の 状況を 補足説明 すると 以下の通り であ 
る。 

① は、 広 河 氏が、 当時 派遣 社員が 労働組合 員に 協力して いるので はない かと 疑い、 2 人の 
派遣 社員 G 及び T) 目の前で 派遣 会社に 電話して 「どう なって いるんだ、 お宅の 派遣 社員は 
労働組合に 協力す るの か」 という 抗議を していた ことを 指して いる。 派遣 社員に とっては、 派 
遣 会社に クレームを 伝えられる という ことは 最悪の 場合 仕事を 失う ことに もつな がり かねない こ 
とで あり、 業務 上の ミスを したわけ でも 契約 違反 行為が あった わけで もない のに、 派遣 社員の 
目 の 前で 派遣 会社に クレームの 電話を 入れる というのは、 日 頃の 広 河 氏の パワー ハラス メン 
卜 気質が 表れた 行為であった といえる。 J はこれ に 苦痛を 感じ、 I に そのこと を 伝えて いたの だ 
が、 この ことを デイ ズ ジャパン 社に 資料 提出す る 際には 削除して いたと いう ことが わかる。 

また、 このような ことから J は 萎縮し、 労働組合に 加入した 社員との 接点を 広 河 氏に 勘 ぐられ 
る ことに おびえる 心情に なって いった ことが 推察され る。 

②  は、 B 編集長が 11 月 4 日 に 社員 全員を 宛先に して 書いた 下記 メールを 踏まえて I に 弁明 
する 内容だった。 

「編集長と して 書きます。 社員の 一部が、 社長室に ペン 型の レコーダーを 置こうと 試みたり、 
会社 金庫の 中身を 見る ため 暗証番号を 知ろうと して レ ヽる などと レ 、うこと が 複数 耳には レ 、り まし 
た 上記の ような 行為を 業務 上の 必要性を 持って おこなう 場合、 理由と 共に 文書で 許諾を 求 
めて ください」 「また、 私 個人に 対する 噂 も 耳に し、 それにつ きまして は 心身に 影響が 出て い 
ます」 

I によると、 J は 11 月 2 日 に 初めて B 編集長と 話した が、 その 際、 B は、 誰が 労働組合 員で 
あるか 既に 知っていた。 I はこの ことを J から 聞かされ、 どうして B は それを 知った のかい ぶか 
っていた。 これを 踏まえて、 J が 「私が 言った わけでは ない」 と 伝える 趣旨で ある。 

③  にある 「昨日」 とは 1 1 月 5 日 のこと であるが、 I によると、 この 日、 J は 出勤 前に 広 河 氏から 
社外の ファミレスで 1 対 1 で 面談の 機会を もたされ、 社員から 何を 言われた かな ど 尋ねられ 
た、 という。 これにつ いて J が 「事情 聴取の ようで 本気で 疲れた」 h  \ に 心情を 吐露して いたと 
いう 内容で ある。 

④  は、 J が、 広 河と 社員の 間にい るよう な 立ち 位置の 苦悩を 伝えて いるもの である。 当時 広 河 
氏は、 労働組合 員が 自 分の スキャンダルを 探して 退職 条件 交渉を 有利 に 運ぼうと して レ 、るの 
ではな レ 、かと レ 、う 疑念に とらわれて レ 、たため、 これに 派遣 社員が 協力して V 、るので はない か 
と 神経質に なって おり、 これにつ いて J が 「監視され て I 、るよ: 5 だ/と 苦痛を 覚えて いたと いう こ 
とで ある。 


以上の ように、 J と I との 実際の LINE の やりとりを みると、 デイ ズ ジャパン 社が 主張す るよう な、 
J が I に対して 怯えて いたり 敵対 的であった という 事情は うかがえず、 むしろ、 J は 広 河 氏の 言 
動に 苦痛を 覚え、 その 心情を 率直に I に 吐露す る 程度には 良好な 関係であった ことが うかが 
える。 

LINE は、 通常、 相手の みが 読む ことを 前提に したやり とりを する ために 使用され る もので あ 
るから、 性質 上、 事実に 反する ことを あえて 記載す るとは 考えられない。 また、 J が デイ ズジャ 
パン 社に 資料と して 提出す る 際に 一部を 削除して いたのは、 デイ ズ ジャパン 社に 知られた く 
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ない 本心が 書かれて いたた めと 推察され、 これは かえって、 削除され た 投稿 も 含む 改変され 
ていない LINE やりとり 全体の 資料と して 信用 性の 高さを 裏付ける ものである。 

J が 上記の 投稿を 削除した 上で デイ ズ ジャパン 社に 提出した 理由に つ V 、ては 推察す る ほか 
ない が、 一般論と して 派遣 社員は 派遣 先との 関係では 立場が 弱いた め、 心情と しては 社員ら 
に 同情 的では あっても、 自分の 立場を 危うくし てまで 社員に 協力で きないと いう ことから、 デイ 
ズ ジャパン 社から 社員との やりとり について 説明す るよう 求められた 際には、 自分が I らに 対し 
て 同情 的であった り、 広 河 氏からの 監視 や 事情 聴取に 苦痛を 感じて いたと いう 本心を 伏せて 
広 河 氏に 迎合 的に 説明せ ざるを 得なかった という ことであろう。 

ウ 派遣 社員 作成と される 報告書の 信用 性 

検証 委員会は、 デイ ズ ジャパン 社より、 「J が 自殺未遂 後に、 経緯の 説明と して 提出した 報 
告 書」 という ものの 提出を 受けた。 ここには、 「10 月 下旬 頃、 I と L が J に 盗聴器を 渡して 社長と 
編集長の 会話の 録音を 依頼した」 「I から 金庫の 暗証番号を 聞かれた」 「I から 会社の 通帳の コ 
ピーを ほしいと 頼まれた」 「 日々、 犯罪 じみた お願いを 聞く ことが 苦痛に 感じて いた」 などと 記 
載され ている。 デイ ズ ジャパン 社は この 報告書に 大きく 依拠して I の 懲戒処分 事由の 存在を 
判断した。 

しかし、 この 報告書には 日付 も 作成者の 記載 もない ので、 体裁の みからは いずれも 正確に 
知る ことは できない。 印字され たもの なので、 筆跡から 作成者を 推測す る こと もで きない。 

更に、 報告書の 内容を 見る と、 改変され ていない J と I の LINE の やりとり や、 J が I に 渡した 手 
紙とは 真っ向から 反する 記載が 多々 ある。 具体的には 以下の通り である。 

引用文 中、 下線は 検証 委員会に よる ものである。 

(ア） 11 月 2 日の J と B の やりとりに ついての 相違 
【報告書の 記載】 

「11 月 2 日、 仕事の 事で 聞きたい ことがあ ると B 編集長に 4 階に 来て 頂きました。 その 際に、 

I さんから 頼まれる 数々 の お願い、 慕 言が 苦痛で あり、 仕事を しに 来て いるので 仕事を したい 
と 伝えました。」 

【J が I に 11 月 6 日 に 渡した 手紙の 記載】 

「I さん 

この 1 枚には 書き きれま せんが、 金曜日 (注. 11 月 2 日） の 夕方の 時点で (注 •  B は) 沢山の こ 
とを 知って レ ヽる 状況でした。 

その 日は 笑って 流しました が、 全く 笑える 状況で なくなりました。 私 も バカでは な I 、ので 自ら 
しやべ ると レ 、うこと が どんな 結末になる のか くら I ヽ 想像が つきます。 現に、 自分 も 青 任 問顆を 
問われ、 派遣 会社には 電話され、 契約 違反とまで 言われました n だれが その 結末を 望んで、 
話します か？ 

今は 誰も 信用で きないで すし、 怖いです n 自分が どうなる のかは、 広 河さん と 派遣 会社の 話 
し 合いで 決まります „ 自令が 首を つっこみ ?  ! そ M 、う 話に 加わった と レ づこか 介 ヽ けない よう 
です。」 


(イ） 11 月 5 日出 勤 前の 広 河 氏 の 面談に ついての 相違 
【報告書の 記載】 
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「11 月 5 日 朝 出勤 前に 広 河 社長から 連絡が はいる。 B 編集長が 私が 彼女に 告げた ことの 
内容が 記載され て レ 、る 文書を 全体に メールし たと 告げられる。 広 河 社長は 告げ口し たのは わた 
しで あろうと 彼等は 思う だろう から、 私が が 何も 知らず 出勤す るのは まずい と 判断し、 出勤 前にと 
私に 告げた そう。 その 日は さすがに しごとを する 精神状態ではなかった ため、 早退。 ただ'、 犯罪 
じみた ことを お願いしたり、 試みようと したのは 彼等 (注 •  I ら 労働組合 員) であって、 彼等は その 編 
集 長からの メールを 見 て も 反省せ ず、 平然と レ ヽる 態度に ただあきれ ました。 

【J が I に LINE で 伝えて いた 内容 (11 月 6 日）】 

昨日 (11 月 5 日） は 事情 聴取の よう で 本気で 疲れました n 
私は 四 階 作業 も あるし、 きっと T さんよりも 疑われて レ ヽ ると 思 レ 、ます。 なんて I うか、 私が 加 
担し てると 思つ てると 思 レ ヽ ます。 だから 昨日は 仕事と レ ヽ うより 事情 聴取で 終わりました。 


(ウ) J と I のど ちらが 手紙を 渡した のかの 相違 
【報告書の 記載】 

11 月 6 日、 出勤した 際に I さんから メモと 連絡先 (携帯 番号と LINE の ID) を 渡される。 


この 点、 11 月 6 日付の 手紙を 渡した のは、 I ではなく J である。 検証 委員会は、 に 渡した 
メモを 資料と して 得て いる。 

これが 確かに J が 渡した メモであった ことは、 J と I の 以下の LINE でも 明らかで ある。 

【J と I の LINE(11 月 6 日）】 

J でも 疑う とお も I ヽ ました。 なので、 手紙 書 レ 、たん です 
I 今朝の 手紙 もらえ て 良かったです。 ほんと に 


(ェ) 組合員ら は I を 法律相談に 誘った のか 
【報告書の 記載】 

I から 渡された メモ 内容に 「今 法律相談 もして レ 、ます。 J さんの こと も 相談し ます。 よかったら 明 
日 の 夜 一緒に 行きません か？ J と あった。 本当のと ころは わかりません が、 私が 胃 舌した の では 
な <、 自分たち が 盗聴器を 仕掛けようと したから か、 自分 達 も 盗聴器を 仕掛けられ たのでは ない 
かと 考えた ようです。 だから、 法律相談 も 誘った のでは ないかと 思いました。 

【J ど [の LINE(11 月 6 日）】 

I 明日の 法律相談の 件です が J さんが 同行した ことが 誰かに バレる とまた 大変な ので、 やはり 
私達 だけで 行きます „ これ 以上 まき 込む わけには レ ヽか なし 1 です し。 


などと いう 記載が ある。 

以上の ように、 J 作成と される 報告書には、 11 月 6 日に 手紙を 渡した のは J なのに I と 書かれ 
ている こと、 11 月 6 日には J が I に メモを 渡したり LINE で 広 河 氏に 監視され ている よう だとい う 苦 
痛を 率直に 伝える 程度の 良好な 関係 性な のにが 11 月 5 日時 点で I に 不信 感を 持って いたと い 
う 記載が ある こと、 11 月 5 日の 広 河 氏との 面談に ついて J は 事情 聴取の ようだった と 苦痛を 感じ 
ていたのに 報告書では 広 河 氏が J を 気遣って 行われた もの だと 記載され ている こと、 労働組合 
員ら は J を 法律相談に 誘わなかった のに、 誘った と 書かれて いる ことな ど、 事実に 反する 不自然 
な 記載が 多々 ある。 

この ことのみ でも、 この 「J 作成 とされる 報告書」 の 信用 性は、 著しく 低い と レ 、える。 
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(才) また、 J 作成と される この 報告書には 次の 記載が ある。 

会社 力 《無くなる ことは 悲しい です が、 入社 間 もな し 、人間 (注 •  6 月に 入社した ばかりの I を 指 
W と涵っ ti る) が 飄 奋、 涵圣と H る 豆运に 忘 る ことに 丽 しま〒」 とし、 ぅ面涵 孑、 TbM 
■m も涵等 (注. a) の ! 每 により 精, 面に w レ 、詰められ て 会 狂に 行 I ナ なし 、状； 態に なり 壬した。 
(: 「¥ イズ S ャ アン I と 「、う: 羅西 は、 W 山の 云に I ぇら ti て顾 してし、 羅 M でも M、 ま函気 
W 麵そ して、 ■涵涵 W 石 ど、 人面と して 考ぇるべき J： 函 丽 でぁる、 
w 菝って レ、 a ¥ の/^、 福 蕩瓿の 又 面顾丽 w、 觀 w'l'w、 リス ト ヵット 硬 藉丽な 
\ 問題を あざ笑 うかのよ うな 彼等の 発 d は 許せな I 、のは も ち ろん、 とも に 雑誌を 作る ことは 無理 
疼 涵し選 福 祝 乙 ■、/ の 藤 デ 盈 でを 瓦/^/ と盈視 み 瓦: 
砸顯 としての 丽、 DAYS JAPAN という 羅藝 ¥好 きで 布り ±1 子て き 石 こと、 J<：;1 てく 才 I 於 
{云々 スの Mm、 人 二 mm いは！ mi かっ t： 芬、 蓄 m の疾 ■石っ^！ と m レ、 ま a 

J は 10 月 下旬から 派遣 社員と して 働き 始めた ばかりで、 デイ ズ ジャパン 社への 愛着 や 忠誠 
を 感じる ような 立場では 全くなかった。 着任から 自殺未遂を 起こす まで、 わずか 1 ヶ月 も 経っ 
ていなかった。 それに も 関わらず、 あたかも 長く 誌面 作りに かかわって いた 者で あるかの よう 
に デイ ズ ジャパンに 深い 愛着を 示す 趣旨の 記載が あるのは 極めて 不自然で あり、 本当に J が 
作成した のか 自 体に も 疑問を 感じざる を 得ない。 

本当に J が 作成した の だと すれば、 I に対する LINE の 記載とは あまりに 違う ことから、 なんら 
かの 強い 心理的 圧力の もと、 事実と 異なる 記載を した ものであろう。 

以上より、 いずれにせよ、 J 作成と される 報告書の 記載の 信用 性は 低ぐ これに 基づいて 事 
実 認定を する ことは 適切で ない。 

エ自 殺 未遂の 理由 と 実態は 必ずしも 明 ら かでは な V ヽ こと 

そもそも、 J は なぜ 「自殺未遂」 に 至った のか。 

検証 委員会は J に対しては 直接 事情を 聴く ことは できなかった ので、 この 自殺未遂の 理由 
と 実態に ついては 必ずしも 判然とし ない。 

ただし、 J は 12 月 7 日付の メールで、 「1 週間 後には 復職す る」 と 小川 氏に 伝えて いた こと 
からすれば、 少なくとも 長期 療養を 要する 程度の 容態に 陥った わけではなかった ことは 分か 
る。 

この 自 殺 未遂の 数日 前に B 編集長が J の 家に 宿泊した と レ 、うこと が 会社 保管 メモに 記載 さ 
れ ており （ただし B によれば、 宿泊では なく、 J の 家で 食事を した ことがある のみと いう ことで あ 
る）、 J が一 定時 期 以降、 B との 関係を 深めた ことが 推察され る。 自殺未遂 後、 J が 小川 氏に 
対して、 書面を 作成して 会社に 様々 な 事情を 説明した 動機と して/^ さんの 辛 さが；^ ヽ ほど わ 
かり、 助けたかった、 生きて ほしかった からです。 何度もと めどな く 涙を 流す 姿、 震える 姿、 生 
きる 気力を 失っ てし まった 言葉を 耳に して、 私が それを 書く こと で 彼女を 救え るなら ばと それ 
だけです。 7 と メールで 伝えて レ 、る 記録が あるの も 事実で ある。 

こうした 文面から、 当時の J には、 何ら かの 理由で B に対して 同情 的な 心情を 抱いた ことは 
わかり、 労働組合に 加入した 社員 I ら へと 交流と 共感、 労働組合 員ら に 反目 していた B への 
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交流と 共感、 広 河 氏からの 圧力で 板挟みと なり、 複雑な 状況に 置かれた ことで 短期間に 精神 
的に 追い詰められた 可能性が あるとは 推察され る。 

いずれにせよ、 デイ ズ ジャパン 社が 主張す るよう な、 「I ら 労働組合 員の 働き かけに よって J が 
自 殺 未遂に 至る ほど 精神的に 追 レ 、込まれた」 と レ ヽう 事実を 認定で きる 証拠は 認められない。 


才 小 括 

以上より、 I に対する 懲戒処分は、 この 理由と なる 事実を 認定す る ことができず、 不当な 処 
分と いう ほかない。 

⑵ 手続は 適切な ものだった か 

広 河 氏と 小川 氏は、 これにより I の 退職金を 減額したり、 退職 させられ ないかと も 考え、 顧問 
社 労士に 問い合わせ ていた。 社 労士の メールに よる 回答は 以下のような もので あり、 事実 関係 
を 本人に 確認す る ことと 慎重な 検討を する よう 助言して いた。 

' この 件に 関し ては 第 46 条 (懲戒 及 び 懲戒 解雇) に 基づき、 事実 関係を 本人 に 確認し て 対処 
してく ださい。 今回の 件 だけで 退職金を 減額す ると レ ヽう 処分は、 重す ぎる と 思 レ 、ます。 始末書を 
出させる と レ ヽう 処分が 妥当では な t ヽ でしよう か？」 

「 社 労士の 立場と しては、 労使の 利害は 対立す る ことは 当然と 思います が、 弁護士 さんが 入る 
ような 紛争に ならな レ 、よう 和解で 円満 解決す る ことを 願う ばかりです。」 


それに も 関わらず デイ ズ ジャパン 社は、 「コンプライアンス 室に よる ヒアリング」 と 称する 面談で、 
事実上、 組合 活動の 洗い出しを しようと するな ど、 不当労働行為 的な 対応を とった 上、 I による 
弁明を 聞く 十分な 機会を 設けなかった。 懲戒処分は このように、 手続 上 も 問題が あった と 言わ ざ 
るを 得ない 

(3) まとめ 

I の 懲戒処分は、 デイ ズ ジャパン 社が、 派遣 社員の 自殺未遂 騒動に かこつけて、 労働組合 員 
を 早期に 排除し ようとした ものであった。 

デイ ズ ジャパン 社は、 懲戒 事由の 存在を 認定す る 十分な 証拠がない まま、 「労働組合 員は こう 
いう ことを する はず だ」 という 広 河 氏の 思い込み 通りに 誤った 事実 認定を した。 しかも、 I には 弁 
明 •反論の 機会 もな く、 どのような 根拠で 何を 疑われての かも わからない ままだった。 

このような 懲戒処分が 不当 な ものだった ことは 明白 である。 

検証 委員会は、 J が 提出した LINE は 改変され たもので あり、 正しい 事実を 認定す る 根拠 資料 
にはなら ない という ことを 広 河 氏に 指摘した が、 広 河 氏は 「どんな 事実が 出て きても 私は J さん 
の 言い分は 認める が、 I の 言い分は 絶対に 認めない」 という 不合理な 言い分に 終始した。 要す 
るに 労働組合 員への 嫌悪と 敵視 ありき で、 事実が 何かとい うこと を 軽視 するとい うのが 広 河 氏の 
姿勢であった。 


第 8 会社 解散の 問題点一 「偽装 解散」 だった のか 
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1 問題の 所在 

(1)  偽装 解散の 疑念 

広 河 氏は、 週刊 文 春 報道に っいては、 発売の 数日 前まで 全く 気付いて いなかった。 デイ ズジ 
ャ パン 社 解散に ついては、 週刊 文 春 報道と 関係な く、 この 報道の 3 か 月 である 2018 年 9 月 29 
日の 臨時 株主 会議に おいて、 労働組合との 争議の 渦中で、 正式に 決定され たもの だった。 

解散の 経緯は 第 6 において 述べた 通りで あるが、 この 解散は あまりに 唐突で あり、 労働 組 
合 争議の 渦中に 決定され たこと などから、 一部の 関係者には、 「広 河 氏が 気に入らない 社員、 
特に 労働組合 員を 排除す るた めの 偽装 解散だった のでは ないか」 との 疑念が ある。 そこで、 以 
下では そのこと につ V 、て 検討す る。 

(2)  参考 裁判 例 

一般論と しての 偽装 解散の 違法 性に っいて 説明す るた め、 参考 裁判 例と して、 佐 野 第一 交 
通 事件と 呼ばれる ものを 以下で 引用す る。 これは、 労働組合 員を 排除す るた めに 子会社を 解 
散 させた 親会社の 責任を 認めた ものである。 デイ ズ ジャパン 社 解散の 直後に 設立され た 日 本フ 
オト ジャーナリズム 協会と デイ ズ ジャパン 社は 親会社と 子会社と いう 関係に ある わけでは ない が、 
この 二つの 組織の 間に 実質的 •現実的な 支配 関係が あれば この 裁判 例の 射程に 入り 得る もの 
であり、 偽装 解散と いえる ような 事情が あれば、 元 社員ら に対して 法的 責任が 発生す る こと も考 
えられる 事態で あると いう ことになる。 

I 子会社が 真実 解散され たもので はなく 偽装 解散で あると 認められる 場合、 すなわち、 子会社 
の 解散 後、 親会社が 自ら 事業を 再開したり、 親会社の 支配す る 別の 法人に よって 同じ 事業が 
継続され ている ような 場合には、 子会社の 従業員は、 子会社と 同一の 事業を 継続して いる 親 会 
社 又は 親会社が 支配す る 別の 法人に お ^ ヽて 就労す る ことが 可能で あるから、 雇用契約は、 そ 
の 事業 体との 間で なお 存続して いる も のと 解すべき である。 

したがって、 親会社が 法人 格を 濫用して 子会社を 解散した 後、 自ら 子会社と 同一の 事業を 継 
続して いる 場合には、 親会社は、 子会社の 従業員に 対し、 将来に 向けて 継続的、 包括的な 雇 
用 契約 上の 責任を 負う と レ づ ベ# である また、 親会社が 自ら 同一の 事業を 継続せ ず、 別 会社 
に 事業を 行わせて レ 、る 場合で あっても、 新たな 事業を 行う 別 会社の 法人 格が 形骸化して 親 会 
社の 一 営業部 門に すぎな レ ヽと 評価で きる 場合で あれば、 親会社は、 子会社の 従業員に 対し、 
継続的、 包括的な 雇用契約 上の 責任を 負う と 解され る。 J 

「親会社が、 子会社に 存 する 労働組合を 消滅させる 等の 不当な 目的を 達する ために、 子会社 
に対する 支配的な 地位を 利用し てこれ を 解散し、 子会社の 従業員の 雇用 機会を 喪失 させた と 
きには、 その 行為は 不法行為に 該当し、 親会社は、 子会社と ともに、 雇用 機会 喪失 等に よって 
子会社の 従業員に 生じた 損害を 賠償すべき 責任を 負う と レ 、うのが 相当で ある。」 (大阪 地裁 塊 
支部 平成 18 年 5 月 31 日 判決 等 参照 )\ 


(3) 偽装 解散が 疑われた 事情 

デイ ズ ジャパン 社の 解散 決定が 偽装 解散だった のでは ないかと 疑われた 事情は 以下の通り であ 
る。 

デイ ズ ジャパン 社に おいては、 後述す る 通り、 会社 解散 決定は、 社員の 一部に よる 労働組合 争 
議の 渦中に 突然 行われて いた。 

そして、 解散 決定 直後の 2018 年 11 月 には、 広 河 氏が 出資し、 デイ ズ ジャパン 社 役員 や 株主ら 
が 理事と なった 財団法人 日本 フォト ジャーナリズム 協会が 設立され ており、 この 評議員、 理事、 監 
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事は ほぼ 全員 デイ ズ ジャパン 社 役員 または 株主だった。 また、 広 河 氏は、 少なくとも 2018 年 9 〜 
10 月頃には、 「新しく 作る 財団法人に、 DAYS 大賞 (写真 コンテスト) を 弓 | き 継がせたい」 という 構想 
を 抱いて おり、 デイ ズ ジャパン 社の 業務の 少なくとも 一部を 財団法人に 承継 させたい と 考えて いた 
ので、 デイ ズ ジャパン 社の 事業の 少なくとも 一部を 承継させる ことが 財団法人 設立の 目 的で ある こ 
とは 明らかだった。 

また、 この頃の 広 河 氏の メモには 以下のような 内容が ある。 

「今は 株式会社 デイ ズ ジャパンを たたむ としても、 財団法人の ような 形で、 I 、つか 時期が 来たら、 よ 
みが えらせ たい。 そして それ も DAYS  JAPAN で 行う のでは なく、 早稲 田 大学の ジャーナリズム 研究 
所 や 専修 大学 ジャーナリズム 学科、 日本 写真家 協会な どで、 法人を 作る のがい いのでは ないか」}! 
の 記載が ある。 また、 「これらの 作業を、 今期の 決算の 前に おこなう となると 大変です し、 以降でした 
ら 偽装 解散と みられ てし まう かも しれません。 

ですから 仮の 財団には、 DAYS の 名を つけず、 日本と 世界の フォト ジャーナリズムの 振興の ために 
という 目的で、 新規 財団法人を 作り、 そこに㈱ デイ ズ ジャパンは 3000  —4000 万円を 寄付 するとい う 
かたちが あるか もしれ ません。 それは DAYS  JAPAN 国際 フォト ジャーナリズム 大賞と レ 名で 中 か丫 
未来に、 しかるべき 審査員の 手で 復活され る ことを 目指す という ことです。 その 時には 現在の DAYS 
JAPAN の 名前が この 名誉 ある 賞と ともに 復活す る ことを 目指します。 会社は 無くなっても、 DAYS<Z) 
名前は ここに 残せれば と I 、うこと です」 

「DAYS 大賞 会社 組織には 合わない。 世界の 写真 コンテストは すべて 大学、 非営利団体、 財団な 
どの 主催に なって いる。 ピュ リッツ ア 賞は コロンビア 大学 大学院が 運営、 ワールド プレス フォト (WPP) 
は 非営利の 財団で 運営、 そのため 日本で も、 労使の 問題が からむ 会社 組織に よる ものでは なぐ 非 
営利の 公益 社団法人 などで 運営す る ことが 望ましい。 

こうした ことを#; t ると、 DAYS 大賞は 1 年間 球威して、 望ましい 運営が できる 基盤を 整え、 現在の よ 
うな 過重 労働が 必要な 体制は なくす る ことが 望ましい。 具体的には、 早稲 田 大学 ジャーナリズム 大賞 
委員 や、 日本 写真家 協会には かりた I 、とお もっている。」 


更に、 元 社員ら からは、 「労働組合 員では ない 社員が 財団法人に 関わろうと していた よう だ」 「広 
河 氏が 社員に 会社 解散を 伝えた 直後、 会社の 財産を 移動して いた 可能性が ある」 という 情報 提供 
が あった。 

このため、 検証 委員会と しては、 デイ ズ ジャパン 社の 解散には 偽装 解散と いう 性質が あった こと 
を 疑う に 足る 事情は あると 判断した。 そして、 もし デイ ズ ジャパン 社の 解散が 偽装 解散と いう 性質を 
持つ ものだった ので あれば、 その 解散 自体が、 社員ら の 雇用の 機会を 不当に 奪う 違法な もので あ 
り、 日常 的な パワー ハラ スメント、 労働 関係 法令 違反の 延長 かつ 究極の 形態で あると いえる。 

以上から、 広 河 氏の ハラ スメントに 関連す る 可能性が ある ものと して、 会社 解散 決定が 「偽装 解 
散」 といえる ような 実態が あった か 否か、 解散の 経緯に ついても 調査す る ことが 検証 委員会への 委 
嘱 事項に 入る と 認定し、 調査を 行った。 

以下 調査結果 につ レ 、て 述べる。 

2 偽装 解散だった のか 
(1) 雇用 関係の 承継の 有無 

もし 財団法人 日本 フォト ジャーナリズム 協会が、 デイ ズ ジャパン 社と 全く 同様の 業務を 行う こと 
を 予定して おり、 労働組合 員 以外の デイ ズ ジャパン 社の 社員を 雇用して いるので あれば、 デイ 
ズ ジャパン 社の 解散の 「偽装 解散」 性が 強く 推認 される ことと なる。 
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しかし、 2018 年 12 月 26 日 の 週刊 文 春 報道に より、 広 河 氏は 取締役を 解任され て デイ ズジャ 
パン 社の 経営には 関与で き なくなり、 デイ ズ ジャパン 社は 予定 もして いなかった、 費用 支出を 伴 
う 諸 対応 (会社 代理人 弁護士への 依頼、 検証 委員会の 設置) を 迫られる ことと なった ことから、 
DAYS 大賞に ついての このような 広 河 氏の 構想は 実現で き なくなった とみえる。 少なくとも 2019 
年には、 財団法人 日 本 フォト ジャーナリズム 協会が DAYS 大賞の ような 活動を 行った ことは 確認 
されて いない。 

財団法人では デイ ズ ジャパン 社の 労働組合 員 以外の 社員を 雇用す る 予定だった のでは ないか 
という 噂は あり、 もし 週刊 文 春 報道がなければ、 実際に そのような 雇用が 実現して いた 可能性は 
ある。 しかし、 実際には 週刊 文 春 報道に より 財団法人の 事業は 大きく 予定を 狂わされた。 

現在 日本 フォト ジャーナリズム 協会が 誰かを 雇用して いるかは 不明で あるが、 少なくとも 労働 
組合員 以外の デイ ズ ジャパン 社の 元 社員を 雇用 して レ 、ると V 、う 事情は 無い。 

(2) 日 本 フォト ジャーナリズム 協会への 資金 提供の 有無 

デイ ズ ジャパン 社の 資金は 財団法人 日 本 フォト ジャーナリズム 協会に 提供され たの かにつ い 
て 検討す る。 

既に 述べた 通り、 2018 年 9 〜 10 月 頃の 時点では、 広 河 氏は、 「新規 財団法人を つくり、 そこ 
に㈱ デイ ズ ジャパンは 3000 —4000 万円を 寄付す る」}^ 、う 構想を 持って いた。 

また、 解散 決定 当時の 社員ら によれば、 2018 年 10 月 から 広 河 氏の 秘書 業務を 行って いた 派 
遣 社員の J は、 「10 月 下旬に、 広 河さん が どこかに 電話を かけて、 『信頼で きる ところに お金を 
預けた V 、』 と 言って いた」 「V 、くつ かの 銀行に V 、って お金を 動かして いた」 と 話して レ 、たという。 

第 15 期 決算報告 書に 記載され ている、 2018 年 9 月 30 日 時点の 「 現金及び預金」 は 79， 
487,  913 円で ある。 上記 6 つの 口座の 通帳の 記載を 見ても、 預金 残高は 約 79 ⑻ 万円 ほどで 
ある。 このほか 固定資産 や 敷金 返還 請求権な どの 資産を あわせる と 資産は 合計 96,  893,  419 
円 だ' っ た。 

他方、 前 受け 金 (定期 購読者から あらかじめ 受領して いた (従って 会社 解散、 休刊に 伴い 
返金 義務が 発生す る 金員)  30,  051,  768 円 （第 15 期 決算報告 書記 載の 金額) を 含め、 買掛金、 
未 払 金な ど 負債は 合計 43, 172, 176 円であった。 従って、 週 広 河 氏の メモに 記載され ていた、 
「30 ⑻ 万円 程度を 財団法人 日本 フォト ジャーナリズム 協会に 寄付す る」 という 構想を 実現す る こ 
とは、 金額 上は 可能だった はずで ある。 

もし、 デイ ズ ジャパン 社の 資産が 財団法人に 相当 額 提供され ていたと すれば、 デイ ズ ジャパ 
ン 社と 財団法人の 事実上の 同一 性が 推認 される 要素で あり、 「偽装 解散」 性を 裏付ける 事情に 
もなる。. 

そこで、 検証 委員会は デイ ズ ジャパン 社の 資金が 日本 フォト ジャーナリスト 協会に 流れた か 
否かを 確認す るた め、 デイ ズ ジャパン 社から 同社 名義の 口座 取引 履歴 (ゆうちょ 銀行 (1 口座)、 
三菱 UFJ 銀行 (3  口座)、 城 南 信用金庫 (2  口座) 合計 6 つ) を 入手し、 特に 会社 解散を 決定し 
た 時期 前後 以降の 出入 金 履歴を 精査した。 

結果、 デイ ズ ジャパン 社 名義の 口座 間での 資金 移動は あった ものの、 これらの 口座 以外の 
另 IJ 口座に あてて まとまった 金額が 送金され ていたよ うな 状況は 確認され なかった。 デイ ズ ジャパ 
ン社 名義の 口座 間の 資金 移動は あった が、 定期 購読者への 前 受け 金 返金の 資金を 特定の 口 
座に 集中させる ことが 目 的で なされて いたよう である。 

したがって、 デイ ズ ジャパン 社から 日本 ごと ジャーナリスト 協会への 資金 提供が あった という 
認定には 至らなかった。 
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広 河 氏に、 財団法人への 資金 提供 構想に ついて 尋ねる と 広 河 氏は 「そんなのは 夢物語 だっ 
た」 と 述べる ばかりだった が、 構想が あった こと 自 体の 否定は しなかった。 

つまるところ、 デイ ズ ジャパン 社から 財団法人への 資金 提供と いうのは、 少なくとも 会社 解散 
決定 時には 構想と しては 確かに あり、 現実 味は あり 得た ものの、 実際には 週刊 文 春 報道を きっ 
かけに 広 河 氏の ハラ スメントが 明るみに でた という 予定 外の 事件が 起きた ことから、 現実化し な 
かった と V ヽ うこと であろう。 

財団法人 設立の ための 拠出 金 も、 広 河 氏が ポケットマネーから 支出した ものであった。 

(3) デイ ズ ジャパン 社の 経営 状況 

デイ ズ ジャパン 社の 経営 状況が どのような ものであった かにつ レ 、ては、 広 河 氏の 以下の よう 
な メモが 残されて いる。 


籲 昨年の 増刊号 2 冊に よる 利益 600 万円は、 広 河が ほぼ 一人 で 担当し、 強引に、 利益を 生み 
出す ために 一回は 手術 直前に 仕上げた 仕事。 これ も 今後は 無理になる 
つまり 来年 度は 少なくとも これ だけで マイナス 2200 万円になる。 

參 カタログ ハウスが 助けて くれた 新規 定期 購読者 約 700 人。 この 定期 購読者 増は 1 年で 終わり、 
770 万 減少。 代わる 定期 購読 増加は、 もう 見込めない。 グリン コープが 取り組んで くれた キャン 
ペー ンも せいぜい 100 人。 

_ 当初の DAYS 社員は 平均 4 人。 これで 定期 購読者は、 現在の 7000 人 台に 比べて、 12000 
人 台。 書店 売上は 現在の 2 — 3000 冊に 比べて 当時は 7 — 8000 冊。 

今は 社員 数は 8Ao 引 糸 _ ぎの ための 人 {牛 費 増 も あり (出産 ほか) 今年度は 人 件 費 3800 万。 
管理 費は 毎年 4 一 500 万 かかって レ 、たの だが、 貸し 流通 倉庫を やめる と レ 、う 努力の 成果 も あり、 
この 2—3 年で 45 万 くら I ヽに 下がった。 

癱広 河の 記憶力 低下、 体力、 気力 低下が 著しい。 一日のう ち 集中で きる のが 以前の 何分の 一 
の B 寺 間に なって いる。 


第 2 の 5(1) に 述べた ように、 デイ ズ ジャパン 社の 売り上げの かなりの 部分を 定期 購読料が 占 
めて レ 、たので、 定期 購読者の 減少は 経営に とっての 深刻な 危機だった。 創刊 時からの 定期 購 
読者の 高齢 化に より、 年金 生活に 入った からと か 死亡した からと いった 理由で 定期 購読が 打ち 
切られる という こと も あった。 また、 広 河 氏が デイ ズ ジャパン 社を 離れた 場合には、 広 河 氏が やっ 
ている からこ そ 定期 購読を してきた という 層の 定期 購読が 打ち切られる こと も 容易に 予想され た。 
顧問 税理士が 言う には、 「あと 数年く らいは なんとか なった かもしれ ない が、 かなり 厳しい 状況 だ 
ったと 思う」 とのこと であった。 

このような ことから すれば、 この タイミングで 会社を 清算し ようとした ことに 経営 判断と しての 合 
理性が 無かった という ことは できない。 

⑷ 「休刊」 という 言葉の 意味 

社員に も 対外 的に も DAYS  JAPAN は、 廃刊では なく 「休刊」 として 公表され ている。 「休刊」 と 
いうと、 廃刊と 異なり、 一定期間を 経て 復刊す る ことがあら かじめ 予定され ている ように も 聞こえ 
るので、 不都合な 社員を 排除して 別 組織で 復刊す るので はな レ 、かと 疑う 声 も あった。 
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しかし、 雑誌の 「休刊」 とは 事実上 廃刊と 同義で 用いられる のが 出版 業界の 慣習で ある。 従っ 
て、 「休刊」 という 用語が 用いられて いたと いう 一事を もって、 しばらく してから 復刊す る ことが 当 
然に 予定され ていたと いう 含意を 読み取る ことは 不適切で ある。 

(5) 結論 

ア 会社 解散 決定の 目 的は 複数 あり、 労働組合 員との 争議 も その 重要な ものの 一つで あり、 こ 
の 時機の 解散を 決定した きっかけ でも あった ことは 間違いない ものの、 以前から 恒常的に 売 
上への 不安を 抱えて いた こと （定期 購読者の 減少）、 広 河 氏の 年齢に よる 健康不安 問題 
(2018 年 夏には 入院、 手術 もして いた）、 社員の 一部が 労働組合を 結成して 争議と なり、 デイ 
ズ ジャパン 社に 対し 強く 労働者の 権利を 主張す るよう になった ことと いう 複数の 事情が 重なっ 
た 結果の 判断と いえ、 労働組合 員の 排除の みを 目的に した ものであった という ことは できない。 

イ 財団法人に 行わせようと 構想され て レ ヽ たこと を はっきり 確認で きたのは、 DAYS 大賞の 承継 
という、 デイ ズ ジャパン 社の 事業の 一部の みで あり、 DAYS  JAPAN のよう な 雑誌の 制作 および 
販売 も 含めて 承継 させよう として レ ヽ たこと をう かがえ る 資料は 確認され なかった。 財団法人の 事 
業 開始 後に 事業 内容を 拡大す る ことは 理屈 上は 可能で あるが、 少なくとも 当初から 雑誌の 制 
作、 販売を 予定して レ ヽ たと レ ヽう 事情は 確認され なかった。 

したがって、 デイ ズ ジャパン 社の 事業と 財団法人に 担わせる ことを 構想され ていた 事業に 同 
一 性が あるとまで はいえない。 


ウ 財団法人では デイ ズ ジャパン 社の 労働組合 員 以外の 社員を 雇用す る 予定だった のでは な 
いかと いう 噂は あり、 もし 週刊 文 春 報道がなければ、 実際に そのような 雇用が 実現して いた 可 
能 性は ある。 実際には 週刊 文 春 報道に より 財団法人の 事業は 大きく 予定を 狂わされ、 詳細は 
不明で あるが、 少なくとも、 デイ ズ ジャパン 社の 労働組合 員 以外の 元 社員が 雇用され ている と 
V 、う 事情は なく、 そのような 構想の 存在を 裏付ける 明確な 資料は 確認され なかった。 

エ デイ ズ ジャパン 社の 預金 口座 6 つを 精査した 結果、 デイ ズ ジャパン 社の 預金が 財団法人 
に 流れて いたと いう ことはなかった。 

才 結論 

以上より、 調査の 結果、 検証 委員会と しては、 デイ ズ ジャパン 社の 会社 解散 決定を、 違法な 
「偽装 解散」 と 評価す る ことは できない と 判断す る。 

3 なお 残る 問題点 

ただし、 会社 解散 決定は 労働組合との 争議が 重要な きっかけ になった のは 事実で あり、 「労働 
組合員が いるなら 会社なん て やめて しまおう」 というよう な、 労働者の 権利を 守る 発想が 全く 無い 
経営 判断であった ことは、 解散の 経緯に おける 重要な 事情と して 改めて 指摘して おく。 

経営者は 通常、 少しで も 事業を 継続 させようと 努力す る ものであるし、 実際に 広 河 氏 も、 労働 組 
合との 争議の 前までは、 何度も 「社長を やめたい」 などと 周囲に 漏らしながら も、 デイ ズ ジャパン 社 
の 経営を 続ける 努力を してきた といえる。 ところが 労働組合が 団体交渉を 申し入れて きたと たん、 
一切の 経営 継続 努力を 考える こ ともなく、 社員ら と 会社 存続の 方向 性に ついて 協議す る こ ともなく、 
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社員の 雇用 機会 喪失に ついて 全く 躊躇な く、 会社 解散を ただちに 決定した という ことは、 経営者と 
しての 自 覚や 倫理 感が 欠如した ものであると 言わざる を 得ない。 

解散 決定 時には、 試 採用から 3 か 月、 本 採用から 1 力 月 も 経って いなかった 社員 ⑴ もいた。 こ 
の 社員は ほかの 会社の 内定を 断って まで デイ ズ ジャパン 社に 入社して いた 上、 就業 期間が 短くて 
失業 給付を 受ける こと もで きないと いう 状況だった。 このため、 顧問 社労士 も、 「他の 社員から も 彼 
女が 同情され るのは 無理は ない」 と 広 河 氏に 伝えて いたが、 広 河 氏は これにつ いて 顧問 社労士 
\HJDAYS を 選んだ のは I さん 自身。 解散は 会社の 経営 サイドが 決める ことなので、 納得し ない 
人が いても 仕方な V ヽと思 レ ぼず 7 と メールで 伝えて いた。 このような ことに も、 社員を 対等な 立場の 
人間と して 尊重し ない 広 河 氏の 日 頃の 態度が よく 表れて いたと いえる。 

そもそも 売上の 不安 や 広 河 氏の 健康問題は 以前から 抱えて いた 問題で あり、 これらを 抱えな が 
らも、 「定期 購読を 続けて ください」 という 継続 キャンペーンを 行うな どして なんとか 経営を 持続で き 
てきた ので あるから、 売上 不安 や 広 河 氏の 健康問題 のみが 要因で あれば、 必ずしも この タイミング 
で 会社 解散が 決定す る 必要はなかった はずで ある。 

また、 会社 解散と いうのは 社員に とっても 極めて 深刻な 事態で ある 以上、 可能な 限り 会社を 存 
続で きる 方法は ないか、 社員に も ある 程度 情報と 悩みを 共有し、 ともに 存続に 向けて 努力 するとい 
う 選択肢を とる こと もで きたは ずで あるのに、 広 河 氏には そのような 選択肢は 一切なかった。 

労働組合からの 団体交渉を 受ける や、 それを h って 「F 問題を 機に、 株主は 会社が DAYS 設立 
の 志とは 全く 異なる ものに 進んで V ヽる 実情を つきつけられた」 hm、 第一 回の 団体交渉 からわず 
か 1 か 月で 会社 解散を 決定した というのは、 労働者からの 権利 主張を 脅威に 感じ、 労働者の 権利 
を 尊重しながら 会社を 経営を 継続す るつ もりは ない という 広 河 氏の 姿勢が 露骨に 表れた もの だっ 
た。 「労働組合 員を 社員に 抱えて まで 会社 経営を したくない」 という 広 河 氏の 考えから、 労働組合 
による 争議が 始まった ことが 会社 解散 決定の 最終的な きっかけ になった という ことは、 広 河 氏に よ 
る デイ ズ ジャパン 社の 経営が、 いかに 労働者からの 権利 主張を 無視した ものであった かが 解散 決 
定の 経緯に もよ く 表れた ものと レ 、える。 


第 9 一般 財団法人 日 本 フォト ジャーナリズム 協会の 現状に つ!/ 、ての 状況 

第 8 で 述べた 通り、 日 本 フォト ジャーナリズム 協会は、 デイ ズ ジャパン 社の 「偽装 解散の 受け皿」 
と 認定す るよう な 事情は 認められなかった。 

ただし、 一般 財団法人 日 本 フォト ジャーナリズム 協会は 広 河 氏が 5 ⑻ 万円を 拠出して 既に 設立 
済で あり、 解散 手続は とられて おらず 現在 も 存続して いる。 従って、 日本 フォト ジャーナリズム 協会 
が 今後 広 河 氏の 構想を 受けた 活動を 行う ことは 可能では ある。 

この ことは 法律上の 問題を 生じる ものでは ない が、 もし、 広 河 氏が、 ハラ スメント 加害を 正面から 
認めず、 被害者ら に 謝罪 も 賠償 もしない 状況 下で、 広 河 氏が 多額の 資金 拠出を 行った 財団法人 
が、 広 河 氏の 意を 受けた 活動を 行う とすれば、 特に 深刻な ハラ スメント 被害者ら に とっては 必ずし 
も 承服で きる ものでは ない と 思われる。 このため、 検証 委員会は 財団法人の 今まで 及び 今後の 活 
動 内容に ついて 調査の 必要が あると 考えた。 判明した ことを 以下 述べる。 
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1 定款 記載の 目的 

デイ ズ ジャパン 社 解散 決定の 翌月 である 2019 年 10 月 24 日、 代表 理事を 広 河 氏と して 一般 財 
団 法人 日本 ジャーナリズム 協会が 設立され た。 設立 時の 定款に よると、 設立者は 広 河 氏で、 設立 
に 際して 広 河 氏が 拠出した 財産は 500 万円で ある。 また、 設立 時評 議員 3 名は、 デイ ズ ジャパン 
社 代表取締役の 川 島 進 氏、 広 河 氏の 妻で ある 小川 美奈子 氏の ほか、 広 河 氏の 以前からの 知人 
である。 設立 時 理事は 広 河 氏、 デイ ズ ジャパン 社 取締役の 土屋 右二 氏、 デイ ズ ジャパン 社 株主で 
あり 顧問 税理士の 富 岡 美 也 子 氏で ある。 また、 設立 時 幹事は デイ ズ ジャパン 社 監査役の 守屋祐 
生 子 氏で ある。 この 評議員、 理事、 監事は 夏 頃に 手続を とって 変更され たという ことが わかり、 現 
役員を 調べる ために 登記を 取得した が、 変更が 登記され ていなかった ため、 現役 員が 誰な のか 登 
記から 知る ことは できなかった。 広 河 氏に 検証 委員会から 尋ねても、 広 河 氏は 質問に 答えよう とせ 
ず、 「 日本 写真家 協会の 方々 にお 願いした」 としか 述べなかった。 

設立 時の 事務所の 所在 場所は デイ ズ ジャパン 社と 同じぐ 「世 田 谷 区 松原 一丁目 37 番 19 
号」 とされて いた。 定款に 記載され ている 「目的」 は 次の 通りで ある。 


「この 法人は、 日本国内 及び 海外に おいて、 フォト ジャーナリスト 及び フォト ジャーナリズムに かか 
わる 仕事を する 人 を 育成し、 それによ っ て 世界 で 起こって レ 、る 事実が 多角 度から 報道され る ことで、 
人々 の 「人権」 や 「知る 権利」 を 守り、 また、 援助を 必要と している 人々 へっな がる 情報 等を 提供す 
る ことを 目的と し、 その 目的に 資する ために 次の 事業を 行う。 

(1)  国際 フォト ジャーナリズム 大賞に 関する 事業 

(2)  フォト ジャーナリズム 育成に 関する 事業 

(3)  その他 この' 法人 の 目的を 達成す るた めに 必要な 事業」 


2 設立の 動機 

広 河 氏は デイ ズ ジャパン 社が 主催して きた DAYS 大賞の ような、 フォト ジャーナリストを 志す 者 
が 作品を 発表で きる 機会は 継続し、 フォト ジャーナリスト 育成の 場と して 残したい という 強い 思いを 
持って いた。 広 河 氏が 検証 委員会に 提出した 資料に、 2018 年 10 月 10 日付で 関係者に 対し 宛 
てた 「DAYS 国際 フォト ジャーナリズム 大賞 1 年間 休止の お知らせ」 と 題す る メモが ある。 これが 実 
際に 誰に 宛てて 発送され たの か、 あるいはされ なかった のかは 不明で あるが、 DAYS 大賞に 対す 
る 広 河 氏の 強い 熱意が うかがわれる 文章で あるので、 一部 抜粋して 引用す る。 


「創刊と 共に DA  YS 国際 フォト ジャーナリズム コンテスト 「DA  YS 国際 フォト ジャーナリズム 大 
賞」 も 開始し、 14 回目を 迎えた 今年は、 世界 82 か 国から 1 万点を 超える 作品が 寄せられ るまでに 
成長し ました。 私たちは そこから 選ばれた、 大賞、 審査員 特別 賞、 パブリック ブライズ など 各 賞を 誌 
面 や ネットで 発表 するとと もに、 各地で 写真 展を 開催して います。 J 

「私た ちは DA YS 国際 フォト ジャーナリスト 大賞が、 世界に おける フォト ジャーナリズム 振興の 役割 
をより 大きく 果たす ためには、 この 賞を 非営利の 財団法人の 運営の もとに 置いて、 ジャーナリストを 
育てる 大学 や 研究 機関、 DA  YS  JAPAN 社 以外の メディア とも 連携す る 必要が あると 考え ました」。 


以上の 通り、 広 河 氏は、 少なくとも 2018 年 9 〜 10 月 頃の 時点では、 デイ ズ ジャパン 社を 閉じ 
た 後 も、 財団法人が 他の 組織と 協力して DAYS 大賞の ような 写真 コンテストを 残す ことを 構想して 
おり、 2018 年は 休止しても 2019 年から 行いたい と 考えて いた。 


87 


3 現役 員 

このような 計画が その後 どう なった のかに ついて 現役 員に 問い合わせようと したが、 上述した 通り、 
広 河 氏が 財団法人の 現役 員が 誰かを 語らない という 非 協力 的な 態度を 続けて いたた め、 財団 法 
人の 現役 員への ヒアリングを なかなか 実施で きない 状況であった。 10 月 23 日に 役員 変更が 登記 
され、 よう やぐ 現在の 役員が 以下の通り である ことが 判明した。 

代表 理事 内堀 毅 
通 事 桑原 史成 


理事 黒木 英充 


理事 

木 村 英昭 

評議員 

田 沼武能 

評議員 

松 本徳彦 

評議員 

新 谷英治 

監事 

岡 本 達 思 

代表 理事の 內堀毅 氏は 公益 社団法人 日本 写真家 協会の 会員で あり、 評蠢 員の 田 沼武能 氏は 
日本 写真家 協会 会長で ある。 広 河 氏は 日本 写真家 協会の 会員で あり、 2015 年より 5 年間の 予定 
で、 同 協会が 主催す る 名 取 洋之助 写真 審査員を 務めて いた。 名 取 洋之助 写真 賞は、 発表に 関 
する 同 協会の ホームページ 上の 説明に よれば、 「新進 写真家の 発掘と 活動を 奨励す るた めに、 主 
として ドキュメンタリー 分野で 活躍して いる 35 歳までの 写真家を 対象と する もの」 である。 広 河 氏は 
週刊 文 春 報道を 受けて 日 本 写真家 協会に 退会 届を 提出し、 日 本 写真家 協会は 広 河 氏の 退会 届 
を 受理し、 2019 年 以降は 名 取 洋之助 賞の 審査員から 解任した 旨が 日本 写真家 協会の ホームべ 
ージに 記載され ている。 

他の 役員ら は、 写真家 や 中東 研究者、 原発 問題に 関わる ジャーナリスト や パレスチナの 子ども 
の 里親 運動に 関わった 市民な どなので、 いずれも 広 河 氏の 人脈で ある ことが 推認 される。 

4 ヒアリングの 打診と 照会 事項 

検証 委員会は 2019 年 11 月 中に 代表 理事の 内堀 氏に 連絡して ヒアリングを 打診し、 12 月 2 日 
に 実施 予定であった が、 「都合が 悪く なった」 として 急遽 キャンセルされ てし まった。 ヒアリング 実施 
に 替わり 照会 事項に 書面で 回答す る 旨の 連絡が あった ので、 検証 委員会から 以下の 照会 事項を 
送り、 12 月 11 日までの 回答を 求めた。 しかし この 期限までに 回答が なされる ことはなかった。 した 
がって、 検証 委員会と しての 調査は ここまで が 限界で あると 判断した。 

(照会 事項) 

1 代表 理事に 就任した のは、 誰からの 依頼です か。 

2 代表 理事 以外の 理事、 評議員、 監事の 人選 や 就任の 打診は 誰が 行 レ ヽ ました か。 

3 代表 理事への 就任 依頼が あった 時期は レ ヽつ 頃です か。 

4 前代 表 理事は 広河隆 一さん です が、 代表 理事、 理事、 評議員、 監事を 全員 変更す る 理由は ど 
如 、うこと でした か。 

5 代表 理事 就任を 承諾され た 理由を 教え て 頂けます か。 

6 広 河さん とは お知り合いで すか。 お知り合いの きっかけを 教えて 頂けます か。 

7 代表 理事ら の 役員 変更は 今年 6 月 30 日付です が、 以来 今まで 何 か 活動され てきました か。 あ 
れば どのよう なご 活動を されて きた か、 教え て 下さい。 

8 財団法人は 今後 どんな 活動を する 予定です か。 
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9 広 河さん は、 ちと もとは、 DAYS 大賞の ような 写真 コンテストを 引き継ぐ 組織と して 財団法人を 作 
つたと 承知して t 、ます。 財団法人と しては、 今後 そのような 写真 コンテストを 行う 予定です か。 

10 財団法人は 現在、 誰かを スタッフ として 雇用して います か。 いる 場合、 それは デイ ズ ジャパン 
社 関係者 でしょう か。 

11 財団法人の 活動に 必要な 資金は どのように 調達す る 予定 か、 資金 計画を 教えて 頂けます か。 
12 今後 広 河さん が 財団法人の 活動に 関与す る ことは あります か。 ある 場合、 具体的には どのよう 
な 関与 でしょう か。 

13 広 河さん は 自ら 500 万円を 拠出して 財団法人を 設立した と 承知して います。 この 関係から、 今 
後の 財団法人の 活動には 広 河さん の 意向が 反映され ると I 、うことは な レ ヽ でしよう か。 


なお、 照会 事項を 送付す る 前の ヒアリング 打診に おける やりとりの なかで、 内堀 氏は、 財団法人 
は デイ ズ ジャパン 社とは 一切 関な く、 ヒアリングを されても 答えよう がな く、 検証 委員会が 調査して 
V ヽる 問題を 財団法人と 関連 づ けられる ことは 「 とても 迷惑」 である 旨を 述べて いた。 

財団法人の 役員には 現在は デイ ズ ジャパン 社 関係者は 誰もい なくなって おり、 検証 委員会と し 
て も、 財団法人が 今後 広 河 氏と 関与を もっと 強く 推認 している わけでは ない。 しかし 広 河 氏が 500 
万円を 拠出して 設立した 法人で ある ことは 事実で あるし、 広 河 氏が 頑な に 財団法人の 新 役員に つ 
いて 検証 委員会に 伝えたがらなかった 理由は 現在 も 不明で ある。 


第 10 デイ ズジャ パン 社の コンプライアンス 

役員ら 及び デイ ズ ジャパン 社は 以下のような 責務を 負って いた。 

1 役員の 監視 義務 等 

会社の 取締役は、 「法令 及び 定款 並びに 株主総会の 決議を 遵守し、 株式会社 のために 忠実に 
その 職務を 行われければ ならない」 （会社法 355 条、 法令 順守 義務)。 そして、 取締役は、 他の 取 
締 役の 行為が 法令 等を 遵守し 適法 かつ 適正に されて いる ことを 監視す る 義務を 負う (最高裁 判決 
昭和 48 年 5 月 22 日 ほか、 監視 義務)。 社外 取締役 も 同様で ある。 

監査役は、 「取締役が 不正の 行為を し、 若しくは 当該 行為を する おそれが あると 認める とき、 又 
は 法令 若しくは 定款に 違反す る 事実 若しくは 著しく 不当な 事実が あると 認める ときは、 遅滞な く、 
その 旨を 取締役 (取締役会 設置 会社に あっては、 取締役会） に 報告し なければ ならない」 （会社法 
382 条、 適法 性 監査)。 

取締役 や 監査役は、 「その 任務を 怠った ときは、 株式会社に 対し、 これに よって 生じた 損害を 賠 
償す る 責任を 負う」 （会社法 423 条 1 項、 役員 等の 株式会社 に対する 損害賠償 責任)。 また、 「そ 
の 職務を 行う について 悪意 又は 重大な 過失が あった ときは、 当該 役員 等は、 これに よって 第三者 
に 生じた 損害を 賠償す る 責任を 負う」 （会社法 429 条 1 項、 役員 等の 第三者に 対する 損害賠償 責 
任 (悪意 又は 重 過失が 要件)）。 


2 事業者の ハラ スメント 防止 義務 等 

⑴ セク シャル ハラ スメント や パワー ハラ スメント により、 身体、 名誉 感情、 人格権な どが 侵害が され 
た 場合は、 不法行為 （民法 709,  715 条) や 安全 配慮 義務 違反 (雇用契約 上の 債務不履行、 民法 
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415 条) として、 当該 行為者と ともに、 その 使用者は 損害賠償 責任を 負う。 労災保険の 支給 対象に 
なる 場合 も ありうる。 さらに、 行為者が 刑事責任を 問われる こと も ありうる。 


⑵ このような 民法 上の 損害賠償 責任 だけでなく、 ハラ スメントに ついては、 事業者の 措置 （防止） 
義務が ある。 セク シャル ハラ スメントに ついては、 2006 年 改正の 雇用 機会均等 法が それを 明示し 
ている。 

セク シャル ハラ スメントに ついて、 雇用 機会均等 法 (2006 年 改正） 11 条 1 項は、 「•  •性的な 言動 
により 当該 労働者の 就業 環境が 害される ことのな いよう" •適切に 対応す るた めに 必要な 体制の 
整備 そのほかの 雇用 管理 上 必要な 措置を 講じなければ ならない。 」 と 規定し、 厚 労 省 指針 (平成 
18 年 厚 労 省 告示 615 号) は、 事業者の 措置 義務と して 次の ような 項目 を 示して いる。 

①  事業者の 方針の 明確 化 および その 周知 •啓発 

②  相談に 応じ、 適切に 対応す るた めの 必要な 体制の 整備 

③  事後の 迅速 かつ 適切な 対応 (事後 措置 • 調査 義務 • 被害 拡大 回避 義務 • 再発 防止 義務 • 
被害 回復 義務） 

④  相談 者 •行為者の プライバシー 保護、 不利益 取扱の 禁止 

⑶ さらに、 パワー ハラ スメント に関する 事業者の 責務と して、 「職場に おける パワー ハラ スメントに 
関して 雇用 管理 上 講ずべき 措置 等に 関する 指針 素 案」 （厚 労 省 2019 年 10 月） は 次のように 指摘 
している。 

〇 事業主の 責務 法 第 30 条の 3 第 2 項の 規定に より、 事業主は、 職場に おける パワー ハラ スメ 
ント を行っ ては ならな レ 、こと その他 職場に おける パワー ハラ スメント に 起因す る 問題 (以 下 「パワー 
ハラ スメント 問題」 という。 ) に対する その 雇用す る 労働者の 関心と 理解を 深める とともに、 当該 労 
働 者が 他の 労働者 (他の 事業主が 雇用す る 労働者 及 び 求職者を 含む。 ) に対する 言動に 必要な 
注意を 払うよう、 研修の 実施 その他の 必要な 配慮を する ほか、 国の 講ずる 同条第 1 項の 広報活動、 
啓発 活動 その他の 措置に 協力 する ように 努めなければ ならない。 また、 事業主 (その 者が 法人 
である 場合に あっては、 その 役員） は、 自ら も、 パワー ハラ スメント 問題に 対する 関心と 理解を 深め、 
労働者 (他の 事業主が 雇用す る 労働者 及 び 求職者を 含む。 ) に対する 言動に 必要な 注意を 払う 
ように 努めなければ ならない 


役員ら 及び デイ ズ ジャパン 社に おいて 上記の 責務の 履行 状況は どのような ものだった か、 以下 
具体的に 検討す る。 

3 ハラ スメントへの 抗議と デイ ズジヤ パン 社の 対応 

検証 委員会は、 広 河 氏が 「セク シャル ハラ スメント/パワー ハラ スメント だ」 と 被害者 や 関係者 か 
ら 抗議され たり、 批判され たり 謝罪を 求められた ことがある ことを 関係者の 証言から 確認した。 最も 
早い ものは 創刊 後間 もない 時期で、 直 近では 2017 年の ものである。 

具体的な 証言と これに 対する デイ ズ ジャパン 社の 対応は 以下の通り である。 以下の 記載は 時 系 
列に 沿った ものでは ない。 

(1) ボランティアの 男女からの 抗議 
ァ 証言 

• 広 河 氏が、 イベント のために 出入りし ていた ボランティアの 女性に 「シャワーを 一緒に 浴びよう」 
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などと 性的な 誘いをかけ ていた。 広 河 事務所で 働かせて、 そこで も 何 か あった よう だ。 少なくとも 一 
人には なんらかの 身体 的 接触 も あった ようだった。 これを 知った ので、 「こんな ことは やめる ように」 
と 抗議した。 これに 対し 広 河 氏は 事実を 肯定 も 否定 もせず、 「何様 だ」 「週刊誌に 売る つもり か」 な 
どと 自分を 罵 佳 した。 

他の 女性 ボランティアで、 広 河 氏から 入社を 打診され る ほど 信頼が 厚く 年代 も 広 河 氏に 近かっ 
た 方が、 「編集部の ドアは あけて おく こと」 「ボランティアの 女性を 広 河 事務所に 連れていかな いこ 
と」 を 広 河 氏に 約束 させた。 広 河 氏は この 約束 自体は 断らなかった ので、 自分と しては、 事実上 広 
河 氏は セク シャル ハラ スメントを 認めた ものと 受け止めた。 その後 自 分は ボランティアには 関わらな 
く なった」 （ボランティア 男 十 生） 


イ デイ ズ ジャパン 社の 対応 

証言した 男性に よると、 広 河 氏は、 ボランティアの 男性 及び 女性から 抗議を 受け、 諫められ たが、 
その後 も 行動を 改める ことは なぐ ボランティアら に対する セク シャル ハラ スメントは その後 も 続いた。 
抗議した 男性に その後 顔を合わせる 機会が あった 際には、 その 男性を 気に入らない 様子が 明ら 
かだった。 

⑵ 男性 社員からの 抗議 
ァ 証言 

• 社員の 男性が、 広 河 氏が ボランティアの 女性に 対し セク シャル ハラ スメント をして レ ヽる ことを 問題 
視 して、 広 河 氏に 抗議した。 土屋 さん、 守屋 さん、 川 島さん という 役員は いたが、 会社の 中の ことを 
相談で きる ような 人 や、 相談で きる 場がなかった」 （デイ ズ ジャパン 社 女性） 


イ デイ ズ ジャパンの 対応 

証言 者に よると、 デイ ズ ジャパン 社は、 セク シャル ハラ スメント について 抗議した 男性 社員と、 証 
言 者を 共に 解雇した。 検証 委員会からの 質問に 対し、 広 河 氏は、 「そのような 抗議を 受けた 記憶 
はない」 と 述べた。 

(3) 女性 社員からの 抗議 
ァ 証言 

• ボランティアの 女性から、 広 河 氏から セク シャル ハラ スメントを 含む ハラ スメントを 受けた ことを 聞 
き、 広 河 氏に 対し 「広 河さん が 彼女 達に した ことは セク シャル ハラ スメントです、 本人たち は 意思に 
反して いたと 言って います」 と 抗議した。 広 河 氏は どうしても セク シャル ハラ スメントと 認めよう としな 
かった。 自分自身、 広 河 氏から 言葉に よる セク シャル ハラ スメントを 受けた こと も あった ので、 「広 河 
さんが 以前 私に ああい うこと を 言った こと も、 セクハラだった と 思います」 と 述べる と 広 河 氏は 無言 
で 黙り込み、 それ以上の 対応を しなかった。 

自 分は、 新しく 入って くる 女性 社員 や ボランティアが セク シャル ハラ スメント 被害に 遭わない よう 
にした！/ ヽと 思い、 注意 喚起の 趣旨で、 「 広 河さん はそう いう 問題 行動を する ことがあ るから 気を付け 
て」 と 伝える ようにし ていた。 自身が 被害に 遭った 際には、 自分の 態度が 広 河 氏に 誤解を 与えた 
のかと しばらく 自責して しまって いたた め、 もし 被害に 遭って しまった 際には そのような 自責に 陥ら 
ないよう にして あげたい と レ ヽう思 レ ヽも あった。 自 分の 退職 間際に 広 河 氏の 海外 出張が あり、 自 分は 
同行し なかった が、 新入 女性 社員 （「X」） も 含む 何人 かの 社員が 同行した。 この 出張の 前、 自分は、 
X にも、 広 河 氏は セク シャル ハラ スメントを する ことがあ ると 伝えて いた。 ところが 広 河 氏は その 出 


91 


張 中に、 なぜか、 自分が X に 広 河 氏の セク シャル ハラ スメント について 注意 喚起した ことを 知った 
ようで、 出張 中に、 同行した 他の 社員から、 広 河さん が 「僕が 女性 社員を 口説いた と X に 話した 
か？」 と 激怒して V ヽ たと 聞いた。 （デイ ズ ジャパン 社） 


イ デイ ズ ジャパン 社の 対応 
証言 者は 以下の よう に 述べる。 

• 広 河 氏は、 自分が 退職す るに あたり、 未消化の 有給休暇を 買い取る ことにつ いて 合意して い 
たが、 退職 後に 実際に 支給され た 給与 額を みたところ、 当初 合意され ていた 日数より 大幅に 少 
ない 日数し か 買い取られて いなかった。 有給 買 取 日数が 減らされた ことにつ いては、 自分が 甲 
に 対し 広 河 氏の セク シャル ハラ スメント について 注意 喚起した ことへの 報復で あると しか 考えら 
れな いと 感じ 不満を 抱いた が、 それまでの 広 河 氏の 態度を よく 知ってい たため、 これにつ いて 
抗議しても 疲弊し 傷つく だけ だと 考え、 そのまま あきらめ ざるを 得なかった」 

広 河 氏は このように、 セク シャル ハラ スメントの 告発に も 至らない ような 社員 間の 情報 共有に さえ 
不機嫌と なり、 報復 的 措置を とる こと も あった という ことが 表れて いる 一例で ある。 

(4) 女性 社員に よる、 守屋 氏への 告発 
ァ 証言 

• 当時 在籍して いた 社員 全員が、 守屋 氏の 秘書で ある、 アウ レオ 社の D さんに よる 個人 面談を 受 
ける ことがあった。 広 河 氏が 社員の 働きに 不満が あり、 何が 問題で 社内が 上手くいかない のかを ヒ 
ア リングす る 目的だった と 思う。 その 面談の 機会に、 自分が 受けた セクハラ について 伝え、 広 河 氏 
に そのような 問題 行動が ある 旨を 報告した。 D さんは その 場では 真剣に 耳を 傾け、 「話を 持ち帰り 
ます。 聞いて 困惑して います。 重大な こと だと 思います」 等 返答され た。 D さんは その 話を 守屋氏 
に 報告した という ことだった が、 D さんから その後、 私が 報告した セクハラ 問題に ついての 返答と し 
て、 『広 河さん の 行動を セクハラと 捉える のは、 あなたの 気のせいで あり、 自意識 過剰の せいな の 
で、 対処は しません。 以上が 守屋の 答えです』」 と 告げられた。」 （デイ ズ ジャパン 社 女性 ⑻） 

イ デイ ズ ジャパン 社の 対応 

この 件に ついては、 広 河 氏 以外の 役員が 広 河 氏の セク シャル ハラ スメントを 具体的に 知り 得た 
はずで あると いう ことを 直接 根拠 づける、 数 少ない 重要な 情報な ので、 これにつ いて 検証 委員会 
は D 及び 守屋 氏に 確認した。 これにつ いての D 及び 守屋 氏の 説明は 以下の通りだった。 

【D の 説明】 

R さんと もう 一人の 女性 社員から、 広 河さん の 言動に ついて 「 セク シャル ハラ スメント」 と レ ヽう 言葉 
が 出た ことは あった。 しかし、 も ごも ごした 説明で、 何を 言って いるの か 全く わからなかった ので、 守 
屋に 報告すべき 事項と も 考えず、 その 時す ぐには 守屋に 何も 報告し なかった。 その後し ばらく して 
から 役員会の 折に、 「そういえば 以前、 女性 社員から、 『広 河さん が セク シャル ハラ スメントを してい 
た』 という 言葉を 聞いた ことがあった」 と 話した ところ、 守屋 から 「どうして その 時す ぐに 言わなかった 
の、 そんなの 名誉 棄損 じ やない の」 と言われた。 広 河さん の 言動に ついて 「セク シャル ハラ スメント」 
と V ヽう 言葉を 聞 V ヽた ことがあ るのは その 時の みで ある。 

【守屋 氏の 説明】 

社員が そのような ことを D に 述べた と レ 、う 経緯に つ!/ 、ては 聞 レ 、た 記憶が 無い。 
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D が 検証 委員会に つ レ 、て 説明した と!/ 、うその 経緯に つ V 、て も 記憶に 無い。 

情報 提供を した 社員 (R) と、 D 及び 守屋 氏の 証言は 明らかに 食い違う が、 どちらの 証言の 信用 性 
が 高い と レ ヽ える かにつ V ヽて 以下で 検討す る。 

D は アウ レオ 社の 役員で 守屋 氏の 秘書を 務める 女性で ある。 デイ ズ ジャパン 社への 出向 や 同社で 
の 業務に つ!/ ヽて は、 守屋 氏に よれば 「 私が 行けな V ヽ から D に 代わり に 行って もらって きた」 もので あ 
って、 いわば 自分の 手足と して D 氏を デイ ズ ジャパン 社に 出向 させて いたと いう ことになる。 実際、 D 
は、 「デイ ズ ジャパン における 業務は、 広 河 氏を 支えたい と 考えて いた 守屋の 指示を 受け、 守 屋に報 
告を 行って いた」 と 述べる。 日常 的に 守屋 氏の 指示を 受け、 報告 義務を 果たして きた D が、 「広 河 氏 
の セク シャル ハラ スメント」 という 言葉を 耳に して、 守屋 氏に すぐに 報告し なかった という ことは それ 自 
体 不自然で 考え 難い ことで ある。 仮に 本当に 「も ごも ご 言う ばかりで 何を 言いたい のか わからな かっ 
た」 と レ 、うこと であった としても、 「 セク シャル ハラ スメント」 と レ 、う 言葉が 出た の にこれ を、 日常 的 に 指示 
を 受け 報告して いえる 上司に 何も 伝えなかった というのは それ 自体 不自然で ある。 「セク シャル ハラ 
スメント、 と 言って V ヽ ましたが、 も ごも ご 言う ばかりで 何を 言 レ 、た V ヽの かわからなかった のです が」 と あり 
のま まに 報告す るの が自 然 であろう。 

そもそも、 社員ら の 説明が 「も ごも ご 言う ばかりで 何を 言いたい のか わからなかった」 というの も、 理 
解で きなかった ので あれば 詳しく 聞き直せば いいだけ のこと であり、 そうせず 放置した というのは それ 
自体 不自然で ある。 「セク シャル ハラ スメントが あった」 という 内容は、 信じる にせよ 信じない にせよ、 ど 
ちらで あっても、 それ 自体 通常 軽視して 聞き流せる ような 性質の ものでは ない。 信じなかった としても、 
社員が 社長に つ V 、て 事実 もな!/ 、のに 「 セク シャル ハラ スメントを していた」 と 述べて レ 、ると レ ヽ うこと にな 
り、 社内の 規律 や 社長と 社員の 関係 性に 不安を 感じる 事情で ある 以上、 「わからなかった から その ま 
まにした」 という D の 説明 は それ 自 体に お V ヽ て不自 然で 信用 性が 低 I 、と 言わざる を 得ない。 

この 情報 提供を した R と 同時 期 前後に 在籍して いた 別の ある 社員は、 この頃 広 河 氏が ある 女性 ボ 
ラン ティアに ハラ スメント をして おり、 これにつ いて その 女性 ボランティアが D に 相談した ところ、 守屋 
氏 も D も 何も 対応せ ず、 握りつぶされて しまった、 と 述べて いる。 検証 委員会は その ボランティアの 
女性には 直接 話を 聞く ことは できなかった が、 D が、 「広 河さん の 助けになる ことを する ように」 という 
守屋 氏の 指示の もと、 デイ ズ ジャパン 社の 社員の 人事に ついて 広 河 氏の 手足と なって 広 河 氏の 希 
望す る 方向に 誘導す る 動きを していた 件に ついて、 他に 少なくとも 2 件の 具体的な エビ デン スを検 
証 委員会は 入手して いる （第 9 の 4 (4) において 詳述)。 R により 証言され た、 ハラ スメント 被害に つい 
て 耳に して 守屋 氏に 伝えながら も 被害 申告 者を 助ける ことは しない、 という D の 行動は、 このような 他 
の 社員に よる 情報 提供と も 符合す る。 

更に、 R について は、 同時 期 前後に 在籍して いた 他の 2 名の 元 スタッフから、 検証 委員会に 対し、 

「 広 河 氏の セク シャル ハラ スメント につ V ヽて 知って V ヽた 人」 として 名 前が 挙がった。 全く 別個 に ヒア リン 
グを 行い、 また、 相互に、 検証 委員会に 対し 情報 提供を した ことを 知らない 状態であった にも 関わら 
ず、 2 名の 社員が 証言を した この 女性 社員の 名前を 挙げ、 「R さんは、 広 河さん が セク シャル ハラ スメ 
ント をして いた ことを 知っていて、 悩んで いた」 との 証言が 寄せられた。 この ことは、 尺が、 広 河 氏の セ 
ク シャル ハラ スメント について なんとかで きない かと 動いて いたと いう この 証言 內容 とも 符合す る。 

以上を 総合す ると、 情報 提供を した R の 証言の 信用 性は D の 説明の 信用 性より 明らかに 高い と 言 
わざる を 得ない。 

したがって、 実際には D は、 この 女性 社員の 説明の 通り、 広 河 氏の セク シャル ハラ スメント につい 
て 具体的に 聞かされ、 いったんは 深刻な ものと 受け止めて 守屋 氏に 報告した が、 守屋 氏が それを 信 
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じなかった、 あるいは 重要と 受け止めなかった ため、 情報 提供した 社員に 対して 「何も 対応し ない」 と 
回答した と 考える のが 自 然 であり、 検証 委員会は そのよう に 認定す る。 

(5) ボランティア 女性からの 抗議 
ァ 証言 

• 広 河 氏の 海外 出張に 複数の ボランティアが 同行した ことがあった。 その 際、 広 河 氏が そのうち 
の 1 人の 女性に ホテルの 部屋で キスし ようとした。 その 女性は ショックを 受け、 同行した 他の ボラ 
ン ティア 女性に 相談し、 相談され た ボランティアが 自分に 連絡して きたので、 自分が 被害 女性 
の 言い分を 広 河 氏に 伝え、 「それは、 ダメ です」 と 述べた。 「謝罪す べきです よ」 という ことを 伝え、 
広 河 氏は 被害 女性に 対して 渡航 費 相当 額 程度を 支払った。 

この ことは 自分 だけで 抱える 話で もなかった ので、 アウ レオ 社の D に 本件に ついて 話した が、 
他の 役員に 直接 伝える ことはなかった。 （デイ ズ ジャパン 社 女性） 


イ デイ ズ ジャパン 社の 対応 

(ア） 広 河 氏は、 「このような 件が あった のでは ないか」 という 検証 委員会からの 質問に 対し 当 
初は 「同じ 部屋に いて、 近づいた だけで どこに も 接触 もして いないが むこうが セクハラと とらえた 
ならそう いう ことに なって しまう から 払った。 」 と 、ボランティアの 女性に 金銭を 支払った ことは 認め 
たが、 セク シャル ハラ スメント 自 体に つ!/ ヽ ては 曖昧な 言 V 、方を したり、 「 同じ 部屋に!/ ヽ ただけ だ」 

と 強弁した。 これに 対し 検証 委員会が 「 何も 悪 レ 、ことを していな レ ヽ なら なぜ お金を 払う 必要が あ 
ったの か」 「被害 女性と あなたの 間で やりとりした 女性 社員は、 あなたに 対して 『それは ダメ です』 
と 述べ、 謝罪すべき だと 考えて 仲介した、 と 言って いる」 と 述べる と、 不機嫌な 表情で 黙り こんだ。 
(イ） D は 女性 社員から この 件に ついて 聞いた ことがある ことを 認め、 守屋 氏に 報告した とも 検 
証 委員会に 述べた。 しかし 「守屋 がなん と 言って いたかは 覚えて いない」 と 述べる。 また、 他の 
社員 も、 この、 被害者と 広 河 氏を 仲介した 女性 社員から、 「女性 社員が D にも この 件を 伝えた と 
聞いた」 と 述べる。 

従って、 この 件を D が 知ってい たと 認定す る。 

(ウ) そして、 先に も 述べた 通り D は守屋 氏の 部下に あたり、 守屋 氏の 意を 受けて デイ ズ ジャパ 
ン 社に 出向して 働いて いたの だから、 守屋 氏に 対して 業務 報告を すべき 立場に あった。 

また、 守屋 氏は、 「このと きのこと か はっきりとは わからな いが、 多分 この 時の ことだろう」 とし 
つつ、 巾から、 女性が、 『広 河さん から 抱きつかれた』 と 言って いる、 というよ うな 話を 聞いた こと 
は 一度 ある。 このと きのこと がそれ なのか もしれ ない。 これにつ いて 広 河さん と 直接 話を した こと 
はない。」 と 述べる。 

更に、 被害者と 広 河 氏を 仲介した 女性 社員は、 「広 河さん はなんでも 守屋 さんに 相談して 
V 、たから、 この 件 も 広 河さん から 守屋 さんに 伝わって レ 、るので はな レ 、かと 思って いた」 とも 述べる。 
この ことから すれば、 広 河 氏が この 件で セク シャル ハラ スメント として 抗議を 受けた たこと に 
ついて、 守 屋氏も 当時 D から 報告を 受けて 知ってい たと 考える のが 自然で ある。 以上より、 
検証 委員会と しては、 守屋氏 もこの 件を 認識して レ 、たと 認定す る。 

(6) アシスタント 女性からの 抗議 
ァ 証言 

• 東 日本 大震災 後、 被災地 福 島の 取材を する 際、 アシスタント として 同行す る ことに 誘われた。 
現地を 案内して くれる 方と 一緒に 色々 まわった が、 夕方 頃に なって その 方が 「立ち入り禁止 区 
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域に 入れる」 と 言い出し、 広 河 氏が 「それは ちょっと 入って みたいで すね」 と 応じて、 急に 行く こと 
になって しまった。 広 河 氏は 「君の ことは 放射能から 絶対 守る。 僕は チェルノブイリに 何度もい っ 
ていて、 女性に 与える 放射能の 影響は 熟知して いる」 「ガイガーカウンターの 数値が これ 以上に 
なったら それ 以上は 進まない」 といって いたので、 そういう 約束なら、 とついて いかざる を 得な く 
なった。 「アシスタント」 として 同行して いるのに、 自分が 行かない のでは ガイドの 方の 手前、 広 
河 氏の 面子が たた なくなって しまう だろうと いうよう に 気を 使った のと、 広 河 氏が 約束を 守って く 
れ るだろう と 思った からだった。 原発の ごく 近くに いって、 放射線 量が 高くな り、 ガイガー カウンタ 
一は 警戒 音が ピー ピー 鳴り っぱなしだった が、 広 河 氏は 全く 意に 介さなかった。 警戒 区域から 
車で 出る ときに 警察の 検問の ような ものが あって 「お 話を 聞かせて ほしい」 と 警察に 連れていか 
れ た。 広 河 氏には 「君は 何も しゃべらなくて いい」 と言われ たが、 約束に 反して 線量が 高い 地域 
に 連れていかれて 被曝が 不安だった 上 警察に 話を しなくて はならない ような 状況に なり 怒りと 不 
満が 爆発した。 事後に 抗議し、 直接の 謝罪を 求めた が 広 河 氏は なかなか その 場を もうけようと 
せず 逃げて、 社員に 協力して くれる 方が いたので 広 河 氏が いる 時に デイ ズ ジャパン 社に 行って 
抗議す る ことができ、 やっと 直接 謝罪す る 場が もうけられた。 （アシスタント 女性） 

イ 広 河 氏の 対応 

検証 委員会が 関係者に 「 広 河 氏の ハラ スメント につ!/ ヽて何 か 聞いた ことは ないか」 と 尋ねた のに 
対し、 限られた 調査 範囲の 中で あるに も 関わらず 5 人 もの 人が 「原発 近くに 連れていかれた として 
女性から 抗議を 受けた という 件は 知ってい るが、 それにつ いては 広 河さん から 後日、 その 女性 か 
ら 勘違いだった と 謝罪され たと 聞いて いる」 と 述べた。 この ことから すれば、 広 河 氏は 周囲に 「あの 
時の 女性からは 後日 謝罪を 受けた」 と 何度も 繰り返し 話して レ ヽ たのだろう と 思われる。 

この 「謝罪」 とは どういう ことだった のか、 当該 女性に どのようなことだった のか 確認した ところ、 以 
下の 通りだった。 その 女性は 広 河 氏に よって、 事前に 約束 もなかった のに 放射線 量が 高い 原発 
近くに 連れていかれ たこと や、 ヌード 写真を 撮影され る ことを 断れなかった ことな どを 知人に 相談し 
ていた。 広 河 氏に 抗議した 後、 相談を 聞いた 人から 「聞かなかった ことにして ほしい」 「 （この 業界 
で 仕事を した V 、なら) 広 河さん との 関係は 修復した ほうがいい」 と V 、う 趣旨の ことを 言われた ことが 
あり、 弱気に なって しまって いた 時期、 偶然、 デイ ズ ジャパン 社の 近くの カフェで 広 河 氏と 顔を 合 
わせて しまう 機会が あった。 その 際 女性は、 動揺した こと も あり、 挨拶した 上で、 「福 島での ことは 別 
に、 今後 も 仕事では よろしく お願いします。 先日 は 感情的に なって しまいました」 という 趣旨の こと 
を 述べた ことは あった が、 原発 近く に 連れて レ ヽ かれた こと 自 体の 抗議を 撤回す る 趣 旨では 全くな 
かった。 

検証 委員会は、 女性から そのこと を 確認した ことを 広 河 氏に 伝え、 「女性は、 あなたに 抗議した 
ことを 勘 違 レ ヽだっ たと 撤回した わけでは ない と 言って レ ヽ るが」 と 伝えた が、 広 河 氏は 「 私は 謝罪と 受 
け 取った」 と 反論した。 

ウ 役員ら の 対応 

検証 委員会からの 「 広 河さん の ハラ スメント につ レ 、て 何 か 聞 レ 、たことは ないか」 と レ 、う 質問に 対し、 
「 ひとつ だけ 聞 V 、た ことがある」 と 川 島 氏 も 守 屋氏も 述べる のが この 件で ある。 

この 女性が デイ ズ ジャパン 社 編集部を 直接 訪問して 広 河 氏に 抗蠢 したため、 他の 社員の 目に 
も 触れた ためだと 思われる。 しかし 4 で 後述す る 通り、 川 島 氏 も 守屋氏 も、 これにつ いての 広 河 氏 
の 説明を 鵜呑みに したの みで、 当事者への 調査を する ことな どは 一切なかった。 
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4 役員ら の 監視 義務の 履行 状況 

3 に 記載した 広 河 氏の ハラ スメントへの 抗議への 対応を 踏まえつつ、 役員ら の 監視 義務の 履 
行 状況に ついて 役員 ごとに 述べる。 

⑴ 役員ら 全体によ る 監視 義務の 放棄 

役員 全体の 状況を 概括す ると、 3 で 述べた ような 広 河 氏の ハラ スメントに 気付く 機会は 十分 あ 
った にも 関わらず 簡単な 調査 さえ もせず、 また、 現に 一部の 被害 情報に ついては 耳に 入って い 
たに も 関わらず、 なんらの 対応 もしなかった という ことができる。 各 役員ら が 社員での ハラ スメント 
を 未然に防 止しよう という 発想で 社内での ハラ スメント 防止 策を 講じ、 会社と しての ハラ スメント 
防止 方針を 策定して 周知したり、 相談 体制を 整える というよ うな こと も、 発想 自体なかった ようで 
ある 。 

このような ことから すれば、 取締役、 監査役 含め 役員ら 全員が、 広 河 氏の 違法行為 や 不正 行 
為につ いて 監視す る 義務を 怠って いたと しかいい ようがない。 そもそも 立場 上、 広 河 氏に 対する 
監視 義務が あると レ 、う 自覚 自 体が 役員 全体に 乏しかった と V 、える。 

役員ら が このよう に 職責に 基づく 責任を 全く 履行し な レ 、状況から、 ハラ スメントへの 告発の 声 
は 社員ら からは なかなか あがり づ らく、 勇気を 奮った 告発者が 声を あげて みても、 適切な 対応は 
まったくな されなかった。 それ どころ か 告発者は 報復と して 退職に 追い やられる こと さえ あり、 こ 
れ についても 役員ら が 問題 視 する こと さえなかった。 

総 じていえば、 この 背景には、 役員ら には それぞれ、 程度の 差 こそ あれ、 広 河 氏の 業績に 対 
する 尊敬に 基づく 広 河 氏への 信頼と 敬意が あり、 「まさか 広 河さん がそん な ことを する はずが な 
い」 と レ ヽう思 V ヽ こみが あった こと、 広 河 氏の 年齢 や 健康状態から 「 そんな ことを する はずがない」 
という 性 暴力 加害者 像に ついての 一種の バイアスが あった こと、 広 河 氏の 仕事の 前には 「多少 
の 私的な 不品行」 程度の ことは 目 をつ ぶるべき だとい うような 感覚が あった こと、 そもそも 経営者 
として わきまえて おくべき コンプライアンス 意識が 欠如して いた ことがある。 

このような 役員ら の 状況が 広 河 氏の ハラ スメントを 温存し 助長 させ、 新たな ハラ スメント 被害者 
を 生み 続ける 温床と なった ことは 極めて 重大と 言わざる を 得ない。 

以上の 概括 的 状況と 別に、 個々 の 役員に ついて 問題に すべき 事情に ついて、 以下に 述 
ベる。 

⑵ 川 島 取締役 

ア 3  (6) の 件に ついて 

「 アシスタント」 の 女性が、 「 放射線 量が 危険な ところに はつれて レ 、かない」 と V 、う 事前の 約 
束に 反して、 福 島 第一 原発の 近くに 連れていかれ、 事後に 抗議した という 件に ついては、 川 島 
氏 も 耳に し、 広 河 氏に 「 どう！/ ヽ うこと なのか」 と 問うた という。 

しかし 川 島 氏は 広 河 氏から 「この 女性は、 あとで、 抗議した ことにつ いては 勘違いだった と 
謝られた、 と 聞き、 「そうだった のか」 とその まま 納得して しまった。 

川 島 氏は この 抗議を した 女性に 直接 事情を 確認した ことは なく、 ただ、 広 河 氏の 説明を 聞 
いて 鵜呑みに したの みで、 「万一に も ハラ スメントが あっては ならない から 念のため 調べよう」 と 
V 、う 意識は 全くなかった。 


96 


具体的な 抗議が あった 以上、 会社と しては その 女性から も 話を 聞く という 調査を すべき だ 

っ た。 

また、 取締役の 川 島 氏に ついては、 複数の 社員が、 「川 島さん は、 酒席で、 『広 河さん には 女 
性 問題が あった。 裁判まで いきそう になった ことがあった』 と 言って いた」 等と、 広 河 氏の なんら 
かの 「 女性 問題」 を 知って V ヽる ことを におわせた ことがあ ると 語る ものが 複数 名い る。 これにつ い 
て 検証 委員会から 川 島 氏 に 尋ねた ところ 川 島 氏 はこれ を 否定した。 

「広 河 氏の 女性 問題」 について 川 島 氏が どの 程度の 認識を もっていた かにつ いては、 監 
視 義務 違反の 有無 や 過失の 程度に 関わる ので、 これにつ いて、 社員と 川 島 氏の 言葉の どちら 
の 信用 性が 高い と V 、える かにつ レ 、て 検討す る。 

社員ら が 述べる 川 島 氏の 言葉は 抽象的で、 また、 川 島 氏が どの 程度 知ってい たか、 どのよう 
な ことを 語った かにつ いて 殊更に 悪質 さを 強調す るよう な 説明は ない。 もし 社員が 積極的に 事 
実に 反する ことを 証言した V 、ので あれば、 J II 島 氏が 広 河 氏の セク シャル ハラ スメント につ V 、て 深 
く 知りながら 握りつぶした、 などと 具体的に 述べ、 悪質 さを 強調し そうな ものであるが、 社員ら の 
説明は 「川 島さん が 話して レ 、たことは 抽象的な ものに とどまって いた。 どの くら！/ 、のこと を 知って 
いるかまでは わからない」 という もので あり、 経験した ありのままを 正直に 伝えて いるものと 思わ 
れ る。 

そもそも 広 河 氏の セク シャル ハラ スメントに ついては、 異なる 期間に 在籍して いた 複数の 社 
員から、 「セク シャル ハラ スメント かどう かは はっきり わからな いが、 女性に 関して 問題が あると い 
う 噂は 聞いて いた。」 「辞めた 女性 社員に ついて 『あの 時 もね、、、 』 というよ うに 含みが ある 言い 
方を 社員 同士が している のを 聞いた ことがある。」 「広 河さん は 女好き だとい う 噂を 聞いた」 と 等 
の 証言が 寄せられ ており、 かなりの 社員が、 はっきりと セク シャル ハラ スメント と言える かわから な 
いにしても、 少なくとも 「広 河さん には 何 か 女性に 関して 問題が あると いう 噂が ある」 という 程度の 
認識を 持って いたと 思われる。 また、 社員 のみでな く 顧問 税理士 も、 「編集部に 出入りして いた 
ライターから、 『広 河さん の 女性 問題は 有名です よ』 と 聞いた ことがある」 とか、 「退職す る 女性 社 
員と 退職 手続に ついて やりとりして いた 際に、 『広 河さん から、 つきあって ほしいと 言われた』 とい 
う 趣旨の 言葉を 聞いた が、 当時は 信じられなかった」、 などと 述べ、 やはり、 必ずしも 具体的では 
な いまでも、 広 河 氏の 女性 問題に ついて 耳に した ことは あった ことを 認めて いる。 更に、 講談社 
が 発刊 していた 「 DAYS  JAPAN」 の 編集長だった、 取締役の 土屋 氏は 「 講談社 時代に も 女性 関 
係の 噂を 聞いた ことは あった。 若い 女性に 手を 出して 不倫して いると いうよう な 内容だった」 と述 
ベて いる。 

このように、 広 河 氏の 「女性 問題の 噂」 を 相当数の 社員 や 外部の 税理士まで もが 抽象的には 
耳に していた ような 状況が あった こと や、 検証 委員会が 把握した 具体的 被害 件数の 数の 多 さか 
ら すれば、 時々 社員ら と 飲食す る 程度の 交際は あり、 しかも 講談社の 「DAYS  JAPAN」 でも 広 河 
氏と 一緒に 仕事を していた 川 島 氏が、 「広 河 氏の 女性 問題」 を 噂 レベルで さえ 全く 聞いた ことが 
なかった、 というのは、 それ 自体 不自然で 考え 難い ことで ある。 

また、 川 島 氏の 検証 作業に 臨む 態度と しては、 2019 年 1 月 28 日 に 社員ら に 対し 「検証 委員 
会には、 会社に 都合が 悪い ことは 書かせない」 と 述べて いた 上 (第 1 の 3(2) 参照）、 これにつ い 
て 検証 委員会から 尋ねられ ると、 録音の 存在が わかる までは 否定して いたな ど、 自らに 不利益 
な ことは とりあえず 否定して おく、 という 不誠実な 態度が みられる。 この ことから しても、 川 島 氏が、 
「 広 河さん の ハラ スメントの 噂は、 原発 近く に 連れて レ ヽ かれた 女性の 件 以外は 聞 V ヽ たこと がな 
い」 と 述べる 言葉の 信用 性は 低い と 判断せ ざるを 得ない。 
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以上から、 これにつ いては 社員ら の 証言の ほうが 信用 性が 高く、 川 島 氏は 「広 河 氏の 女性 
問題」 について、 なんらかの 認識は あった ものと 認定す る。 

ウ ただし、 川 島 氏が 「 広 河 氏の 女性 問題」 が 女性の 意に 反する 深刻な 性 暴力で あるとまで 認識 
して!/ 、たかに つ レ 、ては 別問題で ある。 

そこまで 深刻な 事態 だと 認識して レ 、たので あれば、 むしろ 酒席で 社員ら に 「 女性 問題が あ 
る」 などと 軽々 しく 述べる ことは さすがに 考えが たい。 酒席で 話題の ネタ のように 話して いたと い 
う 態度から すれば、 川 島 氏は おそらくは、 「不倫」 「女 遊び」 というよう な、 「私生活の 不品行」 程 
度に 矮小 化して 認識して いたのでは ないかと 推察され る。 そして、 「その 程度の ことは 男性には 
よく ある ことで あり、 目をつぶって あげるべき だ」 というよ うに、 他の 男性の 性的な 不品行を 暗黙 
のうちに かばって に 寛大な 態度を とる という 一部の 男性に 見られる 傾向が 川 島 氏に も あって、 
「広 河 氏の 女性 問題」 には 介入 しないと いう 態度を とっていた のではないだろう か。 

このように 述べる からといって、 検証 委員会と して、 川 島 氏の 責任が 軽い と 考えて いると いう 
ことでは ない。 むしろ、 本当に 相互の 自由意志で 性的関係を 持って いる 「不倫 関係」 であると し 
て も、 会社の 代表者が 若 V 、女性 ボランティア や 社員と 性的関係を 持つ ことは 立場 上 不適切で 
はない か、 とか 「そもそも 本当に 単なる 不倫な のだろう か、 社長と スタッフ という 関係 性では、 女 
性 側は 嫌で も 断れなかった 可能性は な V ヽ だろう か」 と レ ヽう 疑問を もたず、 無策の ままであった た 
ことは、 会社 組織に 経営 責任を 持つ 役員と して 非難され るべき 事情で あり、 取締役と しての 監 
視 義務を 誠実に 履行して いたとは 到底 言えない 態度で ある。 

本来、 取締役は、 社内での ハラ スメント 発生を 予防し、 発生して しまった 場合には 厳正に 対 
処 すべき 責任を 負って いる 立場で ある。 代表取締役が 女性に 対して 不適切な 関り をして いる 可 
能 性に 気づいた ので あれば、 本人 や 関係者に 質すな どの 調査を すべき 職責を 負って いたので 
あるから、 「広 河 氏の 女性 問題」 を 耳に しながら 何も 対応し なかった という ことは、 その 職責 や 立 
場に 照らして、 著しく 不適切と いわなければ ならない。 

本件では、 ハラ スメント 加害者と 疑われて いた 人物が、 代表取締役 という、 社内で 最も 強い 権 
限を 持つ 人物であった ことは、 社員ら からは 非常に 告発の 声が あがり づ らいと いう ことは 当然で 
あった。 この ことから、 代表取締役 に対して 物を 言える 立場と しての 取締役の 責任は 尚更 重 か 
ったと いえる。 その 責任を 果たして こなかった ことは 広 河 氏に よる ハラ スメントが 長期 間に わたり 
続 V 、てし まった ことの 重大な 背景 事情で あると レ 、えよう。 


(3)  土屋 取締役 

講談社の 「DAYS  JAPAN」 編集長だった 土屋 右二 氏が 取締役に 就任した のは、 広 河 氏からの 
依 纏 こよる ものだった。 土屋 氏は 就任に ついて 「広 河 君の ジャーナリスト としての 能力を 評価し 
ていたので、 広 河 君を 助けられる ならと 思って 承諾した が、 経営に 関わる つもりは ない と 伝え、 

広 河 君 もこれ を わかって いた」 と 述べる。 要は、 会社 設立に 必要な 取締役の 人数を 揃える ため 
に、 形式的に 就任した にす ぎず、 会社との 間では、 取締役と しての 職務は 果たさなくて いいと い 
う 合意が あった、 いわゆる 名目 的 取締役だった といえる。 

土屋 氏は 実際に、 ごく 初期の 頃に 挨拶 程度に 出席した 場合を 除いては 取締役会には 欠席し、 
毎回 委任状を 提出して いたのみ であった。 また、 週刊 文 春 記事の 一般 発売 日の 前日 に 早 刷り 
記事を 見て 対応に あたって いた 他の 役員と 異なり、 新聞に 掲載され た 週刊 文 春の 広告を 見て 
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初めて 報道を 知って 驚 レ 、たと 述べるな ど、 実際に デイ ズ ジャパン 社の 経営への 実質的な 関与 
は ほぼなかった と V ヽ える 〇 

ただし、 名目 的 取締役であった からといって 取締役と しての 監視 義務から 免れる ものとは 当然 
にいう ことは できない (最高裁 昭和 55 年 3 月 18 日 第 3 小 法廷 判決 等 参照） 

また、 土屋 氏は 広 河 氏が 講談社の DAYS  JAPAN に 関わって いた 時期に 「広 河 君が 社内の 若 
V ヽ 女性に 手を 出した と レ ヽう 噂は あった。 不倫と レ ヽ うこと だと 思って レ ヽ たが、 1 回 だけでは な V ヽ ので 
はない かとい う 印象は あった」 と、 広 河 氏には 女性に 関して なんらか 問題が ある 人物であった と 
V 、う 認識は 持って いた。 更に、 土屋 氏は デイ ズ ジャパン 社 創設 初期の 頃 ことと して 「 会社に 行っ 
たら、 何 か 広 河さん に 強く 叱責され た 後だった 様子で、 複数の 女性 社員が 涙ぐんで いて、 異様 
な 雰囲気だった のを 目 撃した ことがあった」 と 述べる。 

このような ことから すれば、 土屋 氏に も、 広 河 氏の ハラ スメントに 気付く きっかけが 全く 無かった 
とはいえない ので あり、 立場に 伴う 相応の 職責を 果たすべき 義務が あった といえる。 

⑷ 小川 取締役 

小川 氏が 取締役に 就任した のは 会社 解散が 決まった 後の 2018 年 11 月で、 就任して いた 
期間 はごく わずかで ある。 小川 氏 は 他の 出版社で 勤務して おり、 デイ ズ ジャパン 社の 経営 には 
それまで 全く 関与して こなかった。 取締役に 就任した のは、 いって みれば 夫であった 広 河 氏が 
会社を 畳む ための 手伝いと いうの が 動機であって、 「できる 作業は なんでもやる つもりだった」 と 
述べる。 就任して 1 力 月 で 週刊 文 春の 報道が あり、 わずかな 期間で ほぼ 実働からは 離れる ことと 
なった。 

このように 就任 期間が 短く、 広 河 氏の ハラ スメントが 横行して いた 期間の 経営への 関与は ほ 
とん ど 無い ことから すれば、 広 河 氏の ハラ スメント について 役員と しての 監視 義務 不履行の 責任 
を 問う のは 相当では ない。 

しかし、 小川 氏の 就任 直前に 発生した 派遣 社員 J の 自殺未遂の 件に ついて、 労働組合 員 
が 関与した と 思い こみ、 不十分な 調査で I の 懲戒処分を 行った ことにつ いては 大きな 問題が あ 
ったと 言わざる を 得ない。 この 際は 小川 氏には、 J の 自殺未遂 について 会社と して 原因を 排除 
しないと J から 安全 配慮 義務 違反を 問われて しまう と V ヽう 焦燥と 危機感が あり、 J が 改変した 資料 
を 基に 誤った 判断に 誘導され たとは いえ、 I が 原因と 決めつ けず、 I から 事情を 聴いて 資料 提出 
を 受けるな ど すれ に 懲戒 相当 事由 は 無 レ ヽ ことは わかった はずで ある。 それを 怠って 拙速な 
判断を 下した ことは 非難に 値する。 

また、 小川 氏は、 週刊 文 春の 報道 以降 も、 すぐに 広 河 氏の 性 暴力に ついては 信じる ことが で 
きず、 最終 号の 表紙に おいて 「性 暴力」 という 言葉を 掲げる ことに 反対す るな ど、 役員と しては 
必ずしも 適切では な V ヽ 言動 も あった。 ただし、 性 慕 力 加害者の 配偶者と V 、う 立場では 小川 氏 も 
広 河 氏の 被害者で あると いう 面 も あり、 その後には 検証 委員会への 協力を 含め、 事実を 受け 入 
れた 対応を している ことから すれば、 取締役と しての 責任を 問う のは 相当では ない と 思料す る。 

(5) 守屋 監査役 

了  3 ⑷の 件に ついて 

3 ⑷ において 述べた 通り、 守屋 氏は、 D を 通じて、 当時、 女性 社員 R から 「広 河 氏は セク シャ 
ル ハラ スメントを していた」 と 伝えられて いたに も 関わらず、 何も 対応し なかった。 

守屋 氏は そもそも この 件に ついて 「記憶がない」 と 述べる ので、 何も 対応し なかった 理由は 不 
明で ある。 守屋 氏は、 検証 委員会の ヒアリングに おいて、 セク シャル ハラ スメント 被害を 訴えて いる 
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女性 達に ついて 「ジャーナリストを 目指す 人 だったら、 はっきり 意思を 主張して ほしかった と 思う」 
「いまだに 私は 信じられな いのと、 その 時は その 人は 広 河さん を 好きだっ たんじ やない のと 思って 
しまう」 とも 述べて おり、 広 河 氏が 女性の 意に 反する 性 暴力を ふるった という こと 自体、 いまだに 十 
分には 信じられな いと レ ヽ うような 態度であった ので、 当 時 も そのような 感覚で、 性 被害の 告発 自体 
を 軽視して V 、た 可能性が ある。 

また、 守屋 氏は 経済的に 大きな 支援を 継続す る ほど 広 河 氏の 業績への 敬意が 強かった ので、 
「こんなに 素晴らしい 人が そのような ことを する はずがない」 と 思い こみ、 事実ではないだろう と 決め 
つけ、 それに 反する 言葉を 聞き いれる 発想が 無かった 可能性 も ある。 

どのような 理由で あれ、 社員から、 広 河 氏の 「セク シャル ハラ スメント」 という 言葉を 聞かされた 
以上、 その 社員 や 広 河 氏に 事情を 確認したり 再発 防止 策を 具体的に 講じる 等すべき であった。 

イ 3 ⑸の 件に ついて 

会社の 代表取締役が ボランティアの 女性に 対し 意に 反して キスし ようとした、 というのは 大変な 
問題であった。 

3  (5) で 述べた 通り、 検証 委員会と しては、 守屋 氏は D からこの 件に ついて 報告を 受けて 認識 
していた ものと 認定す る。 

しかし 守屋 氏は これにつ いて 「 おそらく そのと きのこと かもしれ ない が、 女性が 『広 河さん から 
抱きつかれた』 と 言って いた、 と D から 聞いた」 と 述べる のみで、 これにつ いて 何 か 役員と して 対応 
した ことはなかった。 守屋 氏は D から、 広 河 氏の 言葉と して 「ぼくは 何もで きない じ やないで すか」 

と V 、う 言葉を 聞 V 、たと 述べ、 これにつ いて 「 相手が どう 受け止め るかが こちらの 思惑と 違う 場合 も あ 
る。 たとえば お茶を 飲みに いかない かと 聞いた だけで 『誘われた』 などと 発展して 考える 人 もい る。 
そう レ 、う 流れの 感じで 受け止めた」 と 述べる。 これにつ V 、て 検証 委員会が 「 お茶に 誘う のと 『抱き 着 
く』 では かなり 違う 行為で、 検証 委員会と しては、 争 レ 、よう もな レ 、セク シャル ハラ スメントが あった と 
認定して いる」 と 述べる と、 守屋 氏は 「広 河さん は、 『同意の 恋愛』 というよ うに とらえて いたの だと 思 
う。 例えば 元 上司と 部下で、 結婚す る こと も ある。 結婚し なければ、 過去に つきあって いた 女性た 
ちから、 V 、つなん とき 訴えられる かわからない と V 、うこと です よね」 と、 セク シャル ハラ スメント につい 
て 無理解な 言葉を 述べて いた。 第 2 の 3(2) で 述べた ように、 守屋 氏は 広 河 氏の 業績を 高く 評 
価して おり、 強い 敬意 ゆえに、 広 河 氏が ハラ スメント などす るは ずがない という 思い こみが 強固 だ 
ったと 思われる。 もっと いえば、 広 河 氏の 業績への 評価が 高かった ゆえに、 広 河 氏の 業務の 妨げ 
になる ような ハラ スメント 告発に ついては、 耳に 入っても、 「広 河さん の 仕事の 前には たいした こと 
ではない」 と レ 、う バイアスが かかり、 告発を 無視す る 行動を とった のでは な レ ヽ かと 推察され る。 少な 
くと も、 監査役と して、 社内、 とりわけ 代表取締役に 違法行為 や ハラ スメントがない かにつ いて 注視 
し、 あれば 是正し ようと V 、う 姿勢は 全くなかった ことは 間違！/ 、ない。 セク シャル ハラ スメント について 
の 一般的な 無理解と 広 河 氏への 敬意を 背景と して、 明らかな 問題 行為に ついて 認識しながら 何も 
対応し なかった ことは 監査役と しての 立場と 職責に 照らし 強い 非難に 値する。 

ウ 3  (6) の 件に ついて 

3(6) の 件に ついては、 守 屋氏も 「知っている」 と 述べる が、 川 島 氏 同様、 守 屋氏も 「広 河さん から 
『その 人からは、 後で 会った ときに、 あの 時の 抗議は 勘違いし ていた、 すみませんでした、 と 謝られ 
た』 と 聞き、 そうだった のかと 思った」 と、 その 抗議 者に 直接 事実 確認を するな どし ない まま 広 河 氏 
の 言い分を 信じた 旨 述べる。 
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また、 検証 委員会が 「その 女性は 意に 反して 福 島 第一 原発 近くに 連れていかれる ことにな 
ってし まった そうだが」 と 言った のに 対し 守屋 氏は 「そうではありません、 もともとそう いう 予定だった 
はずです」 と 述べるな ど、 この 経緯に ついても、 抗議 者の 言葉より 広 河 氏の 弁明を 信じる 態度が 明 
白だった。 

広 河 氏に 対する 敬意 や 信頼に よって、 監査役と しての 取締役への 監視 義務の 放棄と いえる 
状況が あった ことが うかがえる。 


エ アウ レオ 社の 社員を 使った 人事への 介入 

以上に 加え、 監査役の 守屋 氏に っいては、 秘書の D を 通じて、 広 河 氏の ハラ スメント にっいて 
情報を 得て いながら 何も 対応し なかった という 情報は 3 記載の 情報 以外に も 複数 寄せられた 。守 
屋氏 にっいて は、 具体的には、 アウ レオ 社の 社員を 使って、 広 河 氏が 望む 不当な 人事に 加担し 
て レ ヽた ことの 問題を 指摘し なくて はならない。 

広 河 氏は、 自分が 気に入らない 社員を 辞めさせ たいと 考えた 時、 自ら 「クビ だ」 というよ うな ことを 
言う こと も あった が、 社員が 拒否したり 反発した 場合の 折衝には 強い ストレスを 感じた ようで、 退職 
への 勧奨を、 自 ら行 うのでは なく、 守屋 氏に 依頼して、 アウ レオ 社の D を 使って 行って いた。 守屋 
氏の 意を 受けた D が、 広 河 氏の 希望に 基づき、 広 河 氏が 気に入らない 社員ら を 退職 方向に 誘導 
する ように 折衝して いたと 述べる 社員は 異なる 在籍 期間に わたり、 複数い る。 例えば 元 社員から 
「ハラ スメント 被害を D に 相談した 人が、 結局 対応して もらえず、 むしろ デイ ズ ジャパン 社から 離れ 
るよう 誘導され てし まっていた」 「一貫して 広 河 氏 個人への サポートを 通じて デイ ズを 支えて レ 、た㈱ 
アウ レオと 同社 社長が デイ ズ そのものよりも 優先され る 中で、 通報 窓口を 私的に 買って出 ておいて 
握りっぶす ような ことが まかり 通って いました。 広 河 氏と その 周辺に、 「実績と プライベートは 分け 
る」 ような 考え方が 当時 まだ 通用して おり、 そのよう に 立論して、 隠蔽を 行って きた ものと 思います。 
広 河 氏 個人への 支援と デイ ズ への 資金 援助を 行って レ 、た㈱ アウ レオが、 行為者と しての 広 河を 助 
長させ、 改めさせる 機会を 失わせた のでは ないかと 思います。 」 という 証言が 寄せられた。 

検証 委員会は 守屋 氏の 意を 受けた D が 関与した 社員への 退職 勧奨に 関して、 二 件、 資料を 得 
られ たので 報告す る。 


(ア） E に対する 退職 勧奨 

幼児を 子育て 中の 女性 (E) が デイ ズ ジャパン 社の 求人に 応募した が、 小さい 子どもが いて 残 
業で きないと いう ことを 理由に 不 採用と なった。 E は 履歴書に 就学 前の 子どもが 2 人い る ことと 「お 
迎え 時間が 17 時な ので、 可能なら 時短 勤務 や 在宅勤務を 希望し ます」 と 明記して いた。 デイ ズジ 
ャ パン 社では 不 採用と なった ものの、 広 河 氏が E を 気に入って 声をかけ、 広 河 事務所で 採用され 
る ことと なった。 E は 広 河 事務所で 働き 始めた が、 広 河 氏が デイ ズ ジャパン 社の 女性 社員を 怒鳴り 
つけて V ヽ るのを 見て その 状況に 強 V ヽ ショックを 受け、 「 そういう 激し！/ 、言!/ 、方を して!/ ヽる 空気が 耐え 
られ ない」 と 広 河 氏 に 抗議した。 

広 河 氏は この ことで E を 疎ましく 思い、 退職 させたい と 考えた が 自分で 折衝す る こと も 嫌い、 E と 
の 折衝を、 守屋 氏を 通じて アウ レオ 社の D に 依頼した。 これに 関する、 当時の 広 河 氏と D との メ 
ー ルの やりとりが あるので、 一部を 抜粋す る。 


(D から 広 河 氏 及 び 他の 社員に 対する 報告 メール) 

「E さんには 辞めて いただく ことにし、 理由は 

1 子育て 中心 で 週に 3 日、 時間 も 限られて I ヽ ると 急な 仕事に 対応で きない 
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2 注意を して I 、る 空気が 「怖 l 、」 と 感じ、 負の 空気を 持ち帰り たくな I ヽと 思って おられるなら、 ここで 
はお 仕事は 無理 

3 指不 待ち では 仕事を 任せられない 

とし 、うこと を 明確に きちんと 伝えた I ヽ 旨を 話しました。」 

「私は、 E さんから 広 河さん 宛の メールを 見 て 『こぅ レ 、うこと を 言う 人は どうなん でしょう』 と 思 レ ヽ ました 
し、 守屋も 『子育てして レ 、るス には 無理』 と 申しました」 

「残って レ ヽる 仕事は あと 2、 3 日 で 終わらせて レ 、ただ’#、 上記の 理由で 無理 だと 思 レ ヽ ます、 今まで 
ありがとう ござ I ヽ ました、 と レ 、うこと でよ ろしし ヽ でしよう か」 

(広 河 氏 氏への 返信 メール) 

「それでは よろしく お 願 レ ヽ します」 

「彼女 （E) は 泣いて きた。 最悪です n  (注 •広 河 氏が) 怒った とき 他の 社 籠が I 、たからよ かった けれ 
と、、、 2 人 だけだった ら、 泣いて ハラ スメントと 言われる 恐怖が あります。 ！ 

「しかも 本人の 希望を 確認して もらったら、 週 3 日との こと。 私は 何を やって I 、たの か、 がっくり しま 
した。 •日 働くなら、 指示で きる 時間 も 作れる かもしれ ない けれど 週 3 の 仕事は ない。 私は 彼女に 
合わせて スケジュールを 決める 余裕は ない。 私の 仕事に 合わせられる 人し か 求めない。 子ども 中 
心と レ 、う 考えには 賛成す る。 だから どちらに とっても、 い レ ヽ ことは、 スキャン (注 •当時 広 河 氏が M に 
俞 じて レ ヽた 業務) が 終わり 次第、 お引き取り 願う と 伝え てくだ さ V 、ます か。 

おまけに 広 河は 仕事には 人一倍 気む ず かしい ので、 あなたには 合わない し、 苦労す る だけと 言 
つ \ たとえ 毎日 来る と言っ て も、 もう 信じません。 すみませんが よろしく お願いします。」 

(D から 広 河 氏. 他の 社員への メール) 

「E さんに お話し しました。 

•ご 希望の 勤務 形態では お願いで きる お 仕事がない こと 
•お子さんの 子育て 中心には 賛成で ある こと 

•広 河さん は 今まで も、 今後 も、 注意すべき 時は 変わらない。 その 空気を 持ち帰りたくない と 仰る の 
であれば 難し レ ) こと 

E さんは 「はい、 そうです ね」 とおっ しやって おられました。 

スキャンの お 仕事が 終わりましたら お引き取り 頂きた I 、と言うつ もりでした ところ、 丁度 今日 終わ っ 
たとの こと。 「今日で 終わり かな、 と 思って ました」 とおっ しやって いました」 
m 下線は 検証 委員会に よる もの) 


この やりとりから、 広 河 氏は、 自分の 言動に ついて 抗議した E を 疎ましく 思い、 それ どころ か 「自 
分が ハラ スメント 加害者に させられる」 という 「 恐怖」 を 抱 レ 、て 雇用 関係から 排除した レ 、と 考えた が、 
それにつ いて 自分が 直接 行う こと も 嫌な ので D に 委ねた という ことが わかる。 E は 高 学歴で 高い キ 
ャ リアを 持って おり、 おそらく 広 河は これを 評価して、 デイ ズ ジャパン 社で 不 採用と したのに わざ わ 
ざ 広 河 事務所で 採用 するとい うことまで したのに、 いったん ハラ スメント について 抗議を 受ける や、 
態度を 豹変 させ、 E に 関わる こと さえ 避け、 D に 指示して、 E を 退職に 誘導して いた。 このような 広 
河 氏の 自己中心 的で、 労働者への 配慮を 全く 欠く 態度は、 しばしば 見受けられる ものである。 

そして、 守屋 氏は、 このような 人事の あり方が、 不当な ものでは ないかと いう ことを 検討す る こと 
なく、 広 河 氏が 望む ことを 助けたい という 考えから、 自分の 部下に 指示して 広 河 氏の 希望す る 動き 
を とらせて いた。 これは、 監視 義務の 不履行を 超え、 広 河 氏の 望む 不当な 退職 勧奨に 監査役 自 
ら 加担して レ ヽ たものと いえ、 強 V 、非難に 値する。 
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(イ） F への 退職 強要 

広 河 氏は、 自分と 衝突す る ことが 多かった、 ある 社員 （F) を 退職させる ための 業務を アウ レオ 社 
の G 及び D に 依頼し、 実際に G 及び D は F に 対し 退職に 向けて 執拗に 働き かけた。 このような 
アウ レオ 社の 社員の 動きは 全て、 「 広 河 氏が 望む ような 人事を 支援したい」 と レ 、う 守屋 氏の 意向に 
基づく ものだった。 


広 河 氏が 社員 全員と 守屋 氏、 D を 宛先に した メール 
「今後の ことにつ I ヽ ての 重要な 連絡 

昨日 会社に I ヽた 社員には 話しました 通り、 私は 筆頭 株主の 守屋 さんに 依頼し、 守屋 さんが 選出し 
てくだ さった G さんに、 人事を 含む 臨時の 社長 代行 業務に あたって V 、ただく ことにな りました」 

「F さんの 人事に 関しては、 広 河は 対処し ません。 守屋 さん、 G さんに 一任して います」 


F は 退職を 強要され る ことを 不本意に 感じ、 広 河 氏との 直接の やりとりを 強く 求めた が、 広 河 氏 
は F と 接触す る ことを ストレスに 感じて 返答せ ず、 「対処し ない」 という 態度を 貫いた。 そして、 広 河 
の 意を 受けて、 アウ レオ 社から 出向した G と D が F と 面談す るな どして 強く 退職を 求めた。 

この 退職 強要の 経過は 関係 当事者の 意向に より 詳細な 記述は 控える が、 検証 委員会と しては、 
違法の 疑いが あると 考えて いる。 監視 義務の 不履行を 超えて、 監査役が 違法な 退職 勧奨に 関わ 
っ たという 可能性が 高く、 問題は 大きい と 言わざる を 得ない。 

検証 委員会から D に 対し 「広 河さん は 社員に 対し パワー ハラ スメントを していた と 指摘す る 社員 
が 多い が、 あなたから 見て 広 河さん から 社員に 対し パワー ハラ スメントは あった と 思う か」 と 問うた と 
ころ、 D は 「何が ハラ スメント にあた るかは 人に よって 違います よね」 「なんで 今に なって パワー ハラ 
スメント などと 言いだ すの かわからない」 などと 述べて おり、 本心は どう あれ、 検証 委員会に 対して 
は 広 河 氏が パワー ハラ スメントを していた とは 思わない、 と 擁護す る 趣旨の 言葉を 述べて いた。 ま 
た、 検証 委員会から、 「退職 強要は 場合に よっては 法的 問題を 生じる こと も あるが、 弁護士 や 社 労 
士 などに その 点を 確認した ことは あるか」 と 尋ねた ところ、 「なかった」 とのこと であった。 これは D で 
はなく、 その上 司と して D 氏を デイ ズ ジャパン 社に 出向 させ、 業務を 指示して いた 守屋 氏の 問題と 
して 問われる ことで ある。 守屋 氏の 動機 偉大な 仕事を している 広 河さん を 支える ため、 広 河 さ 
んが 望む ことを 人事 面で も サポートしたい」 というよう な、 主観的には 善意であった と 思われる が、 
そこには、 広 河 氏が 望む ような 人事が 違法、 不当な ものでは ないかと いう ことを チェックし ようとい う 
監視 義務の 自 覚 がなかった ことが うかがえる。 

守屋 氏は、 自身が 複数の 会社の 経営者で あり、 会社 経営者に 求められる コンプライアンス 遵 
守 精神と いう ものを およそ 情報と して さえ 知らない という 立場ではなかった はずで ある。 しかし、 デ 
イズ ジャパン 社への 関与に おいては、 社会 正義を 実現す るた めの 運動への 支援と いうよう な 感覚 
で 動いて いたよう である。 守屋氏 自身、 自らの デイ ズ ジャパン 社への 関与の スタンス として、 経営 
陣 というより 「ボランティアの 一人と いうよう な 気持だった」 と 検証 委員会に 述べて おり、 デイ ズジャ 
パン 社の 経営陣の 一人と して コンプライアンスを 遵守した 経営を 行わなくて はならない という 意識 
が 希薄であった と 断 じざる を 得ない。 守屋 氏は、 このような 意識に ついて 「役員と しての 報酬が ほと 
んど 無かった の もよ くなかった のか もしれ ない」 と 述べる。 実際に 広 河 氏 以外の 役員報酬は 一時期 
までは 0円 であり、 一定 時期 以降は 支払われ たが 年間 支給額は 18 万円と いう 安い ものであった 
(2015,2016 年 賃金 台帳) (なお、 広 河 氏の 給与は、 一定 時期までは 月額 30 万円 程度であった が、 
一定 時期 以降は 増額し、 2015,2016 年 賃金 台帳に よれば、 年間 840 万円であった。 ） このような 意 
識 は、 守屋 氏の 主観と しては 善意で あり、 純粋に 社会的 意義 ある 活動の 支援と いう 動機であった 
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としても、 だからといって 問題がない とは 言う ことは できない。 社会 正義を 実現す る ことを 目的と す 
る 組織に おいては、 「社会的 意義が ある ことを やって いる 以上 それが 最 優先で あり、 会社 組織 や 
雇用 関係に おいて 本来 遵守され るべき コンプライアンスは 二の次」 という 感覚が 生まれて しまう こと 
が あり、 その 感覚は、 結果と して、 組織の 中での ハラ スメント 発生の 温床と なって しまう。 実際に こ 
のよう な 意識 も 要因と なって 広 河 氏の ハラ スメントが 見逃され 続けて きた ものと 考えられる。 

以上の ように、 役員ら それぞれの 立場に 伴う 職責が 全く 果たされず、 役員ら による 抑止 力は 
全く 機能し ない 状況であった ことは、 広 河 氏に よる ハラ スメント 被害 発生が 続いて しまった 重大な 
背景で あると いえる。 

5 デイ ズ ジャパン 社の ハラ スメント 防止 義務 

⑴ 広 河 氏 及び デイ ズ ジャパン 社は、 雇用者と して、 セク シャル ハラ スメントを 禁止 するとい う 方針 
を 明確に し 周知を したり、 社内で 啓発を する ことは 一切 無かった (前記 厚 労 省 指針 ①)。 広 河 氏に 
も 役員ら にも、 雇用者と しての 義務を 履行し なくて はいけ ない という 責任感が そもそも 乏しぐ 社内 
での ハラ スメント 発生を 予防し なくて は レ ヽ けない と レ ヽう 発想 自 体が 欠如して いた。 それ どころ か 代 
表 取締役 自 らが 地位を 利用して セク シャル ハラ スメントを 繰り返して いたので ある。 

デイ ズ ジャパン 社内には セク シャル ハラ スメント 被害を受けた 者が 相談で きる ような 体制は 何も 
なく （前記 厚 労 省 指針 ②) それを 作らなくて はいけ ない と V ヽう 発想 自体、 役員ら の 誰に もなかった。 
実際、 「ハラ スメントに ついて、 誰に 相談 すれば い レ 、かわからなかった」 と 述べる 関係者は 複数い 
る。 悩んだ 結果、 アウ レオ 社の D に 相談した 者 もいた が、 結局 何も 対応され ない ままで 被害者が 
救済され る ことはなかった。 社内に 適切な 相談 体制が 無い ことが 被害者に 泣き寝入りを 強いてし 
まう ことが 典型的に 表れて いた。 

第 10 の 4 項に おいて 述べた 通り、 川 島 氏 も 守屋氏 も、 広 河 氏の ハラ スメント について 耳に する 
機会が あった にもかかわらず、 そもそも 会社と しての 調査 自体 行わず、 まして 被害 拡大 回避 や 再 
発 防止に 努めたり、 被害 回復 策を 講じる ような こと もな にもなかった (③) 。 

被害 申告を したり、 抗議した りした 者は 第 10 の 3  (2) に 記載した 通り 解雇され る ことまで あった の 
であり、 退職 時の 有 休 買 取 日数を 勝手に 減らされる など (第 10 の 3 (3) 参照）、 抗議 や 告発に よる 
不利益 取扱 も 露骨だった (④) 。 

以上から すれば、 デイ ズ ジャパン 社は、 セク シャル ハラ スメントへの 措置 義務を 一つ も 果たして 
いなかった といえる。 

⑵ 広 河 氏の 罵声 等に ついては、 業務 上の 指示を 目的に する もの も あった かもしれ ない とはいえ、 
「複数の 社員が 涙ぐん ていた」 「泣きながら 抗議され ていた」 などと いう 証言が 少なからぬ 数 ある 以 
上、 その 程度は 明らかに 業務 上 必要 かつ 相当な 範囲を 超えた ものであった といえ、 労働者 及び 
関係者の 執務 環境を 害する ものであった。 

防止法 (及び 指針 素 案） は、 本件 行為の 後の ものでは あるが、 事業者の 責務と しては、 法 制定 
以前から 存在した ものと いうべき である。 広 河 氏 及び 会社は、 雇用者と して、 パワー ハラ スメントに 
ついて、 研修を 実施す る ことを はじめ 防止 義務を 負って いた にもかかわらず、 それらの 義務が ある 
ことに 思いを いたす ことない ばかり か、 代表取締役 自らが パワー ハラ スメントに 及んで いたと いえる 
広 河 氏 及び 会社 役員は、 後記の ように、 時間外労働 規制を 含め 労働法 令を 遵守す る 意識を も 
つ ことなく、 セク シャル ハラ スメント や パワー ハラ スメントに ついても 法令 や 社会通念の 進展を 意識 
する こと さえなかった と レ 、わざる をえない。 
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6 告発の 声が あがり づら かった 事情 

広 河 氏に よる ハラ スメント や 労働 関係 法令 違反に ついて、 当事者 や 内部から 告発の 声が あがる 
ことは ほとんどなかった。 


(1)  社員ら への 圧力 

社員ら は 広 河 氏の ハラ スメントに 無策な ままだった ばかりでは 決してな く、 セク シャル ハラ スメ 
ント について D を 通じて 役員に 伝えた 者 も レ 、たし、 広 河 氏に 直接 抗議した 者 もいた (第 10 の 3 
項 参照)。 しかし それでも 役員は 何も 対応し ない ままで あり、 それ どころ か、 声を あげたら 離職に 
追 V 、込まれる ことまで あった (第 10 の 3) 。 勇気を 奮って 声を 上げた 他の 社員が どのような ひど 
い 処遇を 受けた かを 見聞き すれば (それ 自体が 環境 型 パワー ハラ スメント ともい える）、 多くの 社 
員は、 広 河 氏とは 正面から ぶつかる ことは できない と レ 、う 強 レ 、心理的 圧力を 感じて レ 、たであろう 
ことは 想像に 難くない。 

心理的 圧力を 感じながら も、 社員には、 広 河 氏と 正面から ぶつからない 方法で ハラ スメント 被 
害 発生を 防ごうと する 行動 も あった。 例えば、 広 河 氏の セク シャル ハラ スメントに ついて 具体的 
には 知らない ものの 噂 レベルで 聞いて いたと いう ある 社員は、 以下の ように 証言す る。 

「 ボランティア にきて レ 、た 学生が、 広 河さん から 声をかけられて 広 河 事務所で アルバイト する こと 
になった こと、 そして、 初回の 勤務は 日 曜に広 河 氏が 所有す る 吉祥 寺の マンションに 一人で 行 
くこと になって いる ことを 直前に 知った。 広 河さん は、 ボランティアの 女子学生を 気に入る と 広 河 
事務所の 仕事に 誘う というの が 常套手段で 聞いた ことがあり、 実際 広 河さん は その 女子学生の 
こと も ジロ ジロ 見て いて 気に入って いるよう に 感じ、 心配に なった。 そこで、 その 女子学生に 『広 
河は 女性 関係で トラブルを 起こしが ち だとい う 話 も あるし、 吉祥 寺の マンションは オフィシャルな 
場所では ない ので、 仮病を 使うな りして 明日 は 行かない 方が 良い。 4 階の 広 河 事務所で あれば、 
何 か あったら 助けて あげられる から』」 というよ うな 話を して 説得し、 実際に 体調 不良を 口実に し 
て マンションには 行かせずに 済んだ と レ 、う ことがあった」 （デイ ズ ジャパン 社） 

社員ら はこの ように、 広 河 氏の ハラ スメントを 疑う ことがあっても、 広 河 氏の 圧倒的な ワンマン 経 
営で 自 浄 作用 が 機能し な V 、組織の 内部では、 正面から 強 レ 、告発の 声を あげる ことは 容易では 
なかった。 

(2)  広 河 氏を 擁護す る 声 

検証 作業の 中で、 広 河 氏の ハラ スメントを ある 程度 知っていた 者が、 広 河 氏を 擁護す る 言動 
を とって レ ヽ たと V ヽう 証言 も 複数 確認され た。 

検証 委員会が 直接 話を 聞く ことができた セク シャル ハラ スメント 被害者には、 複数 名、 相談し 
た ボランティア などの 関係者から 「あなたが 悪い から 黙って いなさい」 とか 「今 聞いた 話は 聞かな 
かった こと にして ほしい」 などと 言われて ショックを 受け、 傷つ V ヽたと 述べる 人が いる。 

現に、 検証 委員会が 直接 ヒアリングを 行った なかで も、 一部には 「あの 件は、 本人は セク シャ 
ル ハラ スメント だと 言って いる けれど、 自分には そうは 思えない」 と 被害者の 声に 疑問を 呈 したり、 
広 河 氏の セク シャル ハラ スメント について 知っていた にも 関わらず、 ヒアリングの 場では あえて 話 
さない というよ うに、 広 河 氏を 消極的に 擁護す るよう な 言動 も みられた。 

そのような 被害 告発を 封 じる 言動 や、 広 河 氏を 消極的に せよ 擁護す る 動機に っいては、 

広 河 氏の 業績への 敬意から、 広 河 氏の 体面に 傷を つける ような ことは しては ならない という 発想 
や、 広 河 氏が 仕事を でき なくなって は、 広 河 氏に よる 社会 正義 実現の 妨げに なって しまう という 
ような、 「社会 正義 実現を、 個々 の ハラ スメント 被害 告発より 上に 置く」 という 発想が あった と 思わ 
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れ る。 広 河 氏の 業績が 社会的に 意義が あると 高く 評価され る ことが、 ただでさえ 告発 しづら い ハ 
ラ スメント 被害を、 更に 告発を しづら くさせる 圧力と しても 機能した といえる。 


(3) 「特別扱い」 の 社員の 存在 

広 河 氏は、 B 編集長の 能力を 高く 評価して おり、 「社員の なかで、 B さんだ けを 特別扱いして 
いた」 という 趣旨の 指摘は 異なる 期間に 在籍して いた 複数の 社員から 寄せられた。 B は、 H 解 
雇に ついて 広 河 氏に 抗議したり、 F への 退職 強要に ついても 問題 視 するな ど、 広 河 氏に 対して 
正面から 意見を 言う ことは あった が、 第 4 の 2  (2) に 述べた 通り、 C が 退職に 際し 労働 関連 法令 
違反 や 広 河 氏の パワー ハラ スメント について 問題 視 する メールを 全社 員に 送った 際には、 「広 
河 氏の パワー ハラ スメントを 批判す る 態度は みられず、 残業 代不 払に ついても 積極的に 問題 視 
する ことはなかった。 

また、 B には 労働組合 活動には 否定的な 態度が 顕著で あり、 労働組合 員に よる 団体交渉の 
前には、 会社 役員に 対する メールの 中で 「もし 労働組合 員が 広 河さん の パワー ハラ スメントが あ 
ったと 言って きたら、 こう 言って 下さい」 と、 労働組合 員の 業務 中の 態度の 問題を 指摘す るな ど、 
労働組合 員に 反発す る 態度を とっていた。 

B としては 仕事に 熱心で、 強い 正義感を もって 業務に あたって いた ものと 思われる し、 一社 員 
という 立場であった 以上、 広 河 氏の ハラ スメントを 抑制すべき だった とまでい うことは できない。 と 
しても、 少 人数の 組織の 中で、 唯一 中間 管理職 的な 立場に いた 者が 人事 権を 持つ トップで ある 
広 河 氏から から 特に 高く 評価され、 広 河 氏の ハラ スメント や 労務管理 について このような 認識で 
あった という ことは、 広 河 氏の ハラ スメント に対して 労働者が 一体と なって 抗議して 声を あげる と 
いう 動きを 作り づら かった 一因では あった と考えられる。 


第 11 広 河 氏の 現在の 考えと 検証 委員会の 意見 

1 「謝罪の ための 事実 確認」 を 求める 理由 

検証 作業 期間 中、 広 河 氏は 様々 な 迷いを 見せた が、 最後まで 謝罪に ついては 逡 巡を 続け、 最終 
的には 「謝罪は しない」 という 選択を したよう である。 これにつ いての 広 河 氏の 説明は 以下の通り であ 
る。 

'.誤った 記憶に 基づいて、 何度も 繰り返し 私を 攻撃す る 人に 対しては、 考えを 変えた。 私は 間違いは 
間違 レ ヽと 早く 指摘 すれば する ほど、 どちらに も 被害が 少なくな ると 考え直した。 共同 通信の 取材から、 
私は 相手が それを 反映し ようがし まいが、 言う ことは 言う 方針に 切り替えた。 とは レ 、つても 私の 記憶が 
はっきりして レ ヽる 範囲 だけ だが。 


このように、 謝罪す る ことは 週刊誌 報道の すべてを 認めた ことにな り、 更 なる パッシングを 受ける だ 
けだと いうの が 広 河 氏の 最終的な 結論で ある。 そして、 その 謝罪を 頑な に 拒否す る 理由を 広 河 氏は 
次のように 説明す る。 


P 弁護士 (注. 広 河 氏の 代理人 弁護士） は、 今は この 問題の 重さと 意味を きっ ちりと 学ぶ 時期な の 
だと 助言し て くれた。 もう 一人 の 女性の Q 弁護士  (注 •広 河 氏の 代理人 弁護士) もダメ だと 言った。 き 
ちんと お詫びを する のは、 この 問題を 考え抜いて 自分な りの 判断を 得た 後 だと。 この 問題の 中身を し 
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っかり 学んで、 それに よって 反省して、 その あとでよ うやく 謝罪で きる のでは ないか、 と 言った。 冷や 5 
べきは きちんと この 問題を 考える ことで、 それな しに 謝罪す る ことは 許されな レ 、と 理解した。 

それを 思 I ヽ 出せな I 、のに、 事実と 認め て 謝る と レ 、うのは、 謝罪を 受けた 人に とっ て も 謝る 人に とっ 
てち 許される ことでは な レ ヽと 思う。  つまり、 記憶が 定かで なぐ 事実 認識が あいま V 、なま ま 謝罪 

する ことは は 無責任 だとい う 正論め いた 認識を 掲げた 上で、 更に 次のように 続ける。 

思い出す ようにと、 何度も 周囲から 強く 言われた が、 相手に 会って 顔を 見て 話したら 多くの ことを 
思 レ ヽ 出せる かもしれ ない が、 それ も できな レ ヽ なら どうした らい レ ヽ のか。 言 己 憶の 扉を 開ける きっかけ とな 
る カギが 見つからない。 最近の 事で も 記憶から 消える ことが 多 I 、のに、 まして 何年 も 前の 記憶で ある。 
嫌な 思い、 素敵な 思 I 、をした 人に とっ ては 大事な 記憶と して 残る かもしれ ない が、 嫌な 思 I ヽを させた 
ことが な レ 、と 信じて レ ヽる 自分に とっては、 記憶に 留める 理由がなかった のか もしれ ない。 


以上の ように、 広 河 氏は、 自らの 記憶が あいまいだ として、 週刊誌に 報道され た 件の 女性と 会って 
話して 記憶を 喚起しながら 事実を と 被害者に 確かめたい、 と V 、うので ある。 記憶が 定かで な レ ヽ まま 謝 
罪する ことは できない、 という 「 正論」 め レ 、たこと を 言う が、 結局 広 河 氏が 「 事実を 確かめたい」 と レ ヽう意 
図は、 被害者が 抱えた 苦しみを 少しで も 理解し、 自身の 犯した 性 慕 力に ついて 謝罪す るた めの 記憶 
喚起では ない。 広 河 氏の その 意図は、 週刊誌に 書かれた 個別の 事実に 反論を 加え、 「あのと きは 合 
意が あった はずでは ないか」 と 質したい たいと V 、うこと である。 

広 河 氏は、 内省の ような 趣旨の 言葉を 述べる こと も あった が、 結局、 自らの 犯した 罪と 責任に 向き 
合う どころ か、 むしろ 逆に 被害者に 二次 被害を 与える ような 主張に こだわって いる。 広 河 氏が 唯一 事 
実への こだわりを 見せる のは、 「そこに あった はずの 合意の 証」 という ことへの こだわり である。 もっとも 
らしい 自 分に 都合の 良 レ 、理屈を つけて そうした 主張を する 根拠は 次の ような 考え方に 支えられ てい 
る。 

男女が たとえ、 地位 や 力の 世界であって も、 すべてが セクハラが 絡む 関係と ならない はず だ。 セク 
ハラと I 、う 言葉で 関係が 語られた その 瞬間に、 それまでの 男女の 心の中に 育った はずの 温かな もの 
は、 一切なかった ように 女たち は 語り 始める。 あの 時期は それほど ひどい ものだった のか、 あの 時 語 
り 合った ことは、 そんなに 色 あせた ものだった のか、 男たち は 愕然とす る。 そして 残ったのは 加害と 被 
害 だけなん てひどす ぎる、 と 考える。 

広 河 氏が 被害者に 問 V 、た V 、ことは、 具体的には 「レ 、きなり セックスした わけでは なく、 それ 以前に 
合意ら しきものはなかった のか」 「二人の 間には 温かな 会話はなかった か」 「二人の 関係は 週刊誌に 
書いて あるよう な あんな ひどい ものだった のか」 という、 恋愛と いう 文脈に 位置づけられる、 独りよ がり 
で ロマンチックな 心情に 基づく 願望を 込めた 疑問に なって しまう ことは 明らかで ある。 

広 河 氏に とっては、 こうした 疑問を 再度 被害者に 投げ かける ことが、 いわゆる 二次 被害に なること 自 
体が 理解され ていない。 広 河 氏には、 相手 側の 被害 感情 や 現在で も 抱えて V 、る 苦痛には まったく 思 
V 、が 至って レ ヽなレ ヽの である。 

加害者で ある 広 河 氏が そのような 主張す る こと 自体が、 被害者た ちを 重ねて 傷っける、 いわゆる 二 
次 加害に なること も 明らかで あるた め、 検証 委員会は、 そのような ことは 控えるべき だと 述べて きた。 

これに 対し 広 河 氏は、 「事実を 確認し、 その上で 謝罪す る 可能性が あると 言って いるのに、 事実を 
確認し ようと すれば 『二次 加害になる から やめろ』 と言われて しまう。 このように、 自分の 反論を 封じ込 
める やりかたは 許されない」 と 述べる。 

更に 広 河 氏は、 自分の やってきた 数々 の 性 暴力に っいては、 「記憶が あいまい」 「断片的な 事実 
しか 思い出せない」 などと する 一方で、 自 分の 納得し な!/ 、事実に つ V 、ては 詳細 に 主張したり、 ある 件 
について その 前には 述べて いなかった 自分に とって 有利と 思われる 事情を 「記憶が 戻って きた」 とし 
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て 後に 追加して 弁明す るな ど、 供述 態度が 全体に 極めて 不誠実 だとい うのが 検証 作業 期間 全体を 
通じた 状況であった。 

2 「性的関係には 女性の 合意が あった」 と レ ヽう思 V ヽ こみ 

検証 委員会は、 広 河 氏に 対し、 「あなたが した ことは 女性の 意に 反する 性 慕 力で あり、 あなたは 女 
性が 合意 同意した と 思って いた、 と 何度も 述べる が、 女性 達は 合意 同意して いなかった と 言って おり、 
検証 委員会と しても それが 真実 だと 認定した。 あなたと 女性 達の 立場の 違いは 明 白で あり、 あなたが 
した ことは、 たとえ あなたに そういう 意識がなかった としても 立場の 優位性に 乗じて、 あなたより 弱い 
立場に ある 女性 達に 対して 性 暴力を ふるった という ことなの だから、 これに 正面から 向き合って 謝罪 
し、 しかるべき 責任を とるべき だ」 と 何度と なく 伝えて きた。 その 際には、 「慕 行 や 脅迫の ような わかり 
やすく あからさまな 慕 力を ふるった わけではなくて も、 優位な 立場を 使って、 相手が N0 と 言えない 
状況に 乗じて 性 慕 力を ふるう という、 地位を 利用す る 類型が あり、 あなたが した ことは まさに それで あ 
る」 と レ 、うこと を あわせて 伝えた。 

これに 対し 広 河 氏が 述べる ことは 局面 ごとに 色々 と 揺れて きた。 

しかし、 広 河 氏は 結局い まだに、 「合意が あった はず」 「暴力 的な 強要はなかった はず」 「自分が 記 
憶して V 、る 事実 関係から すれば、 女性 達は 当 時は 合意 同意を して レ 、たと V 、える のでは ないか」 という 
主張に こだわり 続けて いる。 

広 河 氏の 主観では、 「世の中には 確かに 優越 的な 地位に 乗じた 性的関係の 強要と いう もの も ある 
のだろう が、 あくまで 自分の ケースは 自由 恋愛の 延長で、 しかも 『合意 同意』 の 上での 性行為で あり、 
被害者の 訴えは その後の 翻意に よる ものである」 「広 河 個人と いうよりも 仕事に 魅 かれた のでない か」 
「私は 年齢差で 恋愛を 考えた ことは ない。 自分では 常に 若い と 思って いる」 として、 20 代の 女性たち 
が 次々 に 60 後半の 男性の 自 分に 恋愛 感情を もった の だとい う 恋愛観を 堂々 と 披瀝す る。 検証 委員 
会から 何度と なく 被害者 証言 や 親交が あった ジャーナリストら の 言葉を 伝えても、 広 河 氏は どうしても、 
優越 的な 地位に よって 強制した 関係では なく、 個人的に 魅 かれ あった 男女の 自 由な 関係で あると い 
うこと にしたい というと ころから なかなか 離れようと しない。 それ どころ か 広 河 氏は 「自分は 文 春の 商 
業 主義 的、 もしくは Me  Too 運動に のった 時代の 犠牲者で ある」 とさえ 認識して いると ころが ある。 

広 河 氏は、 「今に なって みれば」 という 前置きを つけながら、 次のように 述べる こと も あった。 


今回の 問題では、 これまでの 私には 存在し なかった 語彙 や 考え方に 出合 I 、続けて いる。 男女に 合 
意が あった としても、 立場が 絡む 場合は まず 不本意な 合意と なる 可能性を 考える べきと レ 、うの も その 
ひと っ だ。 立場が ある 人間は、 意識し ようとし まいと、 それを 利用して いると 考えるべき という。 これは 
私の 頭には なかった 考えだった。 歴史上 支配者で あり 続けた 男と I 、う 存在は、 一歩 立ち止まって、 
女の YES の 中に 封じ込められた NO を 読み取らなければ ならない と レ 、うこと を 書いて レ ヽる 人ち I ヽ る。 
まして 立場 や 権力が ある 男なら より I 、ゥ そうだと レ づこ とだ: 5 勿 も 
「広 河さん の 考えて I 、る 合意は、 全て 後日 ひっくり返される 合意だった の だと 思 I 、ます 。 

どう 考ぇ てち、 早く 病院で カウンセリングを 受けるべき です。 おかし レ ヽ のです よ。 」 

と 話し て くれた 近し い 人 の 言葉が、 心に 突き刺さって いる。 

_ 広 河 氏は、 この 「心に 突き 朿 IJ さって いる」 ことを 真剣に 対峙し 考えるべき である。 

3 検証 委員会と しては、 広 河 氏が 自 分の 加害 性を 正面から 直視し、 これにつ レ 、ての 責任を 果たす 
態度を 世に 表す ことが、 広 河 氏が 公に できる、 事実上 最後の 社会的 意義が ある 仕事と なる のでは な 
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いかと 何度と なく 広 河 氏に 問い かけて きた、 そして、 被害 当事者 や、 広 河 氏と 近い 立場に あった 同 
業者ら の 怒りを 伝え、 真摯に 責任を 果たす よう 促して きた。 

しかし 残念な ことに、 広 河 氏が 現時点で 到達して いるのは このような 認識に 留まる ことを 報告せ ざ 
るを 得ない。 

第 12 ハラ スメントの 責任 履行の 勧告 


1 広 河 氏の 責任 

(1) 判明した 被害者への 謝罪と 慰謝 

広 河 氏は、 第 3 記載のと おり、 デイ ズ ジャパン 社の 経営の ほぼ 全 期間に わたって、 複数の 関 
係 者に 対し、 性交の 強要、 性的 身体 的 接触、 裸の 写真 撮影、 性的 言動な どの セク シャル ハラス 
メント に 及んだ。 これらの 行為は、 デイ ズ ジャパン 社 や 広 河 事務所の 関係者に 対する 環境 型 ハ 
ラ スメント ともなった。 これらは、 直接の 被害者に 対する 不法行為 （民法 第 709 条） に 該当する。 
また、 雇用 機会均等 法 1 1 条 1 項に 基づく 事業者の 措置 義務の 違反に も 該当する。 

したがって、 広 河 氏は 加害 行為を 認め、 判明した 被害者に 対しては、 謝罪し、 慰謝の 措置を 
講じる- <  含 である。 

また、 広 河 氏は、 前述の ように、 デイ ズ ジャパン 社 経営の ほぼ 全 期間に わたり、 デイ ズ ジャパン 
社 や 広 河 事務所に おいて 日常 的に、 業務の 遂行に 関し、 必要 以上に 激しい 叱責を 繰り返し 行 
うこと や、 他の 労働者の 面前に おいて 大声で 威圧的な とり 叱責を 繰り返し 行うな どして 執務 環境 
を 害した。 これらは パワー ハラ スメントに 該当する。 

環境 型 セク シャル ハラ スメントと 環境 型 パワー ハラ スメント により 執務 環境を 害され、 また、 不快 
感を もった 関係者は 多数 存在す ると 思われる。 したがって、 広 河 氏は、 環境 型 セク シャル ハラス 
メント と パワー ハラ スメントに ついても、 事実を 認め、 謝罪の 意思を 公表す るべき である。 

⑵ デイ ズジャ パン 社の 責任 履行への 協力 

検証 委員会には、 「検証 委員会には 申告 しないが、 被害 案件が 他に 複数 ある ことを 把握して 
いる」 と レ 、う 支援者の 声が 寄せられて V 、るので、 検証 委員会が 把握して いな レ 、ケース もま だ存 
在す る 可能性が ある。 本 検証で 検証 委員会が 接触す る ことができた 被害者は 全て 検証 委員会 
による 調査に より 判明した 方々 で、 広 河 氏から 名前が 挙がった 方は 一人 もい ない。 広 河 氏の 記 
憶には、 他に も 性的関係を 持って いた 女性 もい ると 思われる が、 広 河 氏は 一人 も自 ら 明らかに 
する ことはなかった。 後述の デイ ズ ジャパン 社の 責任 履行に おいては、 広 河 氏は 情報 提供 等 
の 協力を すべきで ある。 

⑶ 二次 加害を しない こと 

被害者の 多くは、 今でも この 件に 触れる だけで も 辛ぐ カウンセリングを 必要と する 者 も おり、 
一時は 志して いた ジャ' ー ナ リストへの 夢を あきらめ ざるを 得なかった 者 もい るな ど、 被害の 影響 
は 極めて 深刻と 言わざる を 得ない。 被害者ら は、 広 河 氏が 事実を 認めない ことへの 憤りと 失望、 
そして、 広 河 氏には 真摯な 謝罪な どで きないだろう という 強い 不信 感を 抱いて いる。 被害者の 
中には、 情報 提供を する ことで、 広 河 氏に 特定され るで あろうと 考え、 報復を 恐れる 者 さえい る。 

広 河 氏は まずは 自分が 行った ことを 直視し、 独善的で 自己中心 的な 弁明を 公の 場で 行う こと 
は 控え、 これ 以上 被害者ら に 恐怖と 苦痛と 不安 感を 与える ような 言動は 絶対にし ないよう、 行動 
を自 重す る ことを 強く 求める。 
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特に、 「性的関係は あった がそのと き 女性 達 も 合意して いた」 と 公の 場で 主張す る ことは、 被 
害 者に 甚大な 精神的苦痛を 与える 二次 加害に 他なら ない。 検証 委員会は 約 10 か 月 にわたり 
各方 面に ヒアリング 等の 調査を 行い、 検証 委員 全員での ベ 11 回に わたって 広 河 氏の 主張を 聴 
き、 広 河 氏から 提出され た 文章 も 全て 精査した。 その上で、 女性の 合意が あった とは 認定で き 
ない という 結論を 出した。 広 河 氏は これを 受け止め、 性交を 強要した 女性 達の 件に ついて、 「合 
意が あった」 という 主張を 公の 場で 行う ことは 厳に 控えるべき である。 

そのよう にして、 加害者と しての 自省と 責任の 履行を 公に する ことこ そが、 広 河 氏に できる、 社 
会 的 意義 ある 最後の 仕事と レ 、うべき であろう。 


2 ディ ズ ジャパン 社の 責任 

株式会社は、 代表取締役 その他の 代表者が その 職務を 行う について 第三者に 加えた 損害を 
賠償す る 責任を 負う （会社法 350 条)。 

広 河 氏に よる、 デイ ズ ジャパン 社に 関係した 女性 達 (ボランティア や 広 河 事務所の スタッフ も 含む) 
への セク シャル ハラ スメントは、 デイ ズ ジャパン 社の 代表取締役 であると V 、う 地位を 利用した もので 
あると V 、う 点で、 代表取締役 がその 職務を 行う につ レ 、て 第三者に 損害を 加えた ものと V 、える。 

従って、 デイ ズ ジャパン 社は、 広 河 氏に よる 違法行為が あった 場合には 損害を 賠償すべき ことに 
なる ので、 会社 清算に おいては、 被害者ら への 損害賠償を どのよう にす るか 検討し、 関係者の プ 
ライ バ シーに 配慮した 上で、 具体的な 医者の 策を 講じる よう 努力すべき である。 

3 役員ら の 責任 

第 10 に 記載した 通り、 各 役員ら は、 代表取締役であった 広 河 氏が 不法行為 をした こと または 
デイ ズ ジャパン 社が 雇用 機会均等 法 11 条 1 項に 基づく 事業者の 措置 義務を 怠った ことに 関し、 
監視 義務を 履行し なかった。 役員ら の 適切な 義務の 履行に よって 被害を 抑止で きる 可能性は あ 
ったので あり、 この 不履行の 意味は 重い。 組織 内の 職責に 伴う 監視 義務を 怠った ことにつ いて、 
被害者に 謝罪すべき である。 

この 故意 または 重 過失の 認定は 個別の 被害 ごとに 個別の 検討を 要する ことには なる が、 被害者 
から 申し出が あった 場合には、 誠実に 調査して、 必要な 慰謝の 措置を 講ずるべき である。 


第 13  デイ ズ ジャパン 社の 事件から 得られる 教訓 

すでに 随所で 触れて きたよう に、 今回の 事件は、 広 河 氏 特有の キャラクターが 原因と なって 起こさ 
れ たという 性格は ある。 しかし、 各方 面から 指摘され るよう に、 反 権力を 掲げる 組織 内で、 ある 場面で 
は 「人権 派」 と 称され、 実際に 社会 正義の ために 活動す る 人が、 他の 場面では 周囲に 対し セク シャ 
ル ハラ スメント、 パワー ハラ スメントを 繰り返す という 現象は しばしば 見受けられる もので も ある。。 

そこで、 広 河 氏 個人の 問題と して 片 づける ことなく、 今回の 事件から もそう した 共通す る 教訓の 指摘 
は 必要と なる だろう。 そうした 視点からは、 デイ ズ ジャパン 社の 件からは 以下のような 特徴と 教訓が 挙 
げられ る。 
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1 特徴 

(1) 「小 権力」 に 鈍感な 組織に なりやすい 

社会 正義 実現の ための 大きな 権力に 向けた 戦いは 相手が 巨大で ある だけ、 組織 総力を かけた 戦 
いに なり、 そうした 組織が 有効に 機能す るた めには 上意下達の ピラミッド 型に なりやすい。 その 結果、 
先頭に 立って 戦う 人を トップに した 権力が 生じ やすいが、 「 大きな 権力 に 向けた 戦い」 のなかでは 「小 
さな 権力」 の 濫用が 過小評価され、 「その 程度の ことは 大義の ために 仕方がない」 と 見過ごされ がち 
になる。 つまり、 反 権力 や 社会 正義 実現と いう 大きな 目標の 下、 足元の 「小さな 権力」 を 見逃して しま 
うこと になり がちで、 組織 內の 「小 権力」 を 掌握す る 者の 逸脱 行為に 対する 有効な チュ ックが 効かな く 
なりやすい。 

また、 権力 関係は 相対的な もので あり、 大きな 権力に 対峙す る 局面では 「弱者」 であっても、 違う 関 
係 性では 「 強者」 と V 、うこと も あるのに、 「 大きな 権力 に 対峙して V 、る 弱者 側」 という 自 意識が 強いと、 
他者への 「 強者」 性の 自 覚が 乏しくなる ことがある。 

更に、 反 権力を 主張す る ことによって、 「自分は 人権の ことは よく わかって いる」 「弱者の 側に たって 
いる」 との 思 レ 、込みが 強くなる と レ 、う 陥穽に 陥りが ちで あり、 そのことは、 「 人権 派」 である 自 分たち の 
言動が 人権侵害 や 差別に 当たる かどう かの 自省を 弱めて しまう 要因に もなる。 


(2) 閉鎖 的な 組織に なりやすい 

組織の 専門 性 や 他の 組織に ない 独自 性は、 社会との 距離を 生み出し 組織の 閉鎖 性を 高め やすい。 
今回の ケース も 報道写真 という 専門分野での 組織であった ように、 それぞれが 課題と する 分野が 
様々 にあり、 そうした 分野 ごとの 専門 性 や 独自性が 強調 されれば される ほど 一般社会とは 距離が 生 
まれる。 そうした 小 集団の 中での 連帯感 や 仲間意識は 閉鎖 的な ものに なりやすい。 

その 結果、 専門的な 能力 や リーダー としての 資質は カリスマ 性を 高め、 周辺の 人たち を 容易に コン 
トロールして しまう。 集まった 人たち は、 組織の 目 的に 共感し、 場合に よっては 心酔にまで 至る 傾向 も 
あり、 リーダーの やり方に 誤りが あっても、 なかなか 認知で きない。 場合に よっては 大義との 板挟みで 
葛藤が 生じ、 むしろ 自 分が 悪 V ヽと思 V 、込む ことにな りが ちで ある。 


⑶ トップに 集中し やすい 権限 

独自の 専門分野に 特化した 組織で あれば、 小 組織で ある こと も 含めて、 そこには、 経験 や 知識の 
ある トップに 権限 や 権力が 集中し やすい。 結果と して 徒弟 性に 近い 上下関係が 生まれ、 縦割りに 組 
織され た 部下たち は 容易に 掌握され、 横の 連帯を 強め づ らく、 コントロールされ やすい 状況が 生ま 
れ る。 そう なれば、 そこでの 組織を 体現す る トップへの 批判 や 非難が 組織の 規律 違反と とらえられ や 
す V 、状況が 生まれる。 


⑷ 内部での 監督 •抑止 機能が 働かない 組織に なりやすい 

本来で あれば 組織 内の 苦情の 相談を 受け、 解決に あたるべき 人 や 部署 も、 組織 防衛 意識が 働く 
ため 内向き となりが ちで、 むしろ 組織 防衛 機能を 果たして しまう。 その 結果、 苦情 処理を 担当す ると 
標 ぼうして いる 者が、 受けた 苦情を 抑え 込んで 不適切に 処理す る 機能を 果たして しまいが ちで ある。 
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組織 内の 苦情な どは 組織 内部の 苦情 処理 窓口 が あれば そこに 集中す る。 したがって、 そこが 健全 
に 機能 すれば 効果的な 解決が 期待で きる 反面、 機能 しないと かえって、 いわば 効率よ く 告発を 握り 
つぶす 効果を 生み、 組織 全体に 悪影響を 与え、 自浄 力は ますます 無くなって しまう。 

そこで 告発し ようと すれば、 組織の 目 的で ある 大義 ある 運動を 守ろうと する 人々 が 幾重に も 立ちは 
だかり、 被害者が 声を 上げる ことができない 状況が 生まれて しまう。 


2 教訓 

⑴ デイ ズ ジャパン 社の 事件の 最大の 教訓は、 自 浄 性が 無 レ 、組織 内部での ハラ スメントに 対しての 
告発の 難しさと 外部に 相談す る ことの 重要性で ある。 内部での 解決が 困難な 場合には、 基本的には、 
やはり 外部に 相談し、 法律に 頼り、 外部に 味方を 作って 行動す る ことが 重要で ある。 具体的には、 労 
働 組合、 行政、 弁護士、 性 被害 相談 窓口な ど 外部の 適切な 相談 窓口に 救済を 求める ことの 大切 さ、 
それが できるようになる ために 社会の あらゆる 局面で 相談 先の 情報に ついて 広報 啓発す る ことの 必 
要 十 生は あらためて 強調して おきたい。 

デイ ズ ジャパン 社は 自 浄 力が 著しく 欠如した 組織であった が、 そのような 組織で あっても、 「 外部の 
目」 が 入る ことは、 内部に なんらかの 変化を もたらす ことを 示した 実例で も ある。 

例えば、 C が 退職 時に 法律の 知識が ある 者を 伴って 法的 観点を 踏まえて 直接の 抗議した ことは 広 
河 氏を 強く 動揺 させ、 内容と して 杜撰では あった とはいえ、 裁量 労働 制の 協定の 締結の 契機と なっ 
た。 また、 何人 かの 社員が 労働組合に 加入して 争議を 行った ことは 閉鎖 的な 組織に 大きな 変動を も 
たらした。 広 河 氏に 経営者と しての 倫理が 欠如して いたた め、 労働組合 争蠢 から 会社 解散 決定に ま 
で 一気に 進んで しまった という 特殊性が 本件には あった が、 しかし 外部からの 圧力が 組織を 動かす 
力 になった ことは 間違いない。 

デイ ズ ジャパン 社では、 労働 基準 監督 暑、 労働 局な どに 頼った 社員は はっきりとは 確認され なか 
ったが、 こうした 行政機関の あっせん 仲裁な どの 手続を 使えば なんらかの 救済を 得られた 可能性 も 
ある。 

⑵ ただし、 外部への 相談は 容易では ない こと も しばしば ある。 性 被害に 関しては、 性質 上告 発に 
は 心理的な ハードルが 高い という ことは 一般的に あるのに 加え、 今回の ケースでは 広 河 氏の 業績の 
大きさから、 「自分 だけが 被害者から もしれ ない のに、 自分の 被害で このような 大きな 業績への 評価 
を 損なうよ うな ことを してい V ヽ のだろう か」 と V ヽう 躊躇が あった と 語る 者 もい る。 

他に 被害者が いるか わからない 状況で、 「もし 自分 だけが 被害者なら、 自 分 だけが 我慢して いれ 
ばい レ 、のか もしれ ない」 と レ 、う 葛藤 や 「 広 河 氏に 師事し、 弓 I き 立てられて 仕事で 成功して！/ 、くと!/ 、う 可 
能 性を 追求した いと レ ヽう 人を 阻害して しまうよ うな ことに なって しまって もい V ヽ のだろう か」 と V ヽう 迷いに 
苦しんだ 被害者 もいた。 

外部への 相談の ハードルが 高い こと も あるのを 踏まえれば、、 組織 内部に 相談 窓口が あったり、 役 
員が コンプライアンスを 遵守す る 意識を もって 職責に あたるな ど、 内部で 解決で きる ような 体制を とる 
こと も、 解決の 選択肢の 多様性の 保障と して 重要で ある ことは いうまでもない。 

(3) いずれにせよ、 現在の 日本 社会では、 外部への 訴えは もちろん、 內 部での 相談に も まだまだ 多く 
の ハードルが あり、 ハラ スメントを 告発す る 声を あげられなかった 被害者を 非難したり 落ち度を 問う こ 
とは 決して あっては ならない。 被害者の 落ち度を 問う ことは、 本件 被害者を 傷つける のみでな く、 他 
の 性 暴力 被害者の 声を も 封 じる 効果を も 生じさせて しまう。 
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性 暴力 被害者が 声を あげる のを 躊躇す るのは、 依然として、 多くの 人に、 地位を 利用した 性 暴力 
への 理解が 不足して いたり、 「セクハラ はする が 仕事は できる 人 だ」 等と 性 慕 力を 過小評価して 加害 
者に 甘い 対応が 蔓延して いたり、 告発の 声を あげた 被害者を バッ シングす る 二次 被害が しばしば 起 
きる という、 社会の 土壌 自体が 背景に ある。 こうした 現状は、 被害者を 支える システム のせい 弱さ や 
社会の 意識の 立ち遅れに よっても たらされて いると いう ことを 社会 全体で 直視し、 これにつ いて 真剣 
に 改善 策を 講じる ことが ハラ スメントを 根絶す るた めに 必須で ある。 
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